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は
じ
め
に

　

こ
の
度
、
編
者
が
「
宗
教
と
教
育
」
と
い
う
課
題
で
私
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
私

が
仏
教
系
私
立
中
学
高
等
学
校
の
「
宗
教
教
育
」
と
教
科
「
宗
教
」
に
関
っ
て
い
た

こ
と
に
由
る
も
の
と
拝
察
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
さ
し
ず
め
、

「
私
立
中
学
高
等
学
校
に
於
け
る
宗
教
教
育
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、

そ
こ
に
於
け
る
教
科
「
宗
教
」、
な
か
ん
ず
く
教
科
書
の
内
容
が
問
わ
れ
て
い
る
も

の
と
私
は
理
解
し
て
、
こ
の
論
考
を
進
め
た
い
。
時
、
折
り
し
も
、
戦
後
六
十
年
を

経
て
、
戦
後
教
育
の
功
罪
が
問
わ
れ
、「
中
央
教
育
審
議
会
」（
中
教
審
）
は
、
文
部

科
学
大
臣
か
ら
の
諮
問
に
対
し
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育

振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
答
申
を
提
出
し
た
（
平
成
十
五
年
三

月
二
十
日
）。
そ
こ
に
は
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
展
望
し
つ
つ
、「
教
育
の
課
題
と
今

後
の
教
育
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
」
等
、
考
察
、
論
及
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
教
育

の
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
も
注
意
を
向
け
な
が
ら
、
自
分
の

考
え
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

１　

明
治
以
降
に
お
け
る
「
宗
教
教
育
」
政
策

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
ご
維
新
か
ら
今
年
で
ほ
ぼ
百
四
十
年
に
な
る
が
、
そ

の
間
、
宗
教
は
学
校
教
育
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
来
た
か
│
社
会
が
教
育
と
の

関
連
で
「
宗
教
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
│
を
考
察

す
る
時
、「
宗
教
」
教
育
の
重
要
さ
と
と
も
に
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば
そ
れ
が
持
つ
魔

性
化
へ
の
怖
さ
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
宗
教
に
か
か
わ
る
立
場
に
あ
る
人

の
責
任
を
痛
感
す
る
。

　

宗
教
学
者
井
上
順
孝
氏
は
明
治
以
降
の
学
校
教
育
に
於
け
る
宗
教
教
育
の
位
置
づ

け
を
次
の
よ
う
に
四
期
に
分
け
て
説
明
し
て
い（
1
）

る
。

　
（
第
一
期
）〈
明
治
維
新
か
ら
一
八
九
〇
年
頃
〉
宗
教
的
教
化
と
学
校
教
育
と
が
一

部
交
錯
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
学
校
教
育
制
度
が
独
自
に
整
備
さ
れ

て
い
く
時
期
。

　
（
第
二
期
）〈
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
一
九
三
〇
年
頃
〉
国
家
意
識
の
強
ま
り
や
天
皇

制
の
確
立
に
伴
っ
て
宗
教
教
育
の
制
限
に
対
し
、
国
民
道
徳
教
育
が

義
務
化
さ
れ
る
時
期
。

　
（
第
三
期
）〈
昭
和
前
期
〉
戦
時
体
制
に
よ
っ
て
、
国
家
目
的
に
教
育
理
念
が
完
全

に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
く
時
期
。

　
（
第
四
期
）〈
戦
後
期
〉
公
教
育
に
於
け
る
狭
義
の
宗
教
教
育
が
排
除
さ
れ
る
一
方

で
、
道
徳
教
育
も
し
く
は
宗
教
的
情
操
教
育
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
、

私
立
学
校
で
は
宗
教
教
育
一
般
が
容
認
さ
れ
る
と
い
う
現
在
の
あ
り

よ
う
が
形
成
さ
れ
た
時
期
。

　

今
は
紙
数
の
都
合
上
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
で
き
な
い
が
、
こ
の
四

期
間
の
国
家
の
宗
教
教
育
に
関
す
る
姿
勢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
反
映
し
て
紆
余

曲
折
を
経
な
が
ら
終
戦
に
到
っ
て
い
く
。

　

わ
が
国
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
の
日
を
迎
え
た
が
、
そ
の
四
ケ
月
後
、

十
二
月
十
五
日
、
米
進
駐
軍
は
最
高
司
令
官
の
名
に
於
い
て
、
日
本
の
政
府
、
県
庁
、

各
市
町
村
乃
至
全
国
民
に
対
し
て
、「
国
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保

証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
ビ
ニ
弘
布
ノ
廃
止
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発
令
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
「
こ
の
よ
う
な
日
本
の
敗
戦
は
、
軍
国
主
義
者
、
国
家
主
義
者
が
、
神
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道
の
教
理
並
び
に
信
仰
を
歪
曲
し
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
し
て
日
本
国
民
を
欺
き
侵
略
戦

争
へ
誘
導
し
た
た
め
で
あ
り
、
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
は
、
爾
後
は
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
機
関
に
於
い
て
、
神
道
の
教
義
の
弘
布
、
神
社
参
拝
な
ど
一
切
、
神
道
に
関

わ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
神
道
の
教
理
並
び
に
信

仰
が
歪
曲
さ
れ
云
々
」
と
あ
る
と
お
り
、
伝
統
宗
教
で
あ
る
神
道
自
体
の
内
容
に
は

な
ん
ら
問
題
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
利
用
し
た
国
体
思
想
に
こ
そ
問
題
が
あ

る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

特
定
の
宗
教
が
国
家
を
支
配
し
、
国
公
立
の
学
校
教
育
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
既
に
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
と
し
て

出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
ノ
外
ニ
特
立
セ
シ
ム
ル
ハ
学
政
上
最
必
要
ト
ス
依
テ

官
立
公
立
学
校
及
学
科
課
程
ニ
関
シ
法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
ニ
於
イ
テ
ハ
課
程
外

タ
リ
ト
モ　

宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
ユ
ル
サ
ザ
ル

べ
シ
」（
一
般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
外
ニ　

特
立
セ
シ
ム
ル
ノ
件
一
八
九
九
・
明

治
三
十
二
年
）

　

こ
こ
で
い
う
「
宗
教
」
は
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
を
意
味
し
て
も
、
神
道
で
は
な
か

っ
た
。
そ
も
そ
も
、
神
道
が
国
体
思
想
の
中
核
に
入
っ
て
く
る
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い

が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
法
令
は
い
か
に
も
道
理
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
以
来
、
神
社
は
国
家
の
祭
祀

の
場
で
あ
り
、
国
家
神
道
は
超
宗
教
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
事
実
「
小
学
校
祝

日
大
祭
日
儀
式
日
程
（
一
八
九
一
・
明
治
二
十
四
年　

文
部
省
令
第
四
号
）
の
第
一

条
に
は
、

　

紀
元
節
、
元
始
祭
、
神
嘗
祭
、
新
嘗
祭
ニ
ハ　

校
長
以
下
生
徒
一
同
、
天
皇
陛

下
皇
后
陛
下
ノ
御
影
ニ
対
シ
最
敬
礼
ト
万
歳
ヲ
行
イ
学
校
長
ハ
教
育
勅
語
ヲ
奉
読

ス
ベ
シ

と
あ
る
。
既
に
天
皇
、
教
育
勅
語
、
や
が
て
皇
室
ま
で
も
が
神
格
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
宗
教
的
情
操
ノ
涵
養
ニ
関
ス
ル
留
意
事
項
」

（
一
九
三
五
・
昭
和
一
〇
年
）
が
発
令
さ
れ
、
先
に
挙
げ
た
「
明
治
三
十
二
年
文
部

省
訓
令
第
十
二
号
」
の
趣
旨
の
徹
底
を
促
し
て
言
う
。

　

一
、
宗
派
的
教
育
ハ
家
庭
ニ
於
ケ
ル
宗
教
上
ノ
信
仰
ニ
基
テ
自
然
ノ
間
ニ
行
ハ

ル
ト
共
ニ　

宗
教
団
体
ノ
活
動
ニ
ヨ
ル
教
化
ニ
俟
ツ
モ
ノ
ニ
シ
テ　

学
校
教
育
ハ

一
切
ノ
教
派
宗
派
教
会
等
ニ
対
シ
テ
中
立
不
偏
ノ
態
度
ヲ
保
持
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
（
中
略
）

　

三　

学
校
ニ
於
イ
テ　

宗
教
的
教
育
ヲ
施
ス
コ
ト
ハ
絶
対
ニ
コ
レ
ヲ
許
サ
ザ
ル

モ
人
格
ノ
陶
冶
ニ
資
ス
ル
為
学
校
教
育
ヲ
通
ジ
テ　

宗
教
的
情
操
ノ
涵
養
ヲ
ハ
カ

ル
ハ
極
メ
テ
必
要
ナ
リ　

但
シ
学
校
教
育
ハ
固
ヨ
リ
教
育
勅
語
ヲ
中
心
ト
シ
テ
行

ハ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
二　

之
ト
矛
盾
ス
ル
ガ
如
キ
内
容
及
ビ
方
法
ヲ
以
テ
宗

教
的
情
操
ヲ
涵
養
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
読
む
ほ
ど
に
矛
盾
を
蔵
し
た
文
言
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
当

た
り
前
の
貌
を
し
て
罷
り
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

「
国
民
学
校
令
（
小
学
校
令
改
正
）」
が
一
九
四
一
・
昭
和
十
六
年
二
月
発
令
さ
れ
た
。

　

第
一
章　

目
的

　

第
一
条　

国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基

礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　

続
い
て
同
年
三
月
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
文
部
省
令
が
発
令
さ
れ
た
。

　

第
一
章　

第
一
節　

第
一
条　

と
し
て
十
項
目
を
挙
げ
て
詳
説
さ
れ
る
が
そ
の
第
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

一
に
、

一　

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ノ
旨
趣
ヲ
奉
戴
シ
テ　

教
育
ノ
全
般
ニ
亙
リ
皇
国
ノ
道
ヲ

修
錬
セ
シ
メ
特
ニ
国
体
ニ
対
ス
ル
信
念
ヲ
深
カ
ラ
シ
ム
べ
シ

第
二
節　

教
科
及
科
目　

第
二
条　

国
民
科
ハ
我
ガ
国
ノ
道
徳
、
言
語
、
歴
史
、
国

土
国
勢
等
ニ
付
テ
習
得
セ
シ
メ
特
ニ
国
体
ノ
精
華
ヲ
明
ニ
シ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養

シ
皇
国
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

　

皇
国
ニ
生
レ
タ
ル
喜
ヲ
感
ゼ
シ
メ
敬
神
、
奉
公
ノ
真
義
ヲ
体
得
セ
シ
ム
ベ
シ

　

思
う
に
、
わ
が
国
民
は
歪
め
ら
れ
た
皇
国
史
観
に
基
く
心
理
状
態
に
誘
導
さ
れ
て

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
私
事
に
な
る
が
、
私
は
こ
の
年
、

国
民
学
校
一
年
生
と
し
て
入
学
し
た
。
現
在
の
小
学
校
を
見
る
と
き
、
ま
さ
に
隔
世

の
感
を
強
く
し
て
い
る
。

　
注
（
1
）（
こ
の
考
察
に
は
、
井
上
順
孝
責
任
編
集
『
宗
教
と
教
育
』
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴

史
と
現
状
（
弘
文
堂　

平
成
九
年
）
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

２　

戦
後
の
「
宗
教
教
育
」
政
策

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
十
五
日
、
太
平
洋
戦
争
は
敗
戦
で
終
戦
。
同
年

十
月
、
文
部
省
訓
令
第
八
号
「
私
立
学
校
ニ
於
ケ
ル
宗
教
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」
が
発

令
さ
れ
た
。

　

私
立
学
校
ニ
於
イ
テ
ハ
自
今
明
治
三
十
二
年
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
ニ
拘
ワ
ラ

ズ
法
令
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
課
程
ノ
外
ニ
於
イ
テ
左
記
条
項
ニ
依
リ
宗
教
上
ノ
教
育

ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

一
、
生
徒
ノ
信
教
ノ
自
由
ヲ
妨
害
セ
ザ
ル
方
法
ニ
依
ル
べ
シ

二
、
特
定
ノ
宗
派
教
派
等
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
儀
式
ヲ
行
フ
旨
学
則
ニ
明
示
ス
べ

シ
三
、
右
実
施
ノ
為　

生
徒
ノ
心
身
ニ
著
シ
キ
負
担
ヲ
課
セ
ザ
ル
様
留
意
ス
べ
シ

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
約
一
年
後
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
十
一
月
三
日
『
日
本
国
憲

法
』
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
中
〔
信
教
の
自
由
〕
と
し
て
、

　

第
二
十
条　

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
証
す
る
。
い
か
な
る

宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な

ら
な
い
。

②
何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
ま
た
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
な
い
。

③
国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て
は

な
ら
な
い
。

と
。
続
い
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
三
月
三
十
一
日
『
教
育
基
本
法
』
が
施

行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

第
一
条
（
教
育
の
目
的
）
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和
的
な
国
家
及

び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
っ
と
び
、

勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の

育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
（
宗
教
教
育
）　

宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に

お
け
る
地
位
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教

教
育
そ
の
他
の
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

因
み
に
こ
の
②
の
条
文
は
、
憲
法
第
二
十
条
に
基
づ
い
て
い
る
。



五

　
　
　
　

宗
教
と
教
育

　

戦
後
、
自
由
な
宗
教
教
育
の
幕
開
け
の
時
代
を
迎
え
、
そ
の
展
開
に
つ
い
て
、
井

上
順
孝
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
公
教
育
に
お
け
る
狭
義
の
宗
教
教
育
の

排
除
と
、
私
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
自
由
と
が
、
戦
後
の
変
化
の
基
本
点
と
な
っ

た
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
文
部
事
務
次
官
よ
り
、
初
等
及
び
中
等
教
育
に

お
け
る
宗
教
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
通
達
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
国
公
立
の
学

校
に
あ
っ
て
は
、
礼
拝
や
宗
教
儀
式
、
祭
典
に
参
加
す
る
目
的
で
宗
教
施
設
の
訪
問

を
主
催
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
も
し
、
研
究
や
文
化
上
の
目
的
で
訪
問
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
を
児
童
・
生
徒
に
強
要
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
宗
教
に
関
す

る
教
材
を
研
究
・
教
育
上
、
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
利
用
し
て
も
よ
い
が
、
特
定
の
宗

教
を
評
価
し
た
り
、
逆
に
否
認
し
た
り
す
る
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
原
則

が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
児
童
・
生
徒
が
、
授
業
時
間
以
外
に
自
発
的
に
宗
教
団
体

を
組
織
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
上
の
こ
と
は
、
私
学

に
は
適
用
さ
れ
ず
、
宗
教
教
育
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
年
に
は
ま
た
、
私
立
学
校
法
が
公
布
さ
れ
、
私
立
学
校
を
設
置
す
る
の
は
学

校
法
人
と
す
る
体
制
が
で
き
た
。
こ
れ
は
私
学
の
公
共
性
を
確
保
し
、
そ
の
自
主
性

を
重
ん
じ
る
制
度
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
は
、
私
立
の
学
校
に
お

い
て
は
、
宗
教
を
教
育
課
程
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
は
、
宗
教
を
道
徳

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
宗
教
立
の
学
校
に
お
い
て
は
、
宗

教
と
い
う
授
業
を
行
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
公
立
の
学
校
と
私
立
の

宗
教
立
の
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
情
操
の
差
は
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

公
教
育
に
お
い
て
宗
教
教
育
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
、
道
徳
教
育
の
必
要
性
が

し
だ
い
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
十
八
年
度
か
ら
は
、
小
、
中
学
校
に
お

い
て
、
週
に
一
度
、
道
徳
の
時
間
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
私
学
は
、

宗
教
の
時
間
を
道
徳
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
再
び

宗
教
的
情
操
教
育
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和

六
三
年
に
は
、
高
校
に
お
い
て
倫
理
・
社
会
の
授
業
が
始
め
ら
れ（
1
）
た
。」
と
。

注（
1
）　

井
上
順
孝
責
任
編
集
『
宗
教
と
教
育
』（
一
一
〜
一
二
頁
の
所
説
の
取
意
）

　　

３　

現
代
と
学
校
教
育
（
中
教
審
の
答
申
の
概
要
）

　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
教
育
基
本
法
」
は
昭
和
二
二
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ

た
が
、
爾
後
、
六
十
年
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
「
基
本
法
」
の
改
正
は
や
が
て
議

論
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
法
」
の
意
識
が
高

ま
っ
て
、
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日
、
法
律
一
二
〇
号
と
し
て
、
新
「
教
育
基
本

法
」
が
布
告
、
施
行
さ
れ
た
。

　

因
み
に
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
行
政
は
文
部
科
学
省
管
轄
で
あ
り
、
そ
の
核
は
文

部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会
（
中
教
審
）
が
代
表
的
な
も
の

と
い
え
る
。
こ
の
中
教
審
は
平
成
13
年
11
月
、
文
科
大
臣
か
ら
の
「
教
育
振
興
基
本

計
画
の
策
定
と
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の

諮
問
を
受
け
、
平
成
十
五
年
三
月
、「
教
育
改
革
国
民
会
議
」（
平
成
十
二
年
十
二
月

二
十
二
日
）
の
提
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
聴
会
の
開
催
、
有
識
者
や
教
育
関
係
団

体
か
ら
の
意
見
聴
取
、
郵
便
等
に
よ
る
意
見
募
集
な
ど
幅
広
く
国
民
各
位
か
ら
の
意

見
を
徴
し
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
審
議
し
答
申
を
提
出
し
た
。
こ
れ
が
基
礎
と
な

っ
て
、
新
「
教
育
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
、
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
過
程
に
お
け
る
作
業
こ
そ
考
察
の
た
め
の
資
料
で
あ
る
か
ら
、
今
は
、
考
察
の
対
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佛　

敎　

文　

化　

硏　
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象
は
少
々
時
代
を
遡
る
が
「
答
申
」
に
基
づ
い
て
考
え
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
新

「
教
育
基
本
法
」
に
は
言
及
し
な
い
。

但
、
最
後
に
付
録
と
し
て
新
旧
の
「
教
育
基
本
法
」
の
対
照
し
て
一
言
コ
メ
ン
ト
し

て
お
き
た
い
。（
四
五
頁
以
下
）

以
上

　

こ
の
答
申
が
、
現
今
の
学
校
教
育
の
現
状
、
課
題
、
展
望
な
ど
を
知
る
に
つ
い
て
、

要
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
素
材
に
し
て
、
目
下
の
問
題
を
考
え
て

み
た
い
。
だ
だ
、「
教
育
の
現
状
」
に
つ
い
て
不
足
に
思
う
の
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
現
状
が
起
こ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
問
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
原

因
の
追
究
な
く
し
て
課
題
は
把
握
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
答
申
（
目
次
）

の
中
、
目
下
の
課
題
に
関
連
あ
る
項
目
（
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
）
の
中
の
文
言
（
○
以
下

の
文
）
を
資
料
と
し
て
抽
出
し
、
少
々
そ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

１　

教
育
の
現
状
と
課
題

○
「
危
機
に
直
面
し
て
い
る
社
会
に
つ
い
て
、
国
民
の
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
価
値

観
が
揺
ら
ぎ
、
自
信
喪
失
感
や
閉
塞
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
倫
理
観
や
社
会
的
使
命

感
の
喪
失
が
、
正
義
、
公
正
、
安
全
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
構
成
の
変
化
が
、
社
会
の
活
力
低
下
を
招
来
し
て
い
る
」
な
ど
。

｛
私
の
意
見
｝
わ
が
国
に
は
、
昔
、「
少
欲
知
足
」
と
い
う
心
を
踏
ま
え
た
精
神
生
活

が
あ
っ
た
が
、
現
代
の
「
物
質
至
上
主
義
」
が
反
省
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
少

子
化
問
題
に
も
、
こ
れ
が
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
昔
の
「
母
は
強
か
っ
た
」
の
精

神
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
？
昔
は
、
一
人
の
母
が
多
人
数
の
子
供
を
育
て
な
が
ら
イ

ヤ
ナ
顔
を
ひ
と
つ
せ
ず
、
立
派
に
子
供
た
ち
を
育
て
た
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

○
「
危
機
に
直
面
し
て
い
る
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
が
夢
や
目
標
を
持
ち
に

く
く
な
り
、
規
範
意
識
や
道
徳
心
、
自
律
心
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
い
じ
め
、
不
登

『
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り

方
に
つ
い
て
』（
答
申
）

　
　

目
次

　

は
じ
め
に

第
１
章　

教
育
の
課
題
と
今
後
の
教
育
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て

　

１　

教
育
の
現
状
と
課
題

　

２　

二
十
一
世
紀
の
教
育
が
目
指
す
も
の

　

３　

目
標
実
現
の
た
め
の
課
題

第
２
章　

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

１　

教
育
基
本
法
改
正
の
必
要
性
と
改
正
の
視
点

　

２　

具
体
的
な
改
正
の
方
向

　
　
（
１
）　

前
文
及
び
教
育
の
基
本
理
念

　
　
（
２
）　

教
育
の
機
会
均
等
、
義
務
教
育

　
　
（
３
）　

国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務

　
　
（
４
）　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
役
割
等

　
　
　
　
　
　

①
学
校　

②
教
員　

③
家
庭
教
育　

④
社
会
教
育

　
　
　
　
　
　

⑤
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
・
協
力

　
　
（
５
）　

教
育
上
の
重
要
な
事
項

　
　
　
　
　

①
国
家･

社
会
の
主
体
的
な
形
成
者
と
し
て
の
教
養

　
　
　
　
　

②
宗
教
に
関
す
る
教
育

第
３
章　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

以
下　

省
略
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宗
教
と
教
育

校
、
中
途
退
学
、
学
級
崩
壊
な
ど
の
深
刻
な
問
題
、
ま
た
凶
悪
犯
罪
の
増
加
も
懸
念

さ
れ
る
」。

｛
私
の
意
見
｝
指
摘
さ
れ
る
青
少
年
の
規
範
意
識
、
道
徳
心
、
自
律
心
の
低
下
に
は
、

大
人
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
。
昔
、
社
会
的
成
功
者
を
見
て
子
供
た
ち
は
範
と
し

て
自
分
の
理
想
像
と
し
た
。
今
は
ど
う
か
。
多
く
の
有
名
人
（
政
治
家
、
経
営
者
）

の
欺
瞞
が
発
覚
し
、
嘘
を
吐
き
、
つ
い
に
は
、
心
無
き
謝
罪
を
す
る
。
そ
れ
が
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
子
供
は
毎
日
の
ご
と
く
そ
れ
を
見
て
い

る
。
大
人
こ
そ
、
よ
き
範
を
垂
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

昔
は
、
怒
り
を
こ
ら
え
て
許
す
と
い
う
堪
忍
の
心
が
あ
っ
た
。
今
は
「
キ
レ
ル
」
と

言
い
、
キ
レ
テ
暴
力
に
及
ぶ
。
心
を
静
め
る
教
育
が
不
足
で
な
い
か
。

○
「
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て
心
身
の
健
全
な
成
長
を
促
す
教
育
力
が
充
分
に
発

揮
さ
れ
ず
、
人
と
の
交
流
や
様
々
な
活
動
、
経
験
を
通
じ
て
敬
愛
や
感
謝
の
念
、
家

族
や
友
人
へ
の
愛
情
な
ど
を
育
み
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。」

｛
私
の
意
見
｝
昔
は
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
良
い
文
化
が
あ
っ
た
。
隣
の
お

や
じ
に
わ
が
子
が
叱
ら
れ
て
も
、
親
は
わ
が
子
を
叱
っ
た
。
今
は
叱
っ
て
く
れ
た
人

に
「
要
ら
ぬ
お
世
話
だ
」
と
反
発
す
る
。
子
供
へ
の
真
の
愛
情
が
不
足
し
て
い
る
。

○
「
学
ぶ
意
欲
の
低
下
が
、
初
等
中
等
教
育
段
階
か
ら
高
等
教
育
段
階
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
、
学
ぶ
意

欲
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
〈
確
か
な
学
力
〉
を
し
っ
か
り
と
育
成
す

る
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
」

｛
私
の
意
見
｝
昔
は
、
夕
刻
、
母
親
は
、
わ
が
子
に
「
お
父
ち
ゃ
ん
を
手
伝
っ
た

か
？
」
と
聞
い
た
。
今
、
母
親
は
「
塾
に
行
っ
た
か
？
」
と
聞
く
。
ど
ち
ら
に
勉
強

意
欲
は
湧
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
「
科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
と
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
そ
れ
を
支
え
る
学
問

分
野
は
高
度
に
専
門
化
し
、
現
実
社
会
と
の
乖
離
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
」。

｛
私
の
意
見
｝
昔
は
、
手
紙
を
筆
で
書
い
た
。
二
十
世
紀
は
、
手
紙
を
ペ
ン
で
書
い

た
。
現
在
は
、
手
紙
を
ワ
ー
プ
ロ
で
綴
る
。
そ
し
て
、
皆
は
賢
く
な
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
本
当
に
賢
く
な
っ
て
い
る
の
か
？
い
ざ
と
い
う
時
に
漢
字
が
浮
上
し
な
い
。

○
「
教
育
基
本
法
制
定
か
ら
半
世
紀
以
上
の
間
に
わ
が
国
の
社
会
も
、
同
時
に
国
際

社
会
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
、
そ
の
中
で
わ
が
国
の
果
た
す
役
割
も
変
化
し
、
世
界

の
中
の
日
本
と
い
う
視
点
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
が
、
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
国
際
社
会
に
お
い
て
存
在
感
を
発
揮
し
、

そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。」

｛
私
の
意
見
｝
京
都
は
山
科
に
聖
者
・
西
田
天
香
氏
（1872

〜1968

）
が
創
始
さ
れ

た
財
団
法
人
「
一
灯
園
」
が
あ
り
、
多
数
の
同
人
が
共
同
生
活
を
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
、
合
掌
が
挨
拶
で
あ
る
。
国
際
社
会

の
幸
せ
は
合
掌
か
ら
始
ま
る
と
言
い
た
い
。

○
「
現
在
直
面
す
る
危
機
的
状
況
を
打
破
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
改
革
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
日
的
な
視
点
か
ら
教
育
の
在
り
方
を
根
本
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
現
行
の
教
育

基
本
法
に
定
め
る
普
遍
的
な
理
念
は
大
切
に
し
つ
つ
、
変
化
に
対
応
し
、
我
が
国
と

人
類
の
未
来
へ
の
道
を
拓
く
人
間
の
育
成
の
た
め
に
今
後
重
視
す
べ
き
理
念
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
新
し
い
基
盤
に
立
っ
て
、
家
庭
教
育
、
幼
児
教

育
、
初
等
中
等
教
育
、
高
等
教
育
、
社
会
教
育
等
の
各
分
野
に
わ
た
る
改
革
を
進
め
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
云
々
。」

｛
私
の
意
見
｝「
わ
が
国
と
人
類
の
未
来
へ
の
道
を
拓
く
人
間
の
育
成
の
た
め
云
々
」

と
い
う
名
文
が
あ
る
が
…
…
仏
教
に
、「
一
切
衆
生　

悉
有
仏
性
」（
あ
ら
ゆ
る
生
き

と
し
生
け
る
も
の
・
全
生
物
は
、
皆
、
仏
に
な
る
種
を
宿
し
て
い
る
）
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
す
で
に
二
十
一
世
紀
、
そ
ろ
そ
ろ
人
間
も
、「
国
家
と
人
類
」
だ
け
で
な

く
「
衆
生
」
の
存
在
に
目
覚
め
な
く
て
は
！
。

　　

以
上
、「
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
、「
危
機
に
直
面
し
て
い
る
我
が
国
の
社

会
」
と
「
危
機
に
直
面
し
て
い
る
青
少
年
」
な
ど
の
現
状
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、

「
国
際
社
会
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

　

教
育
を
受
け
る
青
少
年
は
国
内
に
生
き
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
中
の
ど
こ

で
で
も
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
世
界
が
直
面
し
て
い
る
危
機
が
問
わ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
類
の
危
機
で
も
あ
る
が
、
戦
争
で
あ
り
、
殺
人
で
あ
る
。

青
少
年
に
と
っ
て
の
夢
も
理
想
も
戦
争
に
よ
っ
て
全
て
壊
滅
す
る
。「
二
十
一
世
紀

の
教
育
が
目
指
す
も
の
」
の
う
ち
、
戦
争
否
定
、
不
戦
、
不
殺
生
を
教
育
の
中
心
に

据
え
る
べ
き
で
な
い
か
。〈
戦
争
も
殺
人
も
昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
仕
方
が
な
い
〉
で
は
も
う
許
さ
れ
な
い
。「
殺
さ
な
い
」、

「
戦
争
し
な
い
」
を
子
供
の
心
の
底
に
植
え
つ
け
る
べ
き
だ
。
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
、

す
べ
て
の
教
育
は
成
り
立
た
な
い
。

　

私
事
で
申
し
訳
な
い
が
、
先
日
、
一
週
間
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
人
口
の
何
分
の
一
か
の
人
が
殺
さ
れ
、
現
在
で
も
撒
布
さ
れ
た

枯
葉
剤
に
よ
る
犠
牲
者
が
多
数
お
ら
れ
る
と
い
う
。
ど
こ
の
家
も
、
家
族
、
親
戚
で

死
者
が
出
な
か
っ
た
家
は
な
い
と
バ
ス
ガ
イ
ド
は
話
し
て
く
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

お
け
る
ポ
ル
ポ
ト
政
権
は
、
同
国
民
、
同
民
族
の
同
胞
を
大
量
虐
殺
し
た
。
そ
の
数

は
二
百
万
人
と
も
三
百
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
一
青
年
は
、

両
親
は
殺
さ
れ
、
残
さ
れ
た
兄
弟
姉
妹
を
薄
給
の
中
、
独
り
で
養
育
し
て
き
た
と
語

っ
て
く
れ
た
。
思
い
出
せ
ば
、
六
十
年
以
前
の
わ
が
国
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
何
れ
も

二
十
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
前
半
の
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
の
数
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で

八
百
四
十
五
万
人
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
二
千
百
五
十
三
万
人
、
朝
鮮
戦
争
で

百
八
十
九
万
人
、
日
中
戦
争
で
百
万
人
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
で
百
万
人
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
五
十
五
万
人
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
二
十
万
人
な
ど
、
統
計
に
よ
れ

ば
、
二
十
世
紀
の
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
の
総
数
は
三
千
四
万
人
を
超
え
る
と
あ
る
。

こ
れ
は
兵
士
の
戦
死
数
で
あ
る
。
一
般
人
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
ユ

ダ
ヤ
人
の
虐
殺
は
六
百
万
人
に
及
ぶ
が
、
一
般
市
民
を
合
わ
せ
れ
ば
い
っ
た
い
幾
ら

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
膨
大
な
数
に
な（
1
）
る
。

　

二
十
一
世
紀
は
、
世
界
に
明
る
さ
を
齎
ら
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
に

反
し
て
、
世
界
の
各
地
で
テ
ロ
を
伴
っ
た
戦
争
が
、
宗
教
間
、
民
族
間
の
殺
人
を
抱

き
込
ん
で
頻
発
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ス
リ
ラ

ン
カ
な
ど
で
は
、
凄
惨
な
殺
戮
が
日
常
化
し
て
い
る
。
巻
き
添
え
を
食
っ
て
殺
さ
れ

る
の
は
一
般
大
衆
で
あ
り
、
老
人
で
あ
り
何
の
罪
も
な
い
子
供
が
多
い
と
聞
く
。

　

二
十
世
紀
百
年
間
で
戦
死
者
が
三
千
万
人
を
超
え
る
と
し
て
兵
士
以
外
の
一
般
人
、

そ
し
て
今
世
紀
で
の
戦
争
犠
牲
者
を
総
計
す
れ
ば
、
優
に
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
は
億

を
超
え
る
の
で
な
い
か
。
一
人
ひ
と
り
が
家
族
を
持
っ
て
い
る
。
死
者
が
出
た
家
族

の
ど
ん
底
の
悲
嘆
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
も
し
、
今
、
各
々
の
家
族
に

そ
ん
な
状
況
が
降
り
か
か
っ
た
ら
、
と
思
う
だ
け
で
も
ぞ
っ
と
す
る
。
国
、
民
族
、
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宗
教
と
教
育

言
語
、
習
慣
な
ど
は
異
な
っ
て
も
、
同
じ
人
間
で
あ
り
、
人
類
で
な
い
か
。
そ
れ
が

ど
う
し
て
殺
し
あ
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
な
に
か
。
ど
う
す
れ
ば
解
決
で

き
る
の
か
。
人
類
は
ひ
と
つ
、
皆
、
仲
良
く
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
学

び
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
宗
教
教
育
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
戦
争
、
殺
し
は
人
間
と
し
て
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
し
て
、
政
治
も
経
済
も
動
い
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
こ
の
世
界
か
ら
、

戦
争
や
殺
し
を
絶
滅
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
国
家
が
、
民
族
が
、
個
人
が
常
に
自

覚
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
努
力
す
れ
ば
、
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
人
間
で
あ

る
な
ら
ば
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
。

　

人
間
に
と
っ
て
不
可
避
な
も
の
と
し
て
は
、
地
震
、
風
水
害
、
旱
魃
等
の
天
災
が

あ
る
。
今
、
世
界
の
各
地
で
、
こ
れ
を
予
知
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
止
し
よ
う
と

す
る
活
動
が
見
ら
れ
、
そ
の
効
果
が
上
っ
て
い
る
。
素
晴
し
い
こ
と
だ
。
戦
争
に
要

す
る
費
用
を
そ
ち
ら
に
回
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
地
震
を
初
め
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
も
大
地
震
が
起
き
、
多
く
の
犠
牲
者
が
続
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
震
予

知
・
防
災
の
意
識
が
全
世
界
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
震
教
育
の
効
果
で
あ

る
。
昨
年
五
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
地
震
に
よ
る
津
波
の
暴
威
は
、
環
太

平
洋
の
国
々
に
大
き
な
恐
怖
と
衝
撃
を
与
え
た
。
地
震
に
よ
る
津
波
は
ほ
と
ん
ど
の

人
に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
も
あ
っ
て
、
人
々
は
「
ツ
ナ
ミ
（tsunam

i

）」
と

い
う
日
本
語
を
覚
え
、
聞
き
語
り
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
「（
ツ
ナ
ミ
）」
へ
の
危
機
感

は
広
く
普
及
し
て
、
防
災
教
育
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

　

我
が
国
で
は
、「
戦
争
！
」
と
い
わ
れ
て
も
「
ツ
ナ
ミ
」
で
大
慌
て
す
る
ほ
ど
の

危
機
意
識
は
全
く
な
い
。
ま
さ
に
、「
戦
争
」
は
、
対
岸
の
火
事
・
よ
そ
事
と
思
っ

て
考
え
よ
う
と
も
し
な
い
不
感
症
に
慣
ら
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
が
脅
威
で
あ
り
、
大

き
な
悲
し
み
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
最
大
の
悪
事
で
あ
る
こ
と
の
自
覚

が
全
く
失
わ
れ
て
い
る
。
今
、
現
に
、
そ
の
戦
争
の
火
中
で
、
嘆
き
苦
し
ん
で
い
る

の
も
人
間
で
あ
り
、
戦
争
を
起
こ
し
て
い
る
の
も
人
間
で
あ
る
。
い
つ
そ
ん
な
状
況

に
な
る
か
の
自
覚
の
な
い
ま
ま
わ
が
国
の
若
者
は
な
ん
と
な
く
青
春
を
生
き
て
い
る
。

今
、
わ
が
国
の
青
少
年
に
と
っ
て
の
危
機
的
状
況
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

現
代
の
教
育
に
お
い
て
、
不
戦
の
願
い
を
教
育
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
く
て

も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
現
代
の
子
供
に
と
っ
て
緊
要
の
課
題
で

あ
る
。
戦
争
・
殺
戮
の
苦
し
み
と
脅
威
を
学
び
、
戦
争
を
し
な
く
て
も
よ
い
世
界
を

作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
絶
対
戦
争
を
し
な
い
と
い
う
決
意
を
も
っ

て
生
き
る
子
供
を
育
て
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

国
内
に
眼
を
や
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
殺
人
事
件

が
起
き
て
い
る
。
親
が
子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
し
、
兄
弟
姉
妹
、
家
族
が
、
そ
し

て
隣
人
が
殺
し
あ
う
陰
惨
な
事
件
が
激
増
し
て
い
る
。
戦
争
が
「
殺
し
」
な
ら
、
こ

れ
も
ま
た
殺
し
で
あ
る
。
家
族
間
に
予
想
も
し
な
か
っ
た
事
件
が
継
続
的
に
起
き
て

い
る
こ
と
は
、
他
所
事
、
他
人
事
で
は
な
い
。
ま
さ
か
自
分
の
家
族
が
自
分
を
あ
や

め
る
と
は
誰
も
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
家
族
が
今
、
互
い
に
疑
心
暗

鬼
に
な
る
世
相
で
あ
る
。
戦
争
も
、
殺
し
も
、
人
間
と
し
て
の
自
分
の
問
題
で
あ
る
。

宗
教
の
問
題
で
あ
る
。

注（
1
）
三
省
堂
発
行
『
世
界
な
ん
で
も
ト
ッ
プ
10
』（
１
９
９
６
年
版
）
等
。
戦
争
に
お
け
る

死
者
数
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
発
表
誌
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
百
万
単
位
数
で
大
き
く
相
違

す
る
が
、
把
握
で
き
な
い
ほ
ど
死
者
が
出
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
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２　

二
十
一
世
紀
の
教
育
が
目
指
す
も
の

　

中
教
審
の
答
申
に
は
、
こ
の
項
目
下
で
、「
二
十
一
世
紀
の
教
育
に
は
、
人
格
の

完
成
を
目
指
し
、
個
人
の
能
力
を
伸
長
し
、
自
立
し
た
人
間
を
育
て
る
と
い
う
使
命

と
、
国
家
や
社
会
の
形
成
者
た
る
国
民
を
育
成
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
。
す
べ
て

の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
個
性
や
特
性
を
持
つ
。
教
育
は
、
そ
れ
を
尊
重
し
、
生
か

し
、
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な
成
長
過
程
と
人
生
を
保
養
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
的
使
命
は
、
今
後
の
時
代
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
は

な
い
。」
と
述
べ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面
す
る
諸
々
の
歴
史
的
変

動
の
潮
流
の
中
で
、
教
育
が
、
諸
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
自
ら
乗
り
越
え
て
ゆ
く
力

を
育
て
る
こ
と
、
こ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
生
涯
学
び
続
け
、
そ
れ
を
支
え
る

社
会
が
育
つ
こ
と
の
必
要
性
を
説
く
。

　

さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
の
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、「
人
間
と

自
然
と
の
共
生
で
あ
り
、
様
々
な
文
化
や
価
値
観
を
持
つ
多
様
な
主
体
が
こ
の
地
球

に
共
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
が
古
来
大
切
に
し
て
き
た
、
自
然
の
美
し
さ
に

感
動
し
心
を
震
わ
せ
る
感
性
や
、
自
然
の
本
質
を
理
解
し
、
自
然
と
人
間
と
の
調
和

を
重
視
す
る
行
動
様
式
は
、
今
後
一
層
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国

の
文
化
と
し
て
、
教
育
に
お
い
て
も
大
切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
こ
と
」

を
強
調
し
て
い
る
。

　

中
教
審
の
答
申
で
は
、
以
上
の
「
二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
日
本
人
の
育
成
」
を
目
指
し
て
、
今
後
の
教
育
に
次
の
「
五
つ
の
目
標
」
の
必
要

性
が
解
説
（
筆
者
が
簡
略
化
）
を
付
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

①　

自
己
実
現
を
目
指
す
自
立
し
た
人
間
の
育
成
。
こ
こ
で
は
、

国
民
は
一
人
の
人
間
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
自
由
に
は
規
律
と

責
任
を
伴
う
こ
と
。
個
と
公
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
の
下
に
、

自
立
し
た
存
在
と
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
成
長
を
続
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
価
値

を
尊
重
す
る
教
育
。

②　

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
備
え
た
人
間
の
育
成
。
こ
こ
で
は
、

倫
理
・
道
徳
心
を
備
え
た
豊
か
な
心
と
人
間
と
し
て
持
つ
べ
き
最
低
限
の
規
範
意

識
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
大
切
さ
。
自
律
心
、
誠
実
さ
、
勤
勉
さ
、
公
正
さ
、
責
任

感
、
倫
理
観
、
感
謝
や
思
い
や
り
の
心
、
他
者
の
痛
み
を
理
解
す
る
優
し
さ
、
礼

儀
、
自
然
を
愛
す
る
心
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
心
、
自
然
や
崇
高
な
も
の
に

対
す
る
畏
敬
の
念
を
学
び
身
に
つ
け
る
教
育
。

③　
「
知
」
の
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
性
に
富
ん
だ
人
間
の
育
成

こ
れ
か
ら
は
「
知
」
の
世
紀
で
あ
る
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
教

育
環
境
の
変
化
を
活
か
し
つ
つ
基
礎
・
基
本
を
習
得
し
、
そ
れ
を
基
に
探
究
心
、

発
想
力
や
創
造
力
、
課
題
解
決
能
力
等
を
伸
ば
し
人
類
の
将
来
の
発
展
に
貢
献
す

る
人
材
の
育
成
。

④　

新
し
い
「
公
共
」
を
創
造
し
、
二
十
一
世
紀
の
国
家
・
社
会
の
形
成
に
主
体

的
に
参
画
す
る
日
本
人
の
育
成
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
人
の
国
や
社
会
は
誰
か
が
作
っ
て
く
れ
る
と
い
う
依
頼
心
で
な

く
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
、
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
す
る
と
い
う

公
共
心
、
自
分
の
能
力
や
時
間
を
他
人
や
社
会
や
地
域
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
自
発
心
、
社
会
正
義
を
行
う
た
め
に
必
要
な
勇
気
、「
公
共
」
の
精
神
、
社

会
規
範
を
尊
重
す
る
意
識
や
態
度
の
育
成
。
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⑤　

日
本
の
伝
統
・
文
化
を
基
盤
と
し
て
国
家
社
会
を
生
き
る
教
養
あ
る
日
本
人

　

の
育
成

自
国
や
地
域
の
伝
統
・
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
、

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
や
郷
土
、
国
へ
の
愛
と
誇
り
を
は
ぐ
く
み
、
他
国
の
伝

統
・
文
化
の
相
違
を
理
解
し
敬
意
を
払
い
、
国
際
社
会
人
と
し
て
、
世
界
に
貢
献

す
る
日
本
人
の
育
成
。

　

中
教
審
の
提
言
は
以
上
の
五
項
目
で
あ
る
が
、
次
は
宗
教
系
私
学
人
の
立
場
で

の
提
言
と
し
て
述
べ
た
い
。

⑥　

人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
一
つ
し
か
持
っ
て
い
な
い
か
け
が
え
の
な
い
「
い

の
ち
」
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
を
殺
さ
ず
生
か
す
優
し
い

心
を
は
ぐ
く
み
、
以
っ
て
、
そ
の
思
い
を
生
き
と
し
生
け
る
あ
ら
ゆ
る
生
物
（
衆

生
）
に
も
及
ぼ
し
て
い
く
慈
悲
心
の
育
成
。

　

中
教
審
が
「
答
申
」
に
提
言
す
る
「
公
共
」
の
意
識
も
「
共
生
」
へ
の
教
育
も
、

相
手
を
思
い
や
る
優
し
い
心
・
愛
情
な
く
し
て
は
育
た
な
い
。
こ
れ
は
、
日
常
生

活
の
個
人
個
人
の
う
え
で
実
践
さ
れ
る
基
本
で
あ
る
。
世
界
の
ど
こ
か
で
、
ひ
と

た
び
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
万
単
位
の
死
者
が
出
る
科
学
・
化
学
兵
器
時
代
の
今
日
、

個
人
個
人
の
努
力
も
水
泡
に
帰
す
る
し
か
な
い
。
今
こ
そ
、
学
校
を
挙
げ
て
、
あ

ら
ゆ
る
子
供
・
青
少
年
に
呼
び
か
け
、
相
手
を
殺
さ
ず
、
生
か
す
そ
の
心
を
育
成

す
る
こ
と
を
、
わ
が
国
の
子
供
か
ら
世
界
に
発
信
し
て
い
く
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
、
こ
の
答
申
の
第
１
章
を
概
観
し
て
き
た
が
、
表
題
、
目
次
が
示
す
通
り
、

第
１
章
を
前
提
に
し
て
第
２
章
以
下
は
「
教
育
基
本
法
改
正
の
必
要
性
と
改
正
の
視

点
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
現
条
文
の
一
々
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
多
く
の
重
要
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
、
多
く
は
触
れ

な
い
。
但
し
、
第
２
章
２
の
（
４
）「
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
役
割
等
」
の
中
、

①
「
学
校
」
で
は
、「
教
育
基
本
法
」
第
六
条
（
学
校
教
育
）
の
条
文
に
関
し
て
、

　

○
さ
ら
に
「
私
立
学
校
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
・
大
学
院
ま
で
の
学
校
教
育
全
体

に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
の
公
教
育
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
の
大

き
さ
に
か
ん
が
み
、
学
校
の
役
割
に
つ
い
て
規
定
す
る
際
に
は
、
そ
の
重
要
牲
に
つ

い
て
も
十
分
に
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。」
と
あ
る
。

　

私
の
提
言
（
私
学
人
の
一
人
と
し
て
の
提
言
、
以
下
も
同
じ
）
今
、
こ
の
「
私
学

の
重
要
性
」
の
指
摘
は
、
私
学
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
長
年
、

私
学
経
営
に
当
っ
て
来
ら
れ
た
先
輩
の
努
力
が
や
っ
と
実
っ
て
、「
私
学
」
が
、「
教

育
基
本
法
」
の
中
で
大
き
く
評
価
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
学
に
と
っ
て
心
強
い

こ
と
で
あ
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

②
「
教
員
」
に
関
し
て
は
、
○
「
学
校
教
育
に
お
け
る
教
員
の
重
要
性
を
踏
ま
え
て
、

現
行
法
の
規
定
に
加
え
て
、
研
究
と
修
養
に
励
み
、
資
質
向
上
を
は
か
る
こ
と
の
必

要
性
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
適
切
」
と
。

　

私
の
提
言　

特
に
宗
教
教
育
に
と
っ
て
は
、
担
当
教
師
の
三
宝
帰
依
に
対
す
る
真

心
か
ら
の
姿
勢
は
重
要
で
あ
る
。
教
科
の
授
業
に
お
い
て
も
、
単
に
客
観
事
実
説
明

に
終
る
こ
と
な
く
、
常
に
生
徒
個
人
の
人
生
に
関
連
づ
け
る
方
法
が
大
切
で
あ
る
。

③
「
家
庭
教
育
」
に
関
し
て
は
、
○
「
家
庭
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
第
一
義
的
に
責

任
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
家
庭
教
育
の
役
割
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
す
る
こ
と
が

適
当
」
と
指
摘
し
、「
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で

あ
る
。
親
（
保
護
者
）
は
、
人
生
最
初
の
教
師
と
し
て
、
特
に
、
豊
か
な
情
操
や
基

本
的
な
生
活
習
慣
、
家
族
や
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
善
悪
の
判
断
な
ど
の
基
本

的
倫
理
観
、
社
会
的
な
マ
ナ
ー
、
自
制
心
や
自
立
心
を
養
う
う
え
で
重
要
な
役
割
を
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担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
子
化
や
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
進
む
中
で
、

過
干
渉
、
過
保
護
、
放
任
、
児
童
虐
待
が
社
会
問
題
化
す
る
と
と
も
に
、
親
が
模
範

を
示
す
と
い
う
家
庭
教
育
の
基
本
が
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
な
ど
、
家
庭
教
育
の
機

能
の
低
下
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
父
親
の
家
庭
教
育
へ
の
か
か
わ
り
が
社
会

全
体
と
し
て
十
分
で
な
い
」
こ
と
等
を
解
説
す
る
。

　

私
の
提
言
。
こ
こ
で
は
家
庭
教
育
に
関
わ
る
親
の
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
お
り
、

全
く
同
感
で
あ
る
。
但
し
、
親
と
と
も
に
、
私
は
次
の
二
者
を
留
意
し
た
い
。
現
代

の
核
家
族
化
し
た
家
庭
構
成
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
う
存
在

が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
居
住
空
間
の
別
居
は
仕
方
な
い
に
し
て
も
、
精
神
的
に
は
、

幼
児
か
ら
老
人
ま
で
、
常
に
家
族
は
一
体
と
い
う
意
識
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

我
が
国
で
は
、
昔
か
ら
家
屋
の
高
所
に
は
神
棚
が
祀
ら
れ
、
座
敷
奥
の
仏
壇
は
、

聖
域
で
あ
り
つ
つ
、
家
族
が
先
祖
と
一
緒
に
生
活
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
神
仏
へ
の

畏
敬
、
先
祖
へ
の
感
謝
の
念
は
、
科
学
の
時
代
の
家
庭
に
は
最
重
要
で
な
か
ろ
う
か
。

　

同
章
２
の
（
５
）
教
育
上
の
重
要
な
事
項
の
①
「
国
家
・
社
会
の
主
体
的
な
形
成

者
と
し
て
の
教
養
」
で
「
自
由
で
公
正
な
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
国
家
・
社
会
の

形
成
者
の
諸
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
意
識
や
態
度
を
涵
養
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
旨
を
適
切
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
後
に
述
べ
る
が
、
宗
教
教
育
を
行
う
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
で
あ
る
。

　

同
章
２
の
（
５
）
の
②
「
宗
教
に
関
す
る
教
育
」
で
、「
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の

態
度
や
知
識
、
宗
教
の
持
つ
意
義
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
旨
を
適

切
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
国
公
立
学
校
に
お
け
る
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
や
宗
教
的

活
動
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
断
を
下
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
説
と
し
て
、

　

○
「
教
育
と
宗
教
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
、〈
宗
教
に
関
す
る
寛
容

の
態
度
の
育
成
〉、〈
宗
教
に
関
す
る
知
識
と
、
宗
教
の
持
つ
意
義
の
理
解
〉、〈
宗
教

的
情
操
の
涵
養
〉、〈
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
〉
と
い
っ
た
側
面
に
分
け
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　

○
「
憲
法
に
定
め
る
信
教
の
自
由
を
重
ん
じ
、
宗
教
を
信
ず
る
、
又
は
信
じ
な
い

こ
と
に
関
し
て
、
ま
た
宗
教
の
う
ち
一
定
の
宗
教
を
信
ず
る
、
又
は
信
じ
な
い
こ
と

に
関
し
て
、
寛
容
の
態
度
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
教
育
に
お
い
て
尊

重
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」。

　

○
「
宗
教
は
、
人
間
と
し
て
ど
う
在
る
べ
き
か
、
与
え
ら
れ
た
命
を
ど
う
生
き
る

か
と
い
う
個
人
の
生
き
方
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
生
活
に
お
い

て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
受
け
継
い
で
き
た
重
要
な
文
化
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
の
意
義
を
客
観
的
に
学
ぶ
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
関
係
が
緊
密
化
・
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
他
の
国
や
地
域
の
文

化
を
学
ぶ
う
え
で
、
そ
の
背
後
に
あ
る
宗
教
に
関
す
る
知
識
を
理
解
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
」。

　

○
「
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
国
公
立
の
学
校
に
お
い
て
は
、
現
行
法
の
特
定
の

宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
を
禁
止
す
る
規
定
（
第
９
条
第
２
項
）
を
拡
大
し
て
解
釈

す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
宗
教
に
関
す
る
知
識
や
宗
教
の
意
義
が
適
切
に

教
え
ら
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
憲
法
の
規
定
す
る
信
教
の
自

由
や
政
教
分
離
の
原
則
に
十
分
配
慮
し
た
う
え
で
、
教
育
に
お
い
て
、
宗
教
に
関
す

る
寛
容
の
態
度
や
知
識
、
宗
教
の
持
つ
意
義
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
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宗
教
と
教
育

の
旨
を
適
切
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
公
立
学
校
に
お
い
て
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
や
宗
教
的
活

動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」。

　

○
「
人
格
の
形
成
を
図
る
う
え
で
、
宗
教
的
情
操
を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
、
大
変
重

要
で
あ
る
。
現
在
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
宗
教
的
情
操
に
関
連
す
る
教
育
と
し
て
、

道
徳
を
中
心
と
す
る
教
育
活
動
の
中
で
、
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
宗
教
に
関
す
る
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
後
、
教
育
内
容
や
指
導
方

法
の
改
善
、
教
材
の
研
究
・
開
発
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。」
と
い
う
。

　

以
上
、
中
教
審
の
答
申
、「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振

興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
提
言
に
よ
っ
て
、
一
応
、
わ
が
国
の
「
教
育

の
現
状
」
と
「
二
十
一
世
紀
の
教
育
が
目
指
す
も
の
」
の
方
向
を
概
観
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
中
で
提
言
さ
れ
た
「
二
十
一
世
紀
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日

本
人
の
育
成
」
を
目
指
す
た
め
の
五
つ
の
目
標
は
大
切
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
私
学
提

言
第
⑥
「
殺
す
な
」
も
加
え
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
る
と
き
、
私
は
、
私
立
中
学
・
高
等
学
校
に
お
け
る
「
宗
教
教
育
」
の

内
容
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
携
わ
る
宗
教
立
私
学
の
重
責
を
思
い
、
以
下

そ
の
考
察
を
進
め
た
い
。

　

１　

わ
が
国
に
お
け
る
仏
教
系
私
立
学
校
の
課
題

　
　
ａ　

建
学
の
精
神
と
し
て
の
仏
教
教
育
の
重
要
性

　

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
編
『
私
学
必
携
』（
第
十
三
次
改
訂　

平
成
十

七
年
五
月　

第
一
法
規
）
の
「
私
立
学
校
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
平
成
十
六
年
度

現
在
、
私
学
は
学
校
数
で
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
合
計
で
一
万
千
六
百
校
を
数

え
、
私
立
学
校
の
在
学
者
は
、
大
学
で
は
二
百
二
万
八
千
八
百
四
人
、
短
期
大
学
で

は
二
十
一
万
二
千
十
四
人
、
高
等
学
校
で
は
百
九
万
七
千
五
百
十
人
、
中
学
校
で
は

二
十
三
万
六
千
五
人
、
小
学
校
で
は
六
万
九
千
三
百
人
幼
稚
園
で
は
百
三
十
八
万
九

千
九
百
九
十
七
人
で
あ
り
、
合
計
五
百
三
万
三
千
六
百
三
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
の
在
学
者
数
を
、
国
・
公
・
私
立
の
全
体
の
在
学
者
に
占
め
る

比
率
で
見
る
と
、
大
学
で
は
七
三
％
、
短
期
大
学
で
は
九
一
％
、
高
等
学
校
で
は

二
九
％
、
中
学
校
で
は
六
％
、
小
学
校
で
は
一
％
未
満
幼
稚
園
で
は
八
十
％
を
占
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
私
学
は
わ
が
国
の
学
校
教
育
に
お

い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
私
学
は
私
人
の
寄
付
財
産
等
に
よ
っ
て
設
立
・
運
営
さ
れ
る
こ

と
を
原
則
と
し
、
設
立
者
の
建
学
の
精
神
を
基
本
と
し
て
成
立
し
て
い
る
が
、
私
立

学
校
は
、
宗
教
立
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
二
分
さ
れ
る
。
宗
教
は
仏
教
系
、
キ
リ

ス
ト
教
系
が
大
半
で
あ
る
が
神
道
系
の
学
校
も
あ
る
。

　

平
成
十
九
年
度
の
宗
教
立
の
中
等
教
育
関
係
・
中
学
高
等
学
校
の
校
数
を
見
る
と
、

（
中
高
連
学
校
名
簿
）

　

仏
教
系
中
学　
　
　
　
　

六
十
五
校　
　
　

高
等
学
校　

百
二
十
校
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

　

キ
リ
ス
ト
教
系
中
学　

百
七
十
四
校　
　

高
等
学
校　

二
百
十
七
校

　

神
道
系
中
学　
　
　
　
　
　
　

八
校　
　

高
等
学
校　
　
　

十
一
校　

を
数
え
る
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
度　

宗
教
学
校
生
徒
数
は
、（
文
科
省
生
徒
数
学
校
基
本
調

査
よ
り
）

　

私
立
高
等
学
校
全
日
制　
　
　

百
一
万
三
千
三
百
九
十
二
名

　

中
等
教
育
学
校
後
期
課
程　
　
　
　
　

二
千
二
百
八
十
五
名

　

私
立
中
学
校　
　
　
　
　
　

二
十
五
万
三
千
七
百
九
十
五
名

　

中
等
教
育
学
校
前
期
課
程　
　
　
　
　

三
千
六
百
五
十
九
名　

を
数
え
る
。

　

私
立
学
校
を
設
置
す
る
主
体
は
学
校
法
人
で
あ
り
、
学
校
法
人
は
「
寄
付
行
為
」

が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
、
名
称
、
設
置
す
る
私
立
学
校
の
種

類
、
名
称
等
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
、
何
れ
の
学
校
法
人
も
、
そ
れ

ぞ
れ
文
言
は
相
違
す
る
が
、「
目
的
」
と
し
て
、

こ
の
法
人
は
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
な
ら
び
に
私
立
学
校
法
に
基
づ
き
、

○
○
（
例
え
ば
仏
教
系
な
ら
ば
仏
教
）
を
建
学
の
精
神
と
す
る
私
立
学
校
を
設

置
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
い
う
条
文
が
入
る
。
当
該
学
校
で
、
そ
こ
に
謳
わ
れ
た
建
学
の
精
神
に
よ
る
教
育

が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の
私
立
学
校
が
学
校
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
が
、
日
本

国
憲
法
の
精
神
に
則
っ
た
「
教
育
基
本
法
」
が
そ
の
前
提
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

そ
の
教
育
基
本
法
は
、「
第
一
条
（
教
育
の
目
的
）
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め

ざ
し
、
平
和
的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
個

人
の
価
値
を
た
つ
と
び
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と

も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
旧
法
）
と
立

派
な
内
容
で
あ
る
。
各
私
学
は
こ
の
基
本
法
の
目
的
に
則
り
、
併
せ
て
建
学
の
精
神

に
基
づ
い
た
教
育
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
建
学
の
精
神
」
は
私
学
に
と

っ
て
最
重
要
で
あ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
ご
と
く
、
宗
教
立
私
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、
仏
教
系
、
神
道
系
等

の
何
れ
か
に
属
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
今
、「
仏
教
」
を
建
学
の

精
神
と
す
る
仏
教
系
の
学
校
を
範
囲
と
し
、
そ
れ
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　

因
み
に
、
京
都
府
の
私
立
高
等
学
校
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
が
十
佼
、
神
道

系
一
校
、
仏
教
系
が
十
二
校
、
仏
教
系
の
中
の
九
校
が
中
学
校
を
併
設
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
学
校
法
人
は
、
何
れ
も
、
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
成
立
し
た
、
真

言
宗
（
空
海
）、
浄
土
宗
（
法
然
）、
浄
土
宗
西
山
派
（
証
空
）、
浄
土
真
宗
（
親
鸞
）、

臨
済
宗
（
栄
西
）、
日
蓮
宗
（
日
蓮
）
と
い
う
伝
統
宗
派
に
よ
っ
て
の
創
設
で
あ
り
、

歴
史
は
古
い
。

　

京
都
は
日
本
私
学
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
、
弘
法
大
師
・
空
海

の
創
設
の
『
綜
藝
種
智
院
』（
天
長
五
年
・
八
二
八
）
を
淵
源
と
す
る
学
校
が
あ
る
。

空
海
は
、
創
設
の
趣
旨
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

国
家
広
く
痺
序
を
開
き
、
諸
藝
を
勧
励
す
。
霹
靂
の
下
、
蚊
響
何
の
益
か
あ
ら

ん
。（
中
略
）
大
唐
の
城
、
坊
坊
塾
閭
を
置
き
、
普
く
童
稚
を
教
え
、
県
県
卿
学

を
開
き
、
広
く
青
衿
を
導
く
。
是
の
故
に
才
子
城
に
満
ち
、
藝
土
国
に
盈
つ
。
今
、

是
の
華
城
に
は
、
但
一
大
学
有
り
て
塾
閭
有
る
こ
と
な
し
。
是
の
故
に
貧
賤
の
子

弟
、
津
を
問
う
所
無
く
、
遠
坊
ノ
好
事
、
往
還
す
る
に
疲
多
し
。
今
此
の
一
院
を

建
て
、
普
く
童
蒙
を
済
う
。
亦
善
か
ら
ず
や
。『
綜
藝
種
智
院
并（
1
）
序
』）

　

先
進
国
の
中
国
の
教
育
環
境
と
わ
が
国
と
を
比
較
す
れ
ば
差
は
大
き
い
。
け
れ
ど
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宗
教
と
教
育

も
貴
賎
の
別
無
く
幼
少
の
者
に
教
育
の
門
を
開
く
こ
と
こ
そ
大
事
と
さ
れ
た
教
育
愛

が
窺
え
る
。
さ
す
が
、
当
時
の
最
高
の
文
化
人
・
弘
法
大
師
に
畏
敬
の
念
を
捧
げ
、

以
っ
て
私
学
人
の
永
遠
の
範
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

徳
川
時
代
、
一
般
庶
民
に
対
し
て
は
寺
子
屋
と
し
て
教
育
が
な
さ
れ
、
明
治
時
代

に
な
っ
て
、
男
子
女
子
そ
れ
ぞ
れ
に
私
立
学
校
が
陸
続
と
設
置
さ
れ
た
が
、
京
都
に

お
け
る
、
各
法
人
の
建
学
の
精
神
を
拝
見
す
る
と
、
文
言
は
異
な
る
に
し
て
も
、
釈

尊
の
仏
教
精
神
を
基
に
、
宗
祖
の
教
え
、
創
設
者
の
理
念
に
よ
る
全
人
教
育
、
宗
教

情
操
教
育
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
全
体
の
各
法
人
（
伝
統
宗
派
だ
け
で
な
く
新

興
の
宗
派
も
含
む
）
の
そ
れ
を
拝
見
し
て
も
同
一
の
趣
旨
の
は
ず
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
仏
教
系
私
学
は
仏
教
精
神
に
よ
っ
て
教
育
を
す
る
の
で
あ
り
、
入
学
者
は

そ
の
こ
と
を
前
提
に
入
学
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
、
生
徒
を
、
そ
の
学
校
が
属
し
て
い
る
宗
派
の
信
仰
者
と

な
ら
し
め
る
目
的
の
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
「
寄
付
行
為
」
を
見
れ
ば
歴
然
と
し
て

い
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
仏
教
系
各
私
学
は
、
そ
の
建
学
の
精
神
を
土
台
に
、
時
代
に
即

応
し
た
教
育
方
針
を
打
ち
出
し
て
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、

時
代
の
潮
流
に
流
さ
れ
る
あ
ま
り
、
肝
心
の
建
学
の
精
神
が
強
調
さ
れ
ず
、
薄
め
ら

れ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。
艸
香
秀
昭
氏
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

　

現
代
の
一
般
的
な
若
者
の
多
く
は
仏
教
に
対
し
て
〈
暗
い
〉〈
葬
式
〉〈
死
者
〉

な
ど
と
い
っ
た
、
単
純
で
記
号
化
さ
れ
た
連
想
を
行
う
。
ま
た
日
常
的
に
仏
教
の

教
え
に
触
れ
る
機
会
も
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
等
し
い
。
同
じ
宗
教
系
の
学

校
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
仏
教
主
義
を
打
ち
出
せ
ば
打
ち
出
す
ほ
ど
、
受
験

生
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
な
っ
た
原
因
は
も
ち
ろ
ん
既
成
の
仏
教
教

団
に
一
義
的
な
責
任
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
は
論
及
を
差
し
控
え
た
い
。

　

従
っ
て
多
く
の
仏
教
主
義
学
校
が
、
最
近
で
は
「
仏
教
主
義
」
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
い
な
い
。
か
わ
り
に
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
の
が
大
学
進
学
や
ス
ポ
ー
ツ
、

あ
る
い
は
き
め
こ
ま
や
か
な
生
徒
指
導
と
い
っ
た
、
よ
り
即
物
的
な
キ
ャ
ッ
チ
・

フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
近
年
、
仏
教
主
義
学
校
の
多
く
が
、
大
幅
な
改
革
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
急
激
な
生
徒
減
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
、
よ
り

切
実
な
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
に
受
験
生
に
対
し
て
は
仏

教
主
義
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
、
意
図
的
に
避
け
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
主
義
学
校
（
仏
教
教
育
）
の
置
か
れ
た
現
在
の
状
況
は
、

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は
も
と
よ
り
都
内
の
一
仏
教
主

義
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
仏
教
主
義
学
校

の
こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
認
識
を
置
き
去
り
に
し
て
、
単
に
抽
象
的
な
仏
教
教

育
論
の
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
強
く
戒
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

　

仏
教
主
義
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
内
容
を
論
ず
る
場
合
、
ま
ず
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
仏
教
主
義
を
掲
げ
る
教
育
機
関
が
全

国
に
多
数
存
在
す
る
に
対
し
て
、
そ
の
教
育
内
容
そ
の
も
の
を
取
り
扱
っ
た
研
究

や
書
物
の
出
版
は
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
活
発
化
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
希
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
教
育
現
場
に
立
つ
教
員
に

つ
い
て
言
え
ば
、
其
の
研
究
・
討
議
は
各
宗
派
の
姉
妹
校
間
な
ど
と
い
う
限
ら
れ



一
六

　
　
　
　

佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

た
範
囲
な
ど
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ（
2
）
る
。

　

ま
こ
と
に
、
仏
教
系
学
校
の
傾
向
と
い
い
、
教
科
書
の
内
容
の
問
題
に
し
て
も
全

く
同
感
で
あ
り
、
仏
教
系
私
学
は
こ
の
指
摘
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

時
代
は
、
宗
派
内
の
宗
教
教
育
の
範
囲
を
出
で
て
、
全
仏
教
系
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
き
て
い
る
。

　

世
界
を
相
手
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
わ
る
こ
と
が
当
然
に
な
っ
た
現
代
で
は
、

仏
教
系
私
学
に
学
ぶ
生
徒
と
し
て
「
最
大
公
約
数
的
な
共
同
綱
要
」
と
し
て
、
仏
教

精
神
を
生
き
る
思
想
、
実
践
と
し
て
の
理
想
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
は
「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
を
提
唱
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
宗
教
精
神
に
抵

触
し
た
り
、
そ
れ
を
否
定
し
た
り
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ

相
互
に
共
鳴
し
合
え
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。「
こ
の
学
校
に
学
ん
だ
お
か
げ
で
、

仏
教
〈
こ
の
思
想
・
こ
の
こ
と
ば
〉
に
よ
っ
て
、
人
間
と
し
て
人
類
と
し
て
、
誇
り

を
持
っ
て
生
き
て
い
る
」
と
生
徒
が
語
る
こ
と
が
で
き
る
宗
教
教
育
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
れ
を
以
っ
て
、「
教
育
基
本
法
」
の
目
的
が
達
成
で
き
る
な
ら
、
素
晴
し
い
こ
と

で
な
い
か
。
も
し
、
逆
に
、「
こ
の
学
校
に
期
待
し
て
入
学
し
た
が
、
教
科
は
学
ん

だ
け
れ
ど
も
、
人
間
と
し
て
喜
ん
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
も
得

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
愚
痴
が
生
徒
や
保
護
者
か
ら
出
る
よ
う
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
そ
れ
は
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
徒
本
人
の
責
任
で
は
な
い
、
学

校
が
準
備
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
私
立
学
校
に

学
ぶ
者
に
対
し
て
の
学
校
の
責
任
で
あ
る
。

　
「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
を
具
体
的
に
述
べ
る
。

　

菩
薩
（
詳
し
く
は
菩ぼ

提だ
い

薩さ
っ

埵た

）
は
「
悟
り
に
向
か
っ
て
い
る
有う

情じ
ょ
う」、「
悟
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
有
情
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
仏
教
の
歴
史
の
推
移
の
中
で
変
遷
し

発
展
し
て
四
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ（
3
）

る
。

　

⑴
釈
尊
が
成
道
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
過
去
世
も
含
め
て
、
菩
薩
と
呼
ん
で
い
る
。

　

⑵
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本ほ
ん

生じ
ょ

話う
わ

）
に
語
ら
れ
る
釈
尊
の
前
身
、
そ
れ
が
た
と
え
動
物
で

あ
っ
て
も
菩
薩
と
呼
ん
で
い
る
。

　

⑶
大
乗
仏
教
の
興
起
と
と
も
に
現
れ
る
菩
薩
。
例
え
ば
、
観
音
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩

地
蔵
菩
薩
の
ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑷
大
乗
仏
教
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
仏
陀
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
が
、
そ

の
た
め
に
悟
り
を
求
め
、
覚
者
に
な
ろ
う
と
仏
道
を
歩
ん
で
い
る
人
、
言
い
換
え

れ
ば
、
大
乗
の
仏
教
者
は
誰
で
も
菩
薩
と
い
え
る
。

　

今
、「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
菩
薩
と
は
、
概
ね
第
⑷
の
菩
薩
を
意
味
す
る
。
菩
薩

に
も
初
発
心
の
菩
薩
も
あ
れ
ば
、
仏
の
境
地
に
近
い
菩
薩
も
お
ら
れ
る
。『
華
厳

経
』
梵
行
品
に
「
初し
よ

発ほ
つ

心し
ん

時じ

便べ
ん

成じ
よ
う

正し
よ
う

覚が
く

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
何
事
で
も
出
発

時
の
心
構
え
が
純
粋
で
真
剣
で
あ
れ
ば
最
後
が
決
定
し
た
の
と
同
じ
価
値
が
あ
る
こ

と
を
い
う
。
こ
の
経
文
は
、
菩
薩
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。

　
「
仏
教
の
目
的
は
真
理
の
目
覚
め
（
智
慧
）
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け

る
も
の
（
衆
生
）
へ
の
救
済
心
（
慈
悲
）
で
あ
る
。
真
理
と
は
〈
縁
起
・
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
原
因
と
条
件
（
因
縁
）に
縁よ

っ
て
起
っ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、「
私
だ
（
我
）」、

「
私
の
も
の
だ
（
我
所
）」
と
固
執
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
本
来
何
も
な
い
。

本
来
は
空く
う

で
あ
る
。
皆
、
お
か
げ
さ
ま
で
生
か
さ
れ
て
い
る
〉
を
い
う
。
そ
の
真
理

に
目
覚
め
た
者
を
ブ
ッ
ダ
・
仏
陀
と
い
う
。
そ
の
目
覚
め
に
向
か
う
こ
と
が
〈
仏

道
〉
で
あ
る
。
仏
道
に
向
か
う
者
を
〈
菩
薩
〉
と
い
い
、
そ
の
道
を
〈
菩
薩
道
〉
と
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宗
教
と
教
育

い
う
。
菩
薩
は
、「
四し

弘ぐ

誓せ
い

願か
ん

」
を
立
て
て
、「
六ろ
く

波は

羅ら

蜜み
つ

」
を
行
じ
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を
生
き
が
い
と
す
る
生
き
方
で
あ
る
。
菩
薩
の
完
成
し
た
人

格
が
ブ
ッ
ダ
・
仏
陀
で
あ
る
」。

　

と
仏
教
の
基
本
的
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が
大
切
で
な
い
か
。
こ
れ
は
決

し
て
信
仰
の
強
要
に
は
な
ら
な
い
。
独
り
仏
教
と
い
う
立
場
を
超
え
た
人
類
の
智

慧
・
慈
悲
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
普
遍
的
な
正
し
い
姿
勢
で
あ
る
。
世
界
宗
教
の

立
場
か
ら
も
批
判
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

因
み
に
、
教
育
基
本
法
「
第
九
条
」（
宗
教
教
育
）
に
、

　

①
宗
教
に
対
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
、
教

育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教

教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
教
育
は
本
来
的
に
は
、
公
立
学
校
で
も
行
う
こ
と
が

必
要
で
な
い
か
と
も
思
う
。「
特
定
の
宗
教
た
め
の
宗
教
教
育
」
は
し
て
は
な
ら
な

い
が
、「
人
類
の
幸
せ
の
た
め
の
宗
教
教
育
」
で
あ
る
な
ら
ば
否
定
さ
れ
る
は
ず
は

な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
今
の
諸
情
勢
を
鑑
み
る
と
き
、
人
間
の
知
恵
は
そ

こ
ま
で
到
っ
て
は
い
な
い
。
宗
教
が
本
物
で
な
か
っ
た
り
、
政
治
に
利
用
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
に
伴
う
危
険
性
は
多
く
、
す
で
に
わ
が
国
も
経
験
済
み
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
私
学
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
の
文
部
省
訓
令
第
八
号
「
私
立
学
校
ニ
於

ケ
ル
宗
教
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」、

　

私
立
学
校
ニ
於
イ
テ
ハ
自
今
明
治
三
十
二
年
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
ニ
拘
ワ
ラ

ズ
法
令
ニ
サ
ダ
メ
ラ
レ
タ
ル
課
程
ノ
外
ニ
於
イ
テ
左
記
条
項
ニ
依
リ
宗
教
上
ノ
教

育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
。

　
　

一　

生
徒
ノ
信
教
ノ
自
由
ヲ
妨
害
セ
ザ
ル
方
法
ニ
依
ル
ベ
シ

　
　

二　

特
定
の
宗
派
教
派
等
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
儀
式
ヲ
行
フ
旨
学
則
ニ
明
示
ス

ベ
シ

　
　

三　

右
実
施
ノ
為
生
徒
ノ
心
身
ニ
著
シ
キ
負
担
ヲ
課
セ
ザ
ル
様
留
意
ス
ベ
シ

と
あ
る
よ
う
に
、
一
応
の
制
限
は
あ
る
も
の
の
私
学
に
お
い
て
は
宗
教
教
育
は
可
能

で
あ
る
。
私
学
を
選
ん
で
そ
の
学
校
に
登
校
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
自
信
を
持
っ
て
「
仏
教
」
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
貰
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結
論

的
に
言
え
ば
、
仏
教
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
人
生
観
、
倫
理
観
そ
し
て
慈
悲
心
（
優
し

い
心
）
を
身
に
着
け
て
自
分
を
生
き
、
社
会
に
貢
献
す
る
原
動
力
を
得
て
欲
し
い
。

私
立
学
校
と
し
て
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
人
格
完
成
の
実
現
に
向
か
っ
て
進

む
た
め
の
密
度
の
高
い
教
育
を
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。

　

仏
教
系
私
学
に
は
、
幸
い
に
し
て
、「
二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
人
間
の
育
成
」
の
教
育
を
推
進
す
る
土
壌
と
し
て
の
思
想
を
有
し
て
い
る
。

中
央
教
育
審
議
会
の
提
言
す
る
「
青
少
年
の
教
育
の
現
状
と
そ
の
課
題
」
の
提
言
に

対
し
て
、
私
学
は
「
宗
教
教
育
」
を
以
っ
て
、
そ
れ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
具
体
策
と
は
何
で
あ
る
か
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
い
。

注（
1
）『
京
都
の
私
学
略
史
』
二
頁
、（
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
校
長
会
編　

平
成
十
年
）

注（
2
）
井
上
順
孝
責
任
編
集
『
宗
教
と
教
育
』（
弘
文
堂
）
二
六
〇
│
二
六
一
頁

注（
3
）
梶
山
雄
一
著
『
輪
廻
の
思
想
』（
人
文
書
院
）
四
四
頁
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仏
教
精
神
・
菩
薩
道
に
つ
い
て

　

総
じ
て
「
宗
教
」
は
、
自
分
個
人
の
救
済
（
内
）
と
、
衆
生
の
救
済
（
外
）
と
の

両
者
を
目
的
と
し
て
い
る
。
仏
教
で
は
、
そ
れ
を
自
利
・
利
他
と
か
上
じ
よ
う

求ぐ

菩ぼ

提だ
い

・
下げ

化け

衆し
ゆ

生じ
よ
うと

い
い
、
ま
た
、「
衆
生
世
間
清し
よ
う

浄じ
よ
う」

と
、
衆
生
の
環
境
の
救
済
も
含
め
て

「
器
世
間
清
浄
」
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
両
者
が
具
わ
っ
て
こ
そ
仏
道
と
い
わ
れ
る
。

ど
ち
ら
が
先
と
は
言
え
ず
、
相
互
関
連
の
中
で
仏
道
が
深
ま
る
が
、
強
い
て
個
人
の

姿
勢
か
ら
言
え
ば
、
利
他
即
自
利
を
旨
と
し
、
そ
の
あ
り
方
を
「
大
乗
」・「
菩
薩

道
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
に
於
け
る
宗
教
教
育
は
、
一
宗
教
へ
の
入
信
を
勧

誘
す
る
た
め
の
場
で
は
な
く
、
宗
教
に
よ
っ
て
自
己
を
磨
き
、
そ
れ
を
以
っ
て
社

会
・
世
界
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。「
教
育
基
本
法
」
は
、

そ
の
前
文
に
、

　

わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲
法
を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
を

建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
。

こ
の
理
想
の
実
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期

す
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す

教
育
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
、
教
育
の
目
的
を
明
示
し
て
、
新
し
い

日
本
の
教
育
の
基
本
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

と
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
文
言
を
読
む
時
、「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和

を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
」
に
は
、
宗
教
教
育
が
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に

仏
教
で
は
、「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
は
〈
心
〉
か
ら
始
ま
る
」
と
い
い
、
こ
れ
が

釈
尊
の
人
間
観
の
基
本
で
あ
る
。

『
法
句（
1
）

経
』
に
は
、

　

も
の
ご
と
は
心
に
も
と
づ
き
、
心
を
主
と
し
、
心
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
。

も
し
も
汚
れ
た
心
で
話
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
苦
し
み
は
そ
の
人
に
つ

き
従
う
。
│
車
を
ひ
く
（
牛
）
の
足
跡
に
車
輪
が
つ
い
て
行
く
よ
う
に
。

　

も
の
ご
と
は
心
に
も
と
づ
き
、
心
を
主
と
し
、
心
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
。

も
し
も
清
ら
か
な
心
で
話
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
福
楽
は
そ
の
人
に
つ

き
従
う
。
│
影
が
そ
の
か
ら
だ
か
ら
は
な
れ
な
い
よ
う
に
。

と
説
か
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。〈
心
〉
と
は
精
神
で
も
あ
る
。
宗
教
教
育
は
そ
の

心
を
教
育
す
る
。
子
供
た
ち
が
、
ま
じ
め
に
生
き
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
も
と
に
、

全
世
界
の
精
神
世
界
、
精
神
文
化
に
、
善
く
、
共
に
関
わ
り
、
貢
献
す
る
こ
と
が
最

重
要
で
あ
る
。「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、
願
い
、
戒
し
め
、

学
び
、
実
践
し
て
、
生
き
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

　

①
戒か
い

・
定
じ
よ
う
・
慧え

の
三
学
（
日
常
生
活
に
お
け
る
必
修
徳
目
）

　

戒
・
定
・
慧
は
、
人
間
と
し
て
当
然
修
め
る
べ
き
生
活
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は

思
想
や
宗
教
以
前
の
人
倫
の
根
源
と
し
て
の
倫
理
的
日
常
習
慣
で
あ
る
。

　

戒　

戒
と
は
身
体
的
行
為
（
身
業
）、
言
語
的
行
為
（
口
業
）、
精
神
的
行
為
（
意

業
）
上
の
悪
を
止
め
、
積
極
的
に
善
を
修
め
る
戒
め
。
在
家
、
出
家
を
問
わ
ず
、
特

に
五
戒
は
必
修
徳
目
で
あ
る
。

　

五
戒
（
殺
す
な
・
盗
む
な
・
み
だ
ら
な
行
為
を
す
る
な
・
嘘
を
つ
く
な
・
酒
を
飲

む
な
）
は
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
倫
理
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
ら
の
戒
め
（
自
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戒
）
と
し
て
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
第
一
の
不
殺
生
戒
〈
殺
す
な
〉
は
、
個
人

は
も
と
よ
り
、
民
族
、
国
家
等
全
世
界
の
緊
要
の
問
題
で
あ
る
。

　

特
に
、
近
代
科
学
兵
器
に
よ
っ
て
、
殺
人
の
大
量
化
は
計
り
知
れ
な
い
。
先
に
も

提
示
し
た
ご
と
く
、
第
一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
戦
死
者
は
三
千
万
人
を
超

え
る
。
非
戦
闘
員
も
総
計
す
れ
ば
何
千
万
人
に
の
ぼ
る
。
広
島
、
長
崎
で
は
、
二
発

の
原
爆
で
何
十
万
人
の
被
害
者
が
出
た
。
現
在
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
平
成
十
九
年
末

現
在
で
六
十
五
万
人
の
死
者
と
聞
く
。
国
家
間
の
争
い
は
、
武
器
に
よ
る
戦
争
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
武
力
を
使
用
せ
ず
に
、
争
い
の
終
結
は
で
き
な
い
の
か
。

「
理
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
豪
語
す
る
人
間
と
し
て
こ
れ
で
よ
い
の
か
。
人
類
に
と

っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
最
大
の
課
題
は
、
戦
争
無
き
世
界
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　

人
間
一
人
ひ
と
り
の
生
命
は
掛
け
が
え
の
な
い
も
の
、
家
族
一
人
亡
く
な
っ
て
も

ど
れ
だ
け
悲
し
い
か
、
誰
も
経
験
し
な
が
ら
、
毎
日
、
殺
戮
や
、
戦
争
が
続
い
て
い

る
。
宇
宙
人
か
ら
で
は
な
い
。
人
間
が
人
間
を
殺
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
は
、
生

物
、
動
物
を
も
や
た
ら
に
殺
し
て
い
る
。
金
子
み
す
ず
さ
ん
の
童（
2
）
謡
「
大
漁
」
で
は

な
い
が
、「
浜
は
祭
り
の
よ
う
だ
け
ど　

海
の
な
か
で
は　

何
万
の
、
鰮い
わ
しの
と
む
ら

い
す
る
だ
ろ
う
」
の
悼
み
が
ど
う
し
て
人
間
に
は
起
こ
ら
な
い
の
か
。
…
…
と
き
ど

き
、〈
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
僕
は
幼
稚
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
〉
と
い
う
思
い

が
心
を
よ
ぎ
る
…
…
。
研
究
所
の
論
文
に
こ
こ
ま
で
書
く
の
か
？
と
思
い
つ
つ
、
や

は
り
書
こ
う
。
い
ま
宗
教
教
育
で
い
ち
ば
ん
子
供
た
ち
に
訴
え
る
べ
き
こ
と
は
、

「
殺
す
な
」
で
あ
り
、
そ
の
声
が
世
界
の
子
供
た
ち
に
届
き
、
共
鳴
し
合
っ
て
欲
し

い
。
子
供
な
ら
で
き
る
。
子
供
の
純
真
な
心
に
、「
殺
す
こ
と
は
や
め
よ
う
」
と
い

う
種
を
ま
く
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
間
は
動
物
の
命
を
犠
牲
に
し
て
生
き
て
い
る
。
生
か
さ
れ
て
い
る
。
生
き
る

た
め
に
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
こ
で
ど
う
す
る
か
？
無
闇
に
殺
す
必

要
は
な
い
。
せ
め
て
、
相
す
ま
ぬ
、
ご
め
ん
と
謝
り
、
懺さ
ん

悔げ

し
合
掌
す
る
く
ら
い
し

よ
う
で
は
な
い
か
」
こ
れ
が
宗
教
教
育
の
始
ま
り
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
を
願
う
の
も
菩
薩
の
心
な
の
で
あ
る
。

　

定　

心
を
一
つ
の
対
象
に
集
中
さ
せ
て
動
揺
を
静
め
、
平
穏
に
安
定
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
子
供
に
と
っ
て
の
学
習
環
境
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
始
め
視
聴

覚
器
具
等
、
物
質
的
に
は
充
分
具
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
、
眼
・
耳
・
鼻
等
、

感
覚
器
官
が
そ
れ
に
煩
わ
さ
れ
て
、
肝
心
の
心
が
散
乱
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
諸
活
動

の
基
本
に
精
神
統
一
は
必
修
で
あ
る
。
幸
い
、
宗
教
関
係
の
私
学
で
は
、
仏
前
礼
拝
、

聖
歌
合
唱
、
坐
禅
等
の
指
導
に
よ
っ
て
情
操
教
育
が
な
さ
れ
て
お
り
、
素
晴
し
い
教

育
で
あ
る
。

　

仏
前
礼
拝
は
人
智
を
超
え
た
世
界
に
、
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
心
を
通
わ
せ
、
聖
歌

合
唱
は
宗
教
情
操
を
培
い
、
坐
禅
は
心
を
静
め
る
。
坐
禅
は
禅
宗
専
門
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
何
宗
で
あ
ろ
う
と
、
仏
教
の
基
本
で
あ
り
、
特
に
若
者
に
と
っ
て
の
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
積
極
的
活
動
の
根
源
と
な
る
。

　

慧　

戒
・
定
の
実
践
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
智
慧
を
い
う
。
基
本
的
に
は
、

「
縁
起
の
真
理
」・「
空く
う

」
を
悟
る
智
恵
・
あ
ら
ゆ
る
事
柄
の
真
実
の
姿
を
見
極
め
る

知
恵
、
お
蔭
さ
ま
を
感
謝
す
る
知
恵
、
慈
悲
に
展
開
す
る
根
源
と
な
る
知
恵
を
い
う
。

　

戒
・
定
・
慧
と
は
、
倫
理
、
道
徳
を
念
じ
、
精
神
を
落
ち
着
け
、
正
し
い
智
恵
を

身
に
つ
け
て
、
優
し
い
心
を
持
っ
て
生
き
る
生
き
方
で
あ
る
。

　　

②
願
い
（
四し

弘ぐ

誓せ
い

願が
ん

）

　

朝
、
日
常
の
心
の
働
き
の
最
初
は
「
願
い
」
で
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
第
一
「
生
き
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と
し
生
け
る
者
は
限
り
な
く
い
て
も
誓
っ
て
救
い
た
い
と
願
う
」（
衆
生
無
辺
誓
願

度
）、
第
二
「
自
分
の
内
外
か
ら
の
誘
惑
が
次
々
と
起
こ
っ
て
き
て
も
、
そ
れ
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
制
心
を
以
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」（
煩
悩
無
数
誓

願
断
）、
第
三
「
真
理
に
入
る
門
は
尽
き
る
こ
と
な
く
開
か
れ
て
い
る
。
つ
ね
に
学

問
を
し
、
真
理
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」（
法
門
無
尽
誓
願
学
）、
第
四
「
自
ら
目
覚

め
る
こ
と
を
常
に
念
じ
常
に
精
進
し
て
、
人
間
と
し
て
り
っ
ぱ
な
人
生
を
送
り
た

い
」（
仏
道
無
上
誓
願
成
）
と
い
う
四
つ
の
誓
願
を
常
に
特
っ
て
生
活
す
る
。

注（
1
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
埋
の
こ
と
ば　

感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
〉
一
〇
ペ
ー

ジ
注（
2
）
金
子
み
す
ゞ
『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
集
』
に
一
二
頁
（
ハ
ル
キ
文
庫
、
角
川
春
樹
事
務

所
）

　

③
実
践
（
六
波は

羅ら

蜜み
つ

）

　

初
心
者
で
も
円
熟
者
で
も
、
菩
薩
は
必
ず
こ
の
六
波
羅
蜜
を
積
極
的
に
実
践
す
る
。

布
施
（
与
え
る
）、
持
戒
（
戒
を
保
つ
）、
忍に
ん

辱に
く

（
耐
え
忍
ぶ
）、
精
進
（
努
力
を
す

る
）
禅
定
、
智
慧
を
い
う
。
釈
尊
の
時
代
以
来
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
と
い
う
実
践

要
項
に
布
施
、
忍
辱
、
精
進
の
三
項
目
が
加
え
ら
れ
て
、
六
波
羅
蜜
行
（
完
全
な
覚

り
、
涅
槃
に
至
る
た
め
の
実
践
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
中
、
般
若
（
仏
教
の
真
理
と

し
て
の
縁
起
・
空
を
悟
る
智
慧
）
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
智
慧
を
基
盤
と
し
た
布
施

等
五
つ
の
修
行
は
何
れ
も
、
完
全
な
覚
り
に
到
る
優
れ
た
実
践
と
な
る
か
ら
、
布
施

波
羅
蜜
の
ご
と
く
に
〈
波
羅
蜜
〉
と
い
う
用
語
が
付
加
さ
れ
て
、
大
乗
仏
教
の
菩
薩

と
し
て
の
大
切
な
修
行
項
目
と
さ
れ
た
。
要
す
る
に
般
若
波
羅
蜜
は
縁
起
・
空
を
さ

と
り
、
何
に
も
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
自
在
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
生
き
る

無
限
に
し
て
根
源
的
な
智
慧
を
い
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
後
に
も
述
べ
る
宮
沢
賢

治
の
詩
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ　

風
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
の
内
容
は
こ
の
姿
勢
で
あ
る
。

　

２　

仏
教
系
私
学
の
宗
教
教
育
の
教
材

　

私
立
学
校
も
公
教
育
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
教
育
基
本
法
が
目
的
と
す
る

よ
う
に
「
自
由
で
公
正
な
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
国
家
・

社
会
の
諸
問
題
の
解
決
に
関
わ
っ
て
い
く
意
識
や
態
度
を
涵
養
す
る
こ
と
」
が
そ
の

責
務
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
仏
教
系
私
学
で
生
徒
が

「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
理
念
の
も
と
に
学
校
生
活
を
生
き
て
く
れ
る
こ
と
は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
菩
薩
道
を
生
き
る
こ
と
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
青
少
年
に

と
っ
て
も
、
理
想
と
な
り
、
生
き
が
い
の
根
源
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

そ
れ
に
関
し
て
、
世
界
の
何
処
、
誰
に
対
し
て
も
話
題
に
し
て
、
分
か
り
あ
え
話

し
あ
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
も
た
ら
す
教
材
を
用
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
難
し
い
教

義
は
不
要
で
あ
る
。
生
徒
に
感
動
を
与
え
る
教
材
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

現
実
の
問
題
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
外
国
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
時
、
日
本
人

と
し
て
、
文
化
、
思
想
、
宗
教
、
習
慣
が
先
方
の
人
と
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と

し
た
ら
、
国
際
化
に
貢
献
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
世
界
各
国
語
に

翻
訳
さ
れ
た
『
バ
イ
ブ
ル
』
と
い
う
国
際
的
な
書
物
が
あ
る
が
ご
と
く
で
あ（
1
）
る
。
但

し
、
宗
教
の
教
材
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
衆
生
（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
・
生
物
・
人
類
）
と
い
う
共
通
の

場
に
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
材
に
よ
っ
て
、
個
人
間
、
民
族
間
、
国

家
間
、
宗
教
間
で
差
別
や
争
い
を
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
、
な
に
お
か
い
わ
ん

で
あ
る
。
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但
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
理
念
と
し
て
素
晴
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
践

が
伴
わ
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
。
理
念
を
実
行
に
移
す
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
そ
の
理
念
が
「
事
件
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
人
物
」
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
の
事
例
を
問
う
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

何
を
さ
し
お
い
て
も
『
釈
尊
伝
』
及
び
、
こ
れ
に
係
る
経
典
は
最
も
基
本
的
な
教
材

で
あ
る
。
さ
ら
に
後
に
述
べ
る
が
、
宮
沢
賢
治
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
の
歌
詞
の
ご

と
く
「
ソ
ウ
イ
ウ
モ
ノ
ニ
私
ハ
ナ
リ
タ
イ
」
と
い
う
模
範
を
学
ぶ
こ
と
は
よ
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
自
分
の
内
面
へ
の
掘
り
下
げ
」
と
、「
自
分
の
社
会
へ

の
姿
勢
」
が
問
え
る
し
、
い
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
正
し
い
判
断
と
批

判
精
神
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
生
き
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
種
々
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
数
件
を
例

示
し
て
み
た
い
。

注（
1
）
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
に
類
す
る
貴
重
な
も
の
と
し
て
『T

H
E T
EA
CH
IN
G O
F 

BU
D
D
H
A

・
和
英
対
照
仏
教
聖
典
』（
仏
教
伝
道
協
会
」
が
あ
る
。
す
で
に
、
四
十
五
ヶ
国

語
に
翻
訳
さ
れ
て
、
世
界
各
国
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
利
用
を
切
に
希
望
す
る
。

　　

①　

七
つ
の
衰
亡
を
来
た
さ
な
い
法
（『
大
般
涅
槃
経
』）

　

現
代
、
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
が
あ
る
が
、
民
族
や
国
家
は
、
欲
望
に
煽
ら
れ
て
、

自
ら
を
富
ま
す
た
め
に
戦
争
を
し
か
け
る
こ
と
が
常
套
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
釈
尊

在
世
当
時
、
マ
ガ
ダ
国
の
阿あ

闍じ
や

世せ

王
は
隣
国
の
ヴ
ァ
ッ
ジ
族
の
国
の
存
在
が
気
に
な

っ
て
、
戦
争
を
思
い
立
ち
、
当
時
イ
ン
ド
で
は
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
た
、「
戦
争
の

勝
負
」
の
可
否
を
問
う
べ
き
対
象
で
あ
る
賢
者
と
し
て
釈
尊
を
選
び
、
そ
の
こ
と
を

ヴ
ァ
ッ
サ
カ
ー
ラ
大
臣
を
し
て
問
わ
し
め
た
。
釈
尊
は
、
相
手
の
国
の
政
治
が
ど
ん

な
法
律
で
行
わ
れ
て
い
る
か
七
つ
を
侍
者
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
（
阿
難
）
に
問
い
質
し
、

何
れ
も
そ
の
法
が
遵
守
さ
れ
て
お
れ
ば
、
国
は
衰
亡
し
な
い
と
い
う
結
論
を
出
し
、

「
戦
争
は
す
る
べ
き
で
な
い
」
と
答
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
開
戦
は
止
ま
っ
た

と
い
う
話
し
で
あ
る
。
そ
の
応
答
の
経
緯
が
、
こ
の
「
七
不
衰
法
」
の
こ
と
ば
で
あ

る
。
こ
れ
は
釈
尊
が
、
最
晩
年
、
マ
ガ
ダ
国
の
王
舎
城
霊
鷲
山
最
後
の
説
法
地
か
ら
、

涅
槃
の
地
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
至
る
ま
で
の
旅
の
経
過
が
語
ら
れ
る
『
大
般
涅
槃（
1
）
経
』
の

劈
頭
を
飾
る
説
法
で
あ
り
、
釈
尊
の
、
戦
争
回
避
へ
の
慈
悲
心
に
よ
る
ご
苦
心
が
窺

わ
れ
る
尊
い
経
文
で
あ
る
。
そ
の
問
答
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

１
、「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
ヴ
ァ
ッ
ジ
人
は
、
し
ば
し
ば
会
議
を
開
き
、
会
議
に
は

多
く
の
人
が
参
集
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
か
ど
う
か
」「
は
い
、
私
は
そ

の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
」。
同
様
に
、

　

２
、「
一
致
和
合
し
て
会
合
し
、
行
動
し
、
事
を
処
理
し
て
い
る
か
ど
う
か
」「
は

い
。
…
…
（
以
下
、
何
れ
も
１
、
と
同
じ
答
え
。）」

　

３
、「
新
し
い
制
度
を
設
け
る
こ
と
も
な
く
、
古
い
制
度
を
捨
て
る
こ
と
も
な
く
、

昔
か
ら
決
め
ら
れ
た
通
り
の
ヴ
ァ
ッ
ジ
の
法
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」「
は

い
。
…
…
」

　

４
、「
年
長
者
を
尊
敬
し
、
尊
重
し
、
敬
愛
し
て
彼
ら
に
仕
え
て
い
る
か
ど
う

か
」「
は
い
。
…
…
」

　

５
、「
良
家
の
婦
女
や
少
女
を
連
れ
出
し
て
、
無
理
に
同
棲
を
強
い
る
こ
と
は
な

い
か
。」「
は
い
。
…
…
」

　

６
、「
内
外
の
杜
廟
を
尊
敬
し
尊
重
し
敬
愛
し
供
養
し
、
昔
か
ら
捧
げ
、
昔
か
ら

行
っ
て
き
た
定
め
通
り
の
供
物
を
廃
す
る
こ
と
は
な
い
か
」「
は
い
。
…
…
」

　

７
、「
聖
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
保
護
、
保
証
、
守
護
を
よ
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

く
実
施
し
、
他
所
に
い
る
聖
者
た
ち
は
其
の
領
土
に
や
っ
て
来
る
し
、
す
で
に

来
て
い
る
聖
者
た
ち
は
安
楽
に
そ
の
領
土
に
住
む
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
」「
は
い
。
…
…
」

　
　
　

釈
尊
は
こ
の
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
、「
か
つ
て
私
は
ヴ
ァ
ッ
ジ
人
に
こ
の
七

不
衰
法
を
説
い
て
聞
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ッ
ジ
人
が
こ
の
法
を
守
っ
て

い
る
限
り
繁
栄
こ
そ
す
る
が
、
衰
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

実
に
文
化
的
匂
い
の
す
る
爽
や
か
で
暖
か
い
法
律
に
思
え
る
。
わ
ず
か
七
項
目
の

短
文
に
過
ぎ
な
い
が
、
民
主
主
義
、
伝
統
を
守
る
、
敬
老
精
神
、
若
い
女
子
の
保
護
、

社
寺
へ
の
敬
意
と
供
養
、
賢
人
、
聖
者
の
保
護
、
保
証
、
接
待
な
ど
行
き
届
い
た
政

策
で
あ
り
、
法
律
に
有
り
が
ち
な
堅
さ
、
冷
た
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
条
文
の

背
後
に
深
い
宗
教
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

注（
１
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
│
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』（
岩
波
文
庫
）
一
〜
一
六

頁

　

②　

非
暴
力
と
不
殺
生

　

人
間
に
と
っ
て
最
大
の
悪
は
暴
力
で
あ
り
、
殺
生
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

釈
尊
は
『
法
句（
1
）
経
』
第
十
章
で
説
か
れ
て
い
る
。

一
二
九　

す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
、
す
べ
て
の
者
は
死
を
お
そ
れ
る
。
己

が
身
を
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
。

一
三
〇　

す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
る
。
す
べ
て
の
（
生
き
も
の
）
に
と
っ

て
生
命
は
愛い
と

し
い
。
己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し

め
て
は
な
ら
ぬ
。

一
三
一　

生
き
と
し
生
け
る
者
は
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る
。
も
し
も
暴
力
に
よ
っ

て
生
き
も
の
を
害
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
自
分
の
幸
せ
を
も
と
め
て
い
て
も
、

死
後
に
は
幸
せ
が
得
ら
れ
な
い
。

一
三
二　

生
き
と
し
生
け
る
者
は
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る
。
も
し
も
暴
力
に
よ
っ

て
生
き
も
の
を
害
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
自
分
の
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る

が
、
死
後
に
は
幸
せ
が
得
ら
れ
る
。

　

い
か
に
暴
力
や
殺
し
が
悪
で
あ
る
か
、
こ
の
句
を
読
め
ば
誰
も
判
る
。
己
が
身
に

ひ
き
く
ら
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
誰
に
と
っ
て
も
、
暴
力
は
お
び
え
る
。

死
は
恐
ろ
し
い
。
誰
に
と
っ
て
も
、
生
命
は
愛
し
い
。
誰
も
幸
せ
を
も
と
め
て
い
る
。

暴
力
に
よ
っ
て
、
相
手
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ど
う
し
て
、
暴
力
や
殺
し
が
起
こ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？　

恨
み
が
敵
対
心
を

あ
お
り
、
恨
み
が
敵
愾
心
を
燃
や
し
、
そ
れ
が
暴
力
や
戦
争
を
継
続
的
に
引
き
起
こ

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
釈
迦
さ
ま
に
と
っ
て
も
常
に
気
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。

　
『
法
句（
2
）
経
』
第
一
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　

三　
「
か
れ
は
、
わ
れ
を
罵
っ
た
。
か
れ
は
、
わ
れ
を
害
し
た
。
か
れ
は
、
わ
れ

に
う
ち
勝
っ
た
。
か
れ
は
、
わ
れ
か
ら
強
奪
し
た
。」
と
い
う
思
い
を
い
だ
く

人
に
は
、
怨
み
は
つ
い
に
息や

む
こ
と
が
な
い
。

　

四　
「
か
れ
は
、
わ
れ
を
罵
っ
た
。
か
れ
は
、
わ
れ
を
害
し
た
。
か
れ
は
、
わ
れ

に
う
ち
勝
っ
た
。
か
れ
は
、
わ
れ
か
ら
強
奪
し
た
。」
と
い
う
思
い
を
い
だ
か

な
い
人
に
は
、
つ
い
に
怨
み
が
息
む
。
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五　

実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
っ
て
し
た
な
ら
ば
、

つ
い
に
怨
み
の
息
む
こ
と
が
な
い
。
怨
み
を
す
て
て
こ
そ
息
む
。
こ
れ
は
永
遠
4

4

の
真
理

4

4

4

で
あ
る
。

と
。
こ
の
教
え
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
悪
の
主
体
と
し
て
の
加
害
者
の
立
場
か
ら

で
は
な
く
、
悪
の
行
為
を
受
け
た
被
害
者
の
立
場
で
、
そ
の
人
の
心
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
る
。
被
害
者
が
怨
憎
心
を
持
っ
た
と
き
、
闘
い
、
戦
争
は
繰
り
返
す
と
い
う

の
で
あ
る
。
闘
争
、
戦
争
の
起
源
は
怨
み
、
憎
し
み
の
継
続
の
中
に
あ
る
と
い
う
鋭

い
指
摘
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
人
が
被
害
を
受
け
て
も
、
憎
し
み
、
怨
み
を
そ
こ
で

消
化
し
て
し
ま
え
ば
、
暴
力
や
殺
し
は
、
そ
こ
で
終
息
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ

の
釈
尊
の
教
え
に
は
、
倫
理
・
道
徳
を
超
え
た
宗
教
心
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

「
永
遠
の
真
理
（dham

m
o sanantano

）」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
暴

力
や
殺
し
の
継
続
、
そ
の
終
息
は
、
加
害
者
と
被
害
者
と
の
両
者
の
心
に
縁
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
）
二
八
頁

注（
２
）
右
同
書
十
頁

　

③　

ジ
ャ
ー
タ
カ
（
前
生
話
）

　

イ
ン
ド
に
は
他
の
世
界
に
は
見
ら
れ
な
い
素
晴
し
い
思
想
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ

の
ひ
と
つ
に
、
人
間
も
動
物
も
み
な
同
じ
と
し
て
、
人
間
だ
け
を
威
張
ら
な
い
考
え

方
で
あ
る
。
釈
尊
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
ブ
ッ
ダ
に
な
ら
れ
た
因
縁
談
が
『
ジ
ャ
ー

タ
カ
・
本
生
経
』
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
代
表

的
な
も
の
が
、
周
知
の
法
隆
寺
、
玉
虫
厨
子
台
座
に
描
か
れ
た
「
施
身
聞
偈
」、「
捨

身
飼
虎
」
の
説
法
で
あ
る
。
前
者
は
、「
無
常
偈
」
の
前
半
（「
諸
行
無
常　

是
生
滅

法
」）
を
羅
刹
か
ら
聞
い
た
修
行
者
が
、
そ
の
身
を
羅
刹
に
与
え
て
も
自
分
の
い
の

ち
に
代
え
て
も
後
半
（「
生
滅
々
巳　

寂
滅
為
楽
」）
を
聞
こ
う
と
い
う
、〈
真
理
を

究
め
る
〉
姿
勢
で
あ
り
、
後
者
は
、
王
子
が
飢
え
た
る
虎
の
親
子
に
自
分
の
肉
を
与

え
、
自
身
を
犠
牲
に
し
て
で
も
救
お
う
と
い
う
姿
勢
、〈
自
分
の
い
の
ち
に
代
え
て

も
弱
者
を
救
う
〉
を
内
容
と
す
る
。
こ
の
二
説
話
は
人
間
が
主
人
公
で
あ
る
が
、
ジ

ャ
ー
タ
カ
の
多
く
は
、
動
物
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
動
物
が
菩
薩
（
後
の
釈

尊
）
で
あ
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
ん
な
思
想
は
イ
ン
ド
に
し
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

後
述
す
る
聖
徳
太
子
は
こ
の
お
話
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
は
ず
だ
し
、
飛
鳥
時
代
の
人

た
ち
は
、
こ
の
話
に
感
動
し
た
か
ら
、
飛
鳥
時
代
の
建
築
、
絵
画
、
工
芸
史
上
貴
重

な
作
品
と
し
て
の
厨
子
（
仏
壇
）
に
、
こ
の
話
を
飾
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
こ
こ
に
、
童
話
、
辻
直
四
郎
・
渡
邊
照
宏
共
訳
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
』（
岩

波
少
年
文
庫
113
）
を
手
に
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、
約

三
十
五
年
前
に
中
学
二
年
生
の
宗
教
の
授
業
に
使
っ
た
教
材
で
あ
る
。
…
楽
し
い
子

供
た
ち
の
声
が
蘇
っ
て
く
る
。
…
お
月
様
に
ウ
サ
ギ
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
？
こ
の

疑
問
を
彼
女
た
ち
は
こ
の
本
の
「
ウ
サ
ギ
の
施
し
」
で
解
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。
別

の
本
で
は
、
狐
、
猿
、
兎
が
登
場
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
本
で
は
、

　

ウ
サ
ギ
の
友
人
と
し
て
サ
ル
と
ヤ
マ
イ
ヌ
と
カ
ワ
ウ
ソ
が
登
場
す
る
。
四
匹
の

動
物
の
前
に
一
人
の
坊
さ
ん
が
出
て
き
て
「
食
べ
物
を
呉
れ
」
と
頼
む
。
カ
ワ
ウ

ソ
は
川
で
捕
っ
た
鯉
を
、
ヤ
マ
イ
ヌ
は
猟
師
の
も
っ
て
い
た
串
肉
を
、
サ
ル
は
山

か
ら
採
っ
て
き
た
マ
ン
ゴ
ウ
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ウ
サ
ギ
は
何
も

取
れ
ず
、
坊
さ
ん
の
焚
い
た
焚
き
火
に
飛
び
込
ん
で
自
分
の
肉
を
施
そ
う
と
し
た
。

坊
さ
ん
に
化
け
て
い
た
イ
ン
ド
ラ
神
は
、
ウ
サ
ギ
の
優
し
い
真
心
に
感
動
し
、
そ
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の
徳
を
永
久
に
残
そ
う
と
、
一
つ
の
山
を
潰
し
て
、
そ
の
汁
で
、
月
に
兎
の
絵
を

描
い
た
の
で
あ
っ
た
。
坊
さ
ん
に
化
け
て
い
た
イ
ン
ド
ラ
神
は
、
ウ
サ
ギ
を
も
と

の
姿
に
戻
し
て
、
野
原
に
帰
し
て
や
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
実
は
ウ
サ
ギ
は
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
タ
（
菩
薩
）
で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の

前
生
の
姿
で
あ
っ
た
。

と
語
る
。
こ
の
説
話
は
、
パ
ー
リ
ー
文
経
典
に
納
め
ら
れ
た
五
百
四
十
七
の
説
話
の

一
つ
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
訳
者
渡
邊
氏
は
、

「
あ
と
が
き
」
で
、
仏
教
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
は
、
慈
善
博
愛
の
賛
美
、
為
政
者
の
善

い
在
り
方
、
特
権
階
級
に
対
す
る
鋭
い
批
判
、
暴
力
主
義
に
対
す
る
平
和
主
義
の
勝

利
を
讃
え
る
な
ど
道
徳
的
色
彩
が
強
い
と
述
べ
、
其
の
意
義
を
語
る
。

　

ま
た
、
干
潟
龍
祥
氏
は
文
化
的
価
値
の
高
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
な
る
も
の
は
、
第
一
に
そ
れ
自
身
が
適
切
な
教
訓
的
説
話
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
の
思
想
お
よ
び
教
理
の
発
展
、
特
に
日
本
に
行
わ
れ
て

い
る
大
乗
仏
教
の
起
源
お
よ
び
発
達
に
、
大
き
な
寄
与
を
し
て
い
る
と
信
ぜ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
文
学
と
し
て
は
、
そ
の
話
題
は
実
に
、
数
百
種
の

多
き
に
の
ぼ
り
、
説
話
文
学
、
寓
話
文
学
の
大
宝
庫
に
し
て
、
世
界
寓
話
文
学
の

一
つ
の
源
泉
で
あ
り
、
第
三
に
彫
刻
、
絵
画
等
に
描
写
す
る
芸
術
活
動
と
し
て
各

地
に
そ
の
花
を
咲
か
せ
、
今
も
そ
の
逸
品
を
と
ど
め
て
い（
1
）
る
、
と
。

　

渡
邊
氏
や
干
潟
氏
の
所
論
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
、
説
話
、
寓
話
で

あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
思
想
的
に
深
い
も
の
を
蔵
し
て
お
り
、
釈
尊
ご
自
身
に
と
っ

て
も
、
教
化
に
、
こ
の
倫
理
道
徳
的
さ
ら
に
は
宗
教
的
な
こ
れ
ら
の
譬
喩
を
も
っ
て

説
法
の
実
を
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
と
い
い
内
容
と
い
い
多
種
多
様
で

あ
ろ
う
が
、
整
理
し
て
ま
と
め
を
す
れ
ば
、
宗
教
教
育
に
と
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
読

め
る
良
い
教
材
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）　

干
潟
龍
祥
著
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
』（
鈴
木
学
術
財
団
・
パ
ド
マ
叢
書
２
）
一
頁

　

④　

ア
シ
ョ
ー
カ
王
碑
文

　

ア
シ
ョ
ー
カ
王
・
阿
育
王
（
在
位
、
前268

〜232

）
は
イ
ン
ド
は
マ
ウ
リ
ヤ
王

朝
第
三
代
、
彼
は
即
位
し
て
か
ら
八
年
目
の
カ
リ
ン
ガ
攻
略
、
征
服
が
悲
惨
な
結
果

を
生
じ
た
こ
と
を
悔
恨
し
、
仏
教
に
帰
依
し
、
武
力
に
よ
る
征
服
か
ら
法
に
よ
る
征

服
へ
と
政
策
を
転
換
し
た
。
彼
は
そ
の
政
策
方
針
、
自
ら
の
心
情
を
詔
勅
と
し
て
、

岸
壁
（
磨
崖
法
勅
）、
石
柱
（
石
柱
法
勅
）
に
銘
刻
せ
し
め
、
イ
ン
ド
世
界
の
各
地

に
設
置
し
た
。
近
代
そ
の
多
く
が
発
掘
、
発
見
せ
ら
れ
、
現
在
四
十
数
個
を
数
え
る

が
、
一
八
三
七
年
、
Ｊ
・
プ
リ
ン
セ
プ
と
い
う
学
者
に
よ
っ
て
其
の
文
章
が
解
読
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
善
政
に
よ
る
事
業
の
数
々
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
王
の
事
績
に
つ
い
て
は
古
来
『
阿
育
王
経
』
な
ど
仏
教
文
献
が
あ
る
が
、
こ

の
碑
文
の
発
見
に
よ
っ
て
、
史
料
が
増
大
し
、
そ
の
内
容
が
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
読
ん
で
み
る
と
、
あ
ま
り
の
深
遠
な
思
想
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
。

さ
す
が
、
法
勅
（
真
理
の
詔
）
の
名
に
恥
じ
な
い
素
晴
し
い
も
の
で
、
現
代
を
救
う

福
音
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
私
は
こ
れ
も
世
界
に
誇
る
宗
教
教
育
の
教
材
と
な

る
こ
と
を
確
信
す
る
。
碑
文
を
随
意
引
用
し
て
説
明
を
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
幸
い
、

イ
ン
ド
の
偉
大
な
る
政
治
家
Ｊ
・
ネ
ル
ー
（1889

〜1964

）
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

名
著
『
イ
ン
ド
の
発（
1
）
見
』
に
お
い
て
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
思
想
・
業
績
を
感
動
の
思

い
を
こ
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
紹
介
し
た
い
。

「
カ
リ
ン
ガ
は
、
神
聖
に
し
て
仁
慈
な
る
陛
下
（
ア
シ
ョ
ー
カ
王
）
に
よ
り
、
潅

頂
後
八
年
を
経
た
る
時
、
征
服
せ
ら
れ
た
り
。
十
五
万
人
は
そ
の
地
よ
り
捕
虜
と
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し
て
拉
致
さ
れ
、
十
万
人
は
そ
の
地
に
て
殺
害
さ
れ
、
そ
の
幾
倍
か
の
者
は
死
せ

り
。

　

カ
リ
ン
ガ
併
合
の
直
後
、
神
聖
な
る
陛
下
の
熱
心
な
る
正
法
の
遵
法
、
そ
の
法

の
愛
慕
、
そ
の
法
の
教
勧
は
始
ま
れ
り
。
か
く
の
如
く
、
神
聖
な
る
陛
下
の
、
カ

リ
ン
ガ
征
服
に
対
す
る
自
責
は
起
こ
れ
り
。
か
つ
て
征
服
せ
ら
れ
ざ
り
し
国
の
征

服
は
、
人
民
の
殺
戮
と
、
死
と
、
捕
虜
拉
致
と
を
惹
起
す
れ
ば
な
り
。
そ
は
神
聖

な
る
陛
下
に
と
り
、
深
き
悲
嘆
に
し
て
悔
恨
事
な
り
。」

　

勅
令
は
続
け
て
い
う
。
も
は
や
ア
シ
ョ
ー
カ
は
、
カ
リ
ン
ガ
で
殺
さ
れ
ま
た
捕

虜
と
な
っ
た
人
数
の
百
分
の
一
、千
分
の
一
の
人
す
ら
、
こ
れ
を
殺
し
ま
た
は
捕

虜
と
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
真
の
征
服
は
、
義
務
ま
た
は
正
信
の
法
に
よ
る
人

間
の
心
の
征
服
か
ら
成
る
と
。
そ
し
て
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
つ
け
加
え
る
。
こ
の

よ
う
な
真
の
勝
利
は
、
自
国
の
内
ば
か
り
か
、
遠
方
の
国
に
お
い
て
も
、
既
に
彼

に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
て
い
る
と
。
さ
ら
に
ま
た
勅
令
は
い
う
。

　
「
而
し
て
、
も
し
人
、
彼
に
害
を
加
え
る
と
も
、
そ
れ
亦
神
聖
な
る
陛
下
に
よ

り
忍
ば
る
べ
き
な
り
。
そ
が
忍
ば
れ
得
べ
き
限
り
に
お
い
て
は
。
そ
の
領
内
に
あ

る
森
林
居
住
者
を
す
ら
、
神
聖
な
る
陛
下
は
慈
し
み
見
て
、
彼
ら
を
し
て
正
し
く

思
惟
せ
し
め
ん
こ
と
を
求
む
。
も
し
然
か
せ
ざ
れ
ば
、
悔
恨
は
神
聖
な
る
陛
下
の

上
に
来
た
れ
ば
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
神
聖
な
る
陛
下
は
、
一
切
有
情
が
、
安
穏
、

自
制
、
心
の
平
安
及
び
柔
和
を
持
た
ん
こ
と
を
希
え
ば
な
り
。」

　

こ
の
驚
く
べ
き
支
配
者
は
、
今
も
な
お
イ
ン
ド
及
び
ア
ジ
ア
の
他
の
多
く
の
地

域
で
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
仏
陀
の
教
え
を
弘
め
、
正
義
と
善
意
と
を
弘
め
る

こ
と
に
、
ま
た
人
民
の
た
め
の
公
共
事
業
に
一
身
を
捧
げ
た
。
彼
は
瞑
想
と
自
己

の
向
上
と
に
沈
潜
す
る
消
極
的
な
、
事
件
の
傍
観
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
公
務

に
尽
瘁
し
た
。
そ
し
て
常
に
そ
れ
を
な
す
用
意
の
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。「
何

れ
の
時
、
何
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
、
食
事
中
な
り
と
も
、
あ
る
い
は
後
宮
、
寝

所
に
あ
り
と
も
、
或
は
私
室
、
車
駕
の
中
な
り
と
も
、
或
は
禁
苑
に
あ
り
と
も
、

上
奏
官
は
、
人
民
に
関
す
る
政
務
に
就
き
、
朕
を
し
て
事
情
に
通
ず
べ
し
。
…
…

何
れ
の
時
、
何
れ
の
場
所
に
あ
り
と
も
、
朕
は
人
民
の
福
利
の
た
め
に
精
励
す
べ

し
」
と
。

　

…
…
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
が
、
他
の
す
べ
て
の
信
仰
に

も
敬
意
と
考
慮
を
払
っ
た
。
彼
は
一
勅
令
の
中
の
布
告
を
し
て
い
る
。

　
「
凡
て
の
宗
派
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
あ
り
て
尊
敬
に
値
い
す
。
か
く
す
る
こ
と

に
よ
り
て
、
人
は
己
が
宗
派
を
高
揚
し
、
同
時
に
他
の
人
々
の
宗
派
に
も
奉
仕
す

る
と
こ
ろ
あ
り
」
と
。

　

ア
シ
ョ
ー
カ
王
を
讃
え
る
に
、
Ｊ
・
ネ
ル
ー
氏
が
こ
の
二
つ
の
碑
文
を
取
り
上
げ

る
の
は
、
政
治
家
と
し
て
、
そ
し
て
イ
ン
ド
精
神
に
自
ら
の
人
生
を
托
す
個
人
と
し

て
、
最
関
心
事
項
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
を
知
っ
て
、
私
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王

と
同
じ
よ
う
に
ネ
ル
ー
氏
に
最
高
の
敬
意
を
感
じ
て
い
る
。

　

人
間
と
し
て
、
そ
し
て
国
家
を
預
か
る
政
治
家
と
し
て
、「
戦
争
す
な
わ
ち
殺
人

だ
け
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
為
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
強
い
姿
勢
、

そ
れ
は
優
し
い
慈
悲
心
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
が
、
そ
の
心
が
私
の
心
を
爽
や
か
に
揺

さ
ぶ
る
。
そ
し
て
、
ネ
ル
ー
氏
は
洞
察
し
て
い
る
に
違
い
な
い
、「
殺
し
は
、
闘
争

は
、
戦
争
は
〈
己
れ
だ
け
よ
け
れ
ば
よ
い
〉
と
い
う
自
我
の
心
に
起
因
す
る
」
こ
と

を
。
そ
し
て
、
闘
争
を
呼
ぶ
自
我
心
が
〈
己
が
宗
教
〉
の
う
え
に
起
こ
る
時
が
危
険

で
あ
る
こ
と
を
。
こ
れ
は
、
民
族
意
識
に
も
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
今
の
世
界

情
勢
を
見
て
も
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
、
深
い
懺
悔
・
自
己
反
省
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か
ら
の
心
・
願
い
が
、
ネ
ル
ー
に
強
力
に
流
れ
伝
わ
っ
て
い
る
。
ネ
ル
ー
氏
に
よ
っ

て
、
宗
教
、
宗
派
に
「
己
が
信
仰
が
真
実
で
、
他
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
他
宗
を
排

除
す
る
論
理
が
働
く
と
き
、
殺
し
や
戦
争
が
起
こ
る
、
と
い
う
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て

い
る
と
理
解
し
た
い
。
こ
れ
は
、
生
徒
に
は
も
ち
ろ
ん
、
現
代
人
と
し
て
必
須
の
教

材
で
あ
る
。

　
「
殺
す
な
」
の
教
材
と
し
て
は
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
石
柱
法
勅
の
刻
文
を
扱
い
た

い
。
王
に
よ
る
多
く
の
法
勅
は
、
宗
教
教
育
教
材
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
宝
の
山
で
あ

る
。〈
動
物
を
殺
す
な
〉
に
つ
い
て
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、

　

か
の
牝
山
羊
、
牝
牛
、
牝
豚
の
孕
め
る
も
の
、
ま
た
哺
乳
し
つ
つ
あ
る
も
の
、

な
ら
び
に
仔
の
生
後
、
六
ヶ
月
に
満
た
な
い
も
の
は
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

家
鶏
は
去
勢
し
て
は
な
ら
な
い
。
生
物
を
そ
の
中
に
含
む
籾
殻
は
焼
い
て
は
な

ら
な
い
。
無
益
に
、
あ
る
い
は
殺
生
の
た
め
に
森
林
を
焼
い
て
は
な
ら
な
い
。
生

物
に
よ
っ
て
は
生
物
を
飼
育
し
て
は
な
ら
な（
2
）
い
。

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
ま
さ
に
イ
ン
ド
精
神
で
あ
る
。
説
明
を
し
な
く
て
も
、
生
徒

は
感
動
の
中
で
、
慈
悲
心
を
体
得
す
る
に
違
い
な
い
。
今
は
関
説
し
な
い
が
、
こ
れ

に
続
け
て
、
現
代
の
聖
者
、
マ
ハ
ー
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
翁
の
ア
ヒ
ン
サ
ー
（
不
殺
・

不
害
）
の
人
生
が
語
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

注（
1
）
辻
直
四
郎
・
飯
塚
浩
二
・
蝋
山
芳
郎
編　

Ｊ
・
ネ
ル
ー
『
イ
ン
ド
の
発
見　

上
』

一
六
九
頁
〜
（
岩
波
書
店
）
な
お
、
因
み
に
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
法
勅
に
つ
い
て
は
、
塚
本
啓

祥
著
『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
碑
文
』（
レ
グ
ル
ス
文
庫
）
が
分
か
り
や
す
く
参
考
に
な
る
。

注（
2
）
塚
本
啓
祥
訳
『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
碑
文
』（
第
三
文
明
社
・
レ
グ
ル
ス
文
庫
）
一
三
〇
頁
。

　

⑤　

聖
徳
太
子
『
十
七
条
憲
法
』

　

日
本
人
の
仏
教
者
に
よ
る
書
物
も
生
徒
た
ち
が
、
人
生
観
を
培
う
う
え
で
教
材
と

し
て
用
意
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
生
徒
が
外
国

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
折
、
日
本
人
の
文
化
、
思
想
、
宗
教
に
つ
い
て
聖
徳
太
子
を

語
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
国
際
化
に
貢
献
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
そ
の
随
一
と
し
て
、
聖
徳
太
子
（574

〜622

）
の

『
十
七
条
憲
法
』
の
条
文
を
挙
げ
た
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
太
子
の
略
歴
に
つ
い
て

は
、「
日
本
史
」
の
教
科
書
で
採
り
あ
げ
て
あ
る
か
ら
省
略
し
て
、『
十
七
条
憲
法
』

（
以
下
、『
憲
法
』
と
略
称
）
に
の
み
関
説
す
る
。

　
「
憲
法
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
梅
原
猛
氏
に
よ
れ
ば
同
じ
憲
法
と
い
っ
て

も
現
代
の
も
の
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
お
り
、
法
と
認
め
ず
道
徳
的
訓
戒
で
あ

る
と
い
う
説
、「
憲
」
は
「
法
」
と
同
義
語
で
あ
り
、
憲
を
以
っ
て
法
、
あ
る
い
は

法
律
と
考
え
て
よ
い
と
い
う
説
、
或
い
は
「
法
」
に
は
刑
法
・
律
が
付
き
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
な
く
て
も
、
や
は
り
「
法
」
と
見
る
説
な
ど
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
太
子
が
国
家
の
行
く
先
を
案
じ
て
制
定
さ
れ
た
理
想
国
家

の
法
で
あ
る
こ
と
に
違
い
が
な（
1
）
い
と
説
明
す
る
。

　
『
憲
法
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
太
子
に
は
、
高
麗
の
僧
・
慧
慈
、
百
済
の
僧
・

慧
聡
に
師
事
し
て
大
乗
経
典
を
学
び
、『
法
華
経
』、『
勝
鬘
経
』、『
維
摩
経
』
の
注

釈
「
三
経
義
疏
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
憲
法
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
太
子
は
仏
教
関
係
の
書
物
の
み
で
な
く
、
中
国
の
多
数
の
古
典
を
も
学

ば
れ
て
い
た
。
学
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
憲
法
』
十
七
条
の
各
条
文
の
思
想

が
因
っ
て
来
る
と
こ
ろ
は
、
仏
典
の
他
に
、『
詩
経
』、『
書
経
』、『
孝
経
』『
論
語
』、

『
中
庸
』、『
礼
記
』、『
孟
子
』、『
左
伝
』、『
荘
子
』
な
ど
を
十
数
書
を
数
え
、
太
子
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宗
教
と
教
育

の
理
想
は
、
三
教
一
致
（
仏
教
、
儒
教
、
老
荘
、）
そ
れ
に
法
家
を
加
え
て
四
教
一

致
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ（
2
）

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
憲
法
』
の
下
地
に
は
、
仏
教
以
外
に
儒
教
等
の
思
想
が
多
種
あ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
憲
法
の
理
想
と
す
る
基
本
思
想
は
仏
教
と
言
っ
て
よ
い
。

太
子
は
憲
法
発
布
に
先
立
つ
十
年
前
（594

）
に
『
三
宝
興
隆
の
詔
』
を
出
し
仏
教

の
国
教
化
を
宣
言
さ
れ
た
。
ま
た
、『
憲
法
』
第
二
条
に
「
篤
く
三
宝
を
敬
え　

三

宝
と
は
仏
と
法
と
僧
な
り
。」
と
い
う
言
葉
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
証
し
と

い
え
る
。

　
「
太
子
」
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
が
、
摂
政
と
し
て
の
太
子
は
、
蘇
我
馬
子
と

の
共
同
政
務
の
中
で
、
天
皇
家
と
蘇
我
家
と
の
複
雑
な
姻
戚
関
係
の
中
で
、
馬
子
の

陰
惨
な
人
間
性
を
知
っ
て
、
理
想
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
泥
沼
政
治
を
し
ば
し
ば

直
々
に
経
験
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
政
治
家
と
し
て
の
太
子
と
は
別
の
、
不
安
、

苦
悶
・
苦
難
の
日
々
を
送
る
人
間
太
子
の
姿
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
仏
教
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
深
く
自
分
を
凝
視
し
、
釈
尊

へ
の
帰
依
を
篤
く
し
、
自
ら
「
菩
薩
太
子
」
と
の
自
覚
の
も
と
に
政
務
に
当
た
ら
れ

た
し
、
太
子
晩
年
の
結
論
で
あ
っ
た
「
世
間
虚
仮　

唯
仏
是
真
」
が
吐
露
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
践
者
と
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
第
二
十
二
巻
が
語
る
「
片
岡

（
3
）
山
」
の
説
話
は
、
慈
悲
深
い
聖
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。

　
「（
推
古
二
十
一
年
）
十
二
月
、「
し
な
て
る　

片
岡
山
に　

飯
に
飢
て　

臥
せ
る

　

そ
の
旅
人
あ
は
れ　

親
無
し
に　

汝
生
ま
れ
け
め
や　

さ
す
竹
の　

君
は
や
無
き

　

飯
に
飢
て　

臥
せ
る　

そ
の
旅
人
あ
は
れ
」
と
。

　

い
み
じ
く
も
中
村
元
氏
は
「
太
子
の
世
界
思
想
史
的
意（
4
）

義
」
と
し
て
、
太
子
を
と

り
あ
げ
、
初
め
て
の
「
日
本
の
実
質
的
な
意
味
に
お
け
る
建
設
者
で
あ
る
」
と
評
価

し
、「
こ
の
狭
い
日
本
の
島
国
に
お
い
て
、
一
つ
の
統
一
国
家
を
建
設
し
た
、
そ
し

て
そ
れ
が
普
遍
的
な
宗
教
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
、
普
遍
的
国
家
と
し
て
形
成

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
普
遍
的
国
家
と
い
う
の
は
、
民
族
の
差
異
、

時
代
の
差
異
を
超
え
て
実
現
さ
る
べ
き
普
遍
的
理
法
の
存
在
す
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
た
帝
王
の
建
設
し
た
国
家
を
い
う
。
そ
れ
は
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
文
化
圏
に
お
い

て
歴
史
上
の
一
定
の
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
更
に
、「
太
子
が

為
し
た
こ
と
に
よ
る
思
想
史
的
現
象
が
、
イ
ン
ド
で
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
（
紀
元
前
三

世
紀
）、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
王
（617

〜651

）
等
に
お
い
て
同
様

な
現
象
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、『
憲
法
』
で
は
、
太

子
が
「
十
七
条
」
に
対
し
、
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
王
に
は
「
十
六
条
」
あ
り
、
ア
シ

ョ
ー
カ
王
に
は
石
柱
及
び
岩
石
に
刻
せ
ら
れ
た
多
数
の
詔
勅
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
共

通
な
特
徴
は
、
形
式
の
上
で
は
、
い
ず
れ
も
道
徳
的
訓
戒
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
法

律
的
な
や
か
ま
し
い
論
議
は
し
て
い
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
太
子
に
お
い

て
「
仏
教
」
は
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
は
、『
十
七
条
憲
法
』
で

考
え
て
み
た
い
。

　

太
子
に
よ
る
『
憲
法
』
の
制
定
は
『
日
本
書
紀
』
に
、「
推
古
十
二
年
夏
四
月
の

丙ひ
の
え

寅と
ら

朔
つ
い
た
ち

戌
つ
ち
の
え

辰た
つ
の
ひに
、
皇ひ
つ
ぎ
の
み
こ
み
づ
か

太
子
親
ら
肇は
じ

め
て
憲
い
つ
く
し
の
り
と
う
あ
ま
り
な
な
を
ち
つ
く

法
十
七
条
作
り
ぬ
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
聖
徳
太
子
一
人
の
中
に
、
ま
た
、
わ
ず
か
「
憲
法
十
七
条
」
の

短
い
条
文
の
中
に
、
こ
れ
だ
け
の
思
想
が
混
在
す
る
こ
と
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
。

梅
原
氏
は
、
最
終
的
に
は
、「
冠
位
十
二
階
」
と
「
憲
法
」
と
の
セ
ッ
ト
の
比
較
考



二
八

　
　
　
　

佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

察
に
お
い
て
、「
十
七
条
憲
法
は
、
そ
の
底
に
、
仁
、
礼
、
信
、
義
、
智
の
徳
に
配

さ
れ
た
見
事
な
ロ
ゴ
ス
を
も
っ
た
ひ
と
つ
の
法
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
到
達
し
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
憲
法
』
が
儒
教
、
老
荘
、
法
家
、
仏
教
等
多
種
の
思
想
を
包

含
し
て
い
る
場
合
、『
憲
法
』
の
条
文
を
、
仏
教
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
よ

い
の
か
ど
う
か
問
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、「
冠
位
十
二
階
」
は
、
法
制
上
、
儒

教
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
に
し
て
も
、
太
子
個
人
の
人
生
問
題
は
、
仏
教
の
影
響
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
と
い
う
の
が
大
概
の
識
者
の
意
見
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
聖
徳
太
子
、
そ
し
て
『
憲
法
』
に
つ
い
て
は
、
戦
後
、
歴
史
学
者
に

よ
っ
て
、
太
子
に
関
す
る
必
要
な
資
料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』
の
歴
史
的
信
用
性
、

『
憲
法
』
の
作
者
が
太
子
な
の
か
、「
三
経
義
疏
」
の
著
者
に
も
疑
問
が
あ
る
な
ど

種
々
論
議
が
あ
る
と
い
う
。
日
本
史
の
教
科
書
で
は
、
そ
れ
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。

私
と
し
て
は
、
そ
の
こ
と
の
真
偽
よ
り
も
、〈
太
子
が
日
本
に
お
け
る
最
初
に
し
て

代
表
的
な
聖
者
で
あ
る
と
の
確
信
〉、〈「
憲
法
は
太
子
の
創
作
」
と
し
て
千
四
百
年

間
、
永
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
そ
の
事
実
〉、
そ
し
て
〈
親
鸞
聖
人
を
代
表
者
と
す
る

僧
お
よ
び
庶
民
が
「
和
国
の
教
主
」
と
深
く
信
仰
の
対
象
と
し
て
礼
拝
し
て
き
た

（
5
）

事
実
〉
こ
そ
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
ほ

ど
の
人
生
経
験
広
範
な
学
問
と
知
識
、
そ
こ
に
培
わ
れ
た
人
格
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ

ほ
ど
の
深
い
思
想
を
内
蔵
し
た
憲
法
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
思
い
で

あ
る
。

　

注（
1
）
梅
原
猛
著
『
聖
徳
太
子
２
』
三
二
二
頁
〜
。（
集
英
杜
文
庫
）。

　

注（
2
）
①
と
同
書
三
二
六
頁　

三
七
八
頁
。

　

注（
3
）　
『
日
本
書
紀
』
第
二
十
二
巻
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀　

下
』
一
九
八
頁

　

注（
4
）
中
村
元
責
任
編
集
『
日
本
の
名
著　

聖
徳
太
子
』（
中
央
公
論
杜
）
三
七
頁

　

注（
5
）
名
畑
應
順
校
註
『
親
鸞
和
讃
集
』（
岩
波
文
庫
）

　

そ
れ
で
は
、
十
七
の
条
文
中
、
そ
の
各
条
に
つ
い
て
関
説
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今

は
、
第
一
、
第
二
条
、
第
十
条
を
採
り
あ
げ
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。（
以
下
、
条

文
の
訓
読
は
、
中
村
元
責
任
編
集
『
聖
徳
太
子
』（「
日
本
の
名
著
」（
中
央
公
論

杜
）
引
用
）

　
　
　
　
　
　

第
一
条　

以
和
為
貴

　

一
に
曰
く
、
和
を
も
っ
て
貴と
う
とし
と
し
、
忤さ
か
らう
こ
と
な
き
を
宗む
ね

と
せ
よ
。
人
み
な

党た
む
らあ

り
。
ま
た
達さ
と

れ
る
者
少
な
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
、
或
は
君く
ん

父ぶ

に
順し
た
がわ

ず
。
ま

た
隣
里
に
違た
が

う
。
し
か
れ
ど
も
上か
み

和や
わ
らぎ
、
下し
も

睦む
つ
びて
、
事
を
論
あ
げ
つ
らう
に
諧か
な

う
と
き
は
、

事
理
お
の
ず
か
ら
通
ず
。
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
。

　

ま
ず
、「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
の
語
の
典
拠
は
仏
教
で
は
な
く
、
儒
教
に
あ

る
こ
と
を
、『
憲
法
』
に
つ
い
て
最
初
に
注
釈
書
を
作
っ
た
南
北
朝
の
僧
・
玄げ
ん

恵え

が

次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い（
1
）
る
。

　

論
語
ニ
曰
ク
、
礼
ノ
用
ハ
和
ヲ
貴
シ
ト
為
ス
云
　々

又
曰
ク
君
子
ハ
和
シ
テ
而

シ
テ
同
セ
ズ
。
ヲ
ヨ
ソ
物
々
ニ
体
用
ア
リ
。
礼
ハ
体
、
和
ハ
用
ナ
リ
。
故
ニ
礼
之

用
ハ
和
ヲ
貴
シ
ト
為
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
和
ニ
二
ツ
ア
ル
ベ
シ
。
人
ニ
ア
イ
遇
ウ
ニ
、

顔
色
柔
和
ニ
シ
テ
、
温
蕩
ノ
気
ア
ル
ハ
顔
ノ
和
ナ
リ
。
指
シ
テ
大
義
ナ
ラ
ヌ
事
ニ

ハ
、
異
議
ヲ
イ
ハ
ズ
、
人
ニ
順
ズ
ル
ヲ
、
心
ノ
和
卜
申
ス
ナ
リ
。

と
。
こ
れ
に
続
く
こ
と
ば
も
『
荘
氏
』、『
左
伝
』、『
書
経
』、『
孝
経
』
な
ど
が
典
拠

で
あ
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
な
ぜ
「
和
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
続
い
て



二
九

　
　
　
　

宗
教
と
教
育

諸
氏
の
説
を
紹
介
す
る
が
、
太
子
は
仏
教
を
忘
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
い
み
じ
く

も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
倫
理
学
者
の
和
辻
哲
郎
氏
（1889

〜1960

）
の
こ

（
2
）

と
ば
は
適
格
で
あ
る
。

　
（『
憲
法
』
第
二
条
に
）「
篤
く
三
宝
を
敬
え
」
と
仏
教
を
思
想
的
根
拠
に
す
る

と
す
れ
ば
、
最
初
に
ま
ず
「
和
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
注
目
す
べ
き

態
度
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
教
の
真
理
は
、
押
し
つ
め
て

い
け
ば
差
別
即
無
差
別
、
実
践
的
に
は
慈
悲
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
無
差
別

慈
悲
の
概
念
を
用
い
な
い
で
、
論
語
か
ら
出
た
ら
し
い
「
和
」
を
掲
げ
て
い
る
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
論
語
で
は
、「
礼
之
用　

和
為
貴
」
で
あ
っ
て
、
主

題
は
「
礼
」
で
あ
り
、「
和
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
太
子
が
、
礼
と
無
関

係
に
ま
っ
先
に
「
和
」
を
原
理
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
、
実
に
慈
悲
の
立
場

を
現
わ
し
て
い
る
の
だ
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
。

　
　

こ
の
和
辻
氏
の
所
論
か
ら
言
え
ば
、
太
子
は
「
和
」
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
、
論

語
で
言
う
「
和
」
の
意
味
以
上
の
も
の
を
含
め
て
使
わ
れ
た
と
い
え
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
全
く
同
感
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
未
来
を
思
い
、
よ
き
政
治
を
志
し
て
、
初
め
て
の
憲
法
を
起
草
す
る
に

際
し
、
そ
の
憲
法
の
出
だ
し
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
太
子
は
深
く
考
え
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
何
事
で
も
最
初
が
肝
心
で
あ
る
。
最
初
の
言
葉
に
は
、
日
本
が
国
家
と
し

て
の
最
高
の
願
い
・
理
想
を
掲
げ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
世
界
か

ら
見
て
も
、
普
遍
的
で
信
頼
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意

味
で
は
、「
平
和
」
特
に
、「
心
の
和
」
こ
そ
筆
頭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
の
和

な
く
し
て
何
が
平
和
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
そ
の
思
い
が
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な

す
」
に
結
晶
し
た
と
拝
察
す
る
。
次
に
、
法
哲
学
者
の
小
野
清
一
郎
（1891

〜

1986

）
氏
は
述
べ
て
い（
3
）
る
。

　

第
一
条
に
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
云
々
の
規
定
の
あ
る
こ
と
は
あ
ま
ね
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
以
て
道
徳
的
訓
戒
で
あ
る
と
為
す
は
未
だ
其
の
真
義

を
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
其
れ
は
実
に
日
本
国
家
の
倫
理
的

基
礎
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
其
れ
は
個
人
的
な
道
徳
を
含
ん
で
、
し
か
も
よ
り

高
次
な
る
国
家
共
同
体
の
倫
理
で
あ
り
、
道
義
で
あ
る
。
日
本
国
家
の
拠
っ
て
立

つ
人
倫
的
道
義
は
「
和
」
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
る
。
和
と
は

何
で
あ
る
か
。
其
は
単
な
る
外
形
的
な
平
和
で
は
な
い
。
内
部
的
・
精
神
的
な
和

諧
で
あ
り
、
和
合
で
あ
る
。
人
倫
の
差
別
的
秩
序
に
即
し
て
、
し
か
も
本
質
的
に

平
等
な
る
共
同
体
的
精
神
の
一
致
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
国
家

の
永
遠
性
と
全
体
性
と
統
一
性
と
を
担
保
す
る
倫
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
。

　

ま
た
、
和
辻
哲
郎
氏
は
言（
4
）
う
。

　
「
和
」
は
共
同
体
の
原
理
で
あ
り
、
国
家
の
根
本
的
意
義
も
、「
和
」
の
実
現
に

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
人
は
す
べ
て
偏
頗
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
共

同
体
の
内
部
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
団
体
と
団
体
と
の
間
に
、
常
に
争
い
を
ひ
き

起
す
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
抗
争
を
克
服
し
て
和
睦
を
実
現
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
人
倫
的
合
一
を
実
現
し
、
共
同
体
を
真
に
共
同
体
と
し
て
形
成
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
国
家
の
存
在
理
由
な
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
思
想
は
第
一
条
の
み
で
な
い
。

憲
法
全
体
を
通
じ
て
鳴
り
響
い
て
い
る
。
…
…
特
に
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
の
が
「
和
」
で
あ
っ
て
、
単
な
る
従
順
で
は
な
い
こ
と
で

あ
る
。
事
を
論
ぜ
ず
に
た
だ
つ
い
て
来
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
事
を
論
じ
て
事

理
を
通
ぜ
し
め
る
た
め
に
は
、
議
論
そ
の
も
の
が
諧
和
の
気
分
の
中
で
行
わ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
。
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

　
　

哲
学
者
の
梅
原
猛
氏
は
言（
5
）
う
。

　

和
と
い
う
も
の
は
、
は
じ
め
か
ら
日
本
に
存
在
し
た
道
徳
で
は
な
く
、
む
し
ろ

何
世
紀
か
の
間
、
朝
鮮
か
ら
来
た
人
々
と
日
本
の
原
住
民
と
の
激
し
い
動
乱
の
な

か
で
、
征
服
者
と
被
征
服
者
が
妥
協
し
あ
っ
た
結
果
、
こ
の
人
口
密
度
の
高
い
島

国
で
生
き
て
ゆ
く
智
恵
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
智

恵
の
総
決
算
と
し
て
十
七
条
憲
法
の
第
一
条
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
。

　

ま
た
、
評
論
家
の
亀
井
勝
一
郎
（1907

〜1966

）
氏（
6
）
は
、〈「
以
和
為
貴
」
と

は
、
国
家
に
対
す
る
最
大
の
危
険
信
号
で
あ
っ
た
〉
と
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
言

う
。（
筆
者
、
現
代
か
な
遣
い
に
訂
正
）

　

し
か
し
「
和
」
は
、
政
治
的
平
和
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
む
ろ
ん
な
い
。

太
子
の
念
じ
給
え
る
「
和
」
と
は
超
政
治
的
な
「
和
」、
究
竟
「
涅
槃
」
で
あ
っ

た
と
思
う
。
僕
は
こ
の
一
語
に
宿
る
深
い
夢
を
思
い
つ
づ
け
た
。
そ
れ
は
萬
民
の

祈
り
を
基
石
と
し
て
う
ち
立
て
ら
る
べ
き
無
形
の
理
想
国
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

「
世
間
虚
仮　

唯
仏
是
真
」
と
言
わ
れ
た
と
き
の
「
真
」
の
国
、
浄
土
で
あ
り
天

寿
国
で
あ
っ
た
と
申
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
和
」
と
は
菩
薩
の
見
果
て
ぬ
夢

だ
。
だ
が
太
子
に
と
っ
て
、「
和
」
は
超
政
治
的
観
念
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ

は
政
治
と
い
う
現
実
の
中
の
最
も
厄
介
な
現
実
の
只
中
に
実
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
。
涅
槃
は
地
上
の
悪
を
回
避
せ
る
彼
岸
に
求
め
ら
る
べ
き
で
な
く
、

地
上
の
酸
鼻
そ
の
も
の
の
裡
に
念
ぜ
ら
れ
る
云
わ
ば
誓
願
な
の
だ
。「
以
和
為

貴
」
と
は
憲
法
の
条
文
と
な
る
前
に
ま
づ
端
的
な
祈
り
で
あ
り
、
仏
の
前
、
民
の

前
に
言
い
継
ぎ
語
り
継
ぐ
べ
き
誓
願
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
現
実
性
を
失
う
ま
い

と
し
た
と
こ
ろ
に
、
太
子
の
異
常
な
努
力
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
。

　
「
和
」
に
つ
い
て
、
以
上
四
者
の
意
見
を
拝
見
し
た
が
、「
和
」
が
「
十
七
条
憲

法
」
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
「
和
」
が
、
現
今
の
憲
法
で
は
、
ど
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
位
置
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
『
日
本
国
憲
法
』（
昭
和
二
一
年
一
一
月
三
日
公
布　

昭
和
二
二
年
五
月
三
日
施

行
）
を
拝
見
す
る
と
き
、
そ
の
前
文
と
し
て
の
「
制
定
文
」
が
重
要
で
あ
る
の
で
次

に
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
国
憲
法

　

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、

わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が

国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。

　
　
　

…
…
中
略
…
…

　

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高

な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義

に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
維
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、

平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う

と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
う
。
わ

れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
等
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に

生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
法
則
に
従
う
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
と
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宗
教
と
教
育

う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
う
。

　

起
草
者
が
意
識
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
聖
徳
太
子
の
思
想
、
願
い

が
、
こ
の
中
に
流
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。「
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高

な
理
想
」
と
は
「
恒
久
の
平
和
」
で
あ
り
、「
政
治
道
徳
の
法
則
」
と
は
、
自
国
の

利
益
の
み
に
執
せ
ず
、
他
国
の
利
益
の
重
視
を
意
味
す
る
。
自
我
主
義
（
エ
ゴ
イ
ズ

ム
）
の
起
こ
る
と
き
、
必
ず
平
和
は
崩
れ
始
め
る
。「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び

戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
」「
日
本
国
民
は
、

国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
挙
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

を
誓
う
」
と
い
う
文
言
は
、『
十
七
条
憲
法
』
第
一
条
、「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為

す
」
が
現
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
た
だ
、
仏
教
の
立
場
か
ら
は
、

「
全
世
界
の
国
民
が
、
等
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
云
々
」
の
文
言
の
中
、「
全
世

界
の
国
民
」
に
は
、
言
外
の
余
意
と
し
て
「
一
切
の
衆
生
（
生
き
と
し
生
け
る
も

の
）」
を
含
む
も
の
を
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
全
世
界
は
、
人
間
の
み
な

ら
ず
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
共
存
・
共
生
こ
そ
真
の
平
和
が
あ
る
の
で
な
い
の

か
。
仏
の
慈
悲
の
基
本
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
無
自
覚
、
無
認
識
に
よ
っ
て
公
害
を

招
き
、
本
来
の
生
態
系
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
代
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

│
今
日
二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
六
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
が
│
、
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
締
約
国
会
議
、
京
都
議
定
書
締
約
国
会
議
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
開
催

さ
れ
、
温
暖
化
対
策
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
石
油
過
剰
採
掘

と
い
い
、
森
林
破
壊
と
い
う
現
実
は
、『
十
七
条
憲
法
』
第
一
条
が
「
人
み
な
党
あ

り
。
ま
た
達
れ
る
者
少
な
し
」（
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
党
派
心
が
あ
り
、
大
局
を
見
通

し
て
い
る
者
は
少
な
い
）
と
指
摘
す
る
通
り
、
人
類
あ
る
い
は
自
国
の
「
我
・
エ
ゴ

イ
ズ
ム
」
を
通
し
、
人
類
あ
る
い
は
自
国
の
利
益
に
の
み
始
終
し
た
こ
と
に
よ
る
悲

し
い
結
果
で
あ
る
。

　

以
上
、『
十
七
条
憲
法
』
第
一
条
の
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」
の
理
解
に
つ

い
て
考
察
し
た
が
、
私
た
ち
が
「
宗
教
教
育
」
の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
│
な
に
も
、
こ
の
言
葉
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
が
│
こ
の
「
和
」
の
現
代

的
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
偏
執
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
を
予
想
す
る
が
、

敢
え
て
い
う
な
ら
ば
、「
不
殺
生
・
不
戦
を
も
っ
て
貴
し
と
す
」
と
読
み
た
い
の
で

あ
る
。
文
字
「
和
」
の
変
更
で
は
な
い
。「
和
」
の
実
践
・
行
動
が
、「
不
殺
生
」
の

自
覚
で
あ
り
、「
不
戦
」
の
決
意
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

　

先
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、「
和
」
は
心
で
あ
る
。
こ
れ
が
基
本
で
あ
る
。
宗
教
教

育
も
「
和
」
を
称
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

注（
1
）
梅
原
猛
著
『
聖
徳
太
子
２
』
三
八
八
頁
以
下
（
集
英
社
文
庫
）「
憲
法
」
に
関
す
る
考

察
が
種
々
の
立
場
か
ら
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

注（
2
）
和
辻
哲
郎
著
『
日
本
倫
理
思
想
史　

上
』
一
一
七
頁
（『
和
辻
哲
郎
全
集
第
十
二
巻
』

岩
波
書
店
）

注（
3
）
小
野
清
一
郎
『
憲
法
十
七
条
に
於
け
る
国
家
と
倫
理
』「
改
造
」（
二
〇
│
八
）

注（
4
）
和
辻
哲
郎
著
『
日
本
倫
理
思
想
史　

上
』
一
一
五
〜
一
一
六
頁

注（
5
）
注
①
と
同
書
、
四
二
七
頁

注（
６
）
亀
井
勝
一
郎
著
『
大
和
古
寺
風
物
詩
』（
新
潮
文
庫　

昭
和
二
十
九
年
版
）
四
二
〜

四
三
頁
。
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第
二
条　

篤
敬
三
宝

　

二
に
曰
く
、
篤あ
つ

く
三さ
ん

宝ぼ
う

を
敬
え
。
三
宝
と
は
、
仏
と
法
と
僧
と
な
り
。
す
な
わ

ち
四し

生し
よ
うの
、
終よ
り

帰ど
こ
ろ、
万
国
の
極お
お

宗む
ね

な
り
。
い
ず
れ
の
世
、
い
ず
れ
の
人
か
、
こ
の

法
を
貴
ば
ざ
ら
ん
。
人
、
は
な
は
だ
悪あ

し
き
も
の
少
な
し
。
よ
く
教
う
る
を
も
て

従
う
。
そ
れ
三
宝
に
帰よ

りり

ま
つ
ら
ず
ば
、
何
を
も
っ
て
か
枉ま
が

れ
る
を
直た
だ

さ
ん
。

　
「
篤
く
三
宝
を
敬
え
」
と
は
、「
真
理
を
さ
と
っ
た
仏
と
、
真
理
に
基
く
教
法
と
、

真
理
を
求
め
る
人
び
と
の
仲
良
き
つ
ど
い
を
心
の
底
か
ら
敬
う
』
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
仏
教
関
係
私
学
の
建
学
の
精
神
は
こ
れ
が
基
本
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
亀
井
氏
の
言
葉
は
仏
教
系
私
学
に
関
係
す
る
者
全
て
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。

　

太
子
は
「
篤
く
三
宝
を
敬
え
」
と
仰
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
、「
必
ず
三
宝
を
信
ぜ

よ
」
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
律
法
に
お
い
て
、
一
信
仰
を
強
制

し
、
仏
法
を
必
ず
信
ぜ
よ
と
し
た
な
ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
信
仰
は
そ
の
自
発

性
を
失
い
、
或
は
政
治
的
党
派
性
を
帯
び
る
で
あ
ろ
う
。
蘇
我
と
物
部
と
の
争
い

は
よ
き
教
訓
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
然
る
に
太
子
は
「
必
信
」
で
な
く
「
篤
敬
」

と
い
う
文
字
を
用
い
て
、
信
仰
を
あ
く
ま
で
国
民
の
自
発
的
な
求
道
心
に
お
か
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
深
い
思
慮
と
い
う
べ
き
で
あ（
1
）
る
。
と
。

　

ま
さ
に
亀
井
氏
の
卓
見
で
あ
る
。
仏
教
系
私
学
に
学
ぶ
者
も
務
め
る
者
も
、
自
分

の
学
校
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
の
建
学
理
念
「
帰
依
三
宝
」
に
対
し
て
は
、
篤
く
4

4

敬
っ
て
欲
し
い

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
宗
教
立
私
学
に
奉
職
す
る
者
は
、
た
と
え
、
個
人
と
し
て
の
信

仰
は
相
違
し
て
も
、
自
校
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
宗
教
に
は
、「
篤
く
敬
意
を
払
う

こ
と
」
は
当
然
で
あ
る
。
以
っ
て
生
徒
へ
の
範
と
し
て
欲
し
い
。
篤
く
敬
う
姿
勢
ほ

ど
美
し
い
も
の
は
な
い
。

　

私
が
奉
職
し
た
「
京
都
文
教
学
園
」（
元
家
政
学
園
）
で
は
、
校
長
大
島
徹
水

（1871

〜1945

）
師
は
、
生
徒
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
巻
頭
に
、
常
に
『
十
七
条
憲

法
』
第
二
条
の
条
文
を
筆
写
し
て
飾
っ
て
お
ら
れ
た
。
初
代
学
園
長
、
三
枝
樹
正
道

師
は
、
こ
の
「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
」
を
具
体
化
し
て
校
訓
と
さ
れ
た
。

　
「
謙
虚
に
し
て
真
理
探
究
」（
帰
依
仏
）

　
「
誠
実
に
し
て
精
進
努
力
」（
帰
依
法
）

　
「
親
切
に
し
て
相
互
共
同
」（
帰
依
僧
）

　

と
。
実
に
、「
帰
依
三
宝
」
の
精
神
が
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
聖
徳
太
子
は
「
篤
く
三
宝
を
敬
う
」
こ
と
が
、

人
間
の
終
帰
・
帰
結
と
は
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
。「
四
生
の
終
帰
」
と
言
わ
れ
る
。

四
生
と
は
、
胎
生
（
哺
乳
動
物
）、
卵
生
（
魚
類
、
鳥
類
な
ど
）
湿
生
（
湿
潤
な
と

こ
ろ
か
ら
発
生
す
る
虫
な
ど
）、
化
生
（
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
忽
然
と
出
て
く
る

生
物
・
菌
類
）
と
し
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
（
衆
生
）
全
て
を
意
味
す
る
が
、

す
で
に
太
子
に
お
い
て
、
救
済
の
対
象
が
人
間
の
み
な
ら
ず
、「
生
き
と
し
生
け
る

も
の
・
衆
生
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

　

三
宝
を
敬
う
こ
と
が
「
万
国
の
極
め
の
宗
（
究
極
の
規
範
）」
で
あ
る
と
は
、
民

族
、
国
家
を
超
え
た
、
普
遍
的
な
世
界
宗
教
で
あ
る
仏
教
と
し
て
の
正
し
い
姿
勢
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

太
子
は
更
に
、
自
ら
、
教
育
観
を
披
瀝
し
て
お
ら
れ
る
。

人
、
は
な
は
だ
悪
し
き
も
の
少
な
し
。
よ
く
教
う
る
を
も
て
従
う
。
そ
れ
三
宝
に

帰
り
ま
つ
ら
ず
ば
、
何
を
も
っ
て
か
枉ま
が

れ
る
を
直
さ
ん
、
と
。
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宗
教
と
教
育

　
『
日
本
書
紀
』
の
原
文
に
は
、「
人
鮮
す
く
な
し
は
な
は
だ
あ
し
き
も
の

尤

悪
」
と
あ
る
よ
う
に
「
少
な
し
」

の
原
字
は
「
鮮
」
で
あ
り
、〈
ほ
と
ん
ど
無
い
、
あ
っ
て
も
稀
〉
と
い
う
意
味
で
あ

る
か
ら
、
人
間
誰
で
も
、
道
徳
教
育
を
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
上
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
中
国
で
は
、
古
代
か
ら
、「
人
間
の
本
性
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
孟

子
は
性
善
説
、
荀
子
は
性
悪
説
で
の
「
性
論
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
仏
教
で

は
、「
八
正
道
」（
正
見
、
正
思
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
精
進
、
正
念
、
正
定
）

に
も
「
六
波
羅
蜜
行
」（
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
）
に
も
、「
精

進
」
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
精
進
・
努
力
論
を
立
場
と
す
る
。
た
だ
、
太
子
が
「
よ

く
教
う
る
を
も
て
従
う
」
と
い
う
教
育
論
に
お
い
て
、
そ
の
教
育
の
根
幹
を
「
篤
敬

三
宝
（
仏
教
）」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、『
憲
法
』
各
条
で
儒
教
や
老
荘
そ
し
て
法
家
の

思
想
を
根
拠
に
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
な
い
こ
と
意
味
し
て
い
る
。

や
は
り
、
枉ま
が

っ
た
心
を
直
す
教
育
は
、
倫
理
、
道
徳
の
み
で
は
充
足
さ
れ
ず
、
三
宝

（
仏
陀
と
理
法
と
和
合
集
団
の
三
者
）
を
敬
う
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

仏
教
私
学
で
は
、
な
べ
て
「
帰
依
三
宝
」
を
建
学
の
精
神
の
基
盤
と
し
て
い
る
の

に
は
、
大
切
な
意
味
が
此
処
に
あ
る
。
学
校
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
根
幹
が
、
宗
教

心
・
慈
悲
心
で
あ
る
こ
と
を
仏
教
系
私
学
人
は
充
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

註
（
1
）
亀
井
勝
一
郎
著
『
大
和
古
寺
風
物
誌
』
一
五
頁

　
　
　
　
　

第
十
条　

共
是
凡
夫
耳

　

十
に
曰
く
。
こ
こ
ろ
の
い
か
り
（
忿
）
を
絶
ち
、
お
も
て
の
い
か
り
〈
瞋
〉
を

棄
て
て
、
人
の
違
う
こ
と
を
怒
ら
ざ
れ
。
人
み
な
心
あ
り
。
心
お
の
お
の
執
る
と

こ
ろ
あ
り
。
か
れ
是ぜ

と
す
れ
ば
、
わ
れ
は
非ひ

と
す
。
わ
れ
是
と
す
れ
ば
、
か
れ
は

非
と
す
。
わ
れ
か
な
ら
ず
し
も
聖
に
あ
ら
ず
、
か
れ
か
な
ら
ず
し
も
愚
に
あ
ら
ず
。

と
も
に
こ
れ
凡ぼ
ん

夫ふ

の
み
。
是
非
の
理
、
詎た
れ

か
よ
く
定
む
べ
け
ん
や
。
あ
い
と
も
に

賢
愚
な
る
こ
と
、
鐶
み
み
か
ねの
端
な
き
が
ご
と
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
、
か
の
人
は
瞋い
か

る
と

い
え
ど
も
、
か
え
っ
て
わ
が
失
あ
や
ま
ちを

恐
れ
よ
。

　

わ
れ
ひ
と
り
得
た
り
と
い
え
ど
も
、
衆
に
従
い
て
同
じ
く
挙お
こ
なえ
。

　

梅
原
猛
氏
は
「
こ
の
第
十
条
が
、
十
七
条
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
哲
学
的
な
条
文

で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
条
と
と
も
に
も
っ
と
も
仏
教
思
想
の
色
濃
い
も
の
で
あ
る
。

…
…
ふ
つ
う
法
律
の
条
文
に
、
か
か
る
思
弁
的
、
哲
学
的
条
文
を
盛
り
込
む
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
こ
れ
を
み
て
も
、
こ
の
憲
法
十
七
条
な
る
も
の
は
、
世
界
の
歴
史
に

も
あ
ま
り
類
の
な
い
憲
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
言
う
。

　
「
仏
教
の
色
濃
い
も
の
」
と
い
う
指
摘
、
同
感
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
第
一
条
、

第
二
条
の
中
、
特
に
第
二
条
、
そ
し
て
、
こ
の
第
十
条
は
瞥
見
す
る
だ
け
で
も
、

〈
仏
教
か
ら
の
所
説
〉
と
直
観
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
の
条
文
は
、
い
わ
ゆ
る

倫
理
、
道
徳
的
内
容
、
あ
る
い
は
役
人
に
対
す
る
法
律
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
儒
教
、

老
荘
、
法
家
の
思
想
が
其
の
背
後
に
窺
え
る
が
、
こ
の
第
十
条
は
、
仏
教
の
「
煩
悩

論
」
で
あ
り
、「
共
に
こ
れ
凡
夫
の
み
」
は
自
分
を
生
き
る
根
源
的
思
想
と
思
わ
れ

る
。

　
「
人
間
と
い
う
も
の
は
、
煩ぼ
ん

悩の
う

的
存
在
で
、
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
い
く
ら
偉
そ
う

に
威
張
っ
て
み
て
も
、
結
局
は
相
対
的
で
、
同
類
で
あ
る
」
と
、
言
っ
て
い
る
。

　
「
人
み
な
心
あ
り
」
と
は
「
人
み
な
煩
悩
あ
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
煩
悩
あ

る
人
は
み
な
凡
夫
な
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。「
凡
夫
」
に
対
す
る
も
の
が

「
聖
者
」
で
あ
る
。
釈
尊
の
説
か
れ
た
四
諦
の
真
理
を
知
ら
な
い
「
凡
庸
な
士
夫
」
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を
い
う
。
凡
夫
は
〈
我
あ
り
〉
と
聞
け
ば
〈
我
あ
り
〉
と
執
着
す
る
が
、
聖
者
は

〈
我
あ
り
〉
と
聞
く
も
、〈
我
あ
り
〉
と
は
執
着
し
な
い
。
そ
の
差
を
い
う
。
世
間
で

い
う
愚
者
の
意
味
で
な
い
。
仏
教
に
説
く
と
こ
ろ
の
真
理
を
知
ら
な
い
人
の
こ
と
で

あ
る
。

　
「
共
に
こ
れ
凡
夫
の
み
」。
こ
の
言
葉
は
憲
法
全
文
の
中
で
、
宗
教
教
育
上
、
最
重

要
の
「
こ
と
ば
」
と
思
う
。
生
徒
に
仏
教
を
語
る
と
す
る
な
ら
ば
、
生
徒
が
真
実
の

人
生
を
生
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
常
に
「
自
分
は
凡
夫
で
あ
る
」
と
の
念お
も

い
で
生
き

て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

　

若
者
が
「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
と
き
、
常
に
、
こ
の
こ

と
ば
を
念
じ
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

　　

⑥　

最
澄
「
山
家
学
生
式
」

　

聖
徳
太
子
の
『
十
七
条
憲
法
』
は
、
制
定
以
来
千
四
百
年
間
、
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
太
子
の
憲

法
の
精
神
が
顧
み
ら
れ
導
入
せ
ら
れ
、
そ
の
倫
理
・
道
徳
律
が
尊
び
活
か
さ
れ
て
、

国
民
の
精
神
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、「
最
高
裁

判
所
」
内
の
一
室
に
は
、
昭
和
二
十
六
年
、
堂
本
印
象
画
伯
に
よ
っ
て
画
か
れ
た
壁

画
『
聖
徳
太
子
憲
法
御
宣
布
』
が
飾
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
司
法
の
世
界
で
は
、

太
子
は
司
法
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
『
憲
法
』
は
聖
徳
太
子
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
で
は
、

現
代
の
『
教
育
基
本
法
』
に
匹
敵
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
伝
教

大
師
・
最
澄
（
西
紀767

〜822

）
の
著
作
『
山さ
ん

家げ

学が
く

生し
よ
う

式し
き

』（
六
条
式
、
八
条
式
、

四
条
式
の
三
部
の
総
称
）
を
挙
げ
て
よ
い
の
で
な
い
か
。
こ
れ
は
、
最
澄
が
、
唐
に

留
学
し
て
帰
国
後
、
日
本
天
台
宗
を
開
宗
さ
れ
た
が
、
旧
仏
教
の
南
都
「
小
乗
戒
壇

院
」
に
対
し
て
、
比
叡
山
に
「
大
乗
戒
壇
院
の
創
設
」
の
必
要
性
を
国
家
に
要
望
し
、

勅
裁
を
得
る
た
め
に
著
し
た
、
現
代
風
に
言
え
ば
「
大
学
創
設
企
画
案
」
と
で
も
云

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
国
家
有
用
の
人
材
と
し
て
の
菩
薩
の
養
成
と
い
う
目
的
の

も
と
に
、
修
行
年
数
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
受
戒
の
内
容
等
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
『
天て
ん

台だ
い

法ほ
つ

華け

宗し
ゆ
う

年ね
ん

分ぶ
ん

学が
く

生し
よ
う

式し
き

』（「
六
条
式
・
就
学
の
た
め
の
六
ケ
条
の

規
則
」
の
「
前
文
」
に
は
、
最
澄
が
理
想
と
す
る
最
高
学
府
で
就
学
・
修
行
し
、

「
大
乗
戒
」
を
受
け
る
学
僧
の
あ
り
方
、
遇
し
方
（
当
時
は
国
家
に
お
け
る
重
要
な

人
材
と
し
て
僧
侶
が
期
待
さ
れ
て
い
た
）
に
関
し
て
、
格
調
の
高
い
名
文
で
そ
の
学

問
観
、
教
育
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
道
心
有
る
人
こ
そ
が
国
宝
で
あ
る
」

と
言
う
最
澄
の
高
邁
な
信
念
は
、
現
代
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
心
し
て
学
ぶ
べ
き
重

要
な
思
想
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
『
山
家
学
生
式
』
の
真
跡
（
漢
文
）
は
、
国
の

重
要
文
化
財
「
国
宝
」
と
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
文
の
一

部
分
（
訓
読
）
を
引
用
す
る
。

　

国
宝
と
は
何
物
ぞ
、
宝
と
は
道
心
な
り
。
道
心
有
る
人
を
名
け
て
国
宝
と
な
す
。

故
に
古
人
の
言
く
、「
径
寸
十
枚
是
れ
国
宝
に
非
ず
。
一
隅
を
照
ら
す
此
れ
則
ち

国
宝
な
り
と
。
古
哲
又
云
く
、
能
く
言
ひ
て
行
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
は
国
の
師
な
り
。

能
く
行
ひ
て
言
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
は
国
の
用ゆ
う

な
り
。
能
く
行
ひ
、
能
く
言
ふ
は
国

の
宝
な
り
。
三さ
ん

品ぽ
ん

の
内
、
唯
言
ふ
こ
と
能
は
ず
、
行
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
を
国
の
賊

と
為
す
」
と
。

乃
ち
道
心
有
る
の
仏
子
、
西
に
は
菩
薩
と
称
し
、
東
に
は
君
子
と
号
す
。
悪
事
を

己
に
向む
か

へ
、
好
事
を
他
に
与
へ
、
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
な
り
。



三
五

　
　
　
　

宗
教
と
教
育

と
。

　　

私
は
こ
れ
を
拝
見
す
る
毎
に
目
を
覚
ま
さ
れ
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
が
、
有
り

難
い
こ
と
に
現
代
は
学
問
を
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
最
高
学
府
で
自
分
が
研

鑽
し
た
い
学
問
研
究
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。
中
古
で
は
、
学
僧
に
な
る
た
め
に
は
、

仏
教
各
宗
、
各
年
度
、
わ
ず
か
二
、三
名
の
枠
内
で
、
国
費
を
付
与
さ
れ
て
、
や
っ

と
学
業
に
専
心
で
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
比
叡
山
の
修
行
を
「
論
・
湿
・
寒
・

貧
」
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
学
問
す
る
こ
と
さ
え
、
ま
さ
に
字
の
如
く
必
死
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
生
活
は
、
極
度
の
「
議
論
・
湿
度
・
寒
さ
・
貧
し
さ
」

と
い
う
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
修
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
学
問
と
は
何
か
を
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者

も
教
師
も
学
校
も
、
そ
し
て
社
会
も
問
う
べ
き
で
な
い
か
。
す
べ
て
と
は
言
わ
な
い

が
、
保
護
者
か
ら
過
分
の
仕
送
り
を
貰
い
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
、
車
を
持
っ
て
、

も
し
、
悠
々
自
適
な
ら
ぬ
俗
世
に
浸
か
っ
た
生
活
を
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
実
に
勿

体
無
い
話
で
は
な
い
か
。

　

因
み
に
、
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編
『
き
け　

わ
だ
つ
み
の
こ
え　

日
本
戦
没
学

生
の
手
記
』（
岩
波
文
庫
）
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
時
代
、
大
学
生
で

あ
り
な
が
ら
、
学
徒
動
員
で
、
戦
争
に
狩
り
出
さ
れ
て
戦
死
し
て
い
っ
た
学
生
さ
ん

の
手
記
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
学
に
残
っ
て
の
研
鑽
を
切
望
し
な

が
ら
戦
場
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
念
さ
の
悲
痛
な
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

過
去
を
振
り
返
り
今
を
思
う
時
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
と
き
に
は
、

戦
没
学
生
の
生
き
た
時
代
に
比
し
て
、
今
の
自
分
を
考
え
る
と
き
、
学
問
に
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
べ
き
か
が
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

学
問
す
る
に
環
境
の
良
さ
は
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
問
す
る
心
が
阻
害
さ
れ

る
よ
う
な
環
境
の
甘
さ
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
比
叡
山
で
修
行
僧
が
置
か
れ
た
よ
う
な

環
境
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
せ
め
て
、
清
貧
に
甘
ん
じ
る
く
ら
い
の
自
制
生
活
は

必
要
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
の
意
識
の
問
題
で
あ
る
。

　
「
国
宝
と
は
何
物
ぞ
。
宝
と
は
道
心
な
り
。
道
心
あ
る
有
る
人
を
名
づ
け
て
国
宝

と
な
す
」
を
毎
日
一
度
は
唱
え
て
み
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
高
価
な

宝
石
（
径
寸
十
枚
）
の
よ
う
な
希
少
価
値
的
存
在
を
狙
う
必
要
は
な
い
、「
一
隅
を

照
ら
す
努
力
こ
そ
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
「
一
隅
」
と
は
、
今
、
此こ

処こ

に
居
る
私
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
間
と
こ

の
空
間
の
接
点
に
生
き
て
い
る
私
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
置
か
れ
た
こ
の
瞬
間
、

こ
の
場
所
で
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
お
か
げ
で

精
一
杯
生
き
よ
う
と
努
力
し
、
お
か
げ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
謝
す
る
と
き
、
そ

こ
に
は
光
り
が
あ
る
。
自
分
が
輝
き
、
周
り
を
照
ら
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

　

国
宝
は
、
希
少
価
値
だ
か
ら
少
な
い
ほ
う
が
値
打
ち
が
上
る
。
こ
れ
は
物
質
に
限

る
。「
道
心
と
し
て
の
宝
」、「
一
隅
を
照
ら
す
宝
」
と
し
て
の
国
宝
は
い
く
ら
あ
っ

て
も
よ
い
。
我
々
の
周
囲
の
も
の
皆
、
国
宝
の
可
能
態
で
あ
る
。
道
心
に
つ
い
て
最

澄
は
語
っ
て
い
る
。

　
「
道
心
の
中
に
衣え

食じ
き

あ
り
。
衣
食
の
中
に
道
心
な
し
」（
光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒

（
1
）
文
』（
巻
下
）〈
光
定
が
収
録
し
た
最
澄
の
言
葉
集
〉
と
。
真
剣
に
人
生
を
生
き
る
人

に
は
、
衣
食
住
の
生
活
は
自
お
の
ず
から
具
わ
っ
て
く
る
が
、
衣
食
住
の
生
活
の
意
識
が
先
行

す
る
と
こ
ろ
に
は
、
道
心
は
具
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
厳
し
い
言
葉
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
最
澄
の
志
を
戴
し
た
曹
洞
宗
の
開
祖
・
道
元
（1200

〜1253

）
が
道

心
、
学
道
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
言
葉
が
あ
る
。（『
正
法
眼
蔵
随
聞（
2
）

記
』）



三
六

　
　
　
　

佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

　

学
道
の
人
は
最
も
貧
な
る
べ
し
。
世
人
を
見
る
に
財
あ
る
人
は
ま
づ
瞋
恚
恥
辱

の
二
つ
の
難
定
め
て
来
る
な
り
。
宝
ら
あ
れ
ば
人
是
を
奪
い
取
ら
ん
と
思
う
、
我

は
取
ら
じ
と
す
る
時
、
瞋
恚
た
ち
ま
ち
に
起
こ
る
…
…
貧
に
し
て
貪
ら
ざ
る
時
は

先
づ
こ
の
難
を
免
れ
て
安
楽
自
在
な
り
。（
第
三
）

　

学
道
の
人
、
衣
食
を
貪
る
こ
と
な
か
れ
。（
第
六
）

　

な
に
も
、
学
問
の
世
界
だ
け
に
い
る
人
が
国
宝
的
存
在
で
は
な
い
。
ど
ん
な
場
所
、

ど
ん
な
仕
事
に
携
っ
て
い
る
人
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
の
仕
事
を
自
己
に
与
え
ら
れ
た

天
命
と
心
得
て
、
打
ち
込
む
人
が
、
一
隅
を
照
ら
す
人
で
あ
り
、
道
心
あ
る
人
の
尊

い
姿
で
あ
る
。

　

最
澄
は
そ
の
人
こ
そ
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
。

　
「
道
心
有
る
の
仏
子　

西
（
イ
ン
ド
、
西
域
）
に
は
菩
薩
と
い
う
。」
と
。

　

菩
薩
と
は
菩
薩
道
を
生
き
る
人
で
あ
る
。
決
し
て
高
い
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
方
の

み
が
菩
薩
で
は
な
い
。
菩
薩
と
は
生
き
た
心
を
い
う
。
菩
薩
と
は
、

　
「
悪
事
を
己
に
向
け
、
好
事
を
他
に
与
へ
、
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の

極
み
な
り
」
の
心
の
持
ち
主
だ
と
い
う
。
い
や
な
こ
と
は
自
分
で
ひ
き
う
け
、
好
い

こ
と
は
他
の
人
に
分
か
ち
与
え
る
。
自
分
を
ひ
と
ま
ず
さ
し
措
い
て
、
ま
ず
他
の
人

の
た
め
に
働
く
方
が
菩
薩
で
あ
る
と
最
澄
は
い
う
。

　

最
澄
の
『
山
家
学
生
式
』
を
も
っ
て
の
「
大
乗
戒
壇
院
」
創
設
の
願
い
は
、
最
澄

が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
許
容
の
官
符
が
下
さ
れ
た
。
こ
こ
に
比
叡
山
延
暦
寺
は
事
実

上
、
わ
が
国
の
仏
教
の
最
高
学
府
と
な
っ
た
。
や
が
て
、
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
続

い
て
、
こ
こ
か
ら
、
良
忍
（
融
通
念
仏
宗
）、
法
然
（
浄
土
宗
）、
栄
西
（
臨
済
宗
）、

道
元
（
曹
洞
宗
）、
親
鸞
（
浄
土
真
宗
）、
日
蓮
（
法
華
宗
）
一
遍
（
時
宗
）
な
ど
新

宗
派
の
祖
師
が
輩
出
し
た
が
、
そ
の
意
味
で
は
、『
山
家
学
生
式
』
の
存
在
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
こ
れ
は
、
直
接
に
は
、「
大
乗
戒
壇
院
」
創
設
の
企
画
案
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
願
い
は
千
二
百
年
を
経
過
し
て
も
、
教
育
の
本
質
論
と
し
て
永
遠
性

を
も
っ
て
お
り
、
現
代
、
わ
が
国
の
教
育
に
対
し
て
も
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
最
澄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
偉
大
な
る
宗
教
的
人
格
者
の
存
在
の
永

遠
性
を
実
感
す
る
。

注（
1
）『
最
澄
』（
日
本
思
想
大
系
４
）
四
六
八
頁

注（
2
）
懐
奘
編　

和
辻
哲
郎
校
訂　

道
元
語
録
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』（
岩
波
文
庫
）
五
五
頁
、

一
〇
一
頁

　　

⑦　

勢
至
丸
（
法
然
上
人
）

　

私
事
で
あ
る
が
、
大
学
入
学
時
、
釈
尊
そ
し
て
法
然
上
人
に
つ
い
て
も
全
く
無
知

に
等
し
い
私
で
あ
り
な
が
ら
、
何
か
に
つ
け
て
仏
教
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
私
で
あ

っ
た
が
、
当
時
、
購
入
し
た
荻
原
雲
来
訳
注
『
法
句（
1
）
経
』（
中
村
元
博
士
の
訳
本
は

未
出
版
）
を
読
ん
で
、
私
は
、
初
め
て
「
仏
教
」
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
第
一
章
の
次
の
二
偈
の
、

　

五　

世
の
中
に
怨
は
怨
に
て
息
む
べ
き
や
う
無
し
。
無
怨
に
て
息
む
、
此
の
法

0

0

0

易
は
る
こ
と
な
し

0

0

0

0

0

0

0

。（
中
村
元
訳
で
は
、「
こ
れ
は
永
遠
の
真
理
で
あ
る
」）

　

六　

然
る
に
他
の
人
々
は
「
我
々
は
世
の
中
に
於
て
自
制
を
要
す
」
と
悟
ら
ず
、

人
若
し
斯
く
悟
れ
ば
其
が
た
め
に
争
は
息
む
。

　

と
い
う
名
句
を
読
ん
で
、
そ
し
て
、
そ
の
と
き
、
新
し
い
文
献
を
発
見
し
た
思
い

で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
法
然
上
人
伝
」（
法
然
上
人
行
状
絵

図
）
を
読
む
中
で
、
そ
の
劈
頭
の
、
父
時
国
公
の
勢
至
丸
へ
の
遺
言
の
こ
と
ば
が
、
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こ
の
『
法
句
経
』
の
二
偈
の
思
想
と
全
く
一
緒
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
釈
尊
と
法
然
上
人
と
の
深
い
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
感
動
し
た
こ
と

を
今
思
い
出
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

勢
至
丸
と
は
、
浄
土
宗
の
開
祖
、
法
然
上
人
（1133

〜1212

）
の
幼
少
の
名
前

で
あ
る
。
彼
は
岡
山
県
、
美み
ま

作さ
か

の
国
、
稲
岡
庄
の
誕
生
、
父
は
漆う
る

間ま

時と
き

国く
に

、
母
は
秦は
た

氏う
じ

、
父
は
こ
の
地
方
の
豪
族
で
、
治
安
警
察
の
役
目
で
あ
っ
た
押お
う

領り
よ
う

使し

で
あ
っ
た
。

時
国
に
は
、
彼
の
在
地
豪
族
の
誇
り
を
抑
え
よ
う
と
す
る
強
い
対
立
者
、
源げ
ん

内な
い

武む

者し
や

明あ
か

石し

定さ
だ

明あ
き
らが

い
た
。
彼
は
都
か
ら
、
荘
園
の
預
あ
ず
か
り

所ど
こ
ろと

し
て
赴
任
し
て
い
た
。
武
器

を
持
つ
地
方
豪
族
の
時
国
は
自
分
の
家
柄
を
誇
り
高
ぶ
る
気
持
ち
か
ら
、
定
明
を
見

下
げ
、
服
務
に
従
わ
ず
、
面
会
し
て
敬
意
を
表
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
定
明

と
は
仲
が
悪
く
、
つ
ば
ぜ
り
合
い
の
か
た
ち
で
に
ら
み
合
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
遂

に
、
定
明
が
夜
討
ち
を
仕
掛
け
て
、
漆
間
家
は
修
羅
場
と
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
時

国
は
深
手
を
負
い
、
い
ま
わ
の
際
に
遺
言
を
し
た
。
そ
の
状
況
が
法
然
上
人
の
伝
記

『
法
然
上
人
行
状
絵
図　

第（
2
）
一
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

時
国
ふ
か
き
疵
か
う
ぶ
り
て
死
門
に
の
ぞ
む
と
き
、
九
歳
の
小
児
に
む
か
ひ
て

い
は
く
、
汝
さ
ら
に
会
稽
の
恥
を
お
も
ひ
、
敵あ
た

人び
と

を
う
ら
む
る
事
な
か
れ
、
こ
れ

偏
に
先
世
の
宿
業
也
。
も
し
遺
恨
を
む
す
ば
ゝ
、
そ
の
あ
だ
世
ゝ
に
つ
き
が
た
か

る
ぺ
し
。
し
か
じ
は
や
く
俗
を
の
が
れ
、
い
ゑ
を
出
で
、
我
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、

み
づ
か
ら
が
解
脱
を
求も
と
むに
は
と
い
ひ
て
、
端
坐
し
て
西
に
む
か
ひ
、
合
掌
し
て
仏

を
念
じ
眠ね
む
るが
ご
と
く
し
て
息
絶
に
け
り
。

　

い
わ
ゆ
る
「
法
然
上
人
伝
」
の
最
初
に
位
置
す
る
こ
の
所
説
の
事
件
は
、
上
人
の

全
生
涯
を
画
す
る
基
点
と
な
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
も
し
、
明
石
定
明
の
夜

襲
、
父
時
国
の
討
死
に
、
特
に
、
父
親
と
し
て
の
こ
の
遺
言
が
無
か
っ
た
と
し
た
な

ら
ば
、
後
の
法
然
上
人
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て

で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
短
い
文
章
の
中
で
、
こ
の
伝
記
の
編
者
は
、
少
年
勢
至
丸
が
ど

う
し
て
も
出
家
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
情
勢
が
織
り
成
す
内
容
を
巧
み
に
記
述
し
て

い
る
。

　

文
中
「
汝
さ
ら
に
会
稽
の
恥
を
お
も
ひ
、
敵
人
を
う
ら
む
る
こ
と
な
か
れ
、
…
…

も
し
遺
恨
を
む
す
ば
ゝ
、
そ
の
仇
世
ゝ
に
つ
き
が
た
か
る
べ
し
」
と
。「
遺
恨
を
む

す
ぶ
」
と
は
「
敵
討
ち
・
仇
討
ち
」
で
あ
る
。
わ
が
国
の
、
中
世
、
近
世
に
は
、

「
敵
か
た
き

討う
ち

ち
」
と
い
っ
て
、
主
人
や
親
・
兄
弟
を
殺
し
た
者
を
討
ち
取
っ
て
恨
み
を
晴

ら
す
こ
と
は
封
建
的
道
徳
と
武
士
道
的
観
念
か
ら
、
黙
認
奨
励
さ
れ
、
世
間
に
も
美

談
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
父
時
国
は
、
す
で
に
風
習
と
な
っ

て
い
た
敵
討
ち
を
否
定
し
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
勢
至
丸
に
誡
め
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
誡
め
の
理
由
が
、
先
に
引
用
し
た
釈
尊
が
説
か
れ
る
『
法
句
経
』

第
五
偈
の
精
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

戦
闘
や
戦
争
の
根
源
に
は
、
物
質
・
財
産
欲
、
性
欲
、
名
誉
欲
等
の
飽
く
な
き
欲

望
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
、
そ
の
根
底
に
は
、
自
我
心
に
よ
る
執
着
・
こ
だ
わ

り
と
し
て
の
恨
み
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
勢
至
丸
の
父
と
明
石
定
明
と
の
諍
い
も
そ

の
恨
み
を
根
源
に
し
て
い
る
。
恨
み
に
は
恨
み
を
も
っ
て
報
う
の
仇
討
ち
が
常
識
化

し
、
当
り
ま
え
と
な
っ
て
い
っ
た
時
代
に
、
勢
至
丸
の
父
・
時
国
の
遺
言
は
、
時
の

流
れ
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、「
恨
み
に
は
恨
み
を
も
っ

て
す
る
な
か
れ
」
と
い
う
遺
言
は
、
わ
が
子
を
思
い
、
愛
し
い
子
孫
の
行
く
末
を
考

え
る
と
き
に
は
、
む
し
ろ
自
然
の
愛
情
と
も
い
え
よ
う
。
釈
尊
が
『
法
句
経
』
第
一

章
第
五
偈
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
永
遠
の
真
理
」
で
あ
る
。
勢
至
丸
に
と

っ
て
も
燃
え
滾
る
敵
へ
の
憎
悪
の
気
持
ち
の
中
で
、
父
時
国
公
の
心
か
ら
の
願
い
を
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

受
け
止
め
る
知
性
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勢
至
丸
は
母
の
弟
で
あ
る
菩
提
寺
の
住

職
・
観
覚
に
引
き
取
ら
れ
て
発
心
し
、
十
三
歳
に
し
て
比
叡
山
に
上
っ
た
。
こ
の
言

葉
は
、
勢
至
丸
に
と
っ
て
も
永
遠
の
真
理
で
あ
り
、
尊
い
教
え
と
な
っ
た
。

　
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
三（
3
）
の
、

　

幼
稚
の
む
か
し
よ
り
成
人
の
い
ま
に
至い
た
るま

で
、
父
の
遺
言
わ
す
れ
が
た
く
し
て
、

と
こ
し
な
へ
に
隠
遁
の
心
ふ
か
き
よ
し
を
の
べ
給
に
、
少
年
に
し
て
は
や
く
出
離

の
心
を
お
こ
せ
り
。

と
い
う
文
言
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。

　

現
代
で
は
、
中
世
、
近
世
で
黙
認
さ
れ
た
よ
う
に
は
「
敵
討
ち
」
は
公
認
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
戦
争
と
い
う
形
で
公
然
と
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
敵
討
ち
の
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
関
係
な
い
者
ま
で
も
が
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
。

一
般
の
民
衆
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
勢
至
丸
だ
け
が
被
害
者
で
は
な
い
。

勢
至
丸
だ
け
が
決
し
て
当
時
に
お
け
る
特
殊
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
人
間
が
戦
争

す
る
限
り
、
無
力
な
子
ど
も
た
ち
は
、
ず
っ
と
そ
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
し
、
今
も
、

そ
の
よ
う
に
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

人
間
は
ど
う
し
て
戦
闘
や
戦
争
を
し
、
殺
人
を
繰
り
返
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間

は
、
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
、
常
に
、
そ
の
大
小
は
あ
る
に
し
て
も
、
小
競
り
合
い
、

戦
闘
そ
し
て
戦
争
を
し
続
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
、
数
え
切

れ
な
い
人
の
命
が
失
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、
社
会
で
は
大
量
殺
戮
に
追
い
込

む
民
族
間
や
宗
教
間
の
戦
闘
、
国
家
間
の
戦
争
は
、
止
む
を
得
な
い
当
然
に
起
こ
り

得
る
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
人
間
か
ら
そ
れ
を
根
絶
し
た
い
と

い
う
動
き
は
は
少
な
い
。
わ
ず
か
に
、
イ
ン
ド
で
建
国
の
父
と
尊
敬
さ
れ
て
い
た
マ

ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
（1869

〜1948

）
が
、
ア
ヒ
ン
サ
ー
（
非
暴
力
）
と
い
う
実

践
哲
学
を
揚
げ
て
イ
ン
ド
独
立
の
た
め
に
活
動
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

因
み
に
、〈
ガ
ン
ジ
ー
の
思
想
に
は
﹇
敵
﹈
と
い
う
存
在
は
な
い
。
も
と
も
と
、

ア
ヒ
ン
サ
ー
と
い
う
言
葉
に
も
、「
敵
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。

ガ
ン
ジ
ー
は
イ
ン
ド
の
聖
典
『
ヴ
ァ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド　

ギ―

タ
ー
』
に
そ
の
思
想
の
根

拠
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
友
人
、
同
志
、
敵
、
悪
人
、
誹
謗

者
や
中
立
者
を
も
同
じ
眼
で
見
る
者
は　

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
者
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
〉
と
い（
4
）
う
。
そ
の
よ
う
な
ガ
ン
ジ
ー
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
の
融
和
政
策
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
な
か
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
狂
信
者

に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
こ
と
は
、
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

非
暴
力
に
よ
る
平
和
の
実
現
に
専
心
し
て
い
る
人
と
し
て
、
も
う
一
人
、
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
十
四
世
、
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ヤ
ツ
ォ
（1935

〜
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
領
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
出
国
や
む
な
き
に
至
っ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
、
一
九
五
九

年
イ
ン
ド
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
亡
命
政
権
を
樹
立
、
世
界
中
を
回
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
問
題

の
平
和
的
解
決
を
訴
え
続
け
、
一
九
八
九
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

現
在
も
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
絶
大
な
尊
敬
と
信
仰
を
受
け
な
が
ら
、
非
暴
力
よ
る
平
和

社
会
の
実
現
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
今
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
が
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
・
デ
ー
ヴ
ァ
（
寂
天　
（650

〜750

））
と
い
う
中
観
派
の
哲

学
者
の
著
作
『
菩
薩
行
へ
の
道
（
入
菩
提
行
論
）』
を
根
拠
に
引
用
し
て
「
恨
み
に

は
恨
み
を
も
っ
て
し
な
い
」
と
い
う
真
理
の
教
え
を
判
り
や
す
い
言
葉
で
語
っ
て
い

る
。
そ
の
主
要
な
所
説
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ（
5
）
う
。

　

○　

わ
た
し
た
ち
は
あ
る
人
を
敵
と
考
え
、
他
の
人
を
友
と
考
え
る
偏
見
を
持
っ

て
い
ま
す
。
も
し
敵
が
敵
で
あ
り
続
け
、
友
が
友
で
あ
り
続
け
る
の
が
事
実
で
あ
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っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
人
を
憎
み
、
あ
る
人
を
愛
す
る
理
由
も
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
絶
対
に
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
も
の
ご
と
の
他
の
も
の
と
の
関
係
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。

○　

親
し
い
人
や
嫌
い
な
人
と
い
う
の
は
、
果
し
て
決
ま
っ
て
い
る
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
友
で
あ
る
か
敵
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
わ
た
し

た
ち
の
普
段
の
生
活
の
中
で
し
ば
し
ば
体
験
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今

現
在
、
敵
で
あ
っ
て
も
友
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
人
で

も
、
次
の
点
で
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
敵
は
い
つ

ま
で
も
敵
の
ま
ま
で
い
る
と
は
限
ら
ず
、
と
き
に
は
友
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
。
そ
の
逆
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
う
し
て
、
敵
は
必
ず
敵
で
あ
る
と
決
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
忌
み
嫌
う
べ
き
で
な
く
、
又
友
も
必
ず
友
で
あ
る
と

決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
愛
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
ど
ち
ら
で
も
な

い
人
も
必
ず
友
で
も
敵
で
も
な
い
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
無
関

心
に
振
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
長
い
輪
廻
の
中
で
は
す
べ
て
の

人
は
み
な
等
し
く
敵
と
な
っ
て
き
た
し
、
み
な
等
し
く
友
と
な
っ
て
き
た
し
、
み

な
等
し
く
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
人
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
云
々
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
語
る
〈
敵
・
友
・
ど
ち
ら
に

も
属
さ
な
い
も
の
〉
に
つ
い
て
の
説
法
は
、
一
見
、
あ
り
ふ
れ
た
何
で
も
な
い
説
教

の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
、
法
王
が
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
・
テ
ー
ヴ
ァ
（
寂
天
）
の
著

作
『
菩
薩
行
へ
の
道
』
を
学
問
さ
れ
て
の
深
い
洞
察
、
す
な
わ
ち
、
悟
り
の
智
慧
に

基
づ
い
て
い
る
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、「
敵
」
の
在
り
様
を
語

り
、「
敵
と
い
う
存
在
は
本
来
無
い
」
こ
と
に
私
た
ち
は
覚
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

彼
の
説
法
は
さ
ら
に
深
ま
る
。
要
約
す
れ
ば
、

　

○　

修
行
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
敵
は
自
分
を
傷
つ
け
よ
う
と
仕
掛
け
て
く
る

が
、
そ
の
お
か
げ
で
、
忍
耐
の
修
行
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
敵
が
存
在
し
な
か
っ

た
ら
、
自
分
は
修
行
も
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
敵
に
は
、
怒
り

を
も
っ
て
応
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
敵
は
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
存
在

と
思
う
べ
き
だ

　

敵
に
よ
っ
て
自
分
が
苦
し
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
当
に
自
分
を
苦
し
ま
せ

る
当
体
は
何
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
手
に
し
た
武
器
で
あ
り
、
そ
の

人
に
宿
る
煩
悩
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
が
、
怒
る
の
な
ら
、
あ
な

た
は
敵
の
武
器
や
そ
の
動
機
で
あ
る
煩
悩
に
対
し
て
怒
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の

敵
自
身
に
怒
り
を
向
け
る
べ
き
で
な
い
。
敵
は
感
謝
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
憎
む
べ
き
相
手
と
し
て
の
敵
な
る

実
体
も
恨
む
べ
き
相
手
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
相
手
を
敵
と
思
っ
て
、
怒
り
、

憎
み
、
恨
ん
で
い
る
自
分
こ
そ
問
題
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
敵
」
に
関
し
て
は
、
ガ
ン
ジ
ー
翁
が
ア
ヒ
ン
サ
ー
の
根
拠
と
す
る
『
ヴ
ァ
ガ
ヴ

ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
』
も
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
が
仏
教
徒
と
し
て
の
不
戦
の
典
拠
と

し
て
依
用
す
る
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
・
デ
ー
ヴ
ァ
著
『
菩
薩
行
へ
の
道
』（『
入
菩
提
行

論
』）
も
全
く
同
意
趣
で
あ
り
、
宗
教
と
し
て
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
と
異
っ
て

い
て
も
、
や
は
り
、
地
下
水
の
ご
と
く
、
そ
の
根
底
で
深
い
智
慧
と
慈
悲
と
の
イ
ン

ド
精
神
が
共
通
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
勢
至
丸
・
法
然
の
思
い
も
、

同
じ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

ま
さ
に
現
代
こ
そ
、「
恨
み
に
は
恨
み
を
も
っ
て
し
な
い
」
と
い
う
永
遠
の
真
理

を
、
常
に
意
識
し
、
実
践
し
、
も
っ
て
、
非
暴
力
、
不
殺
生
、
不
戦
と
い
う
誓
願
の
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も
と
に
行
動
す
べ
き
時
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

注（
1
）
荻
原
雲
来
訳
注
『
法
句
経
』（
岩
波
文
庫
）
一
一
頁

注（
2
）
大
橋
俊
雄
『
法
然
上
人
伝　

上
』（
春
秋
社
）
八
〜
九
頁

注（
3
）
右
同
書
一
八
頁

注（
4
）
野
呂
浩
稿
「
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
非
暴
力
抵
抗
運
動
│
ア
ヒ
ン
サ
ー
の
ル
ー
ツ
を

探
る
│
」（
東
京
工
業
大
学
工
学
部
紀
要
29
│
2
）

　
　

な
お
、
ガ
ン
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ガ
ン
ジ
ー
著
、
森
本
達
雄
訳
『
わ
た
し
の
非
暴
力

1
』『
同
2
』（
み
す
ず
書
房
）、
同
著
・
訳
者
『
非
暴
力
の
精
神
と
対
話
』（
レ
グ
ル
ス
文
庫

238　

第
三
文
明
社
）
が
参
考
に
な
る
。

注（
5
）
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ヤ
ツ
ォ
著
、
福
田
洋
一
訳
『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
仏
教
哲
学
講
義
』（
大

東
出
版
社
）
第
Ⅳ
「
利
他
の
精
神
」
参
照
。
こ
れ
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
一
九
八
一
年
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
五
日
間
の
講
義
録
で
あ
り
、
専
門
的
で
あ
る
が
、
非
常
に
格
調
の
高
い

内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　

⑧　

宮
澤
賢
治

　

宮
澤
賢
治
（1986

〜1933

）
は
、
岩
手
県
花
巻
の
生
ま
れ
、
盛
岡
高
等
農
業
学

校
を
卒
業
。
若
く
し
て
法
華
経
を
信
仰
。
詩
人
、
童
話
作
家
で
あ
り
、
ま
た
農
業
を

研
究
し
農
村
指
導
者
と
し
て
稲
作
法
や
土
壌
学
、
植
物
学
な
ど
の
講
義
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
農
民
た
ち
に
芸
術
の
重
要
性
を
唱
え
、
論
文
『
農
民
芸
術
概
論
』
を
著

す
な
ど
農
民
に
献
身
的
な
努
力
を
捧
げ
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
創
作
の
童
話
や
詩
の

多
く
は
有
名
で
あ
る
が
、
作
品
の
中
で
、
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
の
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ヌ

丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ

慾
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋
ラ
ズ
イ
ツ
モ
シ
ズ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ
イ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
べ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ョ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ

ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
蔭
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋
ニ
イ
テ

東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ

行
ッ
テ
ソ
ノ
イ
ネ
ノ
束
ヲ
負
イ

南
ニ
死
ニ
ソ
ウ
ナ
ヒ
ト
ア
レ
バ

行
ッ
テ
コ
ワ
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ト
イ
イ

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
イ

ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ
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宗
教
と
教
育

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

ソ
ウ
イ
ウ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

　

な
ん
と
い
う
素
朴
に
し
て
美
し
い
詩
で
あ
ろ
う
か
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
な
ん
ど
読

ん
で
も
、
│
私
は
い
つ
も
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
い
る
が
│
本
当
に
爽
や
か
な
気
分

に
な
る
。
中
学
生
の
と
き
も
、
六
十
年
経
過
し
た
現
在
も
そ
の
感
動
は
変
ら
な
い
。

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
詩
が
自
ら
の
心
を
清
め
、
自
ら
の
姿
勢

を
正
す
何
か
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
賢
治
が
菩
薩

を
目
指
し
菩
薩
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
培
わ
れ
る
何
か
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
こ
の
詩
に
若
さ
を
感
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
純
真
で
あ
り
、
夢
が
あ
り
、
前
進

が
あ
り
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
苦
悩
に
も
く
じ
け
な
い
強し
た
たか
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
常

に
真
実
な
る
も
の
を
鏡
と
す
る
信
仰
心
の
賜
物
と
い
え
る
。
賢
治
に
と
っ
て
は
、

『
法
華
経
』
が
人
生
の
拠
り
所
で
あ
り
、
そ
の
所
説
の
究
極
は
菩
薩
道
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
初
め
、
こ
の
詩
に
、
明
る
い
空
の
も
と
で
若
々
し
い
元
気
な
賢
治
が
朗
々

と
詠
っ
て
い
る
姿
を
想
起
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
花
巻
の
自
宅
の
、
再
起
不
能
を
案
ず
る
病
床
で
、
小
さ
な
手
帳
に
書
き
と
め

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
は
、
賢
治
が
作
品
と
し
て
発
表
す
る
用

意
が
あ
っ
た
も
の
で
な
し
に
、
昭
和
六
年
の
十
一
月
三
日
、13

×7.5

セ
ン
チ
の
手

帳
に
書
い
て
居
た
の
を
、
没
後
、
弟
清
六
さ
ん
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ク
の
遺
品
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
か
つ
て
花
巻
の
「
宮
澤
賢
治
記
念
館
」
で
展
観
さ
れ
て
い
る
そ
の
手
帳
を

拝
見
し
た
が
、
一
見
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て

い
た
詩
が
病
床
で
の
創
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
を
震
動
す
る
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　
「
賢
治
」
を
敬
愛
す
る
評
論
家
で
あ
っ
た
古
谷
綱
武
氏
は
述
べ
て
（
1
）
い
る
。

　

そ
れ
だ
か
ら
価
十
銭
で
買
っ
た
こ
の
粗
末
な
最
後
の
手
帳
は
、
人
に
よ
ま
れ
る

も
の
と
し
て
で
は
な
し
に
、
自
分
の
心
お
ぼ
え
と
し
て
書
き
と
め
た
も
の
で
、
賢

治
の
病
床
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
と
と
も
に
賢
治
が
生
き
た
そ
の
生
涯
の
精
神

の
究
極
の
結
晶
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
も
い
っ
て
よ
い
。「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ　

風

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
書
き
し
る
さ
れ
て
い
る
こ
の
手
帳
は
、
法
華
経
の
行
者
と
い
っ

て
よ
い
賢
治
の
求
道
と
帰
依
に
、
ひ
た
す
ら
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
云
々

と
。
ま
た
、
詩
人
と
し
て
も
彫
刻
家
と
し
て
も
有
名
な
高
村
光
太
郎
（1883

〜

1956

）
は
、「
賢
治
十
六
回
忌
に
因
み
て
」
と
題
し
て
こ
ん
な
こ
と
ば
を
述
べ
て
い

（
2
）
る
。

　

賢
治
さ
ん
は
童
話
と
い
っ
て
も
、
い
つ
で
も
自
分
の
真
剣
な
気
持
ち
と
実
感
と

を
本
気
で
つ
ぎ
込
ん
だ
も
の
で
、
少
し
も
子
供
の
為
に
わ
ざ
と
子
供
っ
ぽ
く
書
く

と
か
い
う
事
の
な
い
本
格
的
な
、
堂
々
た
る
文
学
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
皆
、

賢
治
さ
ん
自
身
の
本
当
の
悩
み
や
、
あ
こ
が
れ
や
、
信
仰
を
少
し
も
割
り
引
き
す

る
事
な
し
に
、
い
っ
し
ん
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
賢
治
さ
ん
が
自
然
に
持

っ
た
詩
精
神
と
、
大
き
な
愛
情
と
、
熱
烈
な
宗
教
的
、
殊
に
大
乗
仏
教
的
な
慈
悲

の
心
と
に
よ
っ
て
、
誰
の
心
に
も
す
ら
す
ら
と
し
み
透
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
…
…

　

最
近
出
版
さ
れ
ま
し
た
賢
治
研
究
の
或
る
書
物
の
中
で
、
花
巻
在
住
の
そ
の
著

者
は
、
賢
治
さ
ん
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
を
つ
ぶ
さ
に
解
剖
し
て
、
そ
れ
が
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如
何
に
仏
教
々
理
の
説
く
と
こ
ろ
と
合
致
し
て
い
る
か
を
示
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
一
篇
の
詩
に
全
仏
教
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
そ
の
著
者
は
強

調
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

と
。
私
は
先
に
、「
菩
薩
道
」
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
た
が
、
こ
の
詩
に
は
、
菩
薩
の

姿
勢
、
慈
悲
、
誓
願
等
が
語
ら
れ
、
そ
れ
が
感
動
の
中
で
、
読
む
者
を
し
て
自
分
の

姿
勢
を
叱
正
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
詩
を
口
ず
さ
む
う
ち
に
「
ソ
ウ

イ
ウ
モ
ノ
ニ　

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」
と
い
う
心
が
自
然
に
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
詩
の
妙
味
で
あ
る
。
も
し
、「
菩
薩
と
は
？
」
と
生
徒
に
問
わ
れ
た

ら
、
こ
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
み
じ
く
も
、
高
村
光
太
郎
は
言（
3
）
う
。

　

明
治
以
来
綿
々
た
る
、
藤
村
、
有
明
、
白
秋
、
犀
星
、
朔
太
郎
等
一
聯
の
詩
的

概
念
は
、
宮
澤
賢
治
に
至
っ
て
強
力
に
急
転
回
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
い
。
詩
は
全

く
新
生
面
を
以
て
此
所
に
た
ち
あ
ら
は
れ
た
。
新
日
本
の
娘
達
に
日
本
の
詩
に
つ

い
て
語
れ
と
い
う
依
頼
を
う
け
て
、
敢
え
て
此
の
無
名
に
近
い
一
詩
人
に
つ
い
て

私
が
語
る
の
は
、
過
去
よ
り
も
未
来
に
多
く
実
り
を
持
ち
た
い
と
い
ふ
私
の
心
に

外
な
ら
な
い
。
此
の
詩
人
の
死
後
、
小
さ
な
古
い
手
帳
の
中
に
書
き
の
こ
さ
れ
た

言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
為
人
を
知
る
に
最
も
好
適
な
の
で
此
処
に
採
録
し
て
置
く
。

　
　
　

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　
　

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　
　

雪
ニ
モ
…
…

と
。
こ
の
中
、
宮
澤
賢
治
に
つ
い
て
自
分
が
語
る
の
は
「
過
去
よ
り
も
未
来
に
多
く

実
り
を
持
ち
た
い
と
い
う
私
の
心
に
外
な
ら
な
い
」
と
い
う
光
太
郎
の
言
葉
は
、
菩

薩
道
に
お
い
て
、
そ
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
す
れ
ば
、
仏
教

は
過
去
を
語
り
、
消
極
的
で
あ
り
、
鬱う
つ

陶と
う

し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
そ
う
で
は

な
い
。
光
太
郎
は
、
期
待
さ
れ
る
実
り
を
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
に
語
ら
れ
る
精

神
に
発
見
し
、
感
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
光
太
郎
は
、
こ
の
所
論
の
初
め
に
、

セ
ザ
ン
ヌ
の
芸
術
を
評
し
つ
つ
賢
治
に
つ
い
て
語（
4
）
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
と
い
う
一
老
爺
の
仕
事
が
、
世
界
も
新
し
い
芸
術
に
一
つ
の
重
大
な

指
針
を
与
え
る
ほ
ど
進
ん
で
い
た
の
は
、
彼
が
内
に
芸
術
の
大
宇
宙
を
深
く
蔵
し

て
居
り
、
そ
の
宇
宙
に
向
か
っ
て
絶
え
間
な
く
猛
進
し
た
か
ら
の
事
で
あ
る
。
内

に
コ
ス
モ
ス
を
持
つ
者
は
世
界
の
何
処
の
邊
遠
に
居
て
も
常
に
一
地
方
的
の
存
在

か
ら
脱
す
る
。
内
に
コ
ス
モ
ス
を
持
た
な
い
者
は
ど
ん
な
文
化
の
中
心
に
居
て
も

常
に
一
地
方
的
の
存
在
と
し
て
存
在
す
る
。
岩
手
県
花
巻
の
詩
人
宮
澤
賢
治
は
稀

に
見
る
此
の
コ
ス
モ
ス
の
所
持
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
謂
う
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
は
即

ち
彼
の
内
の
一
宇
宙
を
通
し
て
の
此
の
世
界
全
般
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
若
者
に
期
待
し
た
い
こ
と
は
、
外
と
と
も
に
、
内
に

宇
宙
を
生
き
る
人
間
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

宮
澤
賢
治
は
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
岩
手
県
国
民
高
等
学
校
で
「
農
民
芸

術
論
」
の
一
部
を
講
義
し
、
翌
年
に
は
「
農
民
芸
術
概
論
」
を
起
稿
し
た
と
い
わ
れ

る
。
今
か
ら
お
よ
そ
八
十
年
以
前
に
、
賢
治
は
そ
こ
で
大
宇
宙
を
生
き
る
未
来
を
見

つ
め
て
『
農
民
芸
術
概
論
綱（
5
）
要
』と
い
う
著
作
を
執
筆
し
て
い
る
。
今
は
そ
の
「
序

論
」
と
「
結
論
」
を
読
ん
で
み
た
い
。

　
　

序
論
…
…
わ
れ
ら
は
い
っ
し
ょ
に
こ
れ
か
ら
何
を
論
ず
る
か
…
…

　
　

お
れ
た
ち
は
み
な
農
民
で
あ
る　

ず
い
ぶ
ん
忙
し
く
仕
事
も
つ
ら
い

　
　

も
っ
と
明
る
く
生
き
生
き
と
生
活
を
す
る
道
を
見
付
け
た
い



四
三

　
　
　
　

宗
教
と
教
育

　
　

わ
れ
ら
の
古
い
師
父
た
ち
の
中
に
は
そ
う
い
う
人
も
応
々
あ
っ
た

　
　

近
代
科
学
の
実
証
と
求
道
者
た
ち
の
実
験
と
我
ら
の
直
感
の
一
致
に
於
い
て
論

じ
た
い

　
　

世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い

　
　

自
我
の
意
識
は
個
人
か
ら
集
団
社
会
宇
宙
と
次
第
に
進
化
す
る

　
　

こ
の
方
向
は
古
い
聖
者
の
踏
み
ま
た
教
え
た
道
で
は
な
い
か

　
　

新
た
な
時
代
は
世
界
が
一
の
意
識
に
な
り
生
物
と
な
る
方
向
に
あ
る

　
　

正
し
く
強
く
生
き
る
と
は
銀
河
系
を
自
ら
の
中
に
意
識
し
て
こ
れ
に
応
じ
て
行

く
こ
と
で
あ
る

　
　

わ
れ
ら
は
世
界
の
ま
こ
と
の
幸
福
を
索
ね
よ
う　

求
道
す
で
に
道
で
あ
る

　

こ
の
序
論
に
続
い
て
、
農
民
芸
術
の
興
隆
、
以
下
（
農
民
芸
術
の
）
本
質
、（
同
）

分
野
、（
同
）〈
諸
〉
主
義
、（
同
）
製
作
、（
同
）
産
者
、（
同
）
批
評
、（
同
）
総
合

と
い
う
順
序
で
問
い
が
項
目
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
十
行
程
度
の
短
文
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
の
中
「
農
民
芸
術
の
総
合
」
の
中
に
、
賢
治
の
記
念
碑

に
も
刻
ま
れ
て
い
る
名
句
、

　
「
ま
ず
も
ろ
と
も
に
か
が
や
く
宇
宙
の
微
塵
と
な
り
て
無
方
の
空
に
ち
ら
ば
ろ

う
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
農
民
芸
術
の
総
合
」
に
続
い
て
、
結
論
が
出

さ
れ
る
。

　
　

結
論
…
…
わ
れ
ら
に
要
る
も
の
は
銀
河
を
包
む
透
明
な
意
思　

巨
き
な
力
と
熱

で
あ
る
…
…
…
…

　
　

わ
れ
ら
の
前
途
は
輝
き
な
が
ら
険
峻
で
あ
る

　
　

険
峻
の
そ
の
度
ご
と
に
四
次
芸
術
は
巨
大
と
深
さ
を
加
え
る

　
　

詩
人
は
苦
痛
を
も
享
楽
す
る

　
　

永
久
の
未
完
成
こ
れ
完
成
で
あ
る

　
　

理
解
を
了
え
ば
わ
れ
ら
は
斯
か
る
論
を
も
棄
つ
る

　
　

畢
竟
こ
こ
に
宮
沢
賢
治
一
九
二
六
年
の
そ
の
考
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

な
ん
と
高
邁
に
し
て
若
々
し
く
、
情
熱
熱
く
し
て
慈
悲
深
い
文
章
で
は
な
い
か
。

私
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
と
共
に
こ
の
「
序
論
」、「
結
論
」
を
通
し
て
も
賢
治
が
、

ま
さ
に
「
菩
薩
道
を
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

宮
澤
賢
治
に
お
い
て
は
、
呼
び
か
け
の
対
象
は
農
民
で
あ
り
、
内
容
は
農
民
芸
術

の
高
揚
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
一
九
二
六
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
後
の

現
在
、
賢
治
が
我
々
に
こ
の
言
葉
を
通
し
て
、
人
間
性
回
復
の
た
め
の
菩
薩
道
の
実

践
を
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
新
鮮
さ
を
実
感
す
る
の
で
あ
る
。

　

何
れ
も
「
わ
れ
ら
若
者
」
と
し
て
緊
要
の
課
題
で
な
い
の
か
。
八
十
年
経
過
し
て

も
、
内
容
的
に
な
ん
の
遜
色
も
な
い
、
も
っ
と
も
現
代
的
な
光
り
の
あ
る
言
葉
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
ま
さ
に
宗
教
的
文
言
で
あ
る
。

注（
1
）
草
野
心
平
編
『
宮
沢
賢
治
研
究
』（
一
七
二
頁
）
古
谷
綱
武
〈
賢
治
の
「
手
帳
」
に
つ

い
て
〉
宮
沢
賢
治
全
集
別
巻
）
筑
摩
書
房

注（
2
）
右
同
書
一
八
九
頁　

高
村
光
太
郎
〈
宮
沢
賢
治
十
六
回
忌
に
因
み
て
〉

注（
3
）
右
同
書
一
八
八
頁　

高
村
光
太
郎
〈
宮
沢
賢
治
に
つ
い
て
〉

注（
4
）
右
同
書
一
八
四
頁　

右
に
同
じ
。

注（
5
）
宮
澤
清
六
等
編
『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
三
巻
（
上
）
筑
摩
書
房



四
四

　
　
　
　

佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

　

⑨　

銀
河
系
宇
宙
か
ら
の
声
│
ア
ポ
ロ
十
一
号
宇
宙
飛
行
士

　

私
事
に
な
っ
て
申
し
訳
な
い
が
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
十
年
前
（1969

）
の
七
月

二
〇
日
夜
、
ア
メ
リ
カ
の
月
面
探
索
機
ア
ポ
ロ
十
一
号
が
月
面
に
着
陸
し
ア
ー
ム
ス

ト
ロ
ン
グ
機
長
が
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
感
動
的
な
場
面
を
テ
レ
ビ
で

拝
見
し
た
。
確
実
な
時
間
は
わ
か
ら
な
い
が
、
夜
遅
く
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、

そ
の
時
間
を
待
っ
て
、
実
況
を
見
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
の
経
験
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
立
花
隆
氏
『
宇
宙
か
ら
の
帰
還
』（
中
央
公
論

社　

昭
和
58
年
）
と
い
う
名
著
を
読
ん
で
感
動
し
た
。
宇
宙
飛
行
士
た
ち
に
立
花
氏

が
非
常
な
苦
労
の
中
で
、
彼
ら
か
ら
聞
き
出
し
た
ま
さ
に
珠
玉
の
言
葉
で
あ
り
思
想

で
あ
る
。
当
時
私
は
、「
こ
れ
こ
そ
釈
尊
の
悟
り
の
言
葉
の
現
代
版
で
あ
る
」
と
確

信
し
、
中
学
、
高
校
の
「
宗
教
」
の
授
業
で
も
話
題
に
乗
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
私

に
と
っ
て
は
、
準
仏
教
聖
典
で
あ
り
、
座
右
の
書
物
と
し
て
、
迷
い
始
め
る
と
ペ
ー

ジ
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

私
は
、
先
に
、
宮
澤
賢
治
の
「
銀
河
系
の
宇
宙
」
と
い
う
無
限
大
の
広
が
り
を
も

っ
た
言
葉
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
た
る
や
想
像
も
つ

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
立
花
氏
が
語
る
。

実
際
、
地
球
は
こ
の
宇
宙
に
お
い
て
あ
ま
り
に
ロ
ー
カ
ル
な
場
所
で
あ
る
。
全
宇

宙
に
は
一
千
億
の
銀
河
系
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
銀
河
系
は
そ
の
片
隅
の
一
つ
に

過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
の
太
陽
は
、
我
が
銀
河
系
を
構
成
す
る
一
千
億
か
ら

二
千
億
の
恒
星
の
片
隅
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
我
々
の
地
球
は
、
そ
の
太

陽
を
め
ぐ
る
九
つ
の
惑
星
の
一
つ
に
し
か
す
ぎ
な
い
。（
二
二
頁
）

と
い
う
解
説
は
わ
か
り
易
い
。

　

そ
の
飛
行
士
た
ち
に
つ
い
て
立
花
氏
は
紹
介
す
る
。「
百
七
十
万
年
に
及
ぶ
人
類

の
歴
史
の
中
で
、
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
人
た
ち
が
、
地
球
環
境
の
外
に
出
た
経
験
を

持
つ
」（
七
頁
）
と
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
安
易
な
総
括
は
許
さ
れ
な
い
。
人
間

存
在
の
本
質
、
こ
の
世
界
の
本
質
（
の
認
識
）
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
の
体
験
は
、
我
々
が
想
像
力
を
働
か
せ
れ
ば
頭
の
中
で
そ
れ
を
追
体
験

で
き
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
体
験
で
は
な
い
。
彼
ら
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
人
間
の
想
像
力
を
は
る
か
に
越
え
た
、
実
体
験
し
た
人
の
み
が
そ
れ
に
つ

い
て
語
り
う
る
よ
う
な
体
験
な
の
で
あ
る
。（
三
二
六
頁
）
と
。

　

ド
ン
・
ア
イ
ズ
リ
「
眼
下
に
地
球
を
み
て
い
る
と
ね
、
い
ま
現
に
、
こ
の
ど
こ

か
で
人
間
と
人
間
が
領
土
や
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
た
め
に
血
を
流
し
合
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
、
ほ
ん
と
に
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
バ
カ
げ
て
い
る
と
思
え
て
く
る
。

い
や
、
ほ
ん
と
に
パ
カ
げ
て
い
る
。
声
を
た
て
て
笑
い
出
し
た
く
な
る
ほ
ど
そ
れ

は
バ
カ
な
こ
と
な
ん
だ
。」

　

│
そ
う
い
う
認
識
は
ど
こ
か
ら
う
ま
れ
て
く
る
の
で
す
か
？

　
「
地
球
に
い
る
人
間
は
、
結
局
、
地
球
の
表
面
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、

平
面
的
に
し
か
も
の
が
見
え
て
い
な
い
。
平
面
的
に
見
て
い
る
限
り
、
平
面
的
な

相
違
点
が
や
た
ら
に
目
に
つ
く
。
…
…
し
か
し
、
そ
の
ち
が
い
と
見
え
る
す
べ
て

の
も
の
が
、
宇
宙
か
ら
見
る
と
、
全
く
目
に
入
ら
な
い
。
マ
イ
ナ
ー
な
ち
が
い
な

ん
だ
よ
。
…
…
宇
宙
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
は
見
え
ず
、
本
質
が
見
え
る
。

表
面
的
な
ち
が
い
は
み
な
け
し
と
ん
で
同
じ
も
の
に
見
え
る
。
相
違
は
現
象
で
、

本
質
は
同
一
性
で
あ
る
。
地
表
で
ち
が
う
所
を
見
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
ち
が
う
所
は

ち
が
う
と
思
う
の
に
対
し
て
、
宇
宙
か
ら
ち
が
う
所
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
ち
が



四
五

　
　
　
　

宗
教
と
教
育

う
所
も
同
じ
だ
と
思
う
。
人
間
も
、
地
球
上
に
住
ん
で
い
る
人
間
は
、
種
族
、
民

族
は
ち
が
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
い
う
種
に
属
す
る

も
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
対
抗
、
抗
争
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
何
ら
か
の

ち
が
い
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
同
じ
も
の
の
間
に
は
争
い
が
な
い
は
ず
だ
。
同

じ
だ
と
い
う
認
識
が
足
り
な
い
か
ら
争
い
が
起
こ
る
。」（
二
二
二
頁
）
と
。

　

私
は
、
立
花
氏
の
問
い
に
答
え
る
宇
宙
飛
行
士
の
言
葉
に
釈
尊
を
感
じ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
釈
尊
と
宇
宙
飛
行
士
の
智
慧
が
同
一
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

宇
宙
飛
行
士
は
科
学
に
よ
る
知
恵
で
あ
り
、
釈
尊
は
瞑
想
に
よ
る
智
慧
で
あ
る
。
単

純
な
思
い
に
過
ぎ
な
い
が
、
何
れ
も
世
界
を
見
る
眼
が
超
越
的
立
場
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
飛
行
士
は
、
地
球
か
ら
遠
く
離
れ
た
宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
か

ら
、
他
の
一
天
体
と
し
て
の
地
球
を
見
て
い
る
。
立
花
氏
の
言
葉
の
よ
う
に
、
宇
宙

飛
行
士
は
百
七
十
万
年
に
及
ぶ
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
、
最
初
の
体
験
者
で
あ
っ
た
。

　

釈
尊
は
、
宇
宙
衛
星
に
乗
っ
て
月
ま
で
行
か
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
上
、

す
な
わ
ち
、
菩
提
樹
下
と
い
う
超
越
的
場
所
で
、
禅
定
と
い
う
精
神
統
一
と
、
縁
起

観
と
い
う
智
慧
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、
こ
の
世
間
を
観
じ
ら
れ
、
早
暁
、
明
け
の
明

星
（
金
星
）
が
輝
く
と
き
、
悟
り
の
智
慧
を
体
得
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
仏
教
経
典
の
『
四
分
律
』
受
戒
犍
度
（
宮
坂
宥
勝
著
『
釈
尊
』

一
一
一
頁　

評
論
社
）
で
は
、

　

無
明
尽
き
て
明
生
じ
、
闇
尽
き
て
光
り
生
ず

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
ア
ポ
ロ
７
号
機
の
ベ
ト
ナ
ム
上
空
か
ら
、
戦
場
で
射
ち
合
っ
て
い
る
戦

火
を
見
た
経
験
者
の
ウ
オ
ー
リ
ー
・
シ
ラ
ー
に
対
し
て
の
立
花
氏
の
問
い
に
、
彼
は
、

　

宇
宙
か
ら
見
る
と
国
境
な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
。
国
境
な
ん
て
も
の
は
、
人
間

が
政
治
的
理
由
だ
け
で
勝
手
に
作
り
出
し
た
だ
け
の
、
も
と
も
と
は
存
在
し
な
い

も
の
な
の
だ
。
宇
宙
か
ら
自
然
の
ま
ま
の
地
球
を
見
て
い
る
と
、
国
境
と
い
う
も

の
が
い
か
に
不
自
然
で
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
な
の
に
、

そ
れ
を
は
さ
ん
で
、
民
族
同
士
が
対
立
し
合
い
、
戦
火
を
ま
じ
え
、
殺
し
あ
う
。

こ
れ
は
悲
し
く
も
バ
カ
げ
た
こ
と
だ
。
…
…
宇
宙
か
ら
こ
の
美
し
い
地
球
を
眺
め

て
い
る
と
、
そ
こ
で
地
球
人
同
士
が
相
争
い
、
相
戦
い
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
な
ん
と
も
悲
し
い
こ
と
に
思
え
て
く
る
の
だ
。
ど
ん
な
に
戦
っ
て
も
、
お
互

い
誰
も
こ
の
地
球
の
外
に
出
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

私
は
こ
の
地
球
と
い
う
惑
星
か
ら
三
度
離
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
間
と
し
て
い
う

の
だ
が
、
こ
の
地
球
以
外
、
我
々
に
は
ど
こ
に
も
住
む
所
が
な
い
ん
だ
。
そ
れ
な

の
に
、
こ
の
地
球
の
上
で
お
互
い
に
戦
争
し
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
に
悲

し
い
こ
と
だ
。（
同
二
三
〇
頁
）
と
。

　　

私
は
秘
か
に
思
う
。
宮
澤
賢
治
さ
ん
が
こ
の
本
を
読
め
ば
、
小
躍
り
し
て
歓
ば
れ

る
の
で
な
い
か
と
。

　

結
び
に

　
　

以
上
、
明
治
時
代
以
降
に
お
け
る
わ
が
国
の
宗
教
教
育
政
策
か
ら
戦
後
そ
し
て

現
代
に
お
け
る
そ
れ
の
概
観
を
端
緒
に
、
最
近
ま
で
問
わ
れ
て
い
た
「
教
育
基
本
法

改
正
」
に
向
け
て
の
諸
問
題
の
中
、
特
に
宗
教
教
育
に
関
す
る
事
項
を
中
心
に
し
て
、

私
学
の
宗
教
教
育
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
覚
書
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

思
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
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特
に
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
と
い
う
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で
は
、「
現
代
と
学
校
教
育
の
現

状
」
が
種
々
の
角
度
か
ら
炙
り
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
「
課
題
」
が
考

察
さ
れ
、
一
応
、「
二
十
一
世
紀
の
教
育
が
め
ざ
す
も
の
と
し
て
の
五
つ
の
目
標
」

が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
の
完
成
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
わ

が
国
の
公
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
私
立
学
校
の
持
つ
役
割
の
重
要
性
が
評
価
さ

れ
て
、
今
こ
こ
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
私
学
に
お
け
る
教
育
が
期
待
さ
れ
る
に
到
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
歴
史
的
に
言
っ
て
、
我
が
国
の
私
学
教
育
に
は
、
宗
教

教
育
の
占
め
る
役
割
が
大
き
く
、
そ
の
重
要
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と

き
、
こ
れ
ま
で
の
「
宗
教
教
育
」
の
是
々
非
々
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
宗
教
教

育
、
と
り
わ
け
仏
教
系
私
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
今
、
仏
教
系
私
学
（
初
等
、
中
等
教
育
校
）
が
な
す
べ
き
こ
と
を

考
え
る
時
、
第
一
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、「
二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
日
本
人
の
育
成
を
目
指
し
て
の
五
つ
の
目
標
」
の
実
現
は
必
須
の

こ
と
で
あ
る
が
、
最
も
緊
要
な
こ
と
は
、
大
き
く
は
戦
争
で
あ
ろ
う
と
小
さ
く
は
個

人
的
な
殺
人
で
あ
ろ
う
と
、
相
手
を
殺
す
こ
と
を
意
に
介
し
な
い
現
代
人
の
生
き
る

姿
勢
に
対
し
て
如
何
に
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
殺
人

を
こ
の
世
界
か
ら
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
現
代
の
宗
教
教
育
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
に

し
て
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
、
お
こ
が
ま
し
く
も
、
私
が
提
言

し
た
第
六
の
目
標
と
し
て
の
、

　

⑥　

人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
つ
し
か
持
っ
て
い
な
い
か
け
が
え
の
な
い
「
い
の

ち
」
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
を
殺
さ
ず
生
か
す
優
し
い
心
を

は
ぐ
く
み
、
以
っ
て
、
そ
の
思
い
を
生
き
と
し
生
け
る
あ
ら
ゆ
る
生
物
（
衆
生
）
に

も
及
ぼ
し
て
い
く
慈
悲
心
の
育
成
。

す
な
わ
ち
、「
戦
争
を
し
な
い
」、「
相
手
を
殺
さ
な
い
」
を
常
に
自
覚
す
る
人
間
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
戒
め
と
し
て
、
特
に
「
い
の
ち
あ
る
も
の
を
殺
さ
な
い
（
不

殺
生
戒
）」
と
、
人
間
と
し
て
正
し
く
生
き
て
い
く
姿
勢
と
し
て
の
「
戒
め
の
生
活

（
持
戒
波
羅
蜜
）」
の
教
育
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
（
衆
生
）
の
立
場
に
立
ち
、
他

こ
そ
良
か
れ
か
し
、
他
こ
そ
幸
い
で
あ
れ
」
と
い
う
願
い
に
よ
っ
て
、「
世
の
た
め

人
の
た
め
」
の
社
会
浄
化
を
内
容
と
す
る
「
菩
薩
道
を
生
き
る
」
こ
と
を
日
常
の
意

識
と
し
て
生
き
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
に
も
仏
教
徒
だ
け
の
願
い
で
は
な

い
。
決
し
て
ド
グ
マ
で
な
く
、
従
っ
て
強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
人
類
共

通
の
必
須
の
願
い
で
も
あ
ろ
う
。
先
ず
仏
教
系
私
学
が
、
こ
れ
を
率
先
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
実
践
の
具
体
化
に
は
、
先
ず
、
各
校
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
礼
拝
等
の
儀

式
（
釈
尊
の
誕
生
会
・
花
祭
り
、
悟
り
の
日
・
成
道
会
、
そ
し
て
お
隠
れ
の
日
・
涅

槃
会
、
宗
祖
や
校
祖
の
記
念
祭
な
ど
）
に
お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
授
業
時
間
と
し
て
は
、
教
科
「
宗
教
」
で
の
教
育
が
期
待
さ
れ
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
「
宗
教
」
が
置
か
れ
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
置
い

て
欲
し
い
。
そ
の
場
合
も
、
教
科
書
、
教
材
等
の
内
容
に
関
し
て
は
、
宗
派
内
で
一

応
統
一
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
大
体
、
各
校
随
意
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
各
校
の
建
学
の
精
神
か
ら
言
っ
て
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
で
は
あ
る
。
た
だ
、
せ
め
て
、
宗
派
を
超
え
、
そ
の
教
義
を
超
え
て
、
各
校
並

べ
て
等
し
く
、
釈
尊
の
教
え
・
仏
教
の
普
遍
的
な
法
・
真
理
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
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そ
の
仏
法
を
生
き
た
人
物
の
思
想
や
生
き
様
を
学
び
、
以
っ
て
、
仏
教
系
私
学
の
児

童
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
生
き
る
誇
り
と
喜
び
の
生
活
を
し
て
欲
し
い

の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
仏
教
系
私
学
の
児
童
・
生
徒
が
「
菩
薩
道
を
生
き

る
」
を
生
き
る
指
針
・
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
欲
し
い
と
願
っ
た
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
、

菩
薩
道
を
生
き
た
人
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
あ
る
人
と
し
て
、
私
な
り
に
感
動
し

た
人
物
と
し
て
、
釈
尊
を
基
本
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
動
物
た
ち
、
ア
シ
ョ
ー
カ

王
、
聖
徳
太
子
、
最
澄
、
勢
至
丸
、
宮
澤
賢
治
の
生
き
る
姿
勢
、
宇
宙
飛
行
士
の
体

験
を
取
り
上
げ
て
、
私
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
私
の
願
い
の
一
端
を
述
べ
た
の

で
あ
っ
た
。
別
に
こ
れ
に
追
随
し
て
欲
し
い
と
は
全
く
思
っ
て
い
な
い
。
菩
薩
道
を

生
き
た
人
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
願
わ
く
は
、
仏
教
系
私

学
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
宗
教
系
私
学
に
お
い
て
も
、
現
代
の
緊
急
の
課
題
と
し
て

「
宗
教
教
育
」
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
を
研
究
・
考
察
し
、
実
践
し
て
い
た
だ
け
ば

幸
い
で
あ
る
。

　　

ま
ず
も
ろ
と
も
に
、
か
が
や
く
宇
宙
の
微
塵
と
な
り
て
、
無
方
の
空
に
ち
ら
ば
ろ

う
（
宮
澤
賢
治
）。
仏
教
系
私
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
こ
ん
な
理
想
を
も
っ
て

生
き
て
下
さ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

付
録　

改
正
前
後
の
「
教
育
基
本
法
」
対
照

（http//w
w
w
.m
ex.tg

）
よ
り
。

　

先
の
考
察
の
中
、「
教
育
基
本
法
改
正
」
に
関
し
て
の
『
中
教
審
の
答
申
』
の
内

容
の
宗
教
教
育
に
関
係
す
る
所
論
を
抽
出
し
て
、
私
な
り
に
思
い
を
述
べ
た
の
で
あ

っ
た
。
平
成
十
八
年
法
律
一
二
〇
号
と
し
て
の
新
『
教
育
基
本
法
』
は
、
こ
の
中
教

審
の
答
申
等
に
基
づ
い
て
成
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
改
正

前
・
後
の
条
文
を
対
照
し
て
拝
見
す
る
と
き
に
、
単
純
な
計
算
で
あ
る
が
、
文
言
の

分
量
は
、
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
第
二
条
の
ご
と
く
、
一
項
日

が
五
項
目
に
増
加
し
て
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
第
三
条
、
四
、五
、六
条
等
以
下
に
、

「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
態
度
」、「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」、「
公
共
の
精
神
」、

「
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
」
等
現
行
法
に
も
な
い
新
し
い
理
念
の
基
に
新
設
さ
れ
た

も
の
も
多
い
。
こ
の
新
『
教
育
基
本
法
』
に
つ
い
て
は
、
公
布
、
施
行
さ
れ
た
平
成

十
八
年
十
二
月
頃
の
新
聞
各
紙
に
は
、
全
文
、
あ
る
い
は
各
条
文
に
つ
い
て
、
賛
否

ま
じ
え
て
批
評
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

た
だ
、
二
、三
、
感
想
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、「
新
法
」
の
方
に
、
国
家
意
識
が
よ

り
濃
厚
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
、
釈
尊
、

ア
シ
ョ
ー
カ
王
、
聖
徳
太
子
、
宮
澤
賢
治
な
ど
の
言
葉
が
頭
を
過よ

ぎ
る
の
で
あ
る
。

賢
治
は
言
う
。「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り

え
な
い
。
自
我
の
意
識
は
個
人
か
ら
集
団
社
会
宇
宙
と
次
第
に
進
化
す
る
。
…
…
新

た
な
時
代
は
世
界
が
一
つ
の
意
識
に
な
り
生
物
と
な
る
方
向
に
あ
る
」
と
。
ま
た
、

彼
は
言
う
。「
人
類
独
り
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
一
つ
に
な
っ

て
生
き
る
世
界
を
作
る
た
め
に
は
、
宇
宙
意
識
を
持
っ
て
、
真
剣
に
求
め
よ
う
。」

と
。
果
た
し
て
こ
れ
か
ら
の
地
球
世
界
に
「
己
が
国
家
」、「
己
が
民
族
」
意
識
の
高

揚
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
愛
す
る
こ
と
」
は
美
し
い
こ
と
で
あ

る
。
但
、
愛
す
る
こ
と
が
、
自
分
だ
け
に
正
当
化
さ
れ
て
、「
他
」
が
「
他
」
を
愛

す
る
こ
と
が
疎
ま
し
く
な
る
と
、
憎
し
み
が
発
生
す
る
の
で
な
い
か
。
民
族
愛
や
国

家
愛
が
紛
争
を
引
き
起
こ
し
、
テ
ロ
を
生
み
、
戦
争
を
誘
引
し
て
い
る
事
例
は
、
歴
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史
上
に
も
、
現
在
に
も
、
し
ば
し
ば
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
尊
敬
の
念
を
も
つ
寛
容
さ
が
大
切
で
あ
る
。

　

次
に
こ
れ
ま
で
の
私
学
関
係
者
（
園
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
も
含
む
）
の
方
々

の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
私
立
学
校
の
有
す
る
公
の
性
質
及
び
学
校
教
育
に
お
い

て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
て
、
更
な
る
振
興
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う

「
第
八
条
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
宗
教
教
育

と
の
関
連
で
述
べ
た
が
、
ひ
と
り
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
学
が
教
育
に
お
い
て
何

を
な
す
べ
き
か
、
つ
ね
に
建
学
の
精
神
の
基
に
心
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

因
み
に
、
平
成
二
十
年
二
月
十
六
日
の
各
新
聞
に
は
、
多
面
に
亘
っ
て
、
従
来
の

「
ゆ
と
り
教
育
」
路
線
の
転
換
を
報
じ
、
更
に
「
学
習
指
導
要
領
改
定
案
」
に
つ
い

て
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。「
教
育
基
本
法
改
正
を
受
け
、「〈
公
共
の
精
神
〉
の

育
成
や
伝
統
・
文
化
の
尊
重
も
盛
り
込
ん
だ
が
、
道
徳
の
教
科
化
は
見
送
っ
た
」

（『
朝
日
新
聞
』）。「
道
徳
教
育
は
学
校
全
体
で
行
う
こ
と
を
強
調
。
各
校
に
学
校
全

体
の
指
導
計
画
を
担
当
す
る
〈
道
徳
教
育
推
進
教
師
〉
を
置
き
、
各
教
科
で
も
指
導
。

特
別
活
動
に
集
団
宿
泊
や
職
場
体
験
を
盛
り
込
み
、
公
共
の
精
神
や
社
会
奉
仕
の
精

神
を
養
う
と
し
た
」（『
京
都
新
聞
』）
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
す
れ
ば
、

今
こ
そ
、
我
々
は
、
私
学
に
お
け
る
「
宗
教
教
育
」
の
方
針
、
教
材
の
検
討
等
緊
要

の
課
題
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
一
言
す
れ
ば
、
私
は
「
教
育
基
本
法
改
正
」
に
関
す
る
「
中
央
教
育
審
議

会
の
答
申
」
を
端
緒
に
こ
れ
か
ら
の
宗
教
教
育
、
特
に
、
仏
教
教
育
に
つ
い
て
思
う

と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
が
、
極
言
す
れ
ば
、「
宗
教
教
育
」
は
時
代
の
流
れ
に
追
随

し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
我
々
は
、
釈
尊
の
教
え
、
仏
教
の
真
理
を
鑑

に
し
て
、「
真
の
教
育
と
は
何
か
」
を
常
に
問
う
こ
と
を
基
本
的
立
場
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
六
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
新
「
教
育
基
本

法
」
を
座
右
に
置
い
て
、
真
剣
に
教
育
に
取
組
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
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改正前後の教育基本法の比較

（※下線部・枠囲いは主な変更箇所）

改正後の教育基本法
（平成18年法律第120号）

改正前の教育基本法
（昭和22年法律第25号）

前文 前文
　我々日本国民は、たゆまぬ努力によって築いて
きた民主的で文化的な国家を更に発展させるとと
もに、世界の平和と人類の福祉の向上に貢献する
ことを願うものである。

　われらは、さきに、日本国憲法を確定し、民主
的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類
の福祉に貢献しようとする決意を示した。この理
想の実現は、根本において教育の力にまつべきも
のである。

　我々は、この理想を実現するため、個人の尊厳
を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊
び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成を
期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創
造を目指す教育を推進する。

　われらは、個人の尊厳を重んじ、真理と平和を
希求する人間の育成を期するとともに、普遍的に
してしかも個性ゆたかな文化の創造をめざす教育
を普及徹底しなければならない。

　ここに、我々は、日本国憲法の精神にのっと
り、我が国の未来を切り拓

ひら

く教育の基本を確立
し、その振興を図るため、この法律を制定する。

　ここに、日本国憲法の精神に則り、教育の目的
を明示して、新しい日本の教育の基本を確立する
ため、この法律を制定する。

第一章　教育の目的及び理念

　（教育の目的）
第一条　教育は、人格の完成を目指し、平和で民
主的な国家及び社会の形成者として必要な資質
を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して
行われなければならない。

第一条（教育の目的）　教育は、人格の完成をめざ
し、平和的な国家及び社会の形成者として、真
理と正義を愛し、個人の価値をたつとび、勤労
と責任を重んじ、自主的精神に充ちた心身とも
に健康な国民の育成を期して行われなければな
らない。

　（教育の目標）
第二条　教育は、その目的を実現するため、学問
の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成す
るよう行われるものとする。

一　幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める
態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うととも
に、健やかな身体を養うこと。

二　個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、
創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を
重んずる態度を養うこと。

三　正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す
る態度を養うこと。

第二条（教育の方針）　教育の目的は、あらゆる機
会に、あらゆ場所において実現されなければな
らない。この目的を達成するためには、学問の
自由を尊重し、実際生活に即し、自発的精神を
養い、自他の敬愛と協力によつて、文化の創造
と発展に貢献するように努めなければならない。

四　生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に
寄与する態度を養うこと。

五　伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重
し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養
うこと。
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改正後の教育基本法
（平成18年法律第120号

改正前の教育基本法
（昭和22年法律第25号）

　（生涯学習の理念）
第三条　国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊
かな人生を送ることができるよう、その生涯に
わたって、あらゆる機会に、あらゆる場所にお
いて学習することができ、その成果を適切に生
かすことのできる社会の実現が図られなければ
ならない。

　（新設）

　（教育の機会均等）
第四条　すべて国民は、ひとしく、その能力に応
じた教育を受ける機会を与えられなければなら
ず、人種、信条、性別、社会的身分、経済的地
位又は門地によって、教育上差別されない。

第三条（教育の機会均等）　すべて国民は、ひとし
く、その能力に応ずる教育を受ける機会を与え
られなければならないものであつて、人種、信
条、性別、社会的身分、経済的地位又は門地に
よつて、教育上差別されない。

２　国及び地方公共団体は、障害のある者が、そ
の障害の状態に応じ、十分な教育を受けられる
よう、教育上必要な支援を講じなければならな
い。

　（新設）

３　国及び地方公共団体は、能力があるにもかか
わらず、経済的理由によって修学が困難な者に
対して、奨学の措置を講じなければならない。

２　国及び地方公共団体は、能力があるにもかか
わらず、経済的理由によつて修学困難な者に対
して、奨学の方法を講じなければならない。

第２章　教育の実施に関する基本

　（義務教育）
第五条　国民は、その保護する子に、別に法律で
定めるところにより、普通義教育を受けさせる
義務を負う。

第四条（義務教育）　国民は、その保護する子女
に、九年の普通教育を受けさせる義務を負う。

２　義務教育として行われる普通教育は、各個人
の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的
に生きる基礎を培い、また、国家及び社会の形
成者として必要とされる基本的な資質を養うこ
とを目的として行われるものとする。

　（新設）

３　国及び地方公共団体は、義務教育の機会を保
障し、その水準を確保するため、適切な役割分
担及び相互の協力の下、その実施に責任を負う。

　（新設）

４　国又は地方公共団体の設置する学校における
義務教育については、授業料を徴収しない。

２　国又は地方公共団体の設置する学校における
義務教育については、授業料は、これを徴収し
ない。

　（削除） 第五条（男女共学）　男女は、互に敬重し、協力し
合わなければならないものであつて、教育上男
女の共学は、認められなければならない。
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改正後の教育基本法
（平成18年法律第120号）

改正前の教育基本法
（昭和22年法律第25号）

　（学校教育）
第六条　法律に定める学校は、公の性質を有する
ものであって、国、地方公共団体及び法律に定
める法人のみが、これを設置することができる。

第六条（学校教育）　法律に定める学校は、公の性
質をもつものであつて、国又は地方公共団体の
外、法律に定める法人のみが、これを設置する
ことができる。

２　前項の学校においては、教育の目標が達成さ
れるよう、教育を受ける者の心身の発達に応じ
て、体系的な教育が組織的に行われなければな
らない。この場合において、教育を受ける者
が、学校生活を営む上で必要な規律を重んずる
とともに、自ら進んで学習に取り組む意欲を高
めることを重視して行われなければならない。

　（新設）

「（教員）第九条」として独立 ２　法律に定める学校の教員は、全体の奉仕者で
あつて、自己の使命を自覚し、その職責の遂行
に努めなければならない。このためには、教員
の身分は、尊重され、その待遇の適正が、期せ
られなければならない。

　（大学）
第七条　大学は、学術の中心として、高い教養と
専門的能力を培うとともに、深く真理を探究し
て新たな知見を創造し、これらの成果を広く社
会に提供することにより、社会の発展に寄与す
るものとする。

　（新設）

２　大学については、自主性、自律性その他の大
学における教育及び研究の特性が尊重されなけ
ればならない。

　（私立学校）
第八条　私立学校の有する公の性質及び学校教育
において果たす重要な役割にかんがみ、国及び
地方公共団体は、その自主性を尊重しつつ、助
成その他の適当な方法によって私立学校教育の
振興に努めなければならない。

　（新設）

　（教員）
第九条　法律に定める学校の教員は、自己の崇高
な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励
み、その職責の遂行に努めなければならない。

　【再掲】第六条（略）
２　法律に定める学校の教員は、全体の奉仕者で
あって、自己の使命を自覚し、その職責の遂行
に努めなければならない。このためには、教員
の身分は、尊重され、その待遇の適正が、期せ
られなければならない。

２　前項の教員については、その使命と職責の重
要性にかんがみ、その身分は尊重され、待遇の
適正が期せられるとともに、養成と研修の充実
が図られなければならない。
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改正後の教育基本法
（平成18年法律第120号）

改正前の教育基本法
（昭和22年法律第25号）

　（家庭教育）
第十条　父母その他の保護者は、子の教育につい
て第一義的責任を有するものであって、生活の
ために必要な習慣を身に付けさせるとともに、
自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図
るよう努めるものとする。

　（新設）

２　国及び地方公共団体は、家庭教育の自主性を
尊重しつつ、保護者に対する学習の機会及び情
報の提供その他の家庭教育を支援するために必
要な施策を講ずるよう努めなければならない。

　（幼児期の教育）
第十一条　幼児期の教育は、生涯にわたる人格形
成の基礎を培う重要なものであることにかんが
み、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成
長に資する良好な環境の整備その他適当な方法
によって、その振興に努めなければならない。

　（新設）

　

　（社会教育）
第十二条　個人の要望や社会の要請にこたえ、社
会において行われる教育は、国及び地方公共団
体によって奨励されなければならない。

第七条（社会教育）　家庭教育び勤労の場所その他
社会において行われる教育は、国及び地方公共
団体によつて奨励されなければならない。

２　国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公
民館その他の社会教育施設の設置、学校の施設
の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適
当な方法によって社会教育の振興に努めなけれ
ばならない。

２　国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公
民館等の施設の学校の施設の利用その他適当な
方法によつて教育の目的の実現に努めなければ
ならない。

　（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力）
第十三条　学校、家庭及び地域住民その他の関係
者は、教育におけるそれぞれの役割と責任を自
覚するとともに、相互の連携及び協力に努める
ものとする。

　（新設）

　（政治教育）
第十四条　良識ある公民として必要な政治的教養
は、教育上尊重されなければならない。

第八条（政治教育）　良識ある公民たるに必要な政
治的教養は、教育上これを尊重しなければなら
ない。

２　法律に定める学校は、特定の政党を支持し、
又はこれに反対その他政治するための政治教育
的活動をしてはならない。

２　法律に定める学校は、特定の政党を支持し、
又はこれに反対するための政治教育その他政治
的活動をしてはならない。

　（宗教教育）
第十五条　宗教に関する寛容の態度、宗教に関す
る一般的な教養及び宗教の社会生活における地
位は、教育上尊重されなければならない。

第九条（宗教教育）　宗教に関する寛容の態度及び
宗教の社会生活における地位は、教育上これを
尊重しなければならない。

２　国及び地方公共団体が設置する学校は、特定
の宗教のための宗教教育その他宗教的活動をし
てはならない。

２　国及び地方公共団体が設置する学校は、特定
の宗教のための宗教教育その他宗教的活動をし
てはならない。
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改正後の教育基本法
（平成18年法律第120号）

改正前の教育基本法
（昭和22年法律第25号）

第三章　教育行政

（教育行政）
第十六条　教育は、不当な支配に服することな
く、この法律及び他の法律の定めるところによ
り行われるべきものであり、教育行政は、国と
地方公共団体との適切な役割分担及び相互の協
力の下、公正かつ適正に行われなければならな
い。

第十条（教育行政）　教育は、不当な支配に服する
ことなく、国民全体に対し直接に責任を負つて
行われるべきものである。

２　教育行政は、この自覚のもとに、教育の目的
を遂行するに必な諸条件の整備確立を目標とし
て行われなければならない。

２　国は、全国的な教育の機会均等と教育水準の
維持向上を図るため、教育に関する施策を総合
的に策定し、実施しなければならない。

　（新設）

３　地方公共団体は、その地域における教育の振
興を図るため、その実情に応じた教育に関する
施策を策定し、実施しなければならない。

　（新設）

４　国及び地方公共団体は、教育が円滑かつ継続
的に実施されるよう、必要な財政上の措置を講
じなければならない。

　（新設）

　（教育振興基本計画）
第十七条　政府は、教育の振興に関する施策の総
合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興
に関する施策についての基本的な方針及び講ず
べき施策その他必要な事項について、基本的な
計画を定め、これを国会に報告するとともに、
公表しなければならない。

　（新設）

２　地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その
地域の実情に応じ、当該地方公共団体における
教育の振興のための施策に関する基本的な計画
を定めるよう努めなければならない。

第四章　法令の制定

第十八条　この法律に規定する諸条項を実施する
ため、必要な法令が制定されなければならない。

第十一条（補則）　この法律に掲げる諸条項を実施
するために必要がある場合には、適当な法令が
制定されなければならない。
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医
療
者
教
育
に
関
わ
っ
て
25
年
に
な
り
、
現
に
佛
教
大
学
に
お
い
て
医
療
技

術
者
（
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
）
教
育
の
任
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
主
題
に
つ

い
て
述
べ
る
に
一
半
の
責
任
を
有
す
る
と
も
い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
仏
教
の
専
門
家

に
混
じ
っ
て
論
を
な
す
こ
と
は
ま
さ
し
く
葭
の
髄
か
ら
天
井
覗
く
を
地
で
行
く
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
愚
は
十
分
承
知
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
医
療
者
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
筆
者
な
り
の
「
宗
教
と
教
育
」
論
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

２
．
医
療
の
現
状

　

そ
も
そ
も
医
療
と
い
う
も
の
を
基
本
的
に
支
え
て
い
る
医
療
制
度
は
医
療
提
供
制

度
と
医
療
保
険
制
度
か
ら
な
る
。
わ
が
国
の
医
療
は
戦
後
、
５
次
に
亘
る
医
療
法
改

正
を
軸
に
紆
余
曲
折
を
経
て
、
拡
張
期
、
改
善
期
、
調
整
・
改
革（
1
）
期
、
そ
し
て
「
抑

制
・
縮
小
期
」
へ
と
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
1
9
4
5
年
以
降

の
約
60
年
を
概
観
す
る
と
、
1
9
6
0
年
ま
で
の
拡
張
期
、
そ
の
あ
と
1
9
7
0
年

代
ま
で
の
改
善
期
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
の
調
整
・
改
革
期
、
2
0
0
1
年
以
降
、

現
在
ま
で
の
抑
制
・
縮
小
期
に
大
ま
か
に
分
類
で
き
る
。

　
仏
教
と
医
療
者
教
育
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医
療
提
供
制
度
で
は
拡
張
期
に
医
療
関
連
職
の
資
格
制
度
の
整
備
、
病
床
の
量
的

拡
大
、
公
中
心
の
諸
整
備
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
経
済
の
発
展
と
と
も
に
、
救
急
医
療

体
制
・
へ
き
地
医
療
体
制
・
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
民
間
医
療
機
関
へ
の
政
策
金

融
な
ど
、
経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
し
て
の
改
善
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

1
9
8
1
年
の
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
発
足
を
契
機
に
1
9
8
2
年
に
国
民
医
療

費
適
正
化
対
策
推
進
本
部
の
設
置
、
国
民
医
療
総
合
対
策
本
部
の
中
間
報
告
が
行
わ

れ
て
調
整
・
改
革
期
が
始
ま
り
、
や
が
て
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
「
失
わ
れ
た
十

年
」
の
あ
と
、
遂
に
2
0
0
1
年
か
ら
の
市
場
原
理
導
入
に
よ
る
抑
制
・
縮
小
期
に

入
り
、
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
医
療
保
険
制
度
は
古
く
1
9
3
8
年
の
国
民
健
康
保
険
法
に
始
ま
る
が
、

1
9
5
9
年
の
新
国
民
健
康
保
険
法
の
成
立
を
経
て
、
1
9
6
1
年
に
漸
く
国
民
皆

保
険
制
度
が
発
足
す
る
の
で
あ
る
。
以
後
、
提
供
制
度
と
同
様
に
著
し
い
経
済
成
長

と
と
も
に
保
険
給
付
の
内
容
・
水
準
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
改
善
期
に
入
り
、
こ

の
時
期
に
は
老
人
医
療
の
無
料
化
す
ら
実
施
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
経

済
の
低
迷
と
少
子
高
齢
化
が
続
く
な
か
で
、
保
険
料
収
入
の
減
少
、
老
人
医
療
費
の

増
大
に
よ
っ
て
保
険
財
政
は
次
第
に
悪
化
、
逼
迫
し
、
つ
い
に
老
人
保
健
制
度
、
特

定
療
養
費
制
度
、
さ
ら
に
は
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
費
抑
制
の

方
向
へ
舵
が
切
ら
れ
、
保
険
財
政
立
て
直
し
の
た
め
の
施
策
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
2
0
0
1
年
、
小
泉
内
閣
の
登
場
と
と
も
に
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
露
骨
な

医
療
費
抑
制
、
こ
と
に
2
0
0
2
年
の
診
療
報
酬
本
体
の
引
き
下
げ
、
2
0
0
6
年

の
物
価
上
昇
傾
向
の
中
で
の
マ
イ
ナ
ス
3
．16
％
と
い
う
史
上
最
大
規
模
の
医
療
費

削
減
お
よ
び
高
齢
者
に
対
す
る
経
済
的
能
力
に
応
じ
た
負
担
増
な
ど
、
公
共
財
た
る

医
療
の
領
域
に
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
、
抑
制
・
縮
小
期
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
医
療
の
質
の
低
下
な
ら
び
に
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
欠

如
が
顕
在
化
し
、
医
療
へ
の
信
頼
感
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
抑
制
策
は
さ
ら
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
わ
が
国
に
は
長
期
入
院
の

た
め
の
療
養
病
床
は
38
万
床
あ
る
が
、
こ
れ
は
医
療
療
養
病
床
25
万
床
と
介
護
療
養

病
床
13
万
床
か
ら
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
2
年
に
は
介
護
療
養
病
床
制
度
そ
の
も
の

を
廃
止
し
、
医
療
療
養
病
床
25
万
床
も
11
万
床
だ
け
を
残
し
、
介
護
療
養
病
床
か
ら

の
４
万
床
と
あ
わ
せ
て
、
新
た
な
医
療
療
養
病
床
15
万
床
に
一
本
化
す
る
。
つ
ま
り
、

残
り
23
万
床
は
老
人
保
健
施
設
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
自
宅
な
ど
に

吸
収
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ

で
、
今
後
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
施
設
も
多
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
採

算
割
れ
の
病
院
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
医
療
区
分
１
の
比
較
的
軽
症
な

患
者
の
う
ち
、
約
２
割
、
２
万
人
が
医
学
的
管
理
が
必
要
、
約
４
割
、
４
万
人
が
在

宅
・
施
設
の
受
け
入
れ
体
制
不
備
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
難
民
、
介

護
難
民
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い（
2
）
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
経
済
学
者
で
文
化
功
労
者
で
も
あ
る
宇
沢
弘
文
氏
は
「
社
会
的
共
通

資
本
」
な
る
概
念
を
提
唱
し
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
社
会
的
共
通
資
本

と
は
、
一
つ
の
国
な
い
し
特
定
の
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
、
ゆ
た
か
な
経
済

生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文
化
を
展
開
し
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を
持
続
的
、

安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
社
会
的
装
置
を
意
味
す
る
。
社
会

的
共
通
資
本
は
自
然
環
境
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
制
度
資
本
の
三

つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
気
・
森
林
・
河
川
・
水
・
土
壌
な
ど
の
自

然
環
境
、
道
路
・
交
通
機
関
・
上
下
水
道
・
電
力
・
ガ
ス
な
ど
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
教
育
・
医
療
・
司
法
・
金
融
制
度
な
ど
の
制
度
資
本
が
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社
会
的
共
通
資
本
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
明
確
に
定
義
し
て
い（
3
）
る
。

わ
が
国
の
医
療
の
変
遷
に
お
い
て
国
民
意
識
の
変
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
と
経
済
基
調
の
低
迷
は
医
療
に
甚
大
な
影
響
を

与
え
て
き
た
と
い
え
る
し
、
現
在
ま
さ
し
く
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
医
療
と
は
人
々
が
共
有
す
べ
き
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
、
さ
ら
に
い
え

ば
教
育
、
司
法
、
金
融
制
度
と
並
ぶ
重
要
な
制
度
資
本
の
一
つ
と
し
て
存
在
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
、
自
由
競
争
を
前
提
と
し
た
市
場
原
理
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
憂
う
べ
き
こ
と
に
、
現
実
に
は
わ
が
国
を
席
捲
し

て
い
る
経
済
至
上
主
義
と
、
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
と
い

う
他
者
へ
の
配
慮
は
、
医
療
の
分
野
に
お
い
て
、
い
ま
や
相
反
す
る
理
念
と
し
て
医

療
崩
壊
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
危
機
的
状
況
を
生
み
出
し
、
医
療
関
係
者
を
最
も
悩
ま

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

３
．
仏
教
と
医
療

　

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
古
来
、
仏
教
が
病
者
に
深
く
関
わ
っ

て
き
た
こ
と
は
イ
ン
ド
、
中
国
は
も
と
よ
り
わ
が
国
に
お
い
て
も
明
白
で
あ
る
。
仏

典
の
「
律
」
の
な
か
で
は
病
気
の
予
防
法
が
説
か
れ
、「
摩
訶
僧
祇
律
」
に
は
「
病

と
は
四
百
四
病
あ
り
、
風
病
に
百
一
あ
り
、
火
病
に
百
一
あ
り
、
水
病
に
百
一
あ
り
、

雑
病
に
百
一
あ
り
。
云
々
」
と
あ（
4
）
る
。
わ
が
国
で
は
仏
教
伝
来
（
5
5
2
）
か
ら
ほ

ど
な
く
、
聖
徳
太
子
（
5
7
4
〜
6
2
2
）
は
四
天
王
寺
に
上
求
菩
提
（
自
行
）

す
な
わ
ち
人
間
の
自
覚
的
練
行
の
場
と
し
て
の
敬
田
院
の
ほ
か
に
、
下
化
衆
生
（
化

他
）
の
施
設
と
し
て
施
薬
、
療
病
、
悲
田
の
三
箇
院
を
設
け
、
こ
れ
が
わ
が
国
社
会

事
業
の
濫
觴
と
さ
れ
て
い
る
。
慈
悲
に
基
づ
く
こ
の
社
会
事
業
は
仏
教
の
福
田
思
想

を
根
幹
と
し
て
お
り
、
人
間
の
幸
福
追
求
に
つ
い
て
物
質
的
充
足
の
み
な
ら
ず
、
身

体
的
か
つ
精
神
的
な
救
済
に
あ
る
と
考
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
太
子
の
場
合
、
自

ら
ま
と
め
た
経
疏
が
す
ぐ
れ
て
独
創
的
で
あ
り
、
と
く
に
三
箇
院
を
一
貫
し
て
四
天

王
寺
境
外
に
常
設
し
た
の
は
わ
が
国
社
会
事
業
史
上
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

人
法
相
即
の
上
に
立
っ
て
の
仏
法
の
肝
要
を
つ
き
と
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い（
5
）
る
。
そ

の
後
も
、
仏
教
が
長
く
人
間
救
済
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
千

人
施
浴
の
伝
説
で
知
ら
れ
る
光
明
皇
后
が
仏
教
に
深
く
帰
依
し
た
こ
と
に
も
示
さ
れ

て
お
り
、
光
明
皇
后
が
わ
が
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
所
以
で
も

あ
る
。
筆
者
の
前
任
地
は
奈
良
県
大
和
郡
山
市
で
あ
る
が
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
西
大

寺
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
律
宗
僧
、
叡
尊
（
1
2
0
1
〜

1
2
9
0
）
は
1
2
6
2
年
北
条
実
時
に
招
か
れ
て
鎌
倉
に
赴
く
ま
で
、
主
に
近
畿

に
あ
っ
て
虐
げ
ら
れ
た
人
の
た
め
に
施
設
を
つ
く
っ
た
ば
か
り
か
、
殺
生
禁
断
の
地

を
設
け
る
と
茶
の
栽
培
な
ど
転
業
の
世
話
ま
で
し
た
と
い
わ
れ
、
単
な
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
で
は
な
く
、
い
ま
で
い
う
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
行
っ
た
社
会
事
業
家
で
あ
っ
た
。

彼
は
聖
徳
太
子
の
熱
烈
な
信
奉
者
と
し
て
太
子
を
「
伝
暦
」
や
「
御
手
印
縁
起
」
の

所
伝
に
従
い
、
救
世
観
音
の
化
身
と
見
做
し
、
釈
迦
如
来
の
応
現
す
な
わ
ち
釈
尊
の

化
身
と
し
て
最
も
尊
崇
し
、
四
天
王
寺
別
当
職
に
も
補
さ
れ
て
い
る
の
で
あ（
6
）
る
。
そ

の
弟
子
、
忍
性
律
師
（
1
2
1
5
〜
1
3
0
3
）
は
師
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し

て
実
践
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養
所
、「
北
山
十
八
間
戸
」
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
い
ま
も
奈
良
市
般
若
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
、
若
草
山
や
東
大
寺
大
仏
殿

が
一
望
で
き
る
療
養
に
は
絶
好
の
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
幼
い
頃
か
ら
文
殊
菩

薩
を
信
仰
し
、
四
天
王
寺
に
お
け
る
聖
徳
太
子
の
偉
業
に
触
発
さ
れ
て
慈
善
救
済
に
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励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
元
亨
釈
書
に
は
彼
が
乞
食
も
出
来
ず
に
飢
え
る
重
患
の
ハ
ン

セ
ン
病
者
を
背
負
い
町
に
下
り
、
再
び
背
負
っ
て
坂
を
上
り
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る（
7
）（
8
）

し
。
彼
が
病
者
の
た
め
に
い
か
に
尽
く
し
た
か
は
、
後
年
、
活
動
の
場
を
移
し

た
鎌
倉
に
お
い
て
医
王
如
来
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

近
代
科
学
は
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
一
神
教
の
西
欧
社
会
に
お
い
て
、
と
く
に
17
世
紀

以
降
、
自
然
を
人
間
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
を
支
配
す
る
形
で
発
展

し
て
き
た
。
20
世
紀
前
半
は
物
理
学
が
高
度
に
発
達
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
核
や
公

害
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
人
間
中
心
主
義
の
限
界
を
露
呈
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
20
世
紀
後
半
は
生
物
学
が
顕
著
な
進
歩
を
遂
げ
、
分
子
生
物
学
は
い
ま
や
人

間
の
D
N
A
が
ブ
タ
、
カ
エ
ル
な
ど
の
動
物
は
も
と
よ
り
草
や
木
、
果
て
は
大
腸
菌

に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
共
通
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

し
か
し
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
生
き
た
頃
の
イ
ン
ド

仏
教
以
降
、
仏
教
で
は
小
宇
宙
で
あ
る
人
間
は
大
宇
宙
で
あ
る
自
然
と
対
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
本
来
一
体
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
福
田
思
想
に
見
る
慈
悲
の
偉

業
と
い
い
、
縁
起
思
想
に
見
る
相
依
相
関
、
相
依
相
資
と
い
い
、
仏
教
の
共
生
の
思

想
こ
そ
が
い
ま
ま
さ
に
世
界
共
通
の
認
識
に
な
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
自
然
科
学
の
一
分
野
と
し
て
要
素
還
元
論
を
も
っ
て
発
達
し
て
来
た
医
学
、
と

り
わ
け
生
物
学
的
医
学
は
遺
伝
子
ま
で
解
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
な

ん
ら
の
す
べ
な
く
し
て
な
お
は
る
か
昔
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
「
一
切
衆
生
悉
有

仏
性
」、「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
と
喝
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
遺
伝
子
は

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
ま
こ
と
に
人
間
自
ら
は
遺
伝

子
の
連
綿
た
る
継
承
の
な
か
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
長
い
長
い
生
命
の

連
続
性
を
思
い
、
た
ま
た
ま
生
あ
る
と
き
暫
し
形
を
と
ど
め
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え

れ
ば
、「
生
死
一
如
」
と
い
う
仏
教
思
想
の
深
い
洞
察
に
い
ま
さ
ら
な
が
ら
感
動
を

覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
は
い
ま
、
人
を
対
象
と
し
て
医
学
を
行
う
と
こ
ろ
の
医
療
に
対

し
て
、
と
り
わ
け
医
療
者
に
対
し
て
、
生
命
の
意
味
わ
け
て
も
他
者
と
の
共
生
に
お

け
る
生
命
の
意
味
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

４
．
医
療
者
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　

松
井
孝
典（
9
）
氏
に
よ
れ
ば
人
間
論
に
は
生
物
学
的
人
間
論
と
哲
学
的
人
間
論
の
二
つ

が
あ
り
、
前
者
は
生
き
る
と
は
何
か
と
い
う
徳
育
で
あ
り
、
後
者
は
人
間
と
は
何
か
、

自
己
と
は
何
か
を
考
え
、
自
己
の
概
念
を
拡
大
し
て
い
く
知
育
で
あ
る
と
い
う
。
人

間
は
所
詮
一
人
で
は
生
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
そ
の
生
存
に
自
ず
か
ら
制
約

の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
く
中
で
自
己
を
形
成
し
確
立
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
医
療
者
の
教
育
と
い
う
こ
と
に
限
っ
て
論
ず
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
医
療

に
関
わ
る
す
べ
て
の
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
医
療
者
と
し
て
の
自
己
を
い
か
に

つ
く
っ
て
い
く
か
を
考
察
し
論
ず
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
金
子
元
久
氏
の
「
大
学
の
教
育
力―

何
を
教
え
学
ぶ（
10
）
か
」
は
大
学
教
育

に
関
し
、
筆
者
に
は
目
か
ら
う
ろ
こ
の
、
最
新
か
つ
明
快
な
著
作
で
あ
る
。
以
下
に
、

そ
の
論
考
を
参
照
し
つ
つ
一
部
を
引
用
し
、
筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
金
子
氏
に
よ
る
と
大
学
教
育
は
そ
の
歴
史
的
考
察
に
基
づ
け
ば
職
業

人
養
成
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
、
学
術
的
専
門
と
い
う
三
つ
の
流
れ
に
よ
っ
て
形
づ

く
ら
れ
た
と
い
う
。

　

職
業
人
養
成
は
中
世
以
来
の
神
学
・
法
学
・
医
学
の
高
度
専
門
職
に
加
え
、
17
・



五
九

　
　
　
　

仏
教
と
医
療
者
教
育

18
世
紀
の
近
代
国
家
成
立
と
と
も
に
始
ま
る
国
家
の
機
能
を
担
う
官
僚
の
養
成
で
あ

る
。
そ
の
教
育
内
容
は
実
践
に
即
し
た
著
し
く
専
門
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
は
紀
元
前
ア
テ
ネ
に
遡
る
最
も
古
い
起
源
を
も
ち
、
自
由
市

民
階
級
（
リ
ベ
ラ
ル
）
の
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
（
ア
ー
ツ
）
が
そ
の
原
初
的
意

味
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
受
け
継
が
れ
言
語
三
科
（
文
法
・
修
辞

学
・
弁
証
法
）
お
よ
び
数
学
四
科
（
算
数
・
音
楽
・
幾
何
・
天
文
学
）
か
ら
な
る
自

由
七
科
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
亘
る
が
、
概
し
て

い
え
ば
探
求
志
向
と
古
典
志
向
の
二
つ
の
流
れ
に
な
る
と
い
う
。
前
者
は
ソ
ク
ラ
テ

ス
、
プ
ラ
ト
ン
に
始
ま
る
、
既
存
の
知
識
に
対
す
る
徹
底
し
た
疑
問
と
検
証
に
価
値

を
置
く
考
え
方
で
あ
り
、
後
者
は
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
始
ま
る
、
古
典
を
学
ぶ
こ
と
に

最
大
価
値
を
置
く
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
対
照
的
な
考
え
方
は
、
時
代
に
よ

り
、
ま
た
国
に
よ
り
様
々
な
展
開
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

学
術
的
専
門
は
学
術
的
探
求
を
自
己
目
的
と
し
た
近
代
の
大
学
教
育
を
特
徴
づ
け

る
教
育
理
念
で
あ
り
、
19
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
そ
の
源
流
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
然
・
社
会
科
学
の
一
大
発
展
は
「
大
学
の
自
治
」「
学

問
の
自
治
」
の
観
点
か
ら
も
世
界
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
佛
教
大
学
の
教
育
理
念
の
な
か
に
「
人
間
力
」
と
い
う
言
葉
が
謳
わ
れ

て
い
る
。
金
子
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
人
間
力
」
な
る
言
葉
は
コ
ン
ピ
テ
ン
ス

com
petence

も
し
く
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ーcom

petency

と
い
う
概
念
の
一
部
を

な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
概
念
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
は
理
論
化
・
体
系
化
さ
れ
た
知
識
で
は
な
く
、
職
場
の
状
況
に
応
じ
て
使
わ

れ
る
知
識
や
技
能
の
修
得
つ
ま
り
職
場
技
能
の
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
理
論

的
・
体
系
的
知
識
の
基
盤
と
な
る
一
連
の
知
識
や
態
度
、
考
え
方
な
ど
、
つ
ま
り
基

礎
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
能
力
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
以
降
、「
人
間
力
」
も
し
く
は
「
社
会
人
基
礎
力
」
な
る
言
葉
が
当
て
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
内
閣（
11
）

府
、
経
済
産
業（
12
）

省
）。
そ
し
て
、
金
子
氏
は
基
礎
能
力
を
論

理
系
・
伝
達
系
・
意
欲
系
の
三
つ
に
大
別
し
、
次
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち

　
「
古
典
志
向
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
、
古
典
を
基
礎
と
し
て
、
そ
こ
で
展

開
さ
れ
る
論
理
構
造
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
る
論
理
的
な
訓
練
（
論
理
系
基
礎
能
力

の
修
得
）、
そ
の
過
程
で
の
対
話
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
作
法
の
修

得
（
伝
達
系
）
そ
し
て
そ
れ
ら
を
つ
う
じ
た
知
的
意
欲
や
興
味
の
導
出
（
意
欲
系
）

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

今
日
、
わ
が
国
の
大
学
教
育
が
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
度
か
ら
大
学
全
入
時
代
に
入
り
、
学
力
・
意
欲
に
疑
問
符
が

つ
く
こ
と
と
な
り
、
職
業
準
備
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
が
職
業
知
識
を
正
確
に
付

与
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
社
会
的
共
通

資
本
で
あ
る
べ
き
医
療
、
公
共
財
で
あ
る
べ
き
医
療
に
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
た
現

在
、
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
は
自
由
競
争
の
敗
者
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
る
。
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
彼
ら
と
と
も
に
共
生
し
、
寄
り
添
う
態
度
、
考
え
方

が
社
会
全
体
に
必
要
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
医
療
者
に
は
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
大
学
教
育
が
な
し
う
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
医
療
技
術
者
教
育
に
関
し
て
い
え
ば
、
医
療
者
と
し
て
持
つ
べ
き
専
門
的
職

業
知
識
は
い
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
基
礎
能
力
と
し
て
の
人
間
力
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
大
学
こ
そ
が
古
典
志
向
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
に
よ

っ
て
こ
れ
を
付
与
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
適
切
な
場
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
に

方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
医
療
崩
壊
と
ま
で
い
わ
れ
る
医
療
危
機
に
あ
る
わ



六
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

が
国
に
お
い
て
、
2
0
1
2
年
の
介
護
療
養
病
床
制
度
の
廃
止
は
医
療
難
民
、
介
護

難
民
の
発
生
を
予
測
さ
せ
て
い
る
し
、
高
齢
者
は
医
療
費
の
負
担
増
に
よ
り
、
受
診

抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
を
取
り
巻
く
状
況
に
は

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
医
療
者
と
し
て
、
他
者
す
な
わ
ち
病
者
・
高
齢
者
・

障
害
者
が
置
か
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
真
に
理
解
し
適
切
に
対
応
す
る
に
は
、

い
ま
こ
そ
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

さ
き
に
中
央
教
育
審
議
会
は
「
新
し
い
時
代
に
お
け
る
教
養
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
の
最
終
答
申
案
を
発
表（
13
）

し
、
そ
の
第
二
章
「
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教

養
と
は
何
か
」
に
お
い
て
、「
他
者
や
異
文
化
、
そ
の
背
景
に
あ
る
宗
教
を
理
解
す

る
」
こ
と
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
他
者
を
理
解
す
る
上
で
宗
教
に
対
す

る
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

思
う
に
仏
教
は
二
千
年
以
上
の
長
き
に
亘
っ
て
、
人
間
が
自
然
と
一
体
で
あ
る
こ

と
を
説
き
、
ま
た
相
依
相
関
、
相
依
相
資
を
説
き
、
ま
さ
に
共
生
を
説
い
て
倦
む
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
為
政
者
も
、
ま
た
国
民
も
経
済
至
上
主
義
に
ど
っ
ぷ

り
と
浸
か
り
、
お
ぞ
ま
し
い
ま
で
に
忌
む
べ
き
拝
金
思
想
が
は
び
こ
る
な
か
、
他
者

と
し
て
の
社
会
的
弱
者
す
な
わ
ち
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
を
思
い
遣
る
に
は
、
医

療
者
が
ま
さ
に
い
ま
仏
教
の
教
え
を
深
く
理
解
し
、
医
療
者
と
し
て
の
自
己
を
形
成

す
る
以
外
、
ほ
か
に
手
立
て
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

５
．
お
わ
り
に

　

わ
が
国
の
医
療
は
い
ま
、
経
済
至
上
主
義
と
い
う
悪
弊
の
な
か
、
市
場
原
理
導
入

に
よ
る
医
療
費
抑
制
政
策
に
よ
っ
て
医
療
崩
壊
と
ま
で
い
わ
れ
る
危
機
的
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。
病
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
に
は
医
療
難
民
、
介
護
難
民
の
可
能
性
す

ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
医
療
者
は
今
後
、
彼
ら
を
支
え
る
べ
き
能
力
、
す
な
わ
ち
専

門
的
職
業
知
識
、
わ
け
て
も
そ
の
基
礎
能
力
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
教
養
教
育
、
と
り
わ
け
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
宗

教
教
育
、
な
か
で
も
共
生
を
説
く
仏
教
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

６
．
文
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社

　

1974

（
5
）
守
屋
茂
：
聖
徳
太
子
の
社
会
事
業
の
特
質
に
つ
い
て　

聖
徳
太
子
論
集　

聖
徳
太
子
研
究

会
編558

〜575

、1971

（
6
）
川
岸
宏
教
：
叡
尊
と
四
天
王
寺　

日
本
名
僧
論
集
第
五
巻　

重
源
・
叡
尊
・
忍
性　

314

〜334

、1983

（
7
）
和
島
芳
男
：
忍
性
菩
薩
伝　

日
本
名
僧
論
集
第
五
巻
重
源
・
叡
尊
・
忍
性　

345　

1983
（
8
）
中
村
元
・
奈
良
康
明
：
仏
教
の
心
を
語
る 247　

東
京
書
籍　

1990
（
9
）
中
曽
根
康
弘
・
西
部
邁
・
松
井
孝
典
・
松
本
健
一
：
論
争
教
育
と
は
何
か23

文
春
新
書

　

文
藝
春
秋
、2004

（
10
）
金
子
元
久
：
大
学
の
教
育
力
ー
何
を
教
え
、
学
ぶ
か　

ち
く
ま
新
書　

筑
摩
書
房　

2007

（
11
）
内
閣
府
：
人
間
力
戦
略
研
究
会
報
告　

2003



六
一

　
　
　
　

仏
教
と
医
療
者
教
育

（
13
）
経
済
産
業
省
：
社
会
人
基
礎
力
に
関
す
る
研
究
会
報
告　

2006
（
14
）
文
部
科
学
省
：
中
央
教
育
審
議
会
最
終
答
申
案　

2007

参
考
文
献

１
．
町
田
宗
鳳
：
人
類
は
「
宗
教
」
に
勝
て
る
か　

一
神
教
文
明
の
終
焉　

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス

　

日
本
放
送
出
版
協
会　

2007

２
．
大
峯
顕
・
池
田
晶
子
：
君
自
身
に
還
れ　

知
と
信
を
巡
る
対
話　

本
願
寺
出
版
社　

2007

３
．
佐
々
木
閑
：
犀
の
角
た
ち　

大
蔵
出
版　

2006

４
．
末
木
文
美
士
：
日
本
仏
教
史　

新
潮
文
庫　

新
潮
社　

1996

５
．
柳
田
邦
男
・
静
慈
円
：
「
生
と
死
」
の
21
世
紀
宣
言―

　

日
本
の
知
性
15
人
に
よ
る
徹
底

討
論―

　

青
海
社　

2007

６
．
週
刊
東
洋
経
済　

特
集
ニ
ッ
ポ
ン
の
医
者
・
病
院
・
診
療
所　

11/3　

36

〜111　

2007

７
．
榊
原
英
資
：
新
し
い
国
家
を
つ
く
る
た
め
に　

中
央
公
論
新
社　

2001

８
．
佐
々
木
力
：
科
学
論
入
門　

岩
波
新
書　

1996

９
．
池
口
恵
観
：
「
医
の
こ
こ
ろ
」
と
仏
教　

同
文
館
出
版　
2006

10
．
小
松
秀
樹
：
医
療
崩
壊
「
立
ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
は
何
か　

朝
日
新
聞
社　

2006
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学
校
の
宗
教
教
育
と
教
師

　
　

は
じ
め
に

　

私
は
、
自
身
を
仏
教
徒
の
な
か
の
浄
土
教
者
で
あ
り
布
教
者
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
事
実
、
私
は
、
あ
る
浄
土
宗
寺
院
の
住
職
を
し
て
い
る
。
寺
院
で
の
法
要
の
後

に
は
、
当
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
が
、
必
ず
、
仏
教
の
話
を
す
る
。
私
立
学
校
で

非
常
勤
講
師
と
し
て
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
男
子
高
等
学
校
、
女
子
高
等
学
校
、

女
子
短
大
、
四
年
生
大
学
で
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
、
仏
教
の
名
の
つ
く
科
目

の
授
業
を
し
て
き
た
。
小
学
生
が
抜
け
て
い
る
が
、
学
生
時
代
は
、
東
京
の
下
町
の

塾
で
小
学
生
の
相
手
も
し
た
。
当
然
、
仏
教
の
話
で
は
な
く
、
算
数
と
国
語
だ
っ
た

が
。 

　

今
は
、
男
子
高
等
学
校
の
宗
教
科
で
釈
尊
の
誕
生
に
は
じ
ま
り
浄
土
宗
開
祖
法
然

上
人
の
一
生
と
教
え
を
授
業
し
、
単
位
授
業
以
外
の
宗
教
行
事
で
は
聖
歌
を
独
唱
す

る
役
割
で
参
加
し
て
い
る
。
大
学
で
は
年
ご
と
に
与
え
ら
れ
る
浄
土
宗
学
の
科
目
を

担
当
し
て
い
る
。 

　

と
こ
ろ
が
、
私
の
場
合
、
大
学
の
宗
教
科
教
育
法
な
る
科
目
の
授
業
以
外
で
、
ど

の
現
場
に
あ
っ
て
も
、
宗
教
教
育
、
仏
教
教
育
の
名
の
も
と
に
真
摯
の
話
し
合
っ
た

経
験
が
な
い
。
ま
た
、
か
っ
て
、
私
が
県
庁
に
宗
教
科
教
師
の
免
許
取
得
申
請
に
行

っ
た
時
に
は
、
大
学
の
講
座
名
で
あ
っ
た
「
仏
教
教
理
学
」
を
、「
こ
れ
は
何
を
す

る
も
の
か
」
と
蔑
視
的
抑
揚
を
も
っ
て
質
問
さ
れ
た
し
、
地
元
の
国
立
教
育
系
大
学

出
身
の
尊
敬
し
て
止
ま
な
い
中
学
校
の
恩
師
が
宗
教
科
の
教
師
免
許
の
あ
る
こ
と
も

知
ら
な
か
っ
た
。
宗
教
教
育
、
仏
教
教
育
は
、
一
般
世
間
で
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い

ら
し
い
。 

　
「
仏
教
教
育
」「
宗
教
教
育
」
の
呼
び
名
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
存
在
す
る
。

1
9
3
5
（
昭
和
10
）
年
の
「
宗
教
的
情
操
の
涵
養
に
関
す
る
留
意
事
項
」（
文
部

次
官
通
牒
発
普
第
160
）
に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
が
、
暫
く
の
間
、
議
論

さ
れ
た
が
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
宗
教
教
育
は
「
修
身
」
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
戦
後
は
、
私
立
学
校
に
お
い
て
宗
教
の
教
育
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、「
宗
教
科
」
の
教
師
免
許
（
中
学
、
高
等
学
校
）
が
制
度
と
し

て
認
定
さ
れ
、
私
立
学
校
で
科
目
（
単
位
授
業
）
と
し
て
の
仏
教
や
仏
教
行
事
を
明

　
学
校
の
宗
教
教
育
と
教
師

　
　

 

眞　

柄　

和　

人　
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

確
に
「
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
、
仏
教
教
育
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
仏
教
系
大
学
の
仏
教
科
の
授
業
を
特
に
仏
教
教
育
と
呼
ぶ

例
を
聞
い
た
事
が
な
い
。
仏
教
徒
の
家
庭
で
行
わ
れ
る
仏
教
的
行
為
を
誰
も
仏
教
教

育
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。
日
常
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
か
っ
て
は
、
寺
院
の
中
で
は

師
弟
関
係
の
教
育
が
行
わ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
こ
で
も
、
こ
と
さ
ら
仏
教
教
育
と
は

言
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
創
価
学
会
の
会
員
の
集
会
で
も
、
そ
の
営

み
を
仏
教
教
育
な
ど
と
言
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
仏

教
そ
の
も
の
が
仏
教
教
育
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

わ
ざ
わ
ざ
仏
教
教
育
が
語
ら
れ
る
の
は
（
入
学
勧
誘
の
案
内
書
の
こ
と
で
は
な

い
）、
仏
教
系
私
立
学
校
と
名
乗
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
仏
教
的
な
要
素

が
、
そ
の
現
場
に
あ
ま
り
に
も
介
在
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
仏
教
系
私
立
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
教
員
や
職
員
の
大
半
が
、
も
と
も
と
仏
教

に
対
し
て
深
い
信
仰
を
持
た
ず
、
仏
教
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
も
な
く
、

非
宗
教
系
学
校
と
同
じ
職
務
に
精
励
す
る
だ
け
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
当
然
、
学
校
の
環
境
は
非
宗
教
系
の
学
校
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
有
様
と
な
る
。

仏
教
系
学
校
が
配
付
す
る
生
徒
手
帳
の
十
二
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
記

事
が
あ
っ
て
も
、
釈
尊
成
道
の
日
の
記
載
が
な
い
物
件
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
手
帳

に
記
さ
れ
る
多
く
の
先
人
の
名
言
集
の
中
に
、
仏
教
者
は
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
物

件
を
見
た
事
が
あ
る
。
あ
と
は
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。 

　

ま
た
、
大
学
の
場
合
は
、
別
の
問
題
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
非
仏
教
者
も

仏
教
を
学
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
皮
肉
っ
ぽ
く
い
え

ば
、
非
宗
教
信
仰
者
が
宗
教
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
現
象
を
非
難
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し
ろ
、
仏
教
に
対
す

る
解
釈
を
深
め
る
視
点
か
ら
み
て
有
意
義
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
浄
土
宗
系
大
学
発

行
の
仏
教
と
教
育
を
語
る
教
科
書
で
、「
最
後
に
、
鎌
倉
仏
教
を
完
成
し
た
一
遍

は
」
に
は
じ
ま
り
、「
一
遍
は
鎌
倉
仏
教
を
究
意
の
頂
に
ま
で
徹
底
せ
し
め
た
の
で

あ
る
。」
な
ど
と
、
ど
ん
な
意
味
で
究
意
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
平
気
で
説

い
て
い
る
。
宗
教
史
も
進
化
論
を
あ
て
は
め
て
論
じ
る
ら
し
い
）。
し
か
し
、
仏
教

系
学
校
で
、
非
仏
教
者
（
非
浄
土
教
者
）
が
非
仏
教
者
（
非
浄
土
教
者
）
の
ま
ま
で

あ
り
、
仏
教
者
（
浄
土
教
者
）
と
自
認
す
る
人
物
が
非
仏
教
的
（
非
浄
土
教
者
）
で

あ
る
こ
と
で
現
場
で
大
き
な
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。 

　

普
通
、
仏
教
者
が
仏
教
を
語
り
、
実
践
す
る
の
は
、
目
指
す
べ
き
理
想
を
自
他
共

に
手
に
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。
我
々
仏
教
徒
は
、
何
も
新
し
い
生
き
方
を
模
索
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
仏
教
が
あ
り
、
浄
土
宗
が
あ
り
、
目
指
す
べ
き
も
の

が
厳
然
と
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
目
的
と
手
段
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

非
宗
教
者
は
そ
う
は
い
か
な
い
ら
し
い
。
自
己
の
矛
盾
、
社
会
の
矛
盾
を
解
決
す
る

た
め
に
宗
教
を
超
え
た
も
の
、
今
日
の
倫
理
道
徳
に
替
わ
る
も
の
を
真
摯
な
学
者
は

求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

　

我
々
浄
土
教
者
に
は
そ
の
目
指
す
も
の
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。  

立
場
と
現
場

　

誰
に
聞
い
た
か
、
何
の
本
で
呼
ん
だ
か
、
思
い
出
せ
な
い
の
だ
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
浄
土
系
の
僧
侶
が
憲
兵
に
拘
束
さ
れ
、
尋
問
を
受
け
、
憲
兵
に
尋
問
さ
れ

た
そ
の
内
容
は
「
お
前
は
、
天
皇
陛
下
と
阿
弥
陀
仏
と
、
ど
ち
ら
が
偉
い
と
思
う

か
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
僧
侶
が
ど
の
よ
う
に
返
事
し
た
か
を
、
私
は
聞
い
て
い
な
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い
。
こ
の
質
問
を
平
成
の
今
に
置
き
換
え
る
と
「
お
前
は
、
日
本
国
憲
法
（
日
本

国
）
と
選
択
本
願
念
仏
集
（
阿
弥
陀
仏
）
と
、
ど
ち
ら
に
信
を
お
く
の
か
」
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
設
問
は
視
点
の
異
な
る
事
柄
を
対
比
し
て
お
り
、
返
答
す
る
に
値

し
な
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
と
し
て
も
、
浄
土
宗

僧
侶
で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
返
答
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

　

翻
っ
て
、
法
然
上
人
の
時
代
に
目
を
向
け
る
と
、
浄
土
宗
徒
に
と
っ
て
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
『
興
福
寺
奏
上
』、
そ
の
第
九
「
国
土
を
乱
る
失
」
に 

　
「
仏
法
、
王
法
猶
し
身
心
の
ご
と
し
、
互
い
に
そ
の
安
否
を
見
、
宜
し
く
か
の
盛

衰
を
知
る
べ
し
。
当
時
浄
土
の
法
門
始
め
て
興
り
、
専
修
の
要
行
尤
も
盛
ん
な
り
。

王
化
中
興
の
時
と
謂
う
べ
き
か
。
た
だ
し
三
学
已
に
廃
し
、
八
宗
ま
さ
に
滅
せ
ん
と

す
。
天
下
の
理
乱
、
亦
復
、
如
何
。
願
ふ
と
こ
ろ
は
、
た
だ
諸
宗
と
念
仏
と
、
あ
た

か
も
乳
水
の
ご
と
く
、
仏
法
と
王
道
と
、
永
く
乾
坤
に
均
し
か
ら
ん
こ
と
な
り
。」 

と
述
べ
、
王
法
と
仏
法
と
の
共
存
と
、
二
法
の
独
立
関
係
と
を
説
い
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
れ
が
当
時
に
通
念
で
あ
っ
た
ろ
う
。
内
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
知
ら
な
い

が
、
こ
の
共
存
関
係
を
見
事
に
示
し
た
記
事
が
存
在
す
る
。『
法
然
上
人
行
状
絵

図
』
第
三
十
二
巻
の
法
然
上
人
遠
流
の
記
事
で
あ
る
。 

　
「
度
縁
を
召
し
、
俗
名
を
下
さ
れ
て
、
遠
流
の
科
に
定
め
ら
る
。
藤
井
元
彦
、
彼

の
宣
下
の
状
に
云
わ
く
、 

太
政
官
府　

土
佐
国
司

　
　

流
人
藤
井
の
元
彦
」（
以
下
略
す
） 

　

仏
法
の
内
に
あ
る
法
然
上
人
を
罰
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
、
在
家
人
に
還
し
て

後
、
王
法
で
処
罰
を
科
し
た
様
が
読
み
取
れ
る
。

「
互
い
に
そ
の
安
否
」
を
見
さ
だ
め
て
の
上
の
こ
と
で
あ
る
。 

　

 

　

話
を
現
代
に
も
ど
そ
う
。
人
間
が
幸
福
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
近
代
国
家
の
制

度
が
最
善
で
あ
る
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
国
憲
法
や
各
種
の
法

律
は
日
本
国
の
聖
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
国
民
で
あ
る
我
々
が
国
民
の
福
利

に
反
す
る
行
為
を
す
れ
ば
、
国
家
に
依
る
処
罰
が
下
る
。
仏
教
の
出
家
者
の
場
合
、

還
俗
の
名
を
与
え
ら
れ
処
罰
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
国
家
の
制
度
で
あ
る
戸
籍
の
名

に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
家
は
仏
教
界
（
仏
法
）
を
認
め
て
な
い
の
で
あ

る
。「
安
否
を
見
る
」
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
国
は
、
国
民
の
福
利
の
た
め

に
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
」「
信
教
の
自
由
」
を
誓
い
、
か
え
す
刀
で
宗
教
団
体

の
国
か
ら
の
特
権
や
、
政
治
権
力
を
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
法
と
国
法
（
日

本
国
憲
法
）
は
対
等
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
国
法
が
、
仏
法
（
宗
教
）
を
包

み
込
み
、
そ
の
空
間
を
、
信
じ
る
自
由
、
信
じ
な
い
自
由
、
参
加
す
る
自
由
、
参
加

し
な
い
自
由
、
表
現
す
る
自
由
、
表
現
し
な
い
自
由
と
い
う
自
由
で
満
杯
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
空
っ
ぽ
の
、
ま
る
で
無
重
力
の
宇
宙
空

間
の
よ
う
な
境
界
で
あ
る
。
地
球
に
帰
る
こ
と
が
で
ず
、
な
ん
ら
抵
抗
も
圧
力
も
な

い
空
間
で
、
一
人
で
、
も
が
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ん
と
恐
ろ
し
い
世
界
の
こ
と

か
。
国
法
は
、
そ
の
空
間
に
宗
教
を
投
げ
込
み
、
仏
法
が
国
法
と
対
立
対
等
関
係
を

持
ち
得
な
い
論
理
（
ど
ち
ら
を
信
じ
る
か
と
言
う
よ
う
な
設
問
を
起
こ
す
必
要
の
な

い
理
論
）
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。 

　

日
本
国
民
と
し
て
生
ま
れ
、
法
然
浄
土
教
徒
僧
侶
で
あ
る
こ
の
私
は
、
無
重
力
の

空
間
の
な
か
で
、
私
の
側
（
仏
教
）
か
ら
の
み
、
国
の
「
安
否
を
見
る
」
だ
け
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
返
答
で
あ
る
。 

　
『
興
福
寺
奏
上
』
の
場
合
は
「
仏
法
、
王
法
猶
し
身
心
の
ご
と
し
、
互
い
に
そ
の
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安
否
を
見
、
宜
し
く
か
の
盛
衰
を
知
る
べ
し
。」
と
い
う
よ
う
に
、
互
い
の
存
在
を

共
存
に
よ
っ
て
成
り
立
た
せ
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
の
「
安
否
を
見
る
」
で
あ
っ
た
。

王
法
は
神
仏
を
信
仰
し
て
お
り
、
仏
法
は
王
法
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
が
、
現

今
の
「
安
否
を
み
る
」
は
そ
う
で
は
な
い
。
国
家
は
宗
教
を
信
仰
し
て
は
い
な
い
。

宗
教
は
た
だ
信
仰
者
の
集
団
に
於
い
て
の
み
そ
の
存
在
価
値
を
認
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
一
例
が
「
私
立
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
」
な
の
で
あ
る
。 

　

以
下
、
国
の
「
安
否
を
見
な
が
ら
」
学
校
と
宗
教
の
関
係
を
論
じ
て
み
よ
う
。 

　

誰
も
が
承
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
あ
り
方
は
教

育
基
本
法
（
平
成
18
年
法
律
第
120
号
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
お
そ
ら
く
、

学
校
の
現
場
に
お
い
て
は
、
一
般
教
師
は
、
何
が
「
宗
教
に
関
す
る
一
般
教
養
」
で
、

何
が
「
特
定
の
宗
教
」
な
の
か
、
到
底
理
解
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
ま
た
理
解
し
よ

う
と
願
う
こ
と
も
な
く
、
検
定
教
科
書
の
内
容
を
学
習
す
る
こ
と
に
力
点
を
お
い
た

り
、
宗
教
以
外
の
特
色
あ
る
学
校
造
り
や
進
学
の
た
め
の
準
備
に
専
念
す
る
こ
と
に

自
己
の
存
在
意
義
を
見
い
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

　

宗
教
を
信
仰
し
な
い
教
師
が
宗
教
教
育
を
分
析
す
る
場
合
、
国
が
知
識
、
情
操
、

寛
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
宗
教
教
育
を
語
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
こ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
利
用
す
る
。
知
識
を
宗
教
と
非
宗
教
と
に
、
情
操
を
宗
教
的
と
非
宗
教

的
、
他
者
に
対
す
る
寛
容
を
宗
教
的
と
非
宗
教
的
に
分
類
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
宗
教
を
信
仰
し
て
い
な
い
教
師
自
身
の
知
識
も
情
操
も
寛
容
も
そ
れ
は
非

宗
教
で
あ
る
か
ら
、
自
己
以
外
の
も
の
を
宗
教
と
割
り
切
れ
ば
、
事
は
す
む
か
ら
で

あ
る
。
知
識
も
、
情
操
も
、
寛
容
さ
に
関
し
て
も
、
宗
教
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と

が
も
っ
と
も
無
難
で
あ
る
。
宗
教
を
専
門
に
す
る
信
仰
を
持
た
な
い
学
者
の
場
合
は

別
で
あ
る
。 

　

宗
教
を
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
で
学
び
、
宗
教
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
人
物

で
あ
る
な
ら
ば
、
宗
教
に
対
す
る
教
養
を
身
に
つ
け
、
ど
こ
ま
で
が
信
仰
へ
の
勧
誘

か
勧
誘
で
な
い
か
、
そ
の
人
自
身
の
基
準
は
作
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
、

個
人
差
が
生
ず
る
に
ち
が
い
な
い
。 

　

宗
教
を
信
仰
す
る
教
師
は
、
自
己
自
身
が
宗
教
を
ど
れ
程
奥
深
く
理
解
で
き
る
か
、

信
仰
を
深
め
る
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
、
宗
教
的
理
想
の
社
会
を
ど
う
実
現
す
る

か
、
が
問
題
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
知
識
で
、
何
が
情
操
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

問
題
で
は
な
い
。
宗
教
を
信
仰
す
る
教
師
の
身
口
意
の
振
舞
が
そ
の
ま
ま
宗
教
な
の

で
あ
る
。 

　

で
は
、
そ
の
ま
ま
宗
教
で
あ
る
教
師
が
、
公
立
の
学
校
で
、
担
当
す
る
教
科
を
通

し
て
宗
教
を
語
る
場
合
、
教
師
と
し
て
国
か
ら
認
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
知
識
と
情

操
と
寛
容
の
範
疇
は
実
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
い
ま
い
な
言
葉
を
提
示
し

て
い
る
の
は
国
家
で
あ
る
。
詳
細
な
尺
度
が
国
家
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、

曖
昧
な
尺
度
の
中
で
揺
れ
動
く
公
立
学
校
の
宗
教
教
育
と
言
え
よ
う
。 

　

た
だ
、
非
宗
教
者
で
あ
る
国
が
各
宗
教
の
教
科
書
を
作
成
す
れ
ば
、
憲
法
上
、
何

一
つ
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
高
等
学
校
の
倫
理

社
会
の
教
科
書
の
宗
教
者
達
の
項
目
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
誰
も
が
宗
教
的
知
識

と
し
て
認
定
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
倫
理
社
会
の
内
容
で
訴
訟
を
起
こ
し
た
話
は

聞
か
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
立
学
校
で
の
宗
教
教
育
な
る
も
の
が
実
現
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
仏
教
者
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
非
宗
教
的
宗
教
教
科
書
に
よ
る

非
宗
教
的
宗
教
教
育
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
国
の
言
う
道
徳
や
倫
理
を
支
え
る
た
め
に

宗
教
が
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。 
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本
当
の
宗
教
教
育
は
、
何
も
の
に
も
束
縛
を
受
け
な
い
宗
教
信
仰
者
に
よ
っ
て
実

践
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
私
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、

可
能
で
あ
る
と
言
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
実
践
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
別
で
あ
る
。
宗

教
者
は
深
い
学
識
と
深
い
信
仰
と
広
い
包
容
力
に
さ
さ
え
ら
れ
て
始
め
て
よ
き
教
師

（
善
知
識
）
と
な
り
え
る
。
善
知
識
が
善
知
識
を
生
み
出
し
て
い
く
。
し
か
し
、
善

知
識
が
い
な
い
と
い
う
現
実
が
宗
教
教
育
の
実
践
を
阻
害
し
て
い
る
。 

仏
教
教
育
の
具
体
的
実
践

　

私
学
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
場
は
、
私
学
そ
の
場
す
べ
て
で
あ
る
。
生
徒
の
朝
の

通
学
に
始
ま
り
、
校
門
に
入
り
、
最
後
校
門
を
出
て
帰
路
に
つ
く
ま
で
、
ま
た
ク
ラ

ブ
活
動
ま
で
、
す
べ
て
が
仏
教
教
育
の
場
と
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
を

取
り
上
げ
て
語
る
の
は
無
謀
で
あ
り
、
無
益
で
あ
る
。
か
つ
、
全
て
の
場
で
仏
教
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
実
例
は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
筆
者

が
非
常
勤
と
し
て
出
講
す
る
私
立
学
園
の
「
聖
日
音
楽
法
要
」
を
取
り
あ
げ
る
。
そ

こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
実
か
ら
、
仏
教
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
象
徴

的
に
提
案
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。（
教
育
実
践
の
手
引
書
で
は
な
い
の
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
省
略
す
る
。） 

　

聖
日
音
楽
法
要
は
原
則
と
し
て
二
十
五
日
に
執
り
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗

の
開
祖
法
然
上
人
の
命
日
一
月
二
十
五
日
に
ち
な
ん
で
い
る
。
司
会
者
の
導
き
に
よ

り
「
黙
想
」
が
行
わ
れ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
奏
楽
が
流
れ
、
正
面
舞
台
の
幕

が
開
く
。
正
面
に
は
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
浄
土
宗
開
祖
法
然
上
人
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。 

　

浄
土
教
の
礼
拝
対
象
は
、
普
通
は
阿
弥
陀
仏
像
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
寺
院
で
は
、

阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
左
右
に
観
音
、
勢
至
菩
薩
が
本
堂
の
内
陣
須
弥
壇
上
に
安
置
し

て
あ
る
。
内
陣
脇
に
は
向
か
っ
て
右
に
善
導
大
師
、
左
に
法
然
上
人
の
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
本
尊
の
背
面
の
裏
に
は
釈
迦
牟
尼
仏
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
形
式
で
ま
つ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
を
筆
頭
に
礼
拝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
浄
土
の
教
え
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

釈
尊
が
浄
土
三
部
経
を
お
説
き
に
な
り
、
阿
弥
陀
仏
が
わ
れ
わ
れ
を
救
済
す
る
こ
と

を
誓
わ
れ
、
善
導
大
師
が
阿
弥
陀
仏
の
真
意
を
伝
え
ら
れ
、
法
然
上
人
が
善
導
大
師

の
教
え
を
受
け
て
、
こ
の
日
本
に
念
仏
の
教
え
を
開
示
さ
れ
た
。
そ
の
通
り
に
安
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
特
別
に
宗
祖
の
御
廟
が
あ
る
寺
院
で
は
御
影
堂
と

称
す
る
宗
祖
の
像
が
ま
つ
ら
れ
た
お
堂
が
中
心
に
位
置
し
、
そ
の
建
物
が
最
も
壮
麗

壮
大
で
あ
る
。
一
見
、
祖
師
信
仰
で
あ
る
が
、
宗
祖
を
礼
拝
す
れ
ば
宗
祖
の
後
方
一

直
線
上
の
棟
の
中
央
に
安
置
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
像
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。（
参
考
の
為
に
言
い
添
え
れ
ば
、

境
内
西
に
あ
る
阿
弥
陀
堂
は
明
治
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
知
恩
院
で
礼
拝
す
る
本

来
の
阿
弥
陀
像
は
、
当
然
、
御
影
堂
後
方
の
集
会
堂
阿
弥
陀
像
で
あ
ろ
う
）　

祖
師

信
仰
は
開
祖
の
讃
嘆
と
い
う
意
味
で
、
一
見
、
分
か
り
や
す
い
信
仰
で
あ
る
が
、
法

然
上
人
が
開
示
し
、
目
指
し
た
浄
土
教
で
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
普
遍
性
に

お
い
て
も
、
阿
弥
陀
仏
を
信
仰
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
祖
師
信
仰
は
、
御
廟

を
持
つ
各
本
山
を
中
央
に
す
え
る
一
種
の
権
力
構
造
を
作
っ
て
き
た
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
総
本
山
の
あ
り
方
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
法
然
上
人
の
偉

大
な
る
功
績
と
浄
土
往
生
信
仰
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
見
抜
け
な
い
人
々
や
、
そ
れ
を
利
用
し
ょ
う
と
す
る
人
々
に
よ
っ
て
支
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え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
浄
土
宗
系
私
学
に
お
い
て
は
、
礼
拝
の
対
象
は
、
阿
弥

陀
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　

次
に
、
聖
歌
が
壇
上
の
教
師
に
よ
っ
て
独
唱
さ
れ
る
。

 　 「
み
ほ
と
け
の　

ふ
と
こ
ろ
に　

よ
り
あ
い
て　

法
を
き
く

き
ょ
う
の　

た
の
し
さ　

み
な
ひ
と
の

こ
こ
ろ
よ
り　

こ
こ
ろ
へ
と

あ
た
た
か
く　

か
よ
う　

め
ぐ
み
よ
」 

　
浄
土
宗
が
昭
和
49
年
の
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
に
作
詞
藪
田
義
雄
、
作
曲
団
伊
玖

磨
に
委
嘱
し
て
出
来
上
が
っ
た
曲
『
浄
土
宗
音
楽
法
要
連
頌
』
で
あ
る
。「
衆
会
の

う
た
」（
集
う
よ
ろ
こ
び
を
歌
う
）、「
み
仏
の
前
に
」（
献
灯
、
献
香
、
献
花
の
歌
）、

「
三
宝
礼
」、「
阿
弥
陀
仏
」（
阿
弥
陀
仏
の
讃
歌
と
念
仏
）、「
四
弘
誓
願
の
歌
」
と
続

き
、「
法
然
上
人
讃
歌
」
で
終
わ
る
。
こ
の
曲
の
歌
詞
は
お
そ
ら
く
浄
土
宗
の
宗
学

者
の
認
可
の
も
と
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
浄
土
宗
の
教
え
に
抵
触
し
て
い
な
い
。

私
個
人
的
に
は
少
し
異
見
が
あ
る
が
、
今
日
の
表
に
出
て
い
る
浄
土
宗
学
か
ら
は
問

題
視
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

　

こ
こ
で
、
歌
詞
に
つ
い
て
こ
だ
わ
る
の
は
、
京
都
の
浄
土
宗
系
私
学
、
特
に
中
学

高
校
で
宗
教
行
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
『
仏
教
聖
歌
』
の
中
に
浄
土
宗
の
教
え
と
は

異
な
る
歌
詞
を
見
い
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
曲
が
堂
々
と
宗
教
行
事
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、
土
岐
善
麿

作
詞
、
平
井
康
三
郎
作
曲
「
あ
あ
こ
の
よ
ろ
こ
び
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
恩
徳
を
う
た

い
あ
げ
る
。
浄
土
宗
は
法
然
上
人
の
恩
徳
は
賛
嘆
す
る
が
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
報
恩
感

謝
の
念
仏
は
称
え
な
い
。

　

大
谷
楽
苑
選
定
、
仲
野
良
一
作
詞
、
信
時
潔
作
曲
「
み
ほ
と
け
は
」
は
、
次
の
よ

う
な
歌
詞
で
あ
る
。 

「
１
、
み
ほ
と
け
は
、
ま
な
こ
を
と
じ
て
、
み
な
よ
べ
ば
、 

さ
や
か
に
い
ま
す
、
わ
が
ま
え
に
。 

２
、
み
ほ
と
け
は
、
ひ
と
り
な
げ
き
て
、
み
な
よ
べ
ば
、 

え
み
て
ぞ
い
ま
す
、
わ
が
む
ね
に
。 

３
、
み
ほ
と
け
は
、
し
た
い
ま
つ
り
て
、
み
な
よ
べ
ば
、 

つ
つ
み
て
い
ま
す
、
わ
が
い
の
ち
。」 

こ
の
詩
の
阿
弥
陀
仏
は
報
身
の
阿
弥
陀
仏
で
な
く
法
身
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
三
身

一
体
と
呼
ん
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。「
み
な
を
よ
ぶ
」
の
言
葉
に
な
っ
と
く
し

て
は
い
け
な
い
。「
さ
や
か
に
い
ま
す
、
わ
が
ま
え
に
」
は
現
前
に
は
っ
き
り
と
と

ど
ま
る
観
念
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
、
来
迎
引
接
の
阿
弥
陀
仏
で
は
な
い
。「
え
み
て

ぞ
い
ま
す
、
わ
が
む
ね
に
」
は
己
心
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。「
つ
つ
み
て
い
ま
す
、

わ
が
い
の
ち
」
を
法
身
の
阿
弥
陀
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の

娑
婆
世
界
か
ら
み
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
、
あ
く
ま
で
報
仏
で
、
こ
の
よ
う
な
歌
詞
表

現
は
納
得
が
い
か
な
い
。
浄
土
宗
の
教
え
で
は
な
い
。 

　

こ
の
詩
に
浄
土
宗
徒
は
違
和
感
を
お
ぼ
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
を
修
辞
で

作
っ
た
と
い
う
言
い
訳
は
通
じ
な
い
と
思
う
。
宗
教
の
教
え
は
、
経
、
律
、
論
、
教

祖
の
著
作
伝
文
に
よ
り
成
り
立
つ
。
そ
の
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
教
え
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
親
鸞
の
和
讃
は
親
鸞
の
本
音
で
あ
ろ

う
。
歌
詞
が
加
え
ら
れ
れ
ば
、
意
味
あ
る
主
張
表
現
が
当
然
な
の
で
あ
る
。
歌
詞
に

つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
宗
教
儀
礼
全
般
に
つ
い
て
も
「
そ
れ
ら
し
く
見
え
聞
こ
え
れ
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学
校
の
宗
教
教
育
と
教
師

ば
い
い
」
と
か
「
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」
と
い
っ
た
意
見
に
加
担

し
て
は
な
ら
な
い
。
無
節
操
な
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
と
同
じ
に
考
え
て
は
い
け
な
い
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
り
手
と
受
け
て
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
送
り
手
な
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
信
ず
る
世
界
を
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ
受
け
手
に

ま
わ
っ
た
時
は
自
由
で
あ
る
。
わ
た
し
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
『
メ
サ
イ
ア
』
を
聞
い

て
音
楽
と
し
て
感
動
し
て
い
る
し
、
先
の
信
時
作
品
を
名
曲
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
浄
土
宗
は
浄
土
真
宗
な
ど
と
比
べ
る
と
、
宗
教
音
楽
教
育
に
格
段
の
質
的
量
的
貧

困
を
露
呈
し
て
い
る
。
無
理
に
真
宗
の
曲
を
聖
歌
集
に
編
入
し
た
お
か
げ
で
、
何
も

知
ら
ず
に
真
宗
的
聖
歌
を
浄
土
宗
の
学
校
で
歌
う
と
言
う
悲
し
い
現
象
が
お
こ
っ
た

の
で
あ
る
。） 

　

完
成
さ
れ
た
宗
教
儀
礼
は
そ
の
す
べ
て
の
事
柄
に
意
義
が
あ
る
。
そ
の
意
義
は
善

知
識
（
教
師
）
に
よ
り
、
明
確
化
さ
れ
伝
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
反
対
に
信
仰
や

教
養
の
な
い
者
が
で
っ
ち
あ
げ
る
宗
教
儀
礼
は
付
和
雷
同
の
者
を
生
み
出
す
だ
け
で

あ
る
。 

　

さ
て
、
聖
歌
が
歌
わ
れ
儀
式
が
進
行
し
て
い
く
な
か
で
の
問
題
点
を
あ
げ
て
み
ょ

う
。
聖
歌
は
本
来
な
ら
ば
生
徒
も
斉
唱
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
る
が
、
会
場

で
は
何
故
か
、
生
徒
は
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
、
聖
歌
も
歌
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
生
徒

を
誘
導
し
会
場
に
列
席
し
た
教
師
も
、
生
徒
の
行
動
を
監
視
す
る
ば
か
り
で
、
と
も

に
聖
歌
を
歌
う
教
師
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
全
員
で
歌
う
と
云
う
習
慣
が
つ
い
て
い

な
い
し
、
一
部
の
生
徒
が
歌
お
う
と
思
っ
て
も
、
と
う
て
い
歌
え
る
雰
囲
気
で
な
い

の
で
あ
る
。
宗
教
学
校
に
お
け
る
宗
教
行
事
は
出
席
だ
け
で
な
く
全
員
参
加
実
践
が

の
ぞ
ま
れ
る
。
聖
歌
や
礼
拝
や
合
掌
と
い
う
宗
教
作
法
は
高
学
年
の
生
徒
や
教
師
全

員
が
手
本
と
な
る
か
た
ち
で
生
徒
の
前
で
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。
教
師
が
生
徒
の
手
本
と
な
ら
ず
し
て
誰
が
手
本
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

　

ま
た
、
畳
の
会
場
で
あ
る
か
、
い
す
式
の
会
場
で
あ
る
か
に
よ
り
威
儀
作
法
（
マ

ナ
ー
）
は
異
な
る
が
、
聖
歌
を
歌
う
場
合
は
起
立
が
常
識
で
あ
る
。
ま
し
て
、
浄
土

宗
の
宗
歌
や
校
歌
を
斉
唱
す
る
場
合
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
マ
ナ
ー
は
家

庭
で
も
学
校
で
も
指
導
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
マ
ナ
ー
は
日
本
の
初
等
教

育
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
日
新
聞
主
催
の
夏
の
高
校
野
球
で
す
ら
、
メ
イ

ン
ポ
ー
ル
の
国
旗
に
起
立
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

が
出
る
ま
で
反
則
を
し
て
も
い
い
し
、
わ
ざ
と
敵
の
ゴ
ー
ル
の
前
で
倒
れ
る
サ
ッ
カ

ー
の
国
際
試
合
で
も
、
起
立
し
て
国
歌
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

さ
て
、
司
会
者
は
式
を
進
行
す
る
う
え
で
重
要
な
役
目
を
は
た
す
。
上
に
記
し
た
、

起
立
や
黙
想
の
よ
う
な
作
法
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
、
聖
歌
へ
の
誘
導
を
ス
ム
ー
ズ

に
お
こ
な
う
こ
と
、
そ
の
伝
達
と
誘
導
は
宗
教
儀
礼
の
聖
的
な
雰
囲
気
を
つ
く
る
大

切
な
役
目
で
あ
る
。
司
会
者
に
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
役
目
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「
聖
句
の
朗
読
」
で
あ
る
。
聖
句
は
『
仏
教
聖
歌
』
に
付
さ
れ
て
い
る
「
聖
句
集
」

か
ら
選
ば
れ
朗
読
さ
れ
る
。
48
首
の
聖
句
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
23
首

に
だ
け
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
。
無
量
寿
経
か
ら
１
首
、
初
期
仏
教
経
典
偈
が
４
種
、

法
然
上
人
の
言
葉
が
11
首
、
法
然
上
人
の
父
上
の
言
葉
１
首
、
道
元
禅
師
１
首
、
向

阿
上
人
１
首
、
な
ぜ
か
、
椎
尾
弁
匡
師
が
１
首
、
山
崎
弁
栄
師
が
３
首
も
お
さ
め
て

あ
る
。
そ
の
外
、
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
初
期
仏
教
パ
ー
リ
ー
偈
文
の
和
訳

が
無
秩
序
に
25
首
な
ら
ん
で
い
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
択
取
捨
さ
れ
た
の
か
解

ら
な
い
聖
句
集
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
、
司
会
者
が
聖
句
を
選
ん
で
読
み
上
げ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
十
年
間
で
計
48
首
の
な
か
の
５
首
が
ひ
た
す
ら
繰
り
返
さ
れ
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
特
に
あ
る
２
首
が
ひ
た
す
ら
く
り
か
え
さ
れ
て
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佛　

敎　

文　

化　

硏　

究

き
た
の
に
は
驚
い
て
い
る
。 

そ
の
１
首
を
と
り
あ
げ
る
。

　

聖
句
朗
読
「
た
と
え
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
師
に
つ
き
学
ぶ
と
も
、

　
　
　
　
　
　

心
亡
き
人
は
、
ま
こ
と
を
知
る
こ
と
あ
た
わ
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
ン
マ
パ
ダ
）

理
由
は
色
々
あ
る
で
あ
ろ
う
が
憶
測
に
な
る
の
で
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。
た
だ
、
望

む
こ
と
は
、
宗
教
行
事
の
朗
読
ら
し
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
よ
う
に
朗
読
せ
よ
と
は
言
わ
な
い
が
、
あ
つ
い
信
仰
に
貫
か
れ
た
朗
読
は
、

式
の
あ
り
方
を
決
め
る
大
き
な
要
素
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
宗
教
行
事
と
し

て
の
威
厳
に
満
ち
た
声
と
振
る
舞
い
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
生
徒
に
非
日
常
と
し
て
の

聖
日
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

　
「
音
楽
法
要
」
と
名
が
つ
く
が
、
最
も
大
切
な
事
項
は
、
学
校
長
に
よ
る
「
法
然

上
人
讃
仰
文
」
の
唱
導
と
「
法
話
」
で
あ
る
。
前
記
に
礼
拝
の
対
象
を
阿
弥
陀
仏
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
べ
た
が
、
阿
弥
陀
仏
の
み
前
で
法
然
上
人
を
讃
仰
す
る

こ
と
に
何
の
矛
盾
も
な
い
。「
法
話
」
は
学
校
長
の
独
擅
場
で
あ
る
。「
法
話
」
は
生

徒
だ
け
で
な
く
教
師
に
も
学
校
長
の
情
熱
と
思
い
を
伝
え
る
貴
重
な
行
事
と
云
え
る
。

三
代
の
学
校
長
の
法
話
を
聞
い
て
き
た
が
、
そ
の
責
務
の
重
さ
に
は
頭
が
下
が
る
。 

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
最
後
は
、
聖
歌
「
法
然
上
人
讃
歌
」
で
し
め
く
く
ら
れ

る
。 

 「
受
け
が
た
い
人
の
身
を
み
な
受
け
て

往
生
の
願
い
は
ひ
と
つ

ね
も
ご
ろ
に
教
え
た
ま
い
し

上
人
の
出
で
入
る
息
に
あ
わ
せ
て

と
な
え
ま
せ　

南
無
阿
弥
陀
仏
」

　

 

　

音
楽
法
要
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
、
聴
衆
に
感
銘
を
あ
た
え

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
催
者
は
最
上
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
を
常

に
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
最
上
と
は
何
か
を
判
断
す
る
の
は
、
宗
教
的

信
仰
と
教
養
、
音
楽
的
教
養
（
儀
式
を
荘
厳
す
る
力
）
を
も
つ
教
師
（
善
知
識
）
な

の
で
あ
る
。 

　

宗
教
行
事
は
そ
れ
が
真
摯
で
威
厳
に
満
ち
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
生
徒
に
多
く
の
感

銘
を
あ
た
え
る
。
斉
唱
さ
れ
る
聖
歌
を
、
な
に
げ
な
し
に
日
常
歌
い
出
す
生
徒
も
い

る
。
学
校
長
の
「
法
然
上
人
讃
仰
文
」
を
何
度
も
聞
く
こ
と
で
（
年
間
七
回
）
自
然

に
法
然
上
人
の
こ
と
を
記
憶
す
る
生
徒
も
い
る
。 

お
わ
り
に

　

仏
教
教
育
の
成
果
を
挙
げ
る
た
め
の
詳
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
公
表
す
る
学
校
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
大
乗
淑
徳
学
園
）。
学
校
単
位
で
も
優
秀
な
仏
教
の
教
科
書
を

作
成
発
行
し
て
使
用
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
（『
私
た
ち
の
仏
教
』
仙
台
市
の
聖
和

学
園
高
等
学
校
）。
こ
う
し
た
優
秀
な
事
例
は
称
讃
に
価
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
優

秀
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
教
科
書
も
、
指
導
す
る
教
師
の
能
力
の
如
何
に
係
っ
て
い

る
。 

　

浄
土
教
に
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
何
が
法
然
上
人
の
教
え
で
何
が
そ
う
で
な

い
の
か
を
解
る
事
で
あ
る
。
法
然
上
人
を
教
え
る
教
師
が
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を

た
と
え
現
代
語
訳
で
で
も
読
ん
で
い
る
の
か
ど
う
か
、
私
は
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
何
を
礼
拝
す
る
の
か
、
礼
拝
す
る
意
味
、
礼
拝
の
威
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学
校
の
宗
教
教
育
と
教
師

儀
（
別
の
表
現
な
ら
ば
、
何
を
め
ざ
し
て
生
き
る
の
か
、
生
き
る
意
味
、
生
き
る
中

で
の
威
儀
）
を
自
己
自
身
の
こ
と
と
し
て
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
善
知
識
と
し
て
の
教
師
こ
そ
が
生
徒
の
手
本
と
な
り
、
め
ざ
す
べ
き
人

格
形
成
の
一
助
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
宗
教
科
の
教
師
だ
け
で
は
な
い
。
学
校
の

教
師
全
員
が
善
知
識
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
当
然
の
事
を
主
張
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
深
い
信
仰
と
、
深
い
教
養
が
何
よ
り
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏

教
教
育
と
わ
ざ
わ
ざ
名
告
ら
な
く
と
も
、
仏
教
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
な
の
で
あ

る
。 　
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編
集
後
記

　
「
宗
教
と
教
育
」
を
特
集
と
し
、
教
学
院
研
究
助
成
報
告
を
も
収
め
た
『
佛
教
文
化
研
究
』
第
五
二
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

特
集
テ
ー
マ
で
は
、
宗
門
女
子
中
高
教
育
に
邁
進
さ
れ
た
澤
田
謙
照
先
生
の
長
編
論
文
、
佛
教
大
学
保
健
医
療
技
術
学
部

開
創
の
学
部
長
と
し
て
そ
の
構
想
・
理
念
の
一
端
を
論
じ
ら
れ
た
濱
弘
道
先
生
、
宗
門
男
子
中
高
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の

現
場
で
ご
尽
力
中
の
真
柄
和
人
先
生
の
ご
経
験
豊
富
な
論
稿
、
何
れ
も
重
厚
な
三
論
考
を
戴
き
ま
し
た
。
現
代
と
い
う
時
代

風
潮
の
中
で
本
特
集
の
論
点
が
大
い
な
る
意
味
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
教
学
院
研
究
助
成
報
告
は
、

森
山
清
徹
、
中
御
門
敬
教
両
氏
の
成
果
論
文
で
す
。
研
究
助
成
を
礎
と
し
て
、
両
氏
の
さ
ら
な
る
研
究
の
成
熟
を
期
待
し
ま

す
。
諸
事
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
執
筆
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
に
哀
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浄
土
宗
門
の
学
術
研
究
を
世
に
問
う
本
誌
は
、
先
輩
諸
師
に
よ
っ
て
仏
教
学
・
浄
土
学
を
中
心
と
す
る
研
究
を
吐
露
す
る

こ
と
を
重
ね
て
五
二
号
に
及
び
、
斯
界
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
宗

門
学
徒
の
真
摯
な
研
鑽
の
場
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
浄
土
宗
教
学
院
会
員
諸
賢
の
ご
支
援
を
さ
ら
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｆ
・
Ｊ
）

　　

○
編
集
委
員　

大
南
龍
昇
・
廣
川
堯
敏
・
田
中
典
彦
・
藤
本
淨
彦　
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儀軌を参照して－」（『佛教大学総合研究所紀要』11、2004年）

松崎恵水

・『平安密教の研究』、吉川弘文館、2002年

藤善真澄

・「不空教団の展開」（『鎌田茂雄博士還暦記念論集　中国の仏教と文化』、大蔵出版、1988年）

望月信亨

・『仏教大辞典』3、望月博士仏教大辞典発行所、1936年　

吉田明史（快應）

・「「阿弥陀法」に関する一考察」（『豊山教学大会紀要』35、2007年）

芳村修基

・『インド大乗仏教思想研究　－カマラシーラの思想－』、百華苑、1974年

頼富本宏

・「常用真言・陀羅尼の解説」（「現代密教講座」4、大東出版社、1975年）

・『中国密教』（「大乗仏教」〈中国・日本篇〉8）、中央公論社、1988年

・『密教仏の研究』、法蔵館、1990年

・「興教大師の尊格信仰」（『興教大師八百五十年御遠忌記念論集　興教大師覚鑁研究』、春秋社、1992

年）

Atuuji ASHIKAGA

・SUKHĀVATĪVYŪHA, Kyoto, 1965
Bunyu NANJIO

・The Lan4kāvatāra Sūtra, Kyoto, 1923
Cecil BENDALL

・Śiks
4

āsamuccaya, 1897-1902（＊再版、名著普及会 1977）
Giuseppe TUCCI

・Minor Buddhist Texts, PartⅠ＆Ⅱ, Kyoto, 1978
Michael HAHN

・Nāgārjuna’s Ratnāvalī, Bonn, 1982
Paul M. HARRISON

・The Tibetan Text of the Pratyutpanna-Buddha-Sam
4

mukhāvasthita-Samādhi-Sūtra, Tokyo, 1978
Shindo SHIRAISHI

・BHADRACARĪ ein Sanskrittext des heiligen Jiun. Abdruck im Jahre 1783（『山梨大学学芸学部研
究報告』13、1962年、＊再出『白石真道仏教学論文集』京美出版社）

　（付記　本稿執筆にあたり本庄良文氏、野口圭也氏、藤仲孝司氏には拙訳の多くの誤りを御指摘、御教示頂い
た。また大塚伸夫氏、赤塚祐道氏にも御助言を頂いた。諸氏に対してここに深く感謝致します。本稿は平成

十七年度・十八年度の浄土宗教学院助成研究における研究成果の一部である）
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酒井真典

・『大日経広釈全訳』（「酒井真典著作集」2）、法蔵館、1987年

・「菩提心離相論考」（『仏教思想論集』Ⅰ（『成田山仏教研究所紀要』11）、1988年）　

佐藤正伸

・「浄三業について」（『高野山大学密教文化研究所紀要』10、1997年）

種智院大学密教学会編

・『梵字大鑑』、名著普及会、1983年

高田仁覚

・『インド・チベット真言密教の研究』、密教学術振興会、1978年

田上太秀

・『菩提心の研究』、東京書籍、1990年

武田和昭

・「香川・開法寺の板彫阿弥陀曼荼羅について」（『仏教芸術』237、1998年）

ツルティム・ケサン、藤仲孝司

・『悟りへの階梯』、UNIO、2005年

・『解脱の宝飾』、UNIO、2007年　

栂尾祥雲

・『秘密事相の研究』（「栂尾祥雲全集」Ⅱ）、密教文化研究所、1982年　

苫米地誠一

・「紅頗梨色阿弥陀像をめぐって②　－次第と儀軌を中心に－」（『大正大学綜合仏教研究所年報』17、

1995年）

中御門敬教

・「〈阿弥陀鼓音声陀羅尼経〉の研究　－阿弥陀仏信仰の密教への展開－」（『佛教大学総合研究所紀要

別冊　浄土教典籍の研究』、2006年）

・a「楞厳院僧源信の華厳浄土義『普賢講作法』　－『往生要集』との接点－」（『浄土宗学研究』33、

2007年）

・b「『無量寿如来観行供養儀軌』の研究　─中国における阿弥陀仏信仰の密教的展開─」（『印度学仏

教学研究』56-1、2007年）　

八田幸雄

・『現代語訳　真言秘密行法』、東方出版、2007年

藤田宏達

・『梵文和訳　無量寿経・阿弥陀経』、法蔵館、1975年

・『阿弥陀経講究』、東本願寺、2001年

・『浄土三部経の研究』、岩波書店、2007年

藤仲孝司

・「カルマ・チャクメーの阿弥陀仏信仰と選択　─『山法・独居修行の教誡』より第42章「国土の選択・

財産を受けとる船主」試訳─」（『佛教大学総合研究所紀要別冊　浄土教典籍の研究』、2006年）

藤仲孝司、中御門敬教

・「チベットにおける阿弥陀仏信仰の形態　－阿弥陀仏に関するダライラマ七世の信仰と実践－」（『佛

教大学総合研究所紀要』10、2003年）

・「阿弥陀仏に関するジターリの信仰と実践　－「鼓音声ダラニ」「宗要経」からの流れ・ダツェパの
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D.東北No.679, Ba.223a1-5. D.東北No.851, E.64a3-7、P.大谷No.286, Ba.2a8-b6. P.大谷No.476, 

'A.62b2-8）や、蔵訳『無量光随念』（cf. D.東北No.678, rGyud 'bum, Ba.222b6-223a1. D.東北No.867, 

gZungs 'dus, E.88b4-b6、P.大谷No.154, rGyud, Na.29a7-b2.P.大谷No.492, rGyud, 'A.86a8-b2）にも

見られる。現代語訳は以下の通りである。

　 ・『聖なる無量功徳の讃嘆』

　 　「インド語で、Āryāparimitagun
4

ānuśānsa-nāma-dhāran
4

ī。チベット語で、'Phags pa Yon tan 
bsngags pa dpag tu med pa zhes bya ba'i gzungs。三宝に敬礼する。（以下、ダラニにつき中略）
このダラニの儀軌はこうである。一回誦えることで、十万劫にわたって積んだ業障が浄まる。日

中ごとに三時に読誦すれば、あらゆる障碍が浄まる。千仏が生み出した善根を得るであろう。

二十一回読誦すれば、四つの堕罪が浄まる。十万回読誦すれば、聖者弥勒を目にする。二十万回

読誦すれば、聖者観自在を目にする。三十万回読誦すれば、無量光如来を目にする。他の利得も

無量のものがあるが、要約して示した。『聖なる無量功徳の讃嘆』というダラニが終わった」

　 ・『無量光随念』

　 　「世尊・無量光・如来・応供・正等覚者に敬礼する。（以下、ダラニにつき中略）このダラニの

功徳は、百千劫にわたって積んだ業障も、三回読誦すれば、それらが尽きると知るべきである。

二十一回読誦すれば、四つの根本堕罪（殺、盗、淫、妄語）も罪が浄化する。千仏に善根を作る

ことともなる。『無量光随念』が終わった」（cf.赤松［1990］p.197）

主な参考文献（五十音順）

赤松孝章

・「アミダ仏に言及する敦煌チベット文資料概観」（『印度哲学仏教学』5、1990年）

池田澄達

・「梵本アパリミターユル陀羅尼経の校合」（『宗教研究』1-3、1916年）

上田霊城

・「阿弥陀法」（『真言密教事相概説　－諸尊法・灌頂部－』上、同朋舎出版、1989年）　

氏家覚勝

・『陀羅尼思想の研究』、東方出版、1987年

大谷旭雄

・「永観作『三時念仏観門式』について」（『法然浄土教とその周縁』乾、山喜房仏書林、2007年）

香川孝雄

・『無量寿経の諸本対照研究』、永田文昌堂、1984年

五島清隆

・The Tibetan Text of the Second Bhāvanākrama, Kyoto, 1983
北村太道

・「チベット文和訳大日経略釈』、文政堂、1980年

・「密教における誓願」（日本仏教学会編『仏教における誓願』、平楽寺書店、1995年）

北村太道、ツルティム・ケサン

・「ツォンカパ著『秘密道次第大論』試訳（８）」（『善通寺教学振興会紀要』、2002年）」

齊藤隆信

・「発願文小考」（『浄土宗学研究』25、1999年）
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53, No.431, p.68a-b）

　 　「上品上生」往生の原拠については注７を参照のこと。

（88）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.31b）

（89）「千」を「旋」と理解した。

（90）cf.『梵字大鑑』念誦旋転pp.738-739　Om
4

 vajra-guhya-jāpa-samaye hūm
4

（オーン。金剛のごと

き秘密念誦を象徴するものよ。フーン）

（91）「陀羅尼門」とは「聞持陀羅尼」である。無量寿仏と陀羅尼を関係付ける点は、〈鼓音声ダラニ経〉

と同一方向にある（cf.氏家［1987］pp.54-64、中御門［2006］）。

（92）源信著述の『普賢講作法』に引用されている（cf.中御門［2007a］p.63）。

（93）菩提心を説く句として有名なものである。〈大日経〉から〈秘密集会〉にまで現れ解釈されてい

る（cf.酒井［1988］、田上［1990］等）。インドやチベットでは学説綱要書の素材となった箇所で

ある。

　 　［梵］「（bodhi-cittam）sarva-bhava-vigatam
4

：skandha-dhātv-āyatana-grāhya-grāhaka-varjitam
4

. 

dharma-nairātmya-samatāyāh
4

 a sva-cittam ādy-anutpannam
4

 śūnyam iti svabhāvam.」（cf.酒井
［1988］pp.91-92）　［蔵］音写のみ。上記［梵］は酒井氏による蔵訳音写からの還梵である。

　 　［漢］善無畏、一行訳『大毘盧遮那成仏神変加持経』「供養次第法中真言行学処品第一」（cf.T18, 

No.848, p.46b23-25）「菩提心離一切物。謂蘊界処能執所執捨故、法無有我、自心平等、本来不生、

如大空自性」

（94）如観経所説＝広如無量寿経所説三本甲乙丙、宋元明甲乙丙六本倶作本文

　 　フリーヒ字から無量の光明が放射され、その光明の一々に極楽世界が成就し、その一々の極楽

世界で無量寿仏が眷属に囲繞されているこの様子を、高麗蔵は「如観経所説」、三本甲乙丙は「広

如無量寿経所説」とする。しかし両経にはこれに対応する記述はない。ただし、畺良耶舎訳『観
無量寿経』（cf.T12, No.365, pp.343b21-23）「彼仏円光如百億三千大千世界於円光中有百億那由他恒

河沙化仏、一一化仏亦有衆多無数化菩薩」などを承けた可能性は指摘できる。

（95）唯＝惟三本丙

（96）「三摩耶」の訳語としての「本誓」と思われる（cf.北村［2003］p.24. 「越三摩耶の怖れとは、往

昔に誓願したその三摩耶（誓い）に背く恐怖である」）。他には望月［1933］pp.1679-1681、北村

［1995］等を参照のこと。

（97）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.31c）「 第五行法事　堂外作善。○無量

軌云。随意経行。常読誦無量寿経。云 （考. 云 真作文）」

（98）上慢＝増上三本甲乙丙

（99）cf.武田［1998］p.84a

（100）cf. 『梵字大鑑』世自在王如来〔阿弥陀如来〕pp.577-578　Om
4

 lokeśvara-rāja hrīh
4

（オーン。世

自在王尊よ。フリーヒ）

（101）cf.『梵字大鑑』阿弥陀如来pp.585-586　Om
4

 amr
4

ta-teje hara hūm
4

（オーン。甘露の威光ある尊よ。

運載したまえ。フーン）

　 　『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.『日仏全』58, No.432, p.31b）「 第五行法事　本尊小呪」、『覚禅

鈔』「阿弥陀法」（cf.『大日全』53, No.431, p.68b）「○小呪」の項目にもこの真言は載せられる。

（102）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.33c）、『覚禅鈔』「阿弥陀法」（『日仏全』

53, No.431、pp.87c-88a）

　 　真言の僅かな読誦により無量の功徳が生じるこの立場は、蔵訳『聖なる無量功徳の讃嘆』（cf.
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（83）cf.『覚禅鈔』「阿弥陀法」（『日仏全』53, No.431, p.68a）

（84）cf.『梵字大鑑』阿弥陀如来根本陀羅尼pp.520-522

　 　Namo ratna-trayāya, namah
4

 āryāmitābhāya tathāgatāyārhate samyaksam
4

buddhāya. Tad 

yathā, Om
4

 amr
4

te amr
4

todbhave amr
4

ta-sam
4

bhave amr
4

ta-garbhe amr
4

ta-siddhe amr
4

ta-teje amr
4

ta-

vikrānte amr
4

ta-vikrānta-gāmine amr
4

ta-gagana-kīrti-kare amr
4

ta-dundubhi-svare sarvārtha-

sādhane sarva-karma-kleśa-ks
4

ayam
4

-kare svāhā

　 　（三宝に帰命したてまつる。阿羅漢・正等覚者たる聖なる無量光如来に帰命したてまつる。すな

わち、オーン。甘露よ。甘露より生じたものよ。甘露より発生したものよ。甘露をその胎とする

ものよ。甘露［不死］を成就したものよ。甘露の威光をもつものよ。甘露の（不死にして）勇猛

なるものよ。甘露の（不死にして）勇猛なることを行ずるものよ。甘露の虚空のごとき名声をな

す者よ。甘露の鼓音をとどろかせるものよ。一切の目的を成就するものよ。一切の行為［業］と

煩悩を滅するものよ。スヴァーハー）

　 　このように無死乃至甘露と関係付けられた陀羅尼には、〈鼓音声陀羅尼経〉所説のものも知られ

ている（cf.頼富［1990］pp.53-54、中御門［2006］pp.41-44）。また『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.

『日仏全』58, No.432, pp.29c-30a）「 第五行法事　次根本印明」の項目には「○智泉記云。想観自

在菩薩成無量寿如来」と説き、直後にこの真言が載る。末尾には「出無量軌」と説かれる。『阿娑

縛抄』における観自在菩薩と阿弥陀仏に因んだここまでの次第は、「次入三摩地、即出定、次観自

在菩薩印明、次根本印」である。この直後に阿弥陀観音同体説が紹介される。観音菩薩と阿弥陀

仏は同体であり、因位が観音菩薩、果位が阿弥陀仏とされる。次いで『無量寿軌』に依っても、

金剛薩埵が大日如来になる如く、観自在菩薩の三摩地に入ってから阿弥陀如来を成就することが

説かれる。一方、東密の『覚禅鈔』「阿弥陀法」（cf.『日仏全』53, No.431, p.68a-b）にもこの真言

が掲載される。接続する『大原抄』を出典にして、頻出する「アムリタ」の解釈についても示さ

れる。この『覚禅鈔』においても阿弥陀仏と観自在如来ないし観自在菩薩の関係について議論さ

れる。すなわち、『覚禅鈔』「一観自在王如来」には「理趣釈云。観自在王如来。云 （改行）教

王経疏三云。無量寿仏是観自在王（考長無王字）如来。亦名為法。即金剛法」（cf.『日仏全』53, 

No.431, p.64）、「弥陀観音同体事」には「観経云。阿弥陀仏神通如意。於十方国変現自在。或現大

身満虚空中。或現小身丈六八尺。云 （改行）理趣釈云。仏名無量寿。若於浄妙仏（考.高無仏字）

国土現成仏。住雑染五濁世界則為観自在菩薩（文 法花密号大旨同之）」（cf.『日仏全』53, No.431, 

p.66）と載せる。ここの「理趣釈」は不空訳『大楽金剛不空真実三味耶経般若波羅蜜多理趣経』（cf.

T19, No.1003）であり、「教王経疏」は円仁撰『金剛頂大教王経疏』（cf.T61, No.2223）と考えられる。

〈無量寿経〉に依ると阿弥陀仏の因位は法蔵菩薩であるが、それを観自在菩薩に置換する試みは、

こうした密教経典注釈段階での議論と思われる（cf.頼富［1990］p.563, pp.197-198等）。

（85）「還得戒品清浄」とある。

（86）臨終時に阿弥陀仏並びに眷属の来迎を受け、極楽往生する記述は、〈無量寿経〉〈阿弥陀経〉に

出ている。対応箇所は以下の通りである。

　 　a［梵］cf.Ashikaga［1965］p.42　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.288　［漢］cf.伝支謙訳（T12, 

No.362, p.310a4-6）、伝支讖訳（T12, No.361, p.291c24-25）、伝康僧鎧訳（T12, No.360, p.272b18-19）、

流志訳（T11, No.310-5, p.97c28-29）、宋法賢訳（T12, No.363, p.323b15-16）

　 　b［梵］cf.藤田［2001］p.83　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.348　［漢］cf.羅什訳（T12, No.366, p.347b13-14）、

玄奘訳（T12, No.367, p.350a10-13）

（87）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.33b）、『覚禅鈔』「阿弥陀法」（『日仏全』
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（74）ここには止観の行が説かれるが、そのうち三種（無量寿如来、彼の眷属、極楽世界）の観察は

『無量寿経優波提舎願生偈』の所説に対応が見られる。

　 　cf.婆薮槃豆菩薩造、流支訳（T26, No.1524, p.231b10-23）

（75）『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.『日仏全』58, No.432, p.29b）「 第五行法事　次讃」の項目には

「無量寿軌」を出典とした同讃を載せる。『覚禅鈔』「阿弥陀法」（cf.『日仏全』53, No.431, pp.70c-

71a）にも同讃が載る。そこでは「○次本尊讃　在梵本無量寿軌並梵大金剛軌奥」と割注されるが、

その出典は確認されていない。しかし藤田［2007］pp.525-526においては、梵本〈無量寿経〉冒頭

の帰敬偈に相当することが指摘されている（梵文との正確な対応については野口圭也氏に御教示

頂いた）。すなわち以下の通りである。

　 　namo 'mitābhāya namo 'mitāyuśe / namo namo 'cintyagun
4

ākarātmane / /

　 　namo 'mitābhāya jināya te mune / sukhāvatīm
4

 yāmi tavānukampayā / /

　 　Sukhāvatīm
4

 kanakavicitrakānanām
4

 / manoramām
4

 sugatasutair alam
4

kr
4

tām
4

 / /

　 　tathāśrayām
4

 prathitayaśasya dhīmatah
4

 / prayāmi tām 
4  

bahugun
4

aratnasam
4

cayām / /

　 　（アミターバに帰命する。アミターユスに帰命する。不可思議な功徳の鉱脈をそなえた者にかさ

ねて帰命する。牟尼よ、勝者アミターバであるおんみに帰命する。おんみの憐愍によって、わた

くしは極楽に行く。金色の光彩をもつ園林があり、心よろこばしく、善逝の子たちによって飾ら

れた極楽に、名声あまねく智慮あるおんみの依止されるところ、多くの功徳の宝石の積み集めら

れた、かの［極楽］に、［わたくしは］行く（藤田訳））

　 　ただしこの偈頌は蔵訳や漢訳諸本にはなく、元来独立に流布していたものが組み込まれたとさ

れる。『無量寿軌』以外にも失訳『蓮華部心念誦儀軌』（cf.T18, No.875, p.326b）に見られることも

指摘されている。

（76）cf. 注50

（77）『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.『日仏全』58, No.432, p.29c）「 第五行法事　次入三摩地」の項

目に「無量軌云　観自在菩薩三摩地」と割注される。これを承けてその直後に『無量寿軌』から

の引用が行われる。

（78）cf.不空訳『十一面観自在菩薩心密言念誦儀軌経』（T20, No.1069, p.143b24-c5）

（79）蓮華部の三味耶は「自性清浄」を知った後で、それを目的とするものとされる（cf.高田［1978］

pp.535-536）。また蓮華部の正尊を説く〈宗要経〉所説の陀羅尼も「清浄」に言及している（cf.池

田［1916］、高田［1979］pp.213-214）。

（80）cf.『覚禅鈔』「阿弥陀法」（『日仏全』53, No.431, pp.65c-66a）「 曼陀羅事　観自在菩薩三摩地○

於蓮花台上有観自在菩薩。相好分明。左手持蓮花。右手作開花葉勢。○於八葉上。各有如来。入

定結跏趺坐。面向観自在菩薩。円光。身金色。文」

　 　ここの「八如来」について『覚禅鈔』「阿弥陀法」（cf.『大日全』53, No.431, p.66a）は、「無量寿

軌意。先入観自在三摩地。而後成弥陀。如後心金剛薩埵成大日。八葉如来者即弥陀。因位果傍因

正也。故以果仏安傍」と載せる。

（81）cf.『瑜伽集要焔口施食儀』（T21, No.1320, p476b11-c5）

（82）cf. 『梵字大鑑』千手観音 pp.605-606　Om
4

 vajra-dharma hrīh
4

（オーム。金剛法尊よ。フリーヒ）

　 　『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.『日仏全』58, No.432, p.29c）「 第五行法事　次観自在菩薩印明」

の項目にこの真言が載り、「無量軌云由結印及真言。即自身同観自在菩薩」と割注される。『覚禅

鈔』「阿弥陀法」（cf.『大日全』53, No.431, p.66b）の「 五尊曼陀羅事」にも、この真言が載り、「実

相不壊故喩金剛実相。離言説故為妙。故法菩薩真言妙法蓮花肝心也。文」と説かれる。
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たまえ。スヴァーハー）

（59）cf.『梵字大鑑』奉請（召請・迎請）pp.714-715.蓮華部本尊召請呪　Om
4

 ārolik ehy ehi svāhā（オー

ン。汚れなきものよ、来たれ。来たれ。スヴァーハー）

（60）蓮華部の憤怒形の明王に分類される。関係する陀羅尼真言は阿地瞿多訳『陀羅尼集経』第六（cf.

T18, No.901, p.833ff.）に整理されている。憤怒明王の真言については、インドにおけるジターリ流

阿弥陀仏成就法においても説かれている（cf.藤仲、中御門［2004］p.66）。なお〈大日経広釈〉は

馬頭について以下の注釈を行う（cf.酒井［1987］）。

「馬頭と称せらるるものをとは、法に遍入する智が速やかにして早きこと馬の如きと有情の利を

なすことに速疾なること馬と等しき故に馬頭と名づくるなり」

（61）『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.29b）「 第五行法事　次辟除従魔」の項目

に「無量軌。用馬頭。蓮華部明王故用之。云 」と割注される。

（62）cf.『梵字大鑑』辟除結界pp.715-716（馬頭観音pp.608-609）　Om
4

 amr
4

todbhava hūm
4

 phat
4

 svāhā（オー

ン。甘露より生じたものよ。フーム。パット。スヴァーハー）

（63）cf.『梵字大鑑』金剛網（虚空網）pp.716-717　Om
4

 visphurād raks
4

a vajra-pañjara hūm
4

 phat
4

（オー

ン。拡げ張ることによって、守りたまえ。金剛網よ。フーン。パット）

（64）天子魔の帰属する天。

（65）cf.『梵字大鑑』金剛炎（火院・無等火）p.717　Om
4

 asamāgni hūm
4

 phat
4

（オーン。比べること

なき火よ。フーン。パット）

（66）cf.『梵字大鑑』閼伽p.718　Namah
4

 samanta-buddhānām
4

 gagana-samāsama svāhā（あまねき諸

仏に帰命したてまつる。虚空に等しきものよ。比べなきものよ。スヴァーハー）

（67）恐らく三無量劫の修行のうち、信解行地で一劫、十地で一劫、如来地で一劫という理解であろう。

なおここで説かれる地の立て方については〈大日経〉、〈修習次第〉Ⅰ等を参照のこと（cf.善無畏

『大毘盧遮那成仏神変加持経』（T18, No.848, p.3bff.）、北村［1980］p.25、G.Tucci［1978］p.533ff、

芳村［1974］p.362、ツルティム・藤仲［2007］p.364）。また六波羅蜜に方便、願、力、智を加え

た十波羅蜜を初地から第十地までの各地に配当するものとしては〈十地経〉があり、十地と十波

羅蜜の関係については〈大日経〉注釈を参考のこと（cf.北村［1980］pp.23-25、酒井［1987］

pp.57-58）。

（68）例えば〈入中論〉は中観派の伝統にのっとり、六波羅蜜に方便、願、力、智を加えた十波羅蜜

を初地から第十地までの各地に配当する。

（69）cf.酒井［1987］p.364

（70）cf.『梵字大鑑』蓮華座（花座）pp.718-719　Om
4

 kamala svāhā（オーン。蓮華よ。スヴァーハー）

（71）cf.『梵字大鑑』普供養pp.719-720　Om
4

 amogha-pūjā-man
4

i-padma-vajre tathāgata-vilokite samantam
4

 

prasara hūm
4

（（オーン。）実り多き供養たる摩尼宝珠と蓮華と金剛よ。如来によって照見されしも

のよ。あまねく流出されたまえ。フーン）

（72）雲に例えられるここの広大な供養は般若訳『大方広仏華厳経』（cf.T10, No.293、pp.844c24-

845a2）、その他〈十地経〉〈悲華経〉の用例が知られる。

（73）ここに説かれる極楽往生後の利他的救済行は、般若訳『大方広仏華厳経』巻四十、あるいは〈行

願讃〉に出ている。対応箇所は以下の通りである。

　 　a［漢］cf.般若訳（T10, No.293, p.846c8-29）

　 　b［梵］cf.Shiraishi［1962］p.5, vs.57-60　［蔵］cf.D. 東北No.44, A.361b7-362a3, vs.57-60　［漢］

不空訳（T10, No.297, p.881b5-12, vs.57-60）、般若訳（T10, No.293, p.848a9-16, vs.48-51）
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僧鎧訳（T12, No.360, p.268b18-20, Vow.24）、流志訳（T11, No.310-5, p.94a14-16, Vow.24）

（50）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, pp.28c-29a）、『覚禅鈔』「阿弥陀法」（『日

仏全』53, No.431, pp.67c）

　 　無量寿如来の光明に触れると罪障が消滅し身心の安楽を得る記述は、〈無量寿経〉に見られる。

対応箇所は以下の通りである。

　 　a［梵］cf.Ashikaga［1965］pp.17-18, Vow.33　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.248, Vow.33　［漢］

cf.伝康僧鎧訳（T12, No.360, p.268c15-17, Vow.33）、流志訳（T11, No.310-5, p.94b8-10, Vow.33）

　 　b［梵］cf.Ashikaga［1965］p.22, Vow.5　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.254, Vow.5　［漢］cf.伝康僧

鎧訳（T12, No.360, p.269b17-18, Vow.5）、流志訳（T11, No.310-5, p.95a8-9, Vow.5）

　 　c［梵］cf.Ashikaga［1965］pp.27-28　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.264ff.　［漢］cf.伝康僧鎧訳（T12, 

No.360, p.270b3-6）、流志訳（T11, No.310-5, p.95c27-29）

（51）cf.『梵字大鑑』道場観（浄土変）pp.728-729　Om
4

 bhūh
4

 kham
4

（オーン。大地よ。ケン（虚空の

種子））

（52）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.28b）

　 　ここに説かれる極楽世界の荘厳相は〈無量寿経〉と〈阿弥陀経〉に見られる。すなわち以下の

通りである。

　 ＊「七宝為地」について

　 　［漢］cf.伝支謙訳（T12, No.362, p.303b19-22）、伝支讖訳（T12, No.361, p.283a2-5）、伝康僧鎧訳

（T12, No.360, p.270a7-9）

　 ＊「水鳥樹林皆演法音」について

　 ◎水鳥について

　 　a［梵］cf.Ashikaga［1965］p.30、35　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.270、279

　 　b［梵］cf.藤田［2001］p.81　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.346　［漢］羅什訳（T12, No.366, p.347a19-20）、

玄奘訳（T12, No.367, p.349b11-13）

　 ◎樹林について

　 　［梵］cf.藤田［2001］p.81　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.346　［漢］羅什訳（T12, No.366, p.347a21-22）、

玄奘訳（T12, No.367, p.349b16-18）

（53）所謂三力偈の応用である。善無畏、一行訳『大毘盧遮那成仏神変加持経』「世間成就品第五」

（T18, No.848, p.19a2-3）所出の「以我功徳力　如来加持力　及与法界力　周遍衆生界」から第三句

までを採り、第四句「周遍衆生界」を「願成安楽刹」に置換したものである。

（54）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.33a）

　 　齊藤［1999］は「発願文」の素地、成立、展開について敦煌仏教文献をも視座に入れた詳論で

ある。ここの『無量寿軌』の記述は不空の年代が善導以後であるから、善導を始めとする従来の

発願文を承けた可能性が高い。

（55）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.28b）

（56）cf.『梵字大鑑』送車輅（宝車輅）pp.712-713　Om
4

 turu turu hūm
4

（オーン。トゥル、トゥル（も

しくは運行したまえ。運行したまえ。）フーン）

（57）『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.29b）「 第五行法事　次宝車輅」の項目に「無

量軌　想送極楽世界。云 」と割注される。

（58）cf.『梵字大鑑』請車輅pp.713-714　Namas tryadhvikānām
4

 tathāgatānām
4

, om
4

 vajrān4giny ākars
4

aya 

svāhā（三世に住する諸如来に帰命したてまつる。オーン。金剛の支分を有するものよ。引き寄せ
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（33）無量寿如来の三十二相八十種好を観察することは〈般舟三昧経〉に出ている。対応箇所は以下

の通りである。

　 　［蔵］cf.Harrison［1978］pp.31　［漢］cf.支讖訳（T13, No.418, p.905b14-15）、支讖訳（T13, 

No.417, p.899b2）、失訳（T13, No.419, p.922b15-16）、闍那崛多訳（T13, No.416, p.876b7-11）

（34）cf.『梵字大鑑』仏部三昧耶pp.707-708　Om
4

 tathāgatodbhavāya svāhā（オーン。如来より生じ

たもの［仏部諸尊］に帰命したてまつる。スヴァーハー）

（35）捻＝著三本甲乙丙

（36）cf.『梵字大鑑』蓮華部三昧耶p.708　Om
4

 padmodbhavāya svāhā（オーン。蓮華より生じたもの［蓮

華部諸尊］に帰命したてまつる。スヴァーハー）

（37）通常、金剛部には金剛手菩薩が配置される（cf. 頼富［1990］p.98）。ここで「金剛蔵菩薩」が配

置されるのは、冒頭の対告衆が「金剛手菩薩」であるため変則的となったのか、あるいは誤表記

のためかも知れない。あるいは密教史において仏部、蓮華部、金剛部の三部構造へ発展する前段

階として金剛蔵菩薩が現れることから、その名残を留めた箇所かも知れない（cf.頼富［1990］p.82, 

116）

（38）cf.『梵字大鑑』金剛部三昧耶pp.708-709　Om
4

 vajrodbhavāya svāhā（オーン。金剛より生じた

もの［金剛部諸尊］に帰命したてまつる。スヴァーハー）

（39）大慈が大いなる守護となること、仏も慈三昧により魔を降伏したことは、〈ラトナーヴァリー〉

等を参照のこと（cf.Hahn［1982］p.88（Cp.3.V.84）, ツルティム、藤仲［2007］pp.144-145）。また

流志訳『大宝積経』「被甲荘厳会」（cf.T11, No.310-6）等の用例も存在する。

（40）cf.『梵字大鑑』被甲護身pp.709-710　Om
4

 vajrāgni-pradīptāya svāhā（オーン。金剛火の輝ける

ものに（帰命したてまつる）。スヴァーハー）

（41）下方＝地界 三本甲乙丙

（42）cf.『梵字大鑑』金剛橛（地結）pp.710-711　Om
4

 kīli kīli vajra vajri bhūr bandha bandha hūm
4

 

phat
4

（オーン。橛を持つものよ。橛を持つもののよ。金剛よ。金剛の性ある大地よ。縛りたまえ。

縛りたまえ。フーン。パット）

（43）地界金剛橛印によって杭を打ち込み、金剛牆印によって塀を巡らす。つまり縦横の「つり合い

良く」という意味での「称（かなえる）」と理解した（野口圭也氏による御教示）。

（44）cf.『梵字大鑑』金剛牆（四方結）p.711　Om
4

 sāra sāra vajra-prākāra hūm
4

 phat
4

（オーン。堅固

なるものよ。堅固なるものよ。金剛の牆壁よ。フーン。パット）

（45）「観行」はSkt. yogaに対応する語句の可能性有り。

（46）輔＝附三本乙丙

（47）不空訳『大虚空蔵菩薩念誦法』（cf.T20, No.1146, p.603a）冒頭には「我今依瑜伽金剛頂経。説宝

部虚空蔵菩薩真言教法」と説かれ、中程（T.20, No.1146, p.604a）には「【 誐誐曩三婆嚩嚩日嚩斛】

想従印出生無量種種供養香花灯燭塗香飲食宝幢幡蓋。即於本尊及一切聖衆前。則成就真実広大供

養」と説かれることから、ここの「瑜伽」は「金剛頂経」、出典は不空訳『大虚空蔵菩薩念誦法』

の可能性が高い（cf.不空訳『金剛頂一切如来真実摂大乗現証大教王経』（cf.T18, No.865, p.209c））。

（48）cf.『梵字大鑑』大虚空蔵pp.711-712　Om
4

 gaganasam
4

bhava vajra hoh
4

（オーン。虚空より生じ

たものよ。金剛よ。ホーフ）

（49）極楽世界において供物が自然成就する記述は〈無量寿経〉に出る。対応箇所は以下の通りである。

　 　［梵］cf.Ashikaga［1965］p.15, Vow.23　［蔵］cf.『浄全』［1972］p.244, Vow.23　［漢文］cf.伝康
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　 　［梵］cf.Bendall［1977］p.175　［蔵］cf.D. 東北No.3940, Khi.98b2-4　［漢］cf.伝法称菩薩造、法

護等訳（T32, No.1636, p.109c27-p.110a3）

（14）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.25c）

（15）寿＋（如来）甲乙丙

（16）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.27c）

（17）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.24c）

　 　初夜は午後六時から午後十時、後夜は午前二時から午前六時、日中は午前十時から午後二時。

『無量寿軌』所説の三時行法は、永観作『三時念仏観門式』に影響を与えたとされる（cf.大谷

［2007］pp.179-182　本庄良文氏による御教示）。

（18）盆＝螺三本甲乙丙

（19）及＋（宝）三本甲乙丙

（20）銅＋（器）三本甲乙丙

（21）cf.北村、ツルティム［2002］p.3

（22）［器］－三本甲乙丙

（23）cf.達摩笈多訳『仏説薬師如来本願経』（T14, No.449, p.404a4-7）、玄奘訳『仏説薬師瑠璃光如来本

願功徳経』（T14, No.450, p.407c4-7）

（24）cf.佐藤［1997］

（25）cf.『梵字大鑑』浄三業p.706　Om
4

 svabhāva-śuddhāh
4

 sarva-dharmāh
4

 svabhāva-śuddho 'ham
4

（オー

ン。一切諸法は自性清浄である。我もまた自性清浄である）

（26）cf.金剛智訳『薬師如来観行儀軌法』（T19, No.923, p.23a20-26）、金剛智訳『薬師如来観行儀軌法』

（T19, No.923, p.28c5-8）、不空訳『観自在菩薩如意輪念誦儀軌』（T20, No.1085, p.204a19-22）

（27）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.28a）

　 　なおインド伝来の阿弥陀仏成就法（マチク流、ジターリ流）では阿弥陀仏を極楽世界等の本地

から招いたり、あるいは種字から転変生起させることを基本形とする（cf.藤仲、中御門［2003］

［2004］）。しかしここでは行者自身が極楽世界におり、阿弥陀仏を見仏し敬礼する点が特徴的であ

る。

（28）cf.『梵字大鑑』普礼pp.721-722　Om
4

 sarva-tathāgata-pāda-vandanam
4

 karomi（オーン。我は一

切如来のみ足に頂礼したてまつる）

（29）仏像を前にして行う七支供養については〈修習次第〉（cf.五島［1983］p.27ff.）を参照のこと。

（30）集＋（善根）三本甲乙丙

（31）廻向と往生祈願（作願）を結びつける用例としては、『阿弥陀鼓音声陀羅尼経』や『無量寿経優

波提舎願生偈』がある。すなわち以下の通りである。

　 　cf.婆薮槃豆菩薩造、流支訳『無量寿経優波提舎願生偈』（T26, No.1524, p.231b）、失訳『阿弥陀

鼓音声陀羅尼経』（T12, No.370, p.352c8）

（32）仏（如来）部、蓮華部、金剛部の意味については、高田［1978］pp.481-482を参照こと。『蘇婆

呼童子請問と名づけるタントラの要義註』に基づき、仏（如来）部については「一切法の自性を

如実に知り、昔の諸仏が行ったように［菩提］に達した［部族］という義」、蓮華部については「煩

悩に染汚されない慈眼をもって昼夜六時に、諸の有情を観察している聖観自在の［部族］」、金剛

部については「教説を護持するために、また瞋 する諸［有情］を打破するために、普賢菩薩の

上に六波羅蜜多によって生じた金剛智を加持した後、諸の如来が金剛主として潅頂した［部族］」

と挙げる。
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呼ばれる。

（５）〈修習次第〉には〈維摩経〉等を出典とした智慧と慈悲の双運が説かれる（cf.芳村［1983］

pp.314-315, pp.471-472、五島［1983］pp.65ff.、中御門［2002］）

（６）わずかな善根によっては極楽往生できないとするこの立場は〈阿弥陀経〉に対応箇所がある。

すなわち以下の通りである。

　 　［梵］cf. 藤田［2001］p.82　［蔵］cf. 『浄全』［1972］p.348　［漢］cf.羅什訳（T12, No.366, p.348b9-10）、

玄奘訳（T12, No.367, p.350a4-6）

（７）畺良耶舎訳『観無量寿経』に説かれる九品往生の中で最高の往生の階位。漢訳仏典においては
『観無量寿経』において初めて用いられる。インド起原の仏典においてこの語句は見られない。本

儀軌を始め密教部所収の典籍において使用される例は『観無量寿経』を承けたものと思われる。

対応箇所は以下の通りである。

　 　［漢］cf.畺良耶舎訳（T12, No.365, pp.344c9-345a4）
　 　ちなみに伝不空訳『金剛頂瑜伽中発阿耨多羅三藐三菩提心論』（菩提心論）においても『観無量

寿経』から引用が行われ（cf. 仏心者大慈悲是。以無縁慈、摂諸衆生）、頼富氏によって中国撰述作

の根拠として議論されている（cf.頼富［1988］pp.373-374）。以下の通りである。

　 　「この論の中に『観無量寿経』の十六観の解釈である「定散二善」の思想を導入し、「散善門」

を顕教とするという解釈である。なぜならば、この「定散二善」の思想は、中国の慧遠や善

導によって述べられたものであり、同論に説かれる「散善門」という思想は、中国浄土教よ

り密教へ移入されたものであることがわかる。～（中略）～要するに、『菩提心論』は、不空

以降において撰述されたものであり、作者は、引用等より判断するに、金胎両部に精通した

者で、しかも『観無量寿経』等の中国浄土教に通じた人であったという推論を立てることが

できよう」

　 　『観無量寿経』の例のように、『菩提心論』は引用の面で『無量寿軌』と共通する要素があるこ

とから、不空ないし弟子筋による著述の可能性も指摘できよう。

（８）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（cf.『日仏全』58, No.432, p.33a）

　 　歓喜地を得て極楽往生するこの立場は、〈楞伽経〉における龍樹の極楽往生伝説に対応が見られ

る。不空は『金剛頂経観自在王如来修行法』（T19, No.931）の末尾においても〈楞伽経〉に対して

言及を行っている。対応箇所は以下の通りである。

　 　［梵］cf .Nanjio［1923］p.286, l.9-15　［蔵］cf.D. 東北No.107, Ca.165b6　［漢］cf.実叉難陀訳（T14, 

No.672, p.627c21-22）

（９）真言陀羅尼を思念し唱えること。

（10）清浄＝浄室三本甲乙丙　精室のことか。

（11）【塗拭】については、ツルティム、藤仲［2005］p.177, 362、並びに以下の用例を参考にした。

　 　cf.義浄訳『浴仏功徳経』（T16, No.698, p.800a27-b7）、『大日如来剣印』（T18, No.864A, p.200b4-9）、

金剛智訳『金剛頂瑜伽修習毘盧遮那三摩地法』（T18, No.876, p.327b12-15）、流志訳『一字仏頂輪王

経』（T19, No.951, p.262a17-19）、不空訳『大雲経祈雨壇法』（T19, No.990, p.492c22-24）

（12）cf.『阿娑縛抄』巻53「阿弥陀」（『日仏全』58, No.432, p.27c）

（13）『八大菩薩曼荼羅経』系統に出る諸菩薩。不空は『普賢菩薩行願讃』と『八大菩薩曼荼羅経』末

尾の「八大菩薩讃」を合わせて説くことも勧める（不空訳『普賢菩薩行願讃』（T10, No.297, 

p.881c））。極楽往生と八大菩薩の双方に言及するものに（シクシャーサムッチャヤ：薬師経）があ

る。すなわち以下の通りである。
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りに一周して、以前に結んだ界［区］を解け。再び宝車輅印を結べ。二本の親指を外に向け

て、二本の中指の指先を撥
そ

らせよ。「本真言」を誦え、聖なる者たちを送り奉れ。次に三部

三昧耶印を結び、各［々対応する］真言を三遍誦えよ。その後に被甲護身印を結べ。身体の

五処を印せよ。すなわち（p.72b）本尊を前にして、つつしみ心から発願し、仏に［敬］礼

せよ。道場を［退］出するに任せて、意のままに経行せよ。

　［その後には、］常にまさに『無量寿経』を読誦すべきである（97）。［心は増］上慢を抱いて

はいけない（98）。意楽し精勤して念誦せよ。仏を印し（印仏）、塔を印し（印塔）（99）、檀施を

楽行し、禁戒、忍辱、精進、禅定、智慧を実践して保ち、実践して［生じた］善品をすべて

廻向［すべきである］。

　共に諸衆生が上品上生をもって［極楽］浄土に同じ状態で［往］生し、歓喜地を証［得］

し、無上の菩提の授記を獲得しますように（cf. 注7,8）」と。

　

「無量寿如来心真言」［とは以下の通りである］。

　　【 路計湿嚩囉囉惹訖哩】（100）

　この真言を誦えること一遍は、『阿弥陀経』を一遍誦えることに匹敵する。不可説遍［誦

えた場合］は、［その功徳は］秘密であり勝れているので、重い障難を破る（詳しく説くこ

とができない［ほどである］）。

　　【 阿蜜 多帝 賀囉吽】（101）

　この教え（法）は一切の蓮華部に共通する。『無量寿如来念誦法』。

　十万遍誦えることを［成］満すると、阿弥陀如来に見
まみ

え、命が終わって確実に極楽世界に

［往］生できる（102）。

「無量寿如来発願陀羅尼」［とは以下の通りである］。

【迦哩迦噌沙迦哩多儞也儞魯計摩以儞針多覩尾母喞旦都魯迦麼麼左素左哩帝曩 薩縛怛縛跛囉

麼素契曩素佉縛底孕鉢囉演覩】（出所不明）

無量寿如来観行供養儀軌

　

注

（ 1）cf. 藤仲［2006］p.85

（２）業＝趣三本甲乙丙（甲．大治元年写仁和寺蔵文、乙．仁和寺蔵古写本、丙．黄檗版浄厳等加筆本）

「悪趣」では聞法できない（本庄良文氏による御教示）。

（３）念仏三昧を行って極楽往生を目指す記述は〈般舟三昧経〉「行品」に見られる。対応箇所は以下

の通りである

　 　［蔵］cf.Harrison［1978］pp.30-31　［漢］cf.支讖訳（T13, No.418, p.905b9-14）、支讖訳（T13, 

No.417、p.899a27-b2）、失訳（T13, No.419, p.922b10-14）、闍那崛多訳（T13, No.416, p.876a21-b1）

（４）本作においては極楽に往生して初地を得ることから、ここの「正位」は初地以降と考えられる。

〈無量寿経〉〈阿弥陀経〉においては、往生後の菩薩は不退転菩薩、一生補処菩薩、清浄菩薩等と
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うにせよ。「旋（89）転念珠真言」をもって加持を七遍［行え］。真言は［次のように］いう。

　　【 縛日囉獄 耶惹跛三（p.71c）麼曳吽】（90）

　加持して、すなわち珠を捧げもち、頭頂に載せて、心をもってこの願を発せ。

『どうか一切の有情が求める、世間と出世間の殊勝な大願が速やかに成就しますように』

と。

　すなわち［行者は］両手を胸にあてて、各［手は］五指を合わせて、開花していない蓮華

のようにせよ。左手は珠を持ち、右手の親指と薬指で珠を動かせ。陀羅尼を一遍誦えよ。ス

ヴァーハ字の声と同時に一珠を動かせ。念誦する声は緩すぎず、（p.72a）急すぎず、高すぎ

ず、低すぎず、声を出すべきではなく、真言字を称えるべきであり、それぞれ明瞭にせよ。

心をもってこの三摩地が成［就］した浄土、そして前に請来した無量寿仏が相好を円満にし

て壇中にある［様子］を観察せよ。このような観察を極めて明瞭に行え。もっぱら念誦に集

中し、中断させず、動き揺らぐ［心を］遠離し、［修行の］一坐で念誦を百［遍］あるいは

千［遍］せよ。もしも百八回を満たすことができず、すなわち祈願の回数を充足することが

できなくても、無量寿如来の加持によって、すなわち身心は清浄になり、乃至目を開けても

目を閉じても常に無量寿如来に見
まみ

える。すなわち［禅］定の間は甚深なる妙法を一字一句に

至るまで聞き、無量の三摩地門、無量の陀羅尼門（91）、無量の解脱門を悟り、この身体は観

自在菩薩と一体となり、速やかにかの［極楽］国土に至ることができる。念誦の［回］数が

終われば、珠を捧げもち、頭頂に載せて、この願を発していう。

『どうか一切の有情が極楽世界に往生し、見仏聞法し、速やかに無上菩提を証［得］で

きますように』（92）と。

　次に定印を結べ。すなわち身体の中の菩提心を観察せよ。［その菩提心が］白く汚れなく、

円満に明らかなことは、あたかも浄らかな満月のごとくである。また次のように思惟せよ。

『菩提心の［本］体は一切の［事］物を離れており、［五］蘊、［十八］界、［十二］処で

［で現されるものでも］なく、並びに能取と所取を［も］離れている。法無我であるか

ら［同］一相であり平等である。［菩提］心は本来的に不生であり、自性として空であ

る（93）。自性として空であるから、すなわち円満であり清浄な月輪の上にフリーヒ字の

門が有り、［その種］字から無量の光明が流れ出ると心に想え。各々の光明の筋に極楽

世界が成［就］し、聖なる者たちが無量寿仏を囲繞していると観察せよ（如観経所

説）（94）』と。

　このように三摩地を念誦し修習しおわり、道場を［退］出しようとするならば、すなわち

本尊印を結び、「根本陀羅尼」を七遍誦えよ。［この］印を頭上で解け。すなわち「讃歎真言」

を誦えよ。「讃歎真言」を［誦え］て、次に普供養印を結べ。「広大不空摩尼供養陀羅尼」を

誦え、さらに閼伽を献上せよ。心中のあらゆる祈願を聖なる者たちに啓白せよ。

『どうか（95）聖なる者たちよ、以前の誓いに背かず（96）、私の願を成［就］せしめたまえ』

と。

　このように念誦し、供養し、発願しおわれば、すなわち先の火院印を結べ。［火が］左回
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『一切の有情の身体の中には、清浄法界であり、煩悩に染まらない、この覚悟の蓮花が

具わっている（79）。その蓮花の八つの葉上には各［々］如来が居り、入定して結跏趺坐

している。観自在菩薩に［対］面して向かうと、うなじは円光を帯びており、身体は金

色のごとく光明が光り輝いている』と（80）。

　すなわち、この八葉の蓮花は次第に伸び広がり、次第に大きくなり、その量は虚空に等し

［くなる］と心に想え。

　すなわち次のように思惟せよ。

『［観自在菩薩よ、］この覚［悟の蓮］花をもって、海のような如来の衆会を照らし、触

れよ。どうか広大な供養を成［就］しますように。もしも心がこの［禅］定に移らなけ

れば、すなわち無辺の有情に対して深く憐れみを起こせ。この覚［悟の蓮］花をもって、

光を受け、触れれば苦と煩悩から悉く解脱し、観自在菩薩と一体になる』と。

　すなわち［この八葉の］蓮華は徐々に収束し、［その］量は自身の身体に等し［くなる］

と心に想え。すなわち観自在菩薩印を結べ。［行者は観自在菩薩から］四処すなわち心、額、

喉、頂に加持［を受けよ］。その印は両手を外縛して、二本の人指し指は互いに支えあって、

蓮花の花弁のようにし、二本の親指は並べてたてよ。そうすれば［完］成する。すなわち

「観自在菩薩真言」を誦えて［次のように］いう（81）。

　　【 嚩日囉達磨紇哩】（82）

　この印を結び、そして真言を誦え、加持することによって、すなわち［行者］自身は観自

在菩薩と同［体］となり、等しく、異なる点はない。

　（p.71b）次に無量寿如来根本印を結べ。両手は外縛して拳を作り、二本の中指をしっかり

立て、指先は互いに支えあえ。蓮華の花弁の形のようにせよ。［この］印を結び［完］成し

終わって、「無量寿如来陀羅尼」を七遍誦えよ。［この］印を頭頂で解け（83）。「無量寿如来根

本陀羅尼」は［次のように］いう。

【曩謨囉怛曩怛囉夜、耶曩莫阿哩野弭 婆耶怛他蘗 夜囉賀帝三藐三没駄耶、怛儞也他、 阿

蜜 帝阿蜜 妬納婆吠阿蜜 多三婆吠阿蜜 多蘖陛阿蜜 多悉第阿蜜 多帝際阿蜜 多尾訖燐

帝阿蜜 多尾訖磷多誐弭寧阿蜜 多誐誐曩吉底迦 阿蜜 多嫩努批娑嚩 薩縛囉他娑駄寧薩縛

羯磨訖礼捨乞灑孕迦 娑縛賀】（84）

　この「無量寿如来陀羅尼」をわずかに一遍誦えよ。すなわち身体の中の十悪、四波羅夷、

五無間罪が滅し、一切の業障が全て消滅する。もしも比丘と比丘尼が四波羅夷（根本罪）を

犯しても七遍誦えると、瞬時に波羅提木叉［に違反のない］清浄［な状態］を回復する（85）。

誦えて一万遍を満たし、菩提心を忘れない三摩地（不廃忘菩提心三摩地）を獲得する。菩提

心が身中に顕現する。［その菩提心が］白く汚れなく、円満に明らかなことは、あたかも浄

らかな月のごとくである。臨終の時に臨んでは、［行者は］無量寿如来と無量倶
コー

胝
ティ

の菩薩の

集いが行者を囲遶し来迎するのを見る（86）。［行者の］身心は安慰となり、極楽世界に上品上

生をもってすなわち［往］生し、菩薩位を証［得］する（87）。すなわち蓮華の実でできた念

珠を手にして（88）手中に置け。両手は珠を捧げもち合掌せよ。開花していない蓮華の形のよ
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れば［完］成する。「広大不空摩尼供養陀羅尼」を誦えて［次のように］いう。

　　【 阿謨伽布惹麼抳鉢納麼嚩日 怛他蘖哆尾路 帝三満多鉢囉薩囉吽】（71）

　これが「広大不空摩尼供養陀羅尼」である。わずかに三遍誦えよ。すなわち無量寿如来の

会座、そして微［細な］塵［の数もの］国土において、無量であり広大な供養の雨を降らす

［雲］－、すなわち海のように［広大な］種々なる塗香雲、海のように［広大な］種々なる

華鬘雲、海のように［広大な］種々なる焼香雲、海のように［広大な］種々なる天妙飲食雲、

海のように［広大な］種々なる天妙衣服雲、海のように［広大な］種々なる摩尼燈燭光明雲、

海のように［広大な］種々なる幢幡宝帳宝蓋雲、海のように［広大な］種々なる天妙音楽雲

を成［就］する。普く諸仏菩薩の会座において、真実なる広大な供養を成［就］する（72）。

　誰もが［この］印を結び、この真言を誦え、供養することによって、無量の福［徳］の集

まりを獲得する。［その量は］あたかも虚空が限りをもたないごとくである。世々［生々］

いつでも一切如来の大衆会に生まれ、［死後は極楽世界の］蓮花に化生し、五神通を得て、

身体を百億に分かち、よく雑染なる世界において苦を受ける衆生を抜済する。衆生は誰もが

安らかに平穏無事となり、利益［を得る］。すなわち現世においては無量の果報を受けて、

将来においては［極楽］浄土へ［往］生できる（73）。

　次に心を澄ませ、意を定め、専ら一つの対象に向けて、無量寿如来を観察すべきである。

［さらに無量寿如来の、］諸々の相好を具えた［荘厳］、並びに無量の眷属［の荘厳］、そして

かの［極楽］国土［の荘厳］を、極めて明瞭に眼前に対［面］するごとくにせよ（74）。念じ

続けて喜び慕い、三昧の成就を現前に獲得せよ。つつしみ心から、一心にかの［極楽］国土

に往生しようと願え。心は他の対象を思い浮かべず、念じ続けて［仏、眷属、国土の荘厳に

対する観察を］継続せよ。すなわち「無量寿如来讃歎」を三遍誦えよ。讃は［次のように］

いう。

【曩謨弭 婆野曩謨弭 庾（p.70c）晒、曩謨曩麼進底野麌拏迦囉答麼寧、曩謨弭 婆野爾曩野

帝母寧、素佉嚩底淫夜儞多嚩弩剣婆野、素佉縛底孕迦曩迦尾喞怛囉（p.71a）迦曩喃、麼弩囉

素蘖多素帯囉稜訖哩耽、哆嚩室囉夜答鉢囉体多麌拏写地麼多、鉢囉夜弭担麼護麌拏囉怛曩散

左琰】（75）

　行者は毎日［初夜、中夜、後夜の］三時に、常にこの讃を誦え、仏の功徳を讃嘆し、無量

寿如来を警覚させよ。［無量寿如来は］悲願を捨てず、無量の光明をもって行者を照らし［行

者に］触れると、［行者の］業障と重罪は全て消滅し、身心は安楽となり、清らかにして喜

ばしい（76）。久しく、惓むことなく坐して念誦すると、心は清浄となりすぐさま三昧を証

［得］する。すなわち観自在菩薩の三摩地に入る（77）。［行者は］目を閉じ心を澄ませ、自身

の中［の菩提心］が円満潔白であると観察せよ。あたかも心中に浄らかな月を仰ぎ見るごと

く［観察せよ］（78）。［そして］浄らかな月の上にある、フリーヒ字が大光明を放射し、その

［種］字が八葉の蓮花に変成して、［その］蓮花の上に観自在菩薩－　相好は明らかであり、

左手は蓮花を持ち、右手は葉を広げた姿をしている、が居ると心に想え。

　この菩薩は次のようであると思惟せよ。
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に触れよ。そうすれば［完］成する。真言を三遍誦えよ。［真言を］

誦えるたびに、［この］印を頭頂で右回りにして、すなわち解け。

「網界真言」は［次のように］いう。

　　【 尾娑普囉捺囉乞灑嚩日囉半惹囉吽発吒】（63）

　この印を結び、そして真言を誦え、加持の力によって、すなわち上方を金剛［でできた］

堅固な網でかぶせよ。乃至他化自在な諸天（64）［でさえ行者に］妨げをなしたり、妨害する

ことはできない。行者は身心が安楽となり、三摩地がたやすく成就できる。

　次に金剛火院界印を結べ。左手の掌で右手の甲（背）を覆い隠し、

［両手は］互いに触れさせて［左右の四指は］放し、二本の親指を

しっかり立てよ。そうすれば［完］成する。［この］印から無量の

光焔が流れ出ると心に想え。［その］火は［火］印［を結ぶこと］で、

右回りに三周する。金剛の塀の外を、火焔が囲遶し、堅固で清浄な火院の大界を成［就］す

る。「火院真言」は［次のように］いう。

　　【 阿三莽儗儞吽発吒】（65）

　次に献閼伽香水印を結べ。両手で閼伽の［容］器を捧げもち、額

にあてて奉献せよ。真言を三遍誦えよ。聖なる者たちの両足を洗浴

したと心に想え。「閼伽真言」は［次のように］いう。

　　【曩莫三満多没駄喃誐誐曩三摩糝麼娑嚩賀】（66）

　閼伽を献上し、香水で供養したことによって、行者の三業を清浄にする。一切の煩悩と罪

垢を洗い除く。勝解行地から十地、そして如来地に至り（67）、こうした［各］地
ブーミ

と［それに

対応する］波羅蜜（68）をまさに証［得］する時、一切如来の甘露の法水を得て、潅頂が授与

される。

　次に蓮花座印を結べ。前もって蓮花部三昧耶印を準備せよ。やや指を曲げ

よ。［それ以外は］そのままにしておけ。この印を結んで、［この］印から無

量の金剛［でできた］蓮華が流れ出し、この極楽世界に遍在して、無量寿如

来そして（p.70b）諸大菩薩、一切の聖なる者たちが、各［々］全てこの金

剛［でできた］蓮花を座とした（69）と心に想え。「蓮花座真言」は［次のよ

うに］いう。

　　【 迦麼攞娑嚩賀】（70）

　蓮花座印を結び、真言を誦え、加持したことによって、行者は十地の完成

を獲得し、まさに金剛の座を得る。［行者の］三業は堅固であり、あたかも

金剛のようである。

　次に広大不空摩尼供養印を結べ。両手は金剛合掌せよ。二本の人指し指は

縮ませて宝の形のようにせよ。二本の親指を並べてしっかり立てよ。そうす

虚 空 網

火 　 院

閼　　伽

華　　座

普 供 養
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　行者はこの［禅］定を繰り返し修習することで、この世［にいながら］禅定のたびごとに、

極楽世界の無量寿如来が菩薩の大きな衆会に居る［様子を］見て、無量の経説を聞く。［そ

して］『臨終の時に臨んでは、心は散乱せず、三昧を現前にして、瞬時に素早くすなわちか

の［極楽国］土に［往］生し、蓮花に化生し、菩薩の位を証［得］しますように』（54）［と発

願せよ］（55）。

　次に宝
ほう

車
しゃ

輅
ろ

印を結べ。両手は仰向けて［指を］互いに挟みこめ。

右手［の指で］左手［の指］を［上から］押せ。二本の人指し指の

脇で互いに支えあえ。二本の親指は［対応する］二本の人指し指の

付け根に触れよ。そうすれば［完］成する。「送車輅真言」は［次

のように］いう。

　　【 覩嚕覩嚕吽】（56）

　この印を結ぶことで、七宝で荘厳された車輅（君主が乗る大きな

車）が成［就］したと心に想え。かの極楽世界に往き、無量寿如来、

並びに諸々の菩薩と眷属がこの車輅に乗車するよう要請せよ（57）。

この印を解かずに、二本の親指を身体に向けて、二本の中指の指先

を撥
そ

らせよ。すなわち「車輅真言」を誦えて［次のように］いう。

　　【曩莫悉底哩耶地尾迦南怛他蘖 南唵嚩日朗儗嬢迦囉灑耶娑嚩賀】（58）

　すなわち車輅が［この］道場にやって来て、虚空にとどまっていると心に想え。

　次に迎請聖衆印を結べ。二本の手［のうち］右手は左手の内を押さえ、互

いに挟みこめ。拳を作り、掌を互いに触れさせよ。左手の親指は曲げて掌に

入れ、右手の親指は曲げて鈎のようにせよ。［この印を］身体に向けてこれ

（本尊）を召喚せよ。すなわち「迎請真言」を誦えて［次のように］いう。

　　【 阿嚧力迦曀醯 娑嚩賀】（59）

　（p.69c）この印を結び、真言を誦え、奉請することによって、無量寿如来は悲願を捨てず、

この三摩地が成［就］した浄土の道場や、並びに無量倶胝の菩薩の大きな会座に赴き、行者

の供養を受け取り、すぐさま上［のうち］の上の成就を獲得させんことを。

　次に馬頭（60）観自在菩薩印を結べ。［悪魔を］退け除く結界を作れ。両手

は合掌せよ。二本の人指し指と二本の薬指は曲げて掌に入れ、各［指を］互

いに背中合わせにせよ。二本の親指を並べてわずかに曲げ、人指し指に触れ

てはいけない。そうすれば［完］成する。［すなわち］「馬頭明王真言」（61）

を誦えて［次のように］いう。

　　【 阿蜜栗姤納婆嚩吽発吒娑嚩賀】（62）

　［この真言を］（p.70a）三遍誦えよ。すなわち［この馬頭観自在菩薩］印を左回りに三周

することで、全てを退け除き、悪魔たちは誰もが自ずと退散する。右回りに三周することで、

すなわち堅固な大界を成［就］する。

　次に金剛網印を結べ。前もって地界印を準備せよ。二本の親指で二本の人指し指の付け根

宝 車 輅

宝 車 請

迎　請

部主馬頭
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　次に金剛牆印を結べ。前もって地界［金剛橛］印を準備せよ。掌

を開いて二本の親指を［人指し指から］放してしっかり立て、牆の

形のようにせよ。そうすれば［完］成する。［この］印から盛んな

炎が流れ出て、印によって［炎が行者の］身体を右回りに三周する

と心に想え。［杭を打ち込んだ］前の地界とつり合いをとり（43）、すなわち金剛の堅固な城

［郭］とせよ。そうすれば［完］成する。「牆界真言」は［次のように］いう。

　　【 薩囉薩囉嚩日囉鉢囉迦囉吽発吒】（44）

　この印を結び、真言を誦え、そして観行（45）の力によって、［その城郭は］心のままに大

きくもなり小さくもなる。金剛のような光焔を成［就］し、四方の角に塀［を巡らし］界

［区］とする。諸々の悪魔、悪人、虎、狼、獅子、そして諸々の毒虫は近付けない（46）。

　次に大虚空蔵菩薩印を結べ。両手は合掌せよ。二本の中指［のうち］右手

［の中指］は左手［の中指の］外を押さえ、互いに挟みこめ。手の甲（背）

に縛り付けよ。二本の人指し指は互いに縮ませて宝の形のようにせよ。そう

すれば［完］成する。［この］印から無量の供養の品、衣服、飲みもの、食

べもの、宮殿、楼閣などが流れ出ると心に想え。［このことは］瑜伽［経典］

に詳しく説かれるごとくである（47）。すなわち「大虚空蔵菩薩真言」を誦えて［次のように］

いう。

　　【 誐誐曩三婆嚩嚩日囉斛】（48）

　行者はたとえ観念の力がわずかであっても、この印［を結ん］で、そして真言［を誦え］、

加持の力によって、諸々の供養の品が全て真実に完成する。［このように行う者は］極楽世

界の中で広大な供養を行う者と全く等しい（49）。次に壇の中にフリーヒ字が有ると心に想え。

［そのフリーヒ字は］大光明を放射する。［その光明の色は］紅
ぐ

頗
は

梨
り

色のごとくである。十方

世界を遍く照らし、そこの有情がこの光［明］に出会うと、誰であれ罪障が消滅しない者は

いない（50）。

　次に如来拳印を結べ。左手の四指で拳を握り、［残りの］親指をまっすぐ

しっかり立てよ。右手で金剛拳を作り、左手の親指の甲を握れ。そうすれば

［完］成する。この［如来］拳印で地を印せ。真言を誦え加持すること七遍、

［行者のいる］その世界を［転］変する。（p.69b）「如来拳真言」は［次のよ

うに］いう。

　　【 歩欠】（51）

　この印を結び、そして真言を誦え、加持の威力によって、すなわちこの三千大千世界を

［転］変して、極楽国土を成［就］する。七宝を地とし、水鳥や樹林全てが法音を奏でる。［こ

の］無量の荘厳は経典に説かれるごとくである（52）。すなわち偈頌を誦えて［次のように］

いう。

　　『私の功徳の力によって、如来の加持の力によって、

　　そして法界の力によって、どうか安楽国土を成［就］しますように』と（53）。

四　方　結

大虚空蔵

道 場 観



54

を証［得］したという心を獲得する。［それにより行者は］三昧を現実化して仏に見
まみ

え、速

やかに解脱を獲得する。

　次に被甲護身印を結べ。二本の小指と二本の薬指［のうち］右手［の指］

は左手［の指の］内を押して互いに挟みこめ。二本の中指はまっすぐしっか

り立て、指先は互いに支えあえ。二本の人指し指は曲げて鈎の形のようにせ

よ。中指の甲（背）にひっ付けて、互いに触れさせるな。二本の親指は並べ

てしっかり立て、薬指に触れよ。そうすれば［完］成する。印を結び胸にあ

て、真言を誦えよ。［その際に］身体の五処を印し、各［処］で一遍誦えよ。先ず額を印せよ。

次に右肩［を印せよ］。次に左肩［を印せよ］。［次に］心臓と喉を印せよ。これを五処とする。

すなわち大いなる慈と悲心を起こし、あまねく一切の有情を対象とせよ。

『誰もが大慈悲を荘厳とした甲冑を身にまといますように（39）。すぐさま諸々の妨げから

［行者を］遠ざけ、［彼らが］世間と出世間の上［のうち］の上の殊勝な成就を証得しま

すように』と。

　このように観察し終わり、すなわち金剛の甲［冑］を身にまとうことを成［就］する。一

切の諸魔は進んで妨げを行わない。「護身真言」は［次のように］いう。

　　（p.68c）【 嚩日囉儗儞鉢囉捻跛野娑嚩賀】（40）

　この印を結んでから、真言を誦え、慈しみの心と憐れみの思いによって、一切の天子魔、

そして障［碍］をなす者たちは、すべて行者の威光の光り輝くさまを見て、太陽のようであ

るので、各［々］慈しみの心を起こして、障碍することができない。そして悪人であれ煩悩

と業障を得ず、身体は汚されず、さらに未来［に受ける］諸悪趣の苦から護られ、無上菩提

をすぐに証［得］する。

　次に地界金剛橛印を結べ。先ず右手の中指を左手の人指し指と中指

の間に入れよ。右手の薬指は左手の薬指と小指の間に入れよ。［その］

指先すべては外に出せ。左手の中指を右手の中指の甲（背）に絡ませ、

右手の人指し指と中指の間に入れよ。左手の薬指を右手の薬指の甲

（背）に絡ませ、右手の薬指と小指の間に入れよ。二本の小指と二本の人指し指の各指先は

互いに支えあえ。二本の親指は下で互いに触れよ。そうすれば［完］成する。この印を結ん

でから、印は金剛杵の形のようであると心に想え。二本の親指を地面に向けて、それに触れ

よ。真言を一遍誦えて、一［遍］地面を印せよ。このように三［遍］行い、すなわち堅固な

金剛の座を成［就］する。「地界（41）真言」は［次のように］いう。

　　【 里 里嚩日囉嚩日哩歩囉満駄満駄吽発吒】（42）

　（p.69a）この印を結んで、そして真言を誦え、加持の力によって、［その作用は］下は金

輪の際
きわ

に［まで］至り、金剛のごとく［堅固で］壊れない界［区］を成［就］する。大力［を

もった］悪魔たち［でさえ］揺らし動かせない。わずかな布施の功徳の力［でさえも］、大

いに成就を獲得する。地中のいかなる悪穢な物でさえ、加持の力によって全て清浄になる。

その界［区］は心のままに大きくもなり小さくもなり、成［就］する。

被甲護身

地　　結
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に往生し、見仏し、聞法し、速やかに無上正等菩提を証［得］できますよう

に』（31）と。

　その後で結跏趺坐あるいは半趺坐し、［その場合］右足は左足［大腿の上］

を押さえよ。香を手に塗り、先ずは仏部（32）三昧耶印を結べ。両手は虚心合

掌し、二本の人指し指を開けてわずかに曲げよ。各［人指し指］は中指甲
こう

の

第一関節に付けよ。さらに二本の親指を開いて、各［親指］は二本の人指し指平
ひら

の付け根に

触れよ。印を結んでから、無量寿如来の三十二相八十種好を極めて明瞭に心に想え（33）。す

なわち「仏部三昧耶真言」を誦えて［次のように］いう。

　　【 怛他誐覩納婆嚩耶裟嚩賀】（34）

　三遍あるいは七遍誦えよ。［仏部三昧耶］印を頭上にあてて解け。この印を結び、そして

真言を誦えることで、仏部の一切の諸仏を警覚させよ。［彼ら］全ては会座に降臨し、真言

行者を加持し護念し、速やかに身業の清浄を獲得させる。［それにより行者の］罪障は消滅し、

福徳と智慧が増長する。

　次に蓮花部三昧耶印を結べ。両手は虚心合掌し、二本の親指と二本の小指

は［対応する］各指先に互いに触れよ（35）。残りの六本の指はわずかに曲げて、

開花した蓮花の形のようにせよ。そうすれば［完］成する。この印を結んで

から、観自在菩薩［が具えた］相好の吉祥な特徴、（p.68b）並びに無量倶胝

もの蓮花部族の聖なる者たちが囲遶［した様子を］心に想え。すなわち「蓮

花部三昧耶真言」を誦えて［次のように］いう。

　　【 跛那謨納婆嚩耶娑嚩賀】（36）

　三遍あるいは七遍誦えよ。加持して［蓮花部三昧耶］印を頭上の右にあてて、すなわち解

け。この印を結び、そして真言を誦えることで、観自在菩薩、そして蓮花部族の聖なる者た

ちを警覚させよ。［彼ら］全ては降臨し、行者を加持する。［行者は］語業の清浄を獲得する。

［その結果、発声する］言音は威力があり厳かとなる。人に聞くことを願わせたり、障害な

く教示できる能力、自由自在な説法［の能力］を得させる。

　次に金剛部三昧耶印を結べ。両手については、左手は仰向けの右手

をかぶせよ。［両手の甲を］背中あわせに互いに触れさせよ。右手の

親指で左手の小指を挟みこみ、左手の親指で右手の小指を挟みこめ。

中間の［左右］六本の指は手首に縛り付け、三股杵の形のようにせよ。

そうすれば［完］成する。印を結び胸にあてよ。金剛蔵菩薩（37）の相好の威光、並びに無量

の執金剛眷属が囲遶［した様子を］心に想え。すなわち「金剛部三昧耶真言」を誦えて［次

のように］いう。

　　【 嚩日嚧納婆嚩耶娑嚩賀】（38）

　三遍あるいは七遍誦えよ。加持して［金剛部三昧耶］印を頭上の左にあてて、すなわち解

け。この印を結び、そして真言を誦えることで、金剛蔵菩薩、並びに金剛部の聖なる者たち

を警覚せよ。［彼ら］全ては降臨し、行者を加持する。［行者は］意業の清浄を獲得し、菩提

佛部三昧耶

蓮華部三昧耶

金剛部三昧耶



52

　もしも在家者、出家者が極楽浄土に往生しようと願うならば、先ずは曼荼羅に入るべきで

ある。潅頂を得て、その後で［軌範］師より念誦（9）の儀軌を受けよ。もしくは適切な［露］

地（勝地）において、もしくは所居に応じて浄室（10）に［除菌作用のある新鮮な牛の排泄物

等を］塗りつけて拭いとり（11）、方壇を建立せよ。上には天蓋を張り、周囲を取りまくよう

幡を懸けよ（12）。壇上には八［大菩薩の］曼荼羅（13）を分け並べよ。［その曼荼羅に］白檀香

を粉にして塗りつけることによって聖なる位（聖位）［とせよ］（14）。檀の西面に無量寿［如

来の］像（15）を安置せよ。［経典や真言陀羅尼を］受持し誦える［行］者は壇の東に坐れ。

西に向かい［無量寿如来の］像に対［面］して坐れ（16）。あるいは、かやの筵
むしろ

を［座に］敷

いたり、短脚の小さな腰かけに坐ってもよい。毎日［初夜、中夜、後夜の］三時に（17）色と

りどりの華を撒き、様々な香を焚き、二つの闕伽を据えよ。［その場合］あるいは盆、盃（18）、

及び（19）金、銀、銅（20）、石、陶器（瓷）、瓦等を（21）器として（22）用いよ。初めて用いるも

のならば、香水を満たして壇上に据えよ。壇の四角に四つの賢瓶を安置し、焼香、燈明、塗

香、飲食を［およそ］できる限り（23）、それぞれ加持してねんごろに供養せよ。行者は毎日

沐浴して新しい浄衣を身につけよ。あるいは真言をもって加持して沐浴せよ。［その時に］

すなわち［次のように］思惟し観察せよ。

『一切の有情は本来的に清浄である。諸々の客塵によって覆われている［に

過ぎない］。真理を悟らず、菩提を迷失し、輪廻［の海］に沈み溺れ、無量

の苦を受けている。それゆえこの三密加持を説き、自分と他者すべてに［心

身の］清浄さを得させよう』と。

　すなわち両手は蓮花合掌をして「浄三業真言」を三遍誦えよ（24）。［その］

真言は［次のように］いう。

　　【唵娑嚩婆嚩秫駄薩嚩達磨娑嚩婆嚩戍度唅】（25）

　（p.68a）この真言で加持することによって、すなわち［行者は］清浄となり、心の内が沐

浴したことになる。［行者は］道場に入るたびごとに、本尊を前にして背筋を伸ばし、直立

し（26）、蓮花合掌して目を閉じ［次のように］心を巡らせよ（運心）。［すなわち自身は］極

楽世界におり無量寿如来、並びに諸菩薩、眷属に対面して（27）、すなわち身体は五体投地す

ると心に想え。それぞれの仏菩薩を前にして恭敬礼拝すると心に想え。すなわち「普礼真

言」を誦えて［次のように］いう。

　　【 薩嚩怛他蘖 播那満娜曩迦嚕弭】（28）

　すなわち右膝は地面につけて［両手は］合掌して胸にあてよ。つつしんで深く無始以来の

一切の罪障を発露し懺悔せよ。すなわち諸々の仏、菩薩、声聞、縁覚、一切の有情が実践し

た福業に随喜せよ。また十方世界を観察して、いかなる如来であれ等正覚を達成すれば法輪

を転じるよう勧請し、いかなる如来であれ涅槃［の相］を現わせば久しく世に住し般涅槃し

ないよう要請せよ。また発願して［次のように］いう（29）。

『私が積集した［善根］（30）－［すなわち］仏を礼拝し、懺悔し、随喜し、勧請して［生

じた］無量の善根がある。この福徳の集まりを一切の有情に廻向する。誰もが極楽世界

浄三業
cf. 望月〔1936〕
以下同
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はじめに
　インド・チベット仏教圏において阿弥陀仏信仰は密教儀軌、特に成就法としてダッキニー・シッ

ディラージャ流（年代不詳）、ジターリ流（960-1040）を主とする二系統に展開し流行する（cf. 藤仲、

中御門［2003］［2004］）。かたや東アジア仏教圏においては、伝不空（705-774）訳の『無量寿如来

観行供養儀軌』（以下、無量寿軌）が阿弥陀仏儀軌の代表として知られる。例えば『阿婆縛抄』に

依ると、この『無量寿軌』と『金剛頂経観自在王如来修行法』『阿弥陀仏大思惟経』をもって、阿

弥陀法三部作が形成される如くである。冒頭には「無量寿仏の陀羅尼を説き、［身口意の］三密門

を実践し、念仏三昧を証［得］し、浄土に［往］生し～」とある如く、東アジア仏教圏における密

浄融合思想の先駆的表現が見られる。この儀軌は出典（例.観無量寿経）や使用語句（例.末法）の面

からはインド撰述ではなく、不空ないし弟子筋による著述と考えられる。構成としては前行に続き

特定尊格を本地から御招待し、御接待し、成就の後に御帰り願う密教修法の基本（六法／十八道）

を骨格としている。そこに阿弥陀仏信仰が挿入されたものである。浄土三部経、四十華厳、般舟三

昧経、往生論、発願文等との対応が確認でき、九品往生観の踏襲さえ見られる。仮にこの儀軌から

密教的要素を除けば、同時代に流行した阿弥陀仏信仰の精髄だけが残る程である。本稿においては

訳注研究を通して、浄土教的往生観がいかに密教儀軌に組み込まれたのかを確認する。解題的な要

素については中御門〔2007b〕を御覧頂きたい。使用する底本には『大正蔵』（No.930）を用いる。

無量寿如来観行供養儀軌

開府、儀同三司、特進、試鴻臚卿、粛国公食邑三千戸賜紫贈司空諡大鑑正号大広智大興善寺三蔵沙

門不空奉詔訳

　（p.67b）その時、金剛手菩薩（1）は毘盧遮那仏の大会座におり、（p.67c）座から立ち上が

り合掌し、恭敬して［毘盧遮那］仏に申した。

　「世尊よ、私は将来［現れる］末世の雑染世界における悪業［を積む］（2）衆生のために、

無量寿仏の陀羅尼を説き、［身口意の］三密門を実践し、念仏三昧を証［得］し（3）、浄土に

［往］生し、菩薩の正位（4）に入らせよう。［ただし］わずかな福徳しかなくて、智慧と方便

［の双運］が無ければ（5）、かの仏国土［極楽世界］に［往］生できない（6）。それゆえこの教

法に依って正念をもって修行するならば、上品上生［の状態］で極楽世界に確実に［往］生

し（7）、［菩薩十地の］初地を獲得する（8）。

　

阿弥陀仏儀軌書における往生観の受容と統合
─『無量寿如来観行供養儀軌』を事例として─

 中御門　敬　教　
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カマラシーラによる経量部説批判とダルマキールティ─認識因果論の吟味─、高橋弘次先生

古稀記念論集『浄土学仏教学論叢』／（2004b）ジュニャーナガルバの自己認識批判とシャー

キャブッディ─一切法無自性と聖教─、印度學佛教學研究52-2 ／（2008a）後期中観思想（離

一多性論）の形成とシャーキャブッディ（上）、佛教大学文学部論集第92号／（2008b）同（下）、

印度學佛教學研究56-2
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というのは、（卓越性の生起した原子の積集である）青などは原子の形象であるが、円さな

どではない。［円さなど形色の］原子は成立しないからである。青などの形象も知識である。

そうであれば、［青などの卓越性を有した顕色の］原子［の積集］が対象（yul）となろうとい

うことが意図されている（PVTŚ P258a7-b1, D209a7-b1）。】
［続いてはPVⅢ255以下多数が同時に把握されないなら、部分と全体も同時に把握されない

ことになり、垂肉などと別に牛が把握されることになり矛盾するとの論議の展開］

略号

AAA： Haribhadra, Abhsamayālam4kārālokā Prajñāpāramitāvyākhyā ed. by U Wogihara, 

1973

BASK： Śubhagupta, Bāhyārthasiddhikārikā
BhK：Kamalaśīla, Bhāvanākrama, Minor Buddhist Text I. and Ⅱ., ed. by G.Tucci, 1979.
MAK, MAV, MAP：Śāntaraks

4

ita, Madhyamakālam4kāra-kārikā MA-vr
4

tti , Kamalaśīla, MA-
pañjikeā d. by M.Ichigo, 1985

Māl： Kamalaśīla, Madhyamakāloka, P No.5287, D No.3887
PV ：Dharmakīrti, Pramān

4

avārttika

PVP： Devendrabuddhi,  Pramān
4

avārttikapañjikā, P No5717, D No.4217

PVTŚ：Śākyabuddhi, Pramān
4

avārttikaīkā, P No.5718, D No.4220

SŚPT： Kamalaśīla, Āyasaptaśatikāprajñāpāramitāt
4

īkā, P No.5215

TS ：Śāntaraks
4

ita, Tattvasam4graha

TSP： Kamalaśīla, Tattvasam4graha-pañjikā
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のもの【共働因（lhan cig byed pa, sahakārin）（PVTŚ P258a7）】から卓越性（phul byun ba, 
atiśaya）131）の生起した多（なる原子）が知の因である。その場合、矛盾が何かあろうか
（ PVⅢ223abc）。（PVP P230a8）何故に全体性が知られようか132）。

［反論］

何と相似（’dra ba, sārūpya）するのか。

［答論］

感官などののように133）［同時に知の因である］（PVⅢ223d）。例えば、自体と感官と意など

が個々に区別される（多なる）結果すなわち知を生起（PVP P230b1）することはない。後に

相互に集合したもの［諸原因］からそれ（結果である知）が生起する如し。そうであっても、

［卓越性の生起した］諸原子［の積集］が［知の］因である点で矛盾はない。

［反論］

先に超感覚的であったもの（atīndriya）134）（原子）は後にも対象と（PVP P230b2）ならない。

［答論］

それは、［卓越性の生起した原子の積集という］因の存在以外に別の［全体性という］所取

（grāhya）というものは何もない（PVⅢ224ab）。そうであれば、因であるその対象（卓越性

の生起した原子の積集）に関して知がある形象をもつとき（PVⅢ224c）、ある対象の自性に

対応したその知にとってその色（卓越性の生起した原子の積集）が（PVP P230b3）所取であ

るといわれる（ PVⅢ224d）。というのは、［知を］形象を与え得る（rnam par ’jog par nus 

pa）135）因自体が対象である（PVP P230a5-b3, D197a2-6）〉。

【形象を与え得る因自体（卓越性を有した諸原子の積集）が対象である（PVP P230b3, 

D197a6）ということに関して、

［反論］

原子の形象を有した知自体が認識ではないのか、あるいはどうして原子が自己の形象を与え

得るのか。

［答論］

─────────────────────────────────────────────
131）skye phul byan4  bar gyur pa na / man4  po blo’i rgyu ni ’gyur ba la / de’i tshe ’gal ba dag ni ci 
shig yob /（PVP P230a7, D197a3-4）

132）個々の原子には能力がないから知覚されないが、原子の積集には卓越性が生起し（感官）知の
因となる。したがって、知の因として全体性を要請する必要はない

133）dban4  po la sogs bshin /（PVP P230a8, D197a4）
134）dban4  po las bdas pa（PVP D197a5）, dban4  po las ’das（P230b1）
135）rnam par ’jog pa を形象を与えることと読んだが、確定（vyavasthāna）の意の可能性もある。
しかしPVⅢ（204） は対象の二条件（知の因であることと知に形象を与えること）を述べるものと
解釈される故、形象を与えることと読んだ。cf. 戸崎（1979）p.38, 320, 御牧（1988）p.237

　 　P258a8 ran4  gi rnam pa ’jog par nus par ’gyur ,D209a7 ran4  gi rnam par ’jog par nus par ’gyur
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となろう（PVⅢ222b）。そうなろう（PVP P230a1）というのは知（buddhi）に存在している

［無分割な］多様な（citra）形象の形象の如くなろうということである。まず分けられる部分

からなる全体性の自性を把握する知も無分割となろう。多様性を自性とする（PVP P230a2）

［全体性の］顕現が完全なものになろう【部分色を妨げる（覆う）としても全体性の自性は

完全である（avikala）から（PVTŚ P258a1）】という意味であるなら、［多様性が単一なものに］
変化する（’gyur ba）のでもない。したがって、それ（全体性）は単一ではない。

［反論］

それぞれの部分の自性を別々に把握することが述べられないのか。

［答論］（PVP P230a3）

もし、そうであれば、その場合、諸の部分が把握されるなら、例えば部分の自性を有した知

が顕現するその如くに、全体性（avayavin）の自性も別々に（tha dad par）自性によって把握

されよう。というのは分割される（tha dad can, vivekin）（PVⅢ222c）とは色などの諸の部分

の自性を分けることによって知が区別して捨て去る127）なら（bor na）という意味である。

無分割（tha dad med can, avivekin）（PVⅢ222d）とは［分割される部分とは］別の［無分割

な］全体性の自性は見られない（PVⅢ222cd）［ということである］。［全体性の自性は］部分

（PVP P230a5）の自性と別である。

［見られないものであれば必ず存在しない（遍充）］

［全体性の自性は部分とは別に］この（見られない）故に。（論理的根拠）

それ（全体性の自性は）は存在しない。（結論）

［以上の推論は］同一性の無知覚（svabhāvānupalabdhi）［因に基ずくものであると］いわれ

る128）。（PVP P229b3-230a5）〉

［反論］

〈他の者【ウディヨータカラ（gsal byed, Uddyotakara）など （PVTŚ P258a1）】が超感覚的な
（dban4 po las ’das pa, atīndriya）個々の原子を区別することは見道（darśanamārga）において
ではない、同様に積集する（bsags pa, sam4 cita）（PVP P230a6）としても、それ（原子）ら自

体である（無部分単一）故、全体性（avayavin）の自性が無であるなら、何らのものも見え

ないという129）。

［答論］

このことに関しても個々の原子を区別し得（PVP P230a7）なくとも、個々それぞれに【集

合した状態にない個々には能力がない（PVTŚ P258a2）】【集合しているなら能力が生起す
る。諸原子は刹那滅であるから130）。（PVTŚ P258a4）】相互に近接などという縁から別々

─────────────────────────────────────────────
127）cf PVP P223a2-3
128）cf. PVP P223a2-3　注（29）
129）cf TS561 
130）cf TSP ad TS583
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形象は多様で知覚を自性とするものは多様に顕現する〕（PVP229b2-3）〉云々ということに

関して、多様（citra）に顕現する心は知覚（anubhava）を自性とし知を自体としていて述べら

れた通りに（P257b3）（一部分を覆い得ない）単一なあり方のものであるが、多様に顕現する

外界は［単一なあり方のもの］ではないという意味である。

〈それ故に識別（rnam par phye ba）し得る［外界の］多様な（citra）ものは単一な（eka）自性

のものではないという能証124）は［外界という］特殊性を具えている125）。そうであれば、

異類（vipaks
4

a）に属する（多様で単一な）ものはない故、不定（anaikāntika）ではないという

ことが意図されている。知（buddhi）は多様な（PVP P229b5）形象を把握するままに分析

（rnam par ’byed pa）されない［単一である］けれども【以上は異類法（vaidharmyavat）で

ある（PVTŚ P257b5）】孔雀などはその多様性として【識別を具えて（PVTŚ 257b6）】把握さ
れる。その際、青などは個々に分割【識別（PVTŚ P257b6）】して把握されるからである。
それ故に、外界は［分割し得る］多様な自性を有するが、知の［自性］は［分割し得る多様

性を有するの］ではない。その（外界の）顕現が多様であるなら、相互に分割（tha dad pa）

が把握されるからである。

［反論］126）

外界の布と孔雀などそれに関しても青などそれぞれ妨げる（覆う）なら（PVP P229b7）妨げ

られ（覆われ）ないで区別して把握される他のもの（部分）も、諸の部分色であるが、全体

（avayavin）［色］（有分色）でないなら、何故、多様となろうか［別々の部分に過ぎないこ

とになる］。それ故、［外界の］布と孔雀などの全体性は［多様であり］単一な自性のもので

ある【このことによって以下の通り、もし部分の自性に依存して識別し得る多様性は云々と

いう場合、分かり切ったことをさらに証明することになるか、あるいは、もし［諸部分

（多）が］全体性の自性（単一性）に依存している（多が一である）その場合［多様性という］

能証が［外界の分割し得るという］特殊性を具えていることは成立しない［故に、不定であ

る］PVTŚ P257b7-8】
［答論］

もし、その（知の）ように布などが単一な自性のものである［と学説論者がいう（PVTŚ 
P257b8）］なら、その時、布などの色が［全体性として］単一であるなら（PVⅢ222a）、［そ

う］認めるなら、その［知の］ように［布などの色が］無分割（tha dad med pa, avivekin）

─────────────────────────────────────────────
124）cf. PVP P222b2-3 ad PVⅢ201本稿本文24）, P225a3-4 ad PVⅢ208 本稿本文36）の部分参照 
125）この主張を推論式で表せば、 
　 　分割し得る多様性であれば、必ず単一な自性ではない。 （遍充） 
　 　孔雀における青などは分割し得る多様性である。（論理的根拠）
　 　孔雀における青などは単一な自性ではない。（結論） 
126）以下はPVTŚ P257b6 gshan gyi yin no（他者の［見解］である）と示される故［反論］として
示す。
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に起こり得る。空間的区別を以て存在している（yul tha dad pa na gnas pa）（P257a3）それ

（外界のもの）に一部分を覆うということがあり得るからである。［後に多様なものに］

（D208a7）変化すると主張するなら、多様に顕現する知も分別と結合した別の知（śes pa 
gshan）によって識別して把握される（P257a4）のである。そうであれば、一方が顕現しない

ことによっても他方も顕現しない（無部分で単一な）外界119）というものは成立しない。そ

れ故に、というのは云々〈〔認識者によって、その場合、青などの形象をそれとは別の黄色

などから［これは］青である、これは黄色であると別の知によって分析（’byed pa）されるそ

の時、それぞれの形象を分析するなら〕120）（PVP229a6-7）〉という。別の知（śes pa gshan）に
よってというのは、（P257a5）分別（vikalpa）を伴っている［知］によってということである。

〈その知は［分別を］追求しない（PVP229a7）〉というのは分別である映像（pratibimba）自体

は別のもの自体にそれ（映像）を増益したもの（āropita）だからである。感官知（dban4 po’i 

śes pa, indriyajñāna）は多様性（識別）を（P257a6）自己のものとしないという意味である。
〈それ（感官知）は（D208b2）それ（分別）を自性とするものではないから（PVP229a7）〉という

のは後の［分別］知はこれは青であると把握し識別（rnam par phye ba）する自性を有するが、

最初の（感官）知121）が［識別する自性を有するの］ではないという意味である。その識別

は後の知（分別知）が把握する部署であるが、先［の感官知］が［把握するの］ではない。［先

の感官知は］自己認識（ran4 rig pa tsam, svasam4 vedana）のみを自性とするからである122）。

まさしくそれ故に、［それぞれを別々に認識する者は］対象（artha）に入り込む（PVⅢ220d）、

（PVP P229a7）（P257a8）云々といわれる。対象自体にその知が入り込むことになる

（PVP229a7-8）というのは［対象］自身の部分に入り込むことになるという意味である

（PVP229a8）。〈知における青などの顕現は区分を設け得ない。同様に、外界の対象の多様

さは［区分し得ないの］ではない。そうであれば、青などの一方を妨げても、他方に関して

起こることが見られるから対象も同時あるいは別々に把握されるなら（PVP229a8-b2）〉妨げ

る（chod pa）（PVP229b1）というのは覆うことである。それも、外界の対象（D208b4）を承認

すれば必ずそう（一部分を覆うことが）承認されるから、言及している実在（自己認識のみ）

によってではない。外界は真実として成立しないからである。（P257b2）〈知はそう（区分

して）は把握されない。知はあるあり方で顕現する場合、それ（知）はそのままに知覚され

る（PVⅢ221ab）。［知に関しては］ある形象も、それとは別の形象を妨げる（gags byed pa）

こともない。そういうわけで［知における多様な形象（citrākāra）には］単一な自性

（ekabhāva）があろう123）（PVⅢ221c）〔単一性となろう。心は多様性を知覚する（PVⅢ221d）。
─────────────────────────────────────────────
119）Pによりphyi rolと読む 
120）岩田（1982）p.13【14】に訳出 
121）P257a6-7 dan4  po’i śes pa, D208b2 dban4  po’i śes pa（感官知） 
122）この部分、岩田（1982）p.13に訳出 
123）cf MAV p.140,11-12
　 　gan4  dag nor bu gzi bshin du rnam par śes pa gcig kho nas sna tshogs kyi n4o bo blan4s so shes 
bya ba de dag gi lugs la dogs pa brjod pa / 
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た（D208a2）様態［多様なものは単一な自性をもつものではないPVⅢ201］で誤謬が同じで

あるならということである。その全体として同時に（cig car）顕現し、青とその知は同時に

知覚される（cig car dmigs pa, sahopalambha）ことによって［青とその知の］相互の区別

（bheda）が成立せしめられる。論書の著者（ダルマキールティ）は、そのこと（青とその知

の相互の区別）こそが成立すると考えているのではない。そうであれば、相互に欠如してい

る自性のものである青（D208a3）と黄色などの知覚は単一であるけれども、［青と黄色などの

自性の相違を］認めても、これ（青や黄色などの知覚）については何らかの仕方

（kathañcit）116）（P256b6）で〈知は（PVP P229a2）〉単一であると承認し得るが、外界の〈多

様な色（PVP P229a2）〉は［そう］ではない。［外界の対象は］あらゆるあり方で対立

（viruddha）するからであると説くためにここで説明するのである。〈そうであれば、能証は

不定（anaikāntika）でもないということを述べるために、知における青など云 （々PVⅢ220）

という。多様な知に関して青など（PVⅢ220a）が顕現することは（PVP P229a2-3）〉知の特

殊性であり（PVⅢ220b1）、すなわち知の［外界との］区別であり知覚を自体とするという意

味（PVP P229a3）である。〈その（青など）自体は単一であり、他を伴わずに（PVⅢ220b2）知

の自性自体であるから知そのものの如く他のものを伴わないのである。（PVP P229a3-4）〉

に関して、［青と黄色などは知覚を］自体とするものであっても、それ自体ではないもの（黄

色など）とそれ自体（青）（PVTŚP256b8）とは分離されないという特徴が述べられているの
である。（D208a5）〈〔そのように（区別されないで）あるその多様性を知覚しているそれ

［知］として顕現している特徴をもったもの（青）はそれとは別な黄色などの顕現と分割（tha 

dad pa）され、それだけでは［他と一緒でなければ］知覚され得ない117）（PVⅢ220c）そう

（分割されずに）顕現するなら、それとは別の単一な自体を有するすべての知も確定して顕

現するから、また〕〈一方（青）が顕現しないことによっても、他方（黄色など）も顕現し

ないからである（PVP P229a4-6）〉というのは同時に知覚される知識の自体である青（P257a1）

などの内で一方が顕現しなければ、他方は顕現しないからである。

［反論］

［知識の自体である青などの］一（前）方が覆われ（bsgribs pa, āvr
4

ta）ても、後方は顕現し

ない（のなら全てが覆われる、すなわち覆われる覆われないという区別がない）のであるか。

［答論］

そういう（一部が覆われたら全てが覆われる）ことはありはしない（D208a6）。というのは、

その場合、［青と］別の（黄色の）知（śes pa gshan）自体は生起するが、［知は無部分である
から］前方が覆われるということもない。［無部分な］具象的でない（amūrtatva）知にとっ

て部分は覆われ得ないからである118）。この次第（一部分が覆われること）は、外界のもの

─────────────────────────────────────────────
116）rnam pa ’ga’ shig P gi, D gis 
117）この部分、岩田（1982）p.3に訳出される。 
118）cf MAK51 
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ることによって、声聞、独覚にとっても、それ（真実を知ること）は、あらゆるあり方で領

域となるものではないというのである。〈ブッダ世尊によって［こそ、すなわち智者によっ

てであるが他の者によってではない］云 （々PVP P228a8）〉に関して（P256a5）ブッダ世尊は

転倒した形象自体に区分（rnam par phye ba）を具えているとしても（PVP P228a8）、すなわ

ちブッダ以外の人々は惑乱した状態を具えているが故に、多くの者達（P256a6）〉の見る点に

合わせてブッダ世尊（D207b5）は〈見られるがままに確定なさる、そうであれば執着が具

わっている根拠を示すのである（PVP P228a8-b1）〉が、真実（kho na ñid, tattva）としてで

はないというのである。そのように［ブッダ以外の人々が］迷乱によって（P256a7）見る点

に合わせて述べているのであるというのであるから、［ブッダが］執着を具えていない根拠

が示されるのである。〈劣った見解の者によって真実は知られない（PVⅢ218a）なら、所取

云々と述べることに関して、その劣った見解の者達は能取の惑乱なしにはあり得ないから

（PVⅢ218cd）である。常に所取能取の形象によって惑乱しているからである。惑乱したそう

いった見方をする者は勝れた特殊性の点では聖者ではない。その彼らに二を欠いている最高

のものを見ることもありはしないなら、何故に、その真実が知られようか。二を起こす習気

を根本から取り除くことがないからである。彼らが二を欠いているものを見るであろう時、

その真実を見るであろう。〕これ（知）が二を欠いている特徴（D207b7）をもっているから

（PVP P228b1-4）〉というのは、それ故に（gan4 gi phyir）二を（P256a8）欠いていることが真

実（de kho na ñid, tattva） であるから、二を欠いている知識の自体を知覚することが真実を

見ることである。そうであれば、二を欠いている知識自体が生起する時に、真実自体が見ら

れるであろう115）。〈それ故、このために真実の意味を偏らず悟り（PVⅢ219a）特徴を離れた

真実の意味を偏らず悟って仏世尊である者は象の見方をなして（PVⅢ219b）象の如く真実の

対象を見ても自ら見ないが如くに説かれる。ただ世間の知恵によって外界の考察をなさる

（PVⅢ219cd）。世間で顕現するがままの対象に執着したその対象を捨てられて〉顕現するが

ままのものを排除（bzlog pa）して把握する（PVP P228b4-7）というのは、自我などを把握す

ることである。〈そう確定することも（PVP P228b7-8）〉というのは外と内の自体を有した処

（āyatana）を（P256b2）区分して確定することである。〈一塊のもの（ril po）として捉えること

などを排除すること（bzlog pa）（PVP P228b8）〉というのは、色などを多であるというなら、

その場合、単一と常住性などと把握することが排除され（ldog pa）（P256b3）よう。

〈多様な色と多様な知識も誤謬が全く同じであるとしても（PVP P229a1-2）〉知は単一であっ

て多様であり、また同様に色は単一であって多様である（P256b4）ということは以前に述べ

─────────────────────────────────────────────
115）cf Māl P182b4-5, D166b5-6
　 　ci［D ji］ ste śes pa gñis dan4  bral ba ñid grub na śugs kyis dn4os po’i n4o bo ñid kyan4  ’grub par 
’gyur ro sñam du sems na / blo gros ’di ni n4an pa yin te / ’brel pa med pa’i phyir ro // ’di la gan4  
la gñis dan4  bral ba de la gdon mi za bar yan4  dag ［P pa］pa’i dn4os po yod do shes bya ba’i ’brel 
pa ’di ci shig yod de / 
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［反論］

もし、そうなら単一な知というのは何であるのか111）。

［答論］

というのは、識別（rnam par phye ba, vibhāga）するとしても［区別される］別の知が知覚

されるのではない。それ（自己認識）は単一である。その場合、［区別される］別の知（śes 
pa gshan）が存在するということはできない。知が［別の知を］知覚しない場合、［区別が］

存在することは妥当しないから、また知が［区別の］知覚を本質としていないからである。

この次第（区別が知覚されないこと）が外界に存在することはない。外界は（P255b8）知覚

されないものであっても、［区別の］存在することが承認されるからである112）。

［反論］

もし、そうなら（D207b1）楽などのように青なども知識を本質とするものであるなら、何故、

外界の如く顕現するのであるか113）。

［答論］

これ（外界の如き顕現）は、迷乱（bhrānti）を（P256a1）自体として有するものである114）。〈そ

の真実は知られない（PVⅢ218a）（PVP P228a7）〉云々に関して真実すなわち無二なる自性

をもつもの（知）は知られない。直接知覚されないそれ（無二）に関して、そう（知られな

い）と（P256a2）いうのである。〈〔誰によってであるか。すべての劣った見解の者によって

（PVⅢ218b）（PVP P228a7）〕〉、誰によってであるのかというのは尋ねているのである。所取

と能取という執着を正しく断じる者が、優れた見方の者（paradarśana）である。特に聖者と
しての性質があるからである。その（聖者の）特徴を離れている故に、所取と能取という執

着を断じていない（D207b3）凡夫である者に対して、その〈劣った見解の者（PVⅢ218b）に対

してそう（真実は知られない）というのである。〈真実（tattva, PVⅢ218a）〉は、〈ブッダと

は別の人〔すなわち所取能取によって惑乱した状態にある人々によって〕云 （々PVP 

P228a7-8）〉によって説明して（P256a4）いる。〈すべて（sarva PVⅢ218b）（PVP P228a7）〉と語

─────────────────────────────────────────────

111）cf SŚPT P185a4

　　 ’o na rnam pa gcig yin no shes ji skad du bstan ce na /

112）cf SŚPT P4-6
　 　’di ltar gshan du cha rnam par dbye ba byas na śes pa gshan ñams su myon4  ba yod pa ma 
yin no // de la śes pa gshan gcig pu de yod do shes brjod par nus pa yan4  ma yin te / ses pas 
ñams su ma myon4  na yod par mi rigs pa’i phyir dan4  / rnam par śes pa ni ñams su myon4  ba yin 
pa’i phyir // phyi rol la yan4  rim pa ’di ñid ma yin nam / de dag ni ñams su myon4  ba ma yin yan4  
yon4s su khas len pa’i phyir ro // 

113）cf SŚPT P185a7
　 　’o na gal te bde ba la sogs pa bshin du sn4on po la sogs pa yan4  śes pa’i n4o bo yin na de ci’i 
phyir phyi rol tu snan4  she na / 

114）cf SŚPT P185a7 ’di ni thog ma med pa’i dus can ’khrul pa’i sa bon gyi dban4  gis yin no // 
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ことを述べていることになろう。それら青なども兎の角と同様であるなら、その（青の）

［知との］区別の否定（無区別）ができようか。［区別の否定が］存在し（P255b3）ないとい

われなくてはならない。

［反論］

どうして、完く単一な知覚が知覚であるのか。

［答論］

ディグナーガ先生も、［『観所縁論』で］

内にある知らるべき本質が、外界の如く顕現している。それが対象である（P255b4）。知の

本質であるが故に108）

と説かれる。したがって、楽などのように青などもそれ自体で覚知（bodha）を自性（rtogs 

pa’i n4o bo, bodharūpa）とするものである。もし、同時に（cig car）多なる知が得られる

（P255b-5）というなら、［そう］認めているから、この（知と諸形象との一多の対立という）

過失はありはしない109）。

［反論］

どうして、衆生は（D207a6）単一な識の相続を有するものであるのか。

［答論］

［世尊は単一な識の相続に関して］異熟識を意図して説かれているから、（P255b6）矛盾はな

いのである110）。

─────────────────────────────────────────────

108）cf TSP p.710,19-20 ad TS2081-2083, yad antarjñeyarūpam4  tu bahirvad avabhāsate / so ’rtho 
vijñānarūpavatvāt

109）cf SŚPT P185a3-4

　 　de bas na bde ba la sogs pa bshin du sn4on po la sogs pa yan4  run4  ñams su myon4  ba ñid rtogs 

pa’i n4o bo yin no // ’o na rnam par śes pa du ma cig char yod pa rñed par ’gyur ro she na / 

’dod pa’i phyir ñes pa med do //  cf MAV p.132,4-7  gan4  dag bde ba la sogs pa ltar sn4on po la 

sogs pa’i rnam pa rnams kyab myon4  ba’i bdag ñid kho na ste / śes pa de dag ni man4  la de dag 

kyan4  rigs ’thun pa śa stag ste / rigs mi mthun pa’i śes pa bshin du ’byun4  n4o shes smra ba de 

dag gi ni 

　 　AAA p.627,2-4

　 　atha sukhādivan nīlādaya ākār anubhavātmak・eva ity ekasya citratvānabhyupagamān na 

yathoktadūs
4

an
4

aprasan4ga iti matvā samānajatīyāny api vijñānāni bahūni vijātīyajñānavat sakr
4

d 

utpadyante iti varn
4

yate tadā ayam anyo dos
4

ah
4

 /  

110）cf SŚPT P185b3

　 　sems can thams cad kyi rnam par śes pa’i rgyud ni gcig yin no shes bya ba’i tshig de ni don 

gshan yin te /  cf MAV p.132,13  rnam par smins pa’i rnam par ses pa’i dban4  du mdzad de /  

MAV p.134,10-11  gcig ces bya ba’i sgra ni ’ba’ shig ces bya ba’i rnam gran4s su gtogs pa yin gyi 

gran4s kyi bye brag gi tshig ni ma yin te /  MAVとの関連は岩田（1981）p.162注（52）に示される。 
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に知においてなどと第七格（於格）によって能取なる部分が示されるのである。ちょうど自

ら知を自性とする内なる楽などは、別の能取なる部分を有するものではない。知覚だけを自

体とするからである。遍計された所取能取の形象を離れている故に無二である104）。それと

同様に、青なども自ら覚知（bodha）の自体であるが、別のもの（所取）の部分（能取）であ

るのではない。楽（D207a1）などのように［青などは］自己認識を自体としている（P255a7）

からである。［その自己認識は］上述の通り二を離れているから無二である105）。そうであっ

ても、ダルマキールティ先生が

《［外界の］青を知覚することにおいて青の知覚がある（PVP259b1-2）というのではない。》そ

れではどうか。

［知が青の知覚を具えているのである。（cf PVⅢ328ab）］《青自体の知覚が青の知覚である

といわれる。（PVⅢ328cd）》

≪知識と別でないなら、どうして別な対象がもたらされようか。（PVⅠ71cd）≫

≪一般相が知の自性としての対象であるなら、［自相と］なってしまおう。（PVⅢ9cd）≫

≪そう認めているから、過失はない。（PVⅢ10a）≫106）

≪共に（一緒に）知覚されると確定している故、青とその知は無区別（abheda）である。

（PVin Ⅰ55ab）≫107）

その区別の否定のみが証明されるべきものであるが、無区別（abheda）［＝同一性］というこ

とではない。そういうことがいわれるなら、論書の作者（ダルマキールティ）が理解しない

─────────────────────────────────────────────
104）cf SŚPT P184b7-8
　 　ji ltar nan4  du bde ba la sogs pa ran4  rig pa’i n4o bo yin gyi / gzun4  bar char gyur pa yod pa ma 
yin pa bshin no // de bshin du dkar po la sogs pa yan4  gzun4  ba dan4  ’dzin pa’i rnam par brtags 
pa dan4  bral ba yin no //  

105）PVTŚ P255a4-7 岩田（1981）p.154に訳出
106）SŚPT P184b8-185a2
　 　de skad du slob dpon dhar ma kī rtis kyan4  /
　 　sn4o la sogs pa’i n4o bo de’i // n4o bo ñid ni ñams myon4  yin // ran4  gi n4o bo ñams myon4  yan4  // 
sn4o la sogs pa myon4  shes sgrogs // （PVⅢ328cd）

　 　śes las tha dad ma yin na / don gshan yod par ji ltar ’gyur // （PVⅠ71cd）
　 　spyi ñid yin na’an4  don ñid na / śes pa’i n4o bor thal bar ’gyur // （PVⅢ9cd） shes brjod do she 
na /

　 　de ltar ’dod pa’i phyir ñes pa med do // （PVⅢ 10a）
　 　PVⅢ328  nīlādirūpas tasyāsau svabhavo ’nubhavaś ca sah

4

/
　 　nīlādyanubhavah

4

 khyātah
4

 svarūpānubhavo ’pi san //
　 　PVⅠ71cd  jñānād avyatiriktam4  ca katham arthāntaram4  vrajet //
　 　PVⅢ9cd  jñānarūpatayā ’rthatve sāmanye cet prasajyate //
　 　PVⅢ10a  tathest

44

atvād  
　 　PVTŚにおけるPVの引用は岩田（1981）p.155に同定されている。 
107）sahopalambhaniyamād abhedo nīlataddhiyoh 

4  

/  
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［所知内在論者の答論］

この批判となるところは（P254b4）同じではない。というのは、［時間や空間の確定をもった

青や黄色などには］心、心所と同じ自性をもった転倒した顕現を有する迷乱なる種子（’khrul 

pa’i sa bon）が勝義として（don dam par）存在する。それ（迷乱なる種子）も個々に限定さ

れた能力を有する。その個々に限定されら能力をもつもの（迷乱なる種子）からも実際に自

己認識（svasam4 vedana）のみの自体を有する転倒した迷乱の生起があるとしても、内なる惑

乱（bslad pa, viplava）による青や（D206b2）黄色など［の諸形象］は（P254b6）無であるけれ

ども、外界に存在している如くに、生滅などを具えているかのように語るが、青や黄色など

に外界の生滅が具わているのではない。そこで、青などもそういった状態にあると（個々に

限定された能力を有する迷乱なる種子から生起すると）述べるのであるが、兎の角などは

［そうでは］ない。迷乱（bhrānti）はそういった（個々に限定された能力という）自性を有し

ているからである。そういった状態にある（個々に限定された能力をもった青や黄色など

の）自性が、そういった（P254b8）（迷乱なる）種子から生起するからである。無を指示する

迷乱は、丁度あるもの（外界の生滅）の無それを指示するが、［知においてすら青や黄色な

ど自体も存在しないという］全てのものが［無であるというの］ではない。例えば、眼病な

どによって（D206b4）生起した迷乱のようにである（P255a1）というこのことは周知されてい

る。これ（迷乱なる種子から生起する青や黄色などの顕現）は、どこにも迷乱がなく、迷乱

の対象もないという全ては無であると語る者（thams cad med par smra ba, sarvanāstika）に

あるのではない。まず、知識の対象（śes bya, jñeya）は内なる（P255a2）ものであると語るあ
る他なる人々（所知内在論者）102）は、そう（生滅の限定を有し明瞭に顕現する青や黄色な

どは心、心所と同じ自性をもった迷乱なる種子から生起すると）認めているのである。

【楽などのように青なども自己認識を自体とし所取能取の形象を離れ無二である】

別の瑜伽行派（yogācāra）（D206b5）は、青や黄色などは全面的に無（thama cad med pa, 

sarvābhāva）なのではなく、楽などのように明瞭に（Ｐ255a3）知覚されるからである。か

えって、青などは外界を自性として存在しているのではなく、能取として認められる単一な

知にも第二の部分となっているもの（所取に対する能取）が存在するのではない103）。この

意図は知に粗大な形象（sthūlākāra）としての顕現があると説くものである。まさしくそれ故

─────────────────────────────────────────────
102）cfSDP49a5-6によれば所取能取の無を主張する唯識論者（vijñānavādin）、この見解からは他人の
相続に存在するものを確定しない故、一切智者（sarvajña）が成立し得ない。 

103）cf SŚPT P184b5-7
　 　’di kha cig smra ba sn4o po dan4  ser po la sogs ni rnam pa thams cad du med pa ma yin te / 
ñams bde ba la sogs pa bshin du gsal bar ñams su myon4  ba’i phyir ro // ’on kyan4  śes pa gcig la 
’dzin pa’i char ’dod pa dan4  / cha gñis pa phyir rgol gyi n4o bor gyur ba de ni yod pa ma yin te /    
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で認識するのと同様に目覚めているとしても、生れ死するなどのあらゆる言語行為を行う。

人を見ている人のように99）。（PVP P228a4-5）〉あるものが生れ死することを認識する、同

様に他の人々が優劣のある状態を獲得していると〈認識する〉（P254a5）ことが夢を見てい

ることである。（D206a3）夢の中で、夢を見ている状態で、人を見ているその人が目覚めて

いない限りその場合そのように生れ死するなどと認識する、〈同様に〉人を見ている人が〈目

覚めている（sad pa）としても（PVP P228a5）〉、彼らは夢で見ている［場合の］〈生れ死する

などのあらゆる言語習慣を行うであろう。人を見ている人（mthon4 ba po）のように。（PVP 

P228a5）〉夢を見ている人が（P254a7）例えば目覚めた状態において生れ死するなどの言語習

慣を行う、同様に、夢を見ている諸の人々も目覚めている状態であっても［生死などの言語

行為を行うことに］なろうという意味である。〈これらの無に関して、何の特殊性（bye 

brag, viśes
4

a）があろうか。皆無（gtan nas med pa, atyantābhāva）なる自性の石女の息子など

も生じ死することになろう。願いをもっている人の如きであるのか、そうでないのか特殊性

がないからである（PVP P228a5-6）〉というのは夢の中で見ていること（D206a5）と人を見て

いる人々に関して［何の特殊性があるのか］ということである。〈願い（mn4on par ’dod pa, 

abhimata）をもっている人の如きであるのか（PVP P228a6）〉というのは生死などを認める

ことである。（P254b1）〈あるいはこういうことでもない（PVP P228a6）〉というのは、願いを

もっている人［ではない。］。［願いをもっている人ともっていない人には］〈特殊性がない

（bye brag med pa, aviśes
4

a）からである。〔そうであれば、迷乱なる種子が無であるからには、

顛倒した顕われを有するもの（知）も起こることはないであろう。〕（PVP P228a6-7）〉

　転変（’gyur ba, parin
4

āma）を認めるけれども、認識対象は内なるものであると語る人 （々所

知内在論者）にとっても、この批判となるところは同じである。というのは、［所知内在論

者にとっては］その青と黄色などは外と内に存在（P254b2）しない100）。すなわち、それ故、

対象にも、知にも粗大な顕現（sthūlābhāsa）はない、云 （々PVⅢ211）によって［青や黄色な

どは無であると］述べられている。［青や黄色などは］外と内に存在しないから、兎の角と

同じである。その場合、［青や黄色と兎の角とは顕現が］無であることにおいて（D206a7）［批

判となるところが］同じであるなら101）、何故、時間空間の確定をもち生滅住の区分を自性

としてもつ青や黄色などは明瞭に顕現するが、兎の角などは［明瞭に顕現し］ないのである

か。

─────────────────────────────────────────────
99）cf ŚV nirālambanavāda, 88cd, 89ab
　 　pratiyogini dr

4

st
44

e ca jāgrajjñāne mr
4

s
4

ā bhavet // svapnādibuddhir asmākam4  tava bhedo ’pi 
kin4kr

4

tah
4

 / 
　 　夢などにおける知は誤っている。目覚めている時に見るものとの矛盾がある。我々には［目覚
めている時の知と夢などにおける知との区別がある］。汝にはいかなる区別が設けられるのか。 

100）cf AAA p633,12-13 
101）cf MAP p.157,16-18＝AAA p.630, 17-18 
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とを根拠としている。そうであれば、縁自体が近接しているままに、何らかの形象を生起す

ると述べるのである。その顚倒した迷乱もあらゆる仕方で種子（bīja）が存在しないのでもな

いが、かえってこの種子そのものと語り得ないが（bstan par mi nus kyi）〕心、心所と同じ

自性を持つものであるからである。（PVP P227b8-228a4）〉という（D205b4）のは後に生起す

る諸の心、心所（P253b5）と同類のものが心、心所と等しいものである。自己の相続に依存

しているものが、心、心所の前刹那である。その（心、心所の）自性自体が存在している種

子（bīja）を（ P253b6）そう（前刹那の心、心所と）いうのである。そういう種子という［心、

心所と］別のものは何も存在しないのであるが、かえって特殊性を有した（khyad par can）

覚知（rtogs pa, bodha）を自性とするものが先々のものである。そうであれば、［覚知の自性

は］自己認識（svasam4 vedana）に他ならないから、あれこれと（P253b7）語り得ない（bstan 

par mi nus）といえよう。

［反論］

〈語り得ないその自性のもの（自己認識）がどうして存在しようか云 （々PVP P228a4）〉に関

して、あれこれと（D205b6）と語り得ないという者（唯識論者）は、それ（自己認識）は吟

味し得ない（dpyad par mi nus pa）自性のものであると認めているのである。吟味し得る自

性のものであるなら、どうして語らないのか。その語り得ない自性のもの（自己認識）が、

どうして存在であろうか（P yod pa yin）。存在の確定も語ることを（P254a1）先とするからで

あると考えられる。

〈もし、［語り得ないものなら］それ（自己認識）は無となろう（PVP P228a4）97）〉というのは、

学説論者（grub pa’i mth’ smra ba） の［主張］である。［学説論者の見解は］次の通りにい

えよう。楽などそれぞれ自ら認識されるもの（so so ran4 gis rig pa, pratyātmādhigama）は、

これそのものであると語り得るものであるのか、言語行為として相応しくないものであるの

か。

　それ（楽など自ら認識されるもの）はそれ自体としては無ではない。（D206a1）迷乱なる

種子も知識自体を先行させるものであって、それ（知自体）が無なら、覚知（rtogs pa, 

bodha）も無（P254a3）となろう。そうであれば、自己認識自体も無であるから、また外界も

全くの無（śin tu med pa, atyantāsat）であるから、またこの全ては兎の角と等しいものとな
ろう。そうである場合、

〈無として特殊性がない（khyad par med pa）から98）、例えば夢を見ている諸の人々が夢の中
─────────────────────────────────────────────
97）cf ŚV nirālambanavāda, 47cd 
　 　na ca pratyayamātratvam4  kiñcid asty anirūpan

4

āt //
　 　知のみを性質とする何らかのものは、語り得ないから存在しない。 
98）cf ŚV nirālambanavāda, 49 
　 　nirālambanatā cāpi sarvathā yadi sādhyate /
　 　viśes

4

anāprasiddhiś ca dr
4

s
4

t
4

āntaś ca na vidyate //
　 　また［知は］対象を持たないことが、あらゆる場合に証明されるとしても、特殊性が周知されず、
また実例も存在しない。 
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（āyatana）の意味となり、生起することによって源を意味するものが界（dhātu）の意味とな

るように。その（蘊、処、界の）相はすべて作用を特性とし（PVⅢ216a）作用の区別を有す

るものである。その作用（byed pa, vyāpāra）も増益されたもの（sgro btags pa, samāropita）

である。一切法は作用をもたないからである。勝義として存在するものではない。そうであ

れば、その作用の真実ではなく（de ñid min, tattvan na） （PVⅢ216c）無自性である。その根

拠によって、またそれらの事物（蘊、処、界）は相を離れており（PV216Ⅲd）無相である。

諸事物は無自性であっても、世尊は色などのそれぞれ区別を有した相を確定なさっている。

それを見られるがままに依存してなさるのである。そうであれば、矛盾はないと説かれるか

らである。（PVP P227a8-b4）〉

増大（mched par byed pa）することによって（PVP P227b1）とは、諸の心、心所の生起を増

大させるという意味である。不染汚無知の者（aklis
4

t
4

a-ajñāna）は所取（P253b3）能取に執着す

る（D205b3）。

〈〔自己の縁に依存して（yathāsvam4 pratyayāpeks
4

ād PVⅢ217a）云々という。自らが見るがま

まにそれぞれ確定することによって色などを勝義であるが如くに見せしめる真実にあらざる

形象を有した知が生起する（PVⅢ217c）。

［反論］

誰が生起するのであるか。

［答論］

無明によって害された者は（PVⅢ217b）不染汚無知の者である異生（pr
4

thagjana）は［真実に

あらざる形象を］断じていない。このことによって、顛倒している顕現の因をいっているの

である。

［反論］顛倒した形象も何と相似しているのであるか。

［答論］眼病者（rab rib can, taimirika）などの如し（PVⅢ217d）。〔眼病者などの如くに顛倒し

た分別（vikalpa）の形象が生起する。〕（PVP P227b5-7）〉

［経量部の反論］

〈表象（vijñapti）が外界の対象に依存しないのなら、何故に対象が確定されることなどによっ

て起こるのであるか（PVP P227b7-8）〉というのは外界の対象に依存しないのなら、時間空

間などあらゆる点で（P253b4）表象（vijñapti）が獲得されるのであるか。

［答論］

〈自己の縁に依存して（PVⅢ217a）というのである。依存することによって、依存しその依存

の故にである。そのまま縁自体に依存するという意味である。外界の対象に依存することが

なくとも〔表象は自らによって起こるのである。〕（PVP P227b8-228a2）、

［反論］

〔どういうことであるのか（PVP P228a2）〕

［答論］

〔ある表象の相続（rgyud, sam4 tāna）が何らかの転変（yon4s su gyur pa, parin
4

āma）を起こすこ
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もし、云何なる［因］もないなら、その時、諸存在の区別と無区別は、何から起こるのであ

るか。同様に生起なども［何から起こるのであるか。］そうであれば、前に認識されていな

いものが後に対象の形象を把握して認識を起こすなら、その対象を有する知の生起もそのよ

うな形象の認識としての顕現を欠いているなら、否定という言語表現を設けることになろう。

（PVP P226b5-8）〉

あるものによって認識される（PVP P226b8）とは増益された主体を自性とするものによって

［認識される］ということである。あるものを認識する（PVP P227a1）というのは外界の如く

に顕現しているものを把握するということである。〈［認識されるものと認識するものの二は

存在しないから、何らのものも認識されることはない。所取能取の形象は無であるからであ

る（PVP P226b8-227a1）］その場合、生起などを（P253a4）認識するものの拠り所をもたない

〔そううであれば確定される。事物の区別と無区別だけを惑乱とするのみでない相空性

（laks
4

an
4

aśūnyatā）であるから、無自性であると述べるのであるから、所取能取の形象とは
（PVⅢ215a）という。何らかの対象として述べられるものが相である。〕（PVP P227a1-3）〉

というのは所取能取の形象が迷乱である場合、そういった生起などを認識するものの拠り所

をもたないという意味である。これは、遍計されたもの（kalpita）は存在しないことをいっ

ている。（D205a6）〈例えば知らしめるものによって知られる云 （々PVP P227a3）〉によって

は能取（grāhaka）として増益された（samāropa）特徴のものをいっている。〈色など何らかの

対象である（P253a6）もの（PVP P227a4）〉ということに関して滅し鎮められ得る故に色なの

である。聞かれるが故に音声である。このことによって所取（grāhya）として増益された特

徴のものをいっている。

〈所取能取の形象とは別の諸存在の特相として別のものが存在するのではない（PVⅢ215ab）

所取能取の形象の関係とは別の特相は存在しない。それらの所取能取の形象は真実ではない。

そうであれば勝義としての特相は何も存在しない（PVP P227a5-6, D194b3-4）〉云々というの

は所取能取の形象とは別にということであり、所取能取の結合関係を欠いた特相（laks
4

an
4

a）

が存在するのではない。［相とは］所取あるいは能取との結合関係によって特徴付けられる

ものの確定であるが故に、（D205b1）特相であって、別のあり方は確定され得ないからであ

る。〈したがって、その特相は自性として空であるから（ PVⅢ215c）、自性空である。特相

であるから無自性（nih
4

svabhāva）であると説かれる（PVⅢ215d）。諸仏世尊によって特相で

あるから無自性であると説かれる。（PVP P227a6-8）〉というのは［分別としての］別の知（śes 
pa gshan）によって確定された特徴付け（P253b1）を自性とするものが［所取能取の形象とい

う］特相である。そういったその（所取能取の）自性として空であるからという意味である。

それは、自己認識の自性として［空なの］ではない。［自己認識は分別としての］別の知に

よって特徴付けられ得ないからである。

〈また、外界の対象を承認するとしても、一切法は無相であって、というのは特殊性という

点で蘊（skandha）などの特徴をもつものが（PVⅢ216b）、例えば、集まりということである

なら、集合の意味が蘊であり、増大することによってなら、増大を意味することが処
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そうであれば、自己認識のみとしての上述の二を欠いている諸法は無我なのであるが、あら

ゆる存在という点で［無我なの］ではない、ということが定まっている。

　『般若経』（D205a2）などはそれぞれの所で、諸法の一多の自性の拒斥を説いている。同様

に生起などを拒斥する（P252b8）ことも、遍計所執（kun tu brtags pa, parikalpita）性だけが

意図されているのであるが、依他起（gshan gyi dban4 , paratantra）性なる無二なるものが

［意図されているの］ではない93）。そうであれば、二として（所取能取の形象を有して）顕

現する識自体から生起などの区別（bye brag, bheda）が設けられるのであるが、自己認識の

みという点で［設けられるの］ではない94）。二として顕現するもの（所取能取の形象）も虚

偽（alīka）であるから、それ（二）によって確定される自性をもつもの（二を有した知）

も虚偽に他ならないのである95）。PVTŚ P252a3-253a1, D204a7-205a3
そのこと自体を詳しく説くために、〈それ（所取能取の区別）が迷乱（upaplava）96）（P253a2）

である場合に（PVⅢ214c）（PVP P226b4）〉も云々と［デーヴェンドラブッディが］いうので

ある。〈知に所取能取の形象が存在しない場合、それら色、受などの対象と対象を有したも

のの形象を拠り所として云 （々PVP P226b4-5）〉というのは、色なる対象を確定して受など

対象（P253a3）を有するものの形象を［確定する］。

〈諸の確定された相を有するものは区別も多様でっても、迷乱であり（PVⅢ214d）雑乱である。

［反論］

何故であるか。

［答論］

というのは、諸存在のこの区別の確定は、その（所取能取の）区別に依存している（PVⅢ

214ab）。所取能取の区別という因を有するものである。知にとっての区別と無区別（tha 

dad pa dan4 tha dad pa med pa）の顕現は諸存在が区別と無区別にて存在する原因となるも

のである。

─────────────────────────────────────────────
93）cf Māl P144a7-8, D134a6-7 前主張
　 　de bas na kun brtags pa’i mtshan ñid n4o bo ñid med pa ñid kyis chos thams cad skye ba med 
pa la sogs par gsun4  kyi / don dam par ni ma yin te / de’i phyir re shig lun4  gi sgo nas ni nus pa 
ma yin no //  

94）PVTŚ P252b8-253a1 岩田（1981）p.153に訳出 
95）cf Māl P144a6-7, D134a5-6, 前主張
　 　gzhan yan4  gñis su snan4  ba’i rnam par śes pa kho nas［D nar］chos thams cad skye ba la sogs 
pa bye brag ’byed kyi / ran4  rig pa tsam gyis ni ma yin no //gñis su snan4  ba yan4  bdzun pa’i 
phyir des rnam par gzhag pa’i n4o bo thams cad kyan4  brdzun pa ñid yin no //

　 　Māl P180b4-5, D165b6-7
　 　gan4  yan4  skye ba la sogs pa’i rnam par dbye ba ni gñis su snan4  ba’i śes pa kho nas byed kyi / 
ran4  rig pa tsam gyis ni ma yin no // gñis su snan4  ba yan4  brdzun pa’i phyir des rnam par gzhag 
pa’i n4o bo yan4  brdzun pa kho na’o zha bya ba la sogs pa smras pa 

96）slad pa PVP P226b4, bslad pa PVP D194a3
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［以下、推理による無二知の吟味］

そうで（無二と確定していないので）あれば、無二の自性が把握された90）としても、把握

されていないに等しい。このことだけで、覚知の自性も一般的に単なるダルミン（chos can 

tsam）として成立しないのではない。そうであれば、（P252a7）ダルミンである知識の特殊性

が二あるいは無二なる自性を有する場合に、特定の自性をもつものであると確定されないか

らである。単なるダルミンも確定されないと（D204b4）智慧ある人が、言うことはできない。

そうであれば、音声などに関しても、一般的にダルミンが成立し、刹那滅であるか、非刹那

滅であるかという特殊性によって議論するなら後に推論が起こることになろう。推論を行う

前に刹那滅などを本質とする特殊性が全く成立していないから、［刹那滅であるとも、そう

でないとも特殊性の確定していない］単なるダルミンも成立していないと言い得ないなら、

何故に立証因は所依不成（āśrayāsiddha）（P252b2）となろうか。あらゆる推論に関しても一
般的にダルミンは成立すると認められなくてはならない91）。そうであれば、論争の基と

なっているダルマも（D204b6）ダルミンが確定される時に確定される、その場合（推論を行

う前に）、三条件を具えた因（trirūpam4  lin4gam）を求めることは、無意味となろう。

＜能遍と対立するものの認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）に基づく推論による無二知の論

証＞

　それ故に、この場合も一般的に喜びなどを具えたダルミンである知識（覚知の自性）は直

接知覚によって証明される（P252b4）のであるが、［凡夫には］迷乱が存在する故に無二なる

自性は確定されないとしても、それ（無二であること）を証明するために、推理は行い得る

のである。

Aの本性を退けているBは、Aの本性を欠いている。例えば、冷たい本性を退けている暖か

さは、冷たい本性を欠いているように。（遍充）

覚知の自性（rtogs pa’i n4o bo）も上述の通りの形象という点で、二なる本性を退けている。

（論理的根拠）

［覚知の自性は、二なる本性を欠いている。（結論）］

以上（P252b6）［の推論］は、能遍と対立するものの認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）［に基づ

くもの］である92）。

─────────────────────────────────────────────
90）D bzun, P gzun 
91）cf Māl P181a5-6, D166a6-7
　 　gten tshigs gzhi ma grub pa yan4  ma yin te / spyir dga’ ba la sogs pa’i rnam pa ñams su myon4  
ba’i chos can rnam par śes pa zhe bya ba rtogs pa’i n4o bo grub pa’i phyir ro // 

92）cf Māl P181a4-5, D166a5-6
　 　de sgrub par byed pa’i tshand ma ni yod pa ñid / ’di ltar ’ga’ shig gan4  gi n4o bo ñid dan4  ’gal ba 
de ni de’i n4o bos dben pa yin te / dper na gran4  ba’i n4o bo la gnod pa’i dro ba gran4  ba n4o bo ñid 
kyis dben palta bu yin la / rtogs pa’i n4o bo’i chos can yan4  gñis kyi n4o bo ñid la gnod pa yin pas 
khyab par byed pa ’gal ba dmigs pa yin no // 
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妥当しない。それ故、二が空であることがその［知にとっての］真実である（PVⅢ213cd）。

所取能取を離れている。〕（PVP P226b3-4）〉（P252a1）と［デーヴェンドラブッディは］述べ

ているのである。自己認識のみである覚知の自性（rtogs pa’i n4o bo, bodharūpa）も能取とい

う言葉によっていわれるものではない。［依他起なる］覚知の自性は、相互に依存し合って

（D207a7）遍計されたものではない87）。自己の因（svahetu）自体（P252a2）から、それ（覚知の

自性）はそういうものとして（de ltar, tathā, 相互に依存し合うことなく）生起するに他な

らないからである。その覚知の自性自体が自己認識のみとして定まっているのである88）。

［無二知の実在の論証］

前述の所取能取を離れているから、無二であると言うのである。（以上PVTŚ P251b4-252a2, 
D204a3-7）

（P252a3）すなわち、

　青や黄色などの知識とは別に（D204b1）外界にあるよう　　に顕現しているものは真実で

はない。それ故に知識の　対象は、真実としては外界に存在しない。それ（知識　の対象）

に依存している認識の主体としての本質が、　想定されている。それ（認識の主体としての

本質）も、真実ではない。それ故に知は無二であると確定される89）。

と言われる。覚知の自性（rtogs pa’i n4o bo）も自己認識の直接知覚によって成立するなら

（D204b2）、全ての人々が真実を見ることに（P252a5）なりはしない。というのは、その覚知

の自性に部分はない故、［青や黄色などが］把握されるとしても迷乱の種子（’khrul pa’i sa 

bon）を伴っているからである。覚知（rtogs pa, bodha）のままで無二の確定が起こるのでは

ない。

─────────────────────────────────────────────
87）cf Māl P181a7-8, D166b1-2
　 　thams cad dn4os po med par yan4  thal ba yan4  ma yin te / byed pa po dan4  las kyi n4o bo kho na 
la ltos ［P bltos］tsam las ñe bar brtags pa’i n4o bo yin pa’i phyir brdsun pa ’ba’ shig tu zad kyi / 
bdag ñid ni ma yin no sñam du sems na  cf Māl P182a5-6, D167a6

　 　TSP p.708,13-17 ad TS2067-2077
　 　na sarvābhāvah

4

 yasmāt svavyatiriktasya grāhyasya pr
4

thivyādeh
4

 svalakwan
4

ato ’satvāt / 
santānāntarasya tu grāhyarūpen

4

ābhāvāt grāhyākāraśūnyam tadpeks
4

ya prakalpitam4  tu yad 
vijñānasya kartr

4

tvam4  vijānānātīti vijñānam iti kr
4

tvā tasyābhāvād grāhakākārasūnyam na tu 
vijñānasvalaks

4

an
4

asyāpi sarvasya sarven
4

ābhāvāt / 
88）PVTŚ P252a2 ran4  gi rgyu ñid las de de ltar skyes pa ñid kyi phyir ro // rtogs pa’i n4o bo de ñid 
ran4  rig pa tsam du gnas so // cf SDV4b4-5 gal te ran4  rig pa’i n4o bo yin pas de’i phyir hag can4  
thal bar mi ’gyur ro she na / ……gal te śes pa’i n4o bo ñid ni ’di ’dra ste / ran4  gi rgyu las skyes 
śin4  des de ltar ’gyur ro she na / 

89）TSP p.708,18-21ad TS2076-2077
　 　nīlapītādi yaj jñānād bahirvad avabhasate / atra satyam ato nāsti vijñeyam4  tattvato bahih

4

// 
tadapeks

4

ā ca sam4 vitter matā yā kartr
4

rūpatā / sā na satyam atah
4

 sam4 vid advaye ’pi vibhāvyate 
//   TSPに引用されることは岩田（1981）p.158注（12）に示される。
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［シャーキャブッディの答論─無二知である自己認識の立論］

その［論難］に答えよう。愚かさによって二なるものの［特徴］を知らない者達が、その［二

以外に真実なものが残されているのかという論難］を（P251b5）提示する（D204a4）のである。

というのは、

能取という言葉によって、喜びや喜びでないなどという多なる形象の生起を具え、自己認識

（ran4 rig pa）である内なる覚知の自性（rtogs pa’i n4o bo, bodharūpa）がいわれているのでな

いなら、それ（所取に対する能取）も無（P251b6）であるから、かえって知識（vijñāna）と別

であるかのように（phyi rol bshin du）［外界の］青などとして顕現しているものは、一多の

点で吟味に耐え得ない（gcig dan4 du mas dpyad mi bzod pa）故、真実（de kho na ñid）では

ないのである85）。したがって、まず（P251b7）勝義として（don dam par）知識と別な所取

（gzun4 ba tha dad pa）は存在しない。それ（知識と別な所取）は存在しない（med pa’i 

phyir）からそれに依存して仮説された（P rab tu btags pa）覚知の自性、すなわちこの所取に

とってのこの能取を自性とするものであるという（P251b8）その能取が存在するのではない

ということを言って（D 204a6）いる。主体（byed pa po, kāraka）と客体（las, kriyā）は相互

に依存し合うこと（phan tshun bltos pa, parasparāpeks
4

ā）によって仮説されたものに他なら

ないからである。まさしくそれ故に、〈〔所取自体と能取自体は〕相互に依存し合って、それ

ら二（所取と能取）は確定されたものであるから86）〔そういうわけで、というのは知に二は
─────────────────────────────────────────────
85）cf Māl P181a6-7, D166a7-b1
　 　ran4  gi n4o bo ma grub pa ñid kyan4  ma yin te / gzun4  ba’i rnam pa gcig dan4  du ma’i n4o bo ñid 
dan4  bral ba’i sgo nas n4o bo ñid med pa ñid kyis de la ltos nas rab tu brtags pa’i ’dzin pa’i rnam 
pa yan4  n4o bo ñid med pa’i phyir ro //

　 　シャーキャが〈一多の点で吟味に耐え得ない故、真実ではない〉と表明するところをカマラシー
ラは〈離一多性（ekānekasvabhāvarahita）故、無自性〉と言い換えている。したがって、シャー
キャの表明が後期中観の離一多性を根拠とする無自性論証の形成に連なったと考えられる。 

86）TSP p.708, 13-16 ad TS2076-77

　 　［私は無二であっても］全てが無なのではない。したがって［知］自身とは区別される所取なる

大地などは自相からして無であるからである。他方、他人の相続は所取の自性という点で無であ

るから所取の形象は空（grāhyākāraśūnya）である。他方、その（空なる所取の形象）に依存して
構想されたものが（tadapeks

4

ya prakalpitam）知にとっての主体（kartr
4

tva）であると知られる故

に知識であるという意味であって、それ（依存して構想された知の主体）は存在しないから能取

の形象は空（grāhakākāraśūnya）である。しかし知の自相（vijñānasvalaks
4

an
4

a, 青などの形象）

も全てが全ての点で無であるからではない。

　 　TSP p.681,21-22 ad TS1997

　 　外界に大地などの所取（grāhya）は非存在であることが成立する。それら（外界の大地など）

が成立しないなら、それ（外界の大地などの所取）に依存して構想されている（tadapeks
4

am4  

kalpitam）知にとっての能取（grāhakatvam）も存在しない故に唯識性（vijñaptimātratā）が成立

する。

　 　BhKI p.211,5-17., AAA p.884,23., Trim4 śikāvijñaptiprakaran
4

a k.28.　　
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れることはない。［別な本質のものを］正しく知覚されるなら、真実を見ることになろう。

そうであれば、人 （々dehin）は労力なくして解脱することになろう80）。［したがって無二知

は直接知覚によって成立しない］

［無二知は推理によって証明されない］81）

それ（所取能取の形象を欠いた無二知）は、推理によっても確定されない。というのはまず

同一性の能証（svabhāvahetu）から起こる推理は、その場合あり得ない。その同一性こそ

が証明されなくてはならないからである。

結果の能証（kāryahetu）から起こる［推理］も、［あり得］ない。無二なる自性のものと

因果関係を証明する直接知覚と無知覚は成立しないからである82）。結果（所取能取の形象）

を排除（ldog pa）する特徴をもった因（無二知）と結果（所取能取の形象）の成立もありは

しない（反所証拒斥検証が成立しないcf P250a5）。結果（所取能取の形象）自体が成立しな

いからである（cf SDV4b3）。そうであれば、瑜伽行派（rnal ’byor spyod pa, Yogācāra）に

とって真実な無二なるもの（無二）が結果であるなら、それ（真実な無二なるもの）も、プ

ラマーナによって証明されない。二として顕現するもの（所取能取の形象）は、［汝にとっ

て］兎の角と等しいもの（全くの無）であるから結果ではない83）。［したがって無二知は推

理によっても成立しない］84）

（以上PVTŚ P251a6-b4, D203b6-204a3）

─────────────────────────────────────────────
80）cf Māl P180b6-7, D166a1-2
　 　gñis su snan4  ba yan4  ba yan4  brdzun pa ñid yin na ni śes pa’i n4o bo gan4  don dam par srid par 
’gyur ba gzzhan ci zhig las / śes pa de kho na ñid gzun4  ba dan4  ’dzin pa’i rnam pa dan4  bral ba 
gzhan ni tshu rol mthon4  ba rnam kyis yan4  dag par myon4  ba med de / thams cad de kho na ñid 
mthon ba ［D kho na］ñid du thal bar ’gyur ro //  Mālとの関連は岩田（1981）p.160注（36）に示さ
れる。

81）ここより以下のPVⅢ213-214cに至るシャーキャブッディの注釈部分は、カマラシーラのMālとの
対応が見られMāl のその部分を訳出した。cf 森山（1987）、その後、一郷（1997）にはシャーキャ注
も訳出される。一郷氏はそれをPV・212の注釈と見られるが、PVⅢ213-214の注釈である。また、
その中にはPVⅢ213cdに関するデーヴェンドラ注（PVP P226b3）からの引用のあることに注意を喚
起しておきたい。 

82）cf Māl P180b7-181a1, D166a2-3
　 　de ni rjes su dpag pa’i sgo nas n4e pa yan4  ma yin te / de lta bu’i rtags ñid ma grub pa’i phyir 
ro // ’di ltar re zhig ran4  bshin gyi rtags las byun4  bas rjes su dpag pa ni mi srid de / de’i ran4  
bzhin ñid bsgrub par bya ba yin pa’i phyir ro // ’bras bu’i rtags kyan4  ma yin te / gñis su med 
pa dan4  ［P ni］ ’ga’ yan4  lhan cig rgyu dan4  ’bras bu’i dn4os por ma grub pa’i phyir te / 

83）cf Māl P181a1-2, D166a3-4
　 　de las gtogs pa’i ’bras bu gzhan yod pa yan4  ma yin te / ’di ltar khyed kyi ltar na gñis su med 
pa de kho na ’dras bur ’gyur ba zhig na de gñid bsgrub par bya ba ñid kyi skabs yin pa’i phyir 
de yan4  tshad mas grub pa ma yin no // gñis su snan4  ba gan4  yin pa de ni ri bon4  gi rva dan4  ’dra 
ba’i phyir ’bras bu ma yin no // 

84）cf TSP p.708,11-13 ad TS2077 
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が認められなくてはならない76）（PVP P226a8）。〉

［有外境有形象知識論（経量部説）批判─相似性批判77）］

〈それ（対象との相似性）も内に含まれる（知の自体である）なら別のもう一方の相似した

もの（sārūpya）が［外界に］存在するのではない。そうであれば、覚知自体が覚知としての

顕現をもつものである。単一な知は部分あるものとして（chas）存在しない。そうであれば、

勝義としてそれ（知）は［所取と能取］区別されない。それも区別をもたない知が（PVⅢ

212c1）それにとってのそれ（所取能取）と区別して顕現するのは迷乱である（cf PVⅢ

212c2d）。眼病者などの知の如し。（PVP P226a8-b2）〉ということに関して［知に］顕現し

た形象であって、述べられたままの形象として内に含まれ、知の自体として存在するならと

いうのである。〈別（PVP P226a8）〉とはそれ（知の自体）から（P251a5）別の［外界の］もの

である。〈相似性（PVP P226a8）〉を設けるとは知に映像（gzugs brñan, pratibimba）を置くこ

とである78）。像（gzugs, bimba）［ex.顔］と映像（D203b6）すなわち相似性を置くもの（’jog 

par byed pa, 所取）と置かれたもの（’jog pa, 能取）の二が［完全に一致した］正しいもの

として知覚されることはないからである79）。その場合、以下の通りとなろう。

［vastusādhana を問う無二知の真偽に関する論議］

［反論］

単一な知に二なる形象が真実であることが矛盾するなら、そうであれば、その二なる形象と

別な何が真実（bden pa）となろうか。

［答論］

それ故、単一な知の自体（P251a7）云々〈その単一な知の自体に関して一方でも所取あるい

は能取の形象が存在しない（PVⅢ213a）と必ず認められるなら、二も崩れよう（PVⅢ213b）。

（PVP P226b2）〉と［デーヴェンドラブッディが］言ったである。

［反論］

［無二知は凡夫の直接知覚により知覚されない］

所取能取の二も実在でないなら、知にとって真実（de kho na ñid）であるものが他に何が残っ

ているであろうか。所取能取の形象とは別な本質のものは、諸の凡夫によって正しく知覚さ

─────────────────────────────────────────────
76）cf MAK20＝TS2004
　 　nirbhāsijñānapaks

4

e tu tayor bhede’pi tattvatah
4

 /
　 　pratibimbasya tādrūpyād bhāktam4  syād api vedanam //
　 　顕現を有している（有形象知）知の場合、実際には両者（対象と知）には区別があるとしても、
［知における］映像には［対象との］相似性があるから、間接的ではあっても、知ることがあろう。 

77）cf TS2035-2038, Mālに関しては森山（2004a） pp.106-107［I-1-1-A-4-1］
78）cf 本稿 I-2. ①
79）cf MAV p.180, ③ ad MAK61経量部の映像説への批判 
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そうであれば、外界の対象が存在するとしても、形象を具えた（有形象）知が認め（D203b2）

られなくてはならない。無形象［知］によっては、［対象を］把握し得ないからである71）。

（P250b8）

［知のみが二自性を有するのは言語行為としてである］

外界の対象が存在しないとしても、その知こそが形象を生起する。そうであれば、［知は］

明らかに二自性（所取能取）を有するものである。しかしながら二なる自性を有したその知

も真実ではなく迷乱（bhrānti）によって（P251a1）確定される。執着のままに言語行為

（vyavahāra）において実在であると確定されるからである。さもなければ、どうして単一な

る知（buddhi）に二なる自性が真実となろうか72）。その（知に二なる自性が真実でない）こ

とを説くために、〈単一な知において勝義として二形象は不合理である。単一性が崩れるか

らである（PVP P226a6-7）73）〉云々と［デーヴェンドラブッディが］述べたのである。

［有形象知識論による無形象知識論批判］

外界の対象が存在するとしても認識が二なる自性を有すると述べる（D203b4）ことは成立す

るからである。無形象論者が外界の対象に（P251a3）執着することに関して〈もしも（PVP 

P226a7）云々、所取の形象として顕現しているそれが、知の顕現ではない［知に所取との相

似性がないから］なら、その時、知に対象（yul）の形象が存在しない、そうであれば、知覚

の存在だけ（ñams su myon4 ba yod pa tsam）からこれがこの知である（’di’ i śes pa ’di yin 
no）という（識別する）ことになる故に74）（PVP P226a7-8）〉というのであって、これがこ

の知である（PVP P226a8）というのは所取を認めることによって青と黄色をこれがこの知で

あると［識別］することになる75）。〈知には対象との相似性（don dan4 ’dra ba, arthasārūpya）
─────────────────────────────────────────────
71）cf TS2033cd
　 　arthākāroparāgen

4

a viyogāt ca na bhaktitah
4

//
　 　［無形象知には］対象の形象に染められることを離れているから、間接的にも［認識は成立し］ない。 
　 　cf MAK19 
72）PVTŚ P250b8-251a1岩田（1981）p.148に訳出
73）PVP P226a6-7 岩田（1981）p.148に訳出 
74）cf PVP D193b7 mi ’gyur bas na
　 AAA p.532, 24-26=TSP p.1123,24-25 ad TS3626
　　無形象知識論者にあっては（nirākārajñānavādipaks

4

e）知の自体に（ jñānātmani）諸存在の引き
渡したもの（āropan

4

a）が存在しない。かえってその［知覚の］存在のみ（sattāmātra）によって
それら［諸存在］が知られる。

75）AAA p.533, 17-20=TSP p.1124,14-17
　　凡夫の知はそれぞれ確定した対象を領域として把握するものである。無形象知にあっては
（nirākārajñanapaks

4

e）あらゆる場合に特殊性（viśes
4

a）がないから、それぞれの対象に関する区
別（pratikarmavibhāga）があり得なくなってしまうことが欠陥であると指摘される。というのは
［無形象知にあっては］これは青の知であり黄色の［知］ではない（nīlasyedam4  vedanam4  na 
pītasya）という確定が存在しないから、あらゆる凡夫が一切智者性（sarvajñatva）を具えること
になってしまう。一方、一切智者にはそれ（無形象知であっても全てを知り得る能力）が認めら
れる。cf Mal 森山（2004a）pp.108-9［I-1-1-B］
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方位と支分の区別（digbhāgabheda）を欠いているものも知識と同様、具象的（P250b3）であ

ることは妥当しないからである68）。方位と支分の区別をもつものであるなら、また部分を

具えたもの（sāvayavatva）である［一性が崩れる。したがって一であり得ないものには多性

も成立しない］。それ故に、［一多の点で吟味に耐え得ないという立証因は原子の勝義無を確

定し得るものである］

［因］［具象的なものである原子は］一多の点で吟味に耐え得ないものに他ならないから、

［宗］粗大さ（sthūla）と同様、原子にも拒斥があろう69）。これ（原子の実在論）も、偉大な

師である世親（Vasubandhu）などによって［『唯識二十論』などで］見事に鎮圧されている。

それ故に、外界の対象（bāhyārtha）は存在しないのである。（PVTŚ P250b4, D203a6）】
Ⅴ-2.

PVTŚ P250b4-258b1, D203a6-209b1〈PVP P226a4-230b3, D193b5-197a6〉ad PVⅢ212-224
〈［反論］

そういう（知は外界の対象すなわち個々の原子や諸原子の集合体とは相似しない）ことにな

るけれども、外界の対象は存在しない（phyi rol gyi don ni med）が、二なる顕現を有した

知こそ（rnam par śes pa ñid）が勝義として（don dam par）存在するのである70）。
［答論］

それぞれも不合理である。というのは（PVP P226a5）内に識別するもの（pariccheda）が（PV

Ⅲ212a）〔内なる単一な自体に識別すなわち能取の（PVP D193b6）形象の知覚の確定がある〕

云 （々PVP P226a4-5, D193b5-6）〉によってまず自性を（P250b5）分けて説いているのである。

〈別のこの部分が外界の如くに存在している。（PVⅢ212ab）諸の凡夫の観察においてである

（PVP P226a5-6）〉というのは、内に顕現する能取の形象とは別なものが青や黄色など［所

取の形象］であるということである。凡夫の主張は迷乱そのものにおいてそう（P250b6）（所

取能取として）顕現するからである。菩薩（D203b1）は［所取能取の形象を退けて］諸法無

我を悟ることによって二を欠いた［知］すなわち自己認識（svasam4 vedana）のみを悟るので

ある。内あるいは外に顕現するこの（所取能取の）形象も〈外界の対象は有であっても、無

であっても妥当する。認識（blo, bodha）は二なる自性（n4o bo）を具えているが（PVP 

P226a6）〉

［有形象知識論による無形象知識論批判］
─────────────────────────────────────────────
68）cf TS1970 
69）cf TSP p.677,14-16 ad TS1989-1991離一多性を因とする推論式
　 　yad ekānekasvabhāvarahitam4  tad asadvyavahārayogyam yathā viyadabjam / 
ekānekasvabhāvarahitāś ca parābhimatāh

4

 paramān
4

ava iti svabhāvahetuh
4

 / 
　 　一多の自性を欠くものは無存在であると言語表現するに相応しい。例えば、空中の蓮華の如し。
（論理的必然性） 他者の想定している諸原子は一多の自性を欠くものである。（論理的根拠） 

　 　［他者の想定している諸原子は無存在である。
　 　（結論）］ 以上の［推論は］同一性の因［に基ずくもの］である。 
70）例えば、護法（530-561）は所取能取の形象を依他起性とする。cf 沖（1982）pp.197-198 
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［粗大な］形象を持った知が別の形象を具えた対象（原子）をもつことはない。過大適用の

過失となると指摘し終わっている。原子の（D203a1）形象を持った知は、いかなる賢者に

よっても正しいものとして認識されることはない。そうであれば、原子は直接知覚の対象で

もなく、推理（P250a5）の対象でもない61）。

［推理による原子の吟味］

その場合、結果である［粗大な形象を認識する］知を排除する［一多の点で吟味に耐え得な

いという］立証因によって考察しなくてはならない。他の者達（シュバグプタ）は、それ（結

果である粗大な形象を認識する知）も内なる習気により設けられたもの（迷乱）であると主

張する。そうであれば、それ（粗大な形象）も、その（原子の実在を証明する）立証因では

ない62）。（P250a6）［習気により粗大な形象に］転変する（parin
4

āma）と63）認めるけれども、

［因］直接知覚と想定される（’dod pa, abhimata）粗大な形象は一多という点で吟味に耐え得

ない（dpyad mi bzod pa）から

［宗］［直接知覚と想定される粗大な形象は］勝義として無であるのが正しい64）。（D203a3）

［反論］

上述の［粗大な］形象という点で全く知覚されない（atyantaparoks
4

a）原子の自性は、まず否

定し得ないし65）、それ（全く知覚されない原子の自性）を拒斥する検証（bādhakapramān
4

a）

は機能しない。それ（原子の自性）は、無部分故、一なる自性を有するものだからである。

（P250a8）それ（全く知覚されない原子の拒斥）を証明するものも存在しない。それ故にこそ、

［一多の点で吟味に耐え得ないという立証因は］疑惑のあるものとなろう。そうであるなら

（その立証因により原子の拒斥が証明されないなら）また疑惑なくあらゆる場合に［一多の

点で吟味に耐え得ないという立証因により］諸法無我と説かれないことになろう。

［答論］

このことに答えなくてはならない。そう詰問するその者も必ず原子は具象的なもの（lus can 

ñid, mūrtatva）であると認められなくてはならない。具象的でないもの（amūrtatva）が原子

の性質をもつことは妥当しないからである66）。さもなければ［具象的でないものに原子と

しての性質があるなら］（D203a5）心、心所にも、原子としての性質があると何故、考えら

れないのであるか67）。具象的なものであれば、必ず方位と支分の区別あるものとなろう。
─────────────────────────────────────────────
61）cf TSP ad TS1987 
62）cf TSP p.674,9-11 ad TS1974 
63）’gyur bar ni ’dod mod kyi（PVTŚ P250a6）, ’gyur mod gyi（PVP P226a4） 
64）cf TS1975
　 　sthūlatvam4  vastudharmo hi siddham4  dharmidvaye’pi na /
　 　na hy asty avayavī sthūlo nān

4

avaś ca tathāvidhāh
4

 // 
65）cf BASK33, TS1988 
66）cf TSP p.672,18-19 ad TS1969-1970 yadi niram4 śāh

4

 paraman
4

avah
4

 na tarhi mūrttā ity 
abhyupagantavyam 

67）cf TSP p678,18 ad TS1989-1991tataś ca paramān
4

uvac cittādīnām api deśasthatvam4  syāt 
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設けることはできない。それ故］（PVTŚ D202b3）粗大な形象をもった知は原子を対象とす
るものではない。（P249b5）そうであれば、無迷乱な心（直接知覚）によって［原子の実在

は］確定され得ない。別の（無迷乱な）形象をもった知によって別の（原子の）形象は把握

され得ないからである。さもなければ、過大適用の過失となろう。

ある無知なる者（シュバグプタ）56）達は（P249b6）粗大な形象は（D202b4）外と内にあるので

はなくて、それ（粗大な形象）は知識の対象ではなく［迷乱である］。極めて近接して（śin 
tu ñe bar gnas pa, pratyupasthāna）いて空間的に途切れておらず（yul ma chad pa）［中央の

原子を］他の原子が包囲している（そういう状況にある）原子が直接知覚（pratyaks
4

a）の対象

である［と考えている］。

⑴［諸原子は結合すると主張するなら］それらの原子も相互に結合すること（’dres pa, 

sam4 yoga）はない。結合は二者の如く［粗大な実体を設けると］（D202b5）しても妥当しない

からである。一つの場所で（phyogs gcig gis, ekadeśena）和合（’du, samavāya）するなら、［原
子は］部分を有するもの（cha can）となり（単一ではない）、全体として（bdag ñid thams 

cad, sarvātmanā）の［和合］なら塊（gon4 bu, pin
4

d
4

a）は［一］原子のみに過ぎないことになろ

う（多ではあり得ない）。57）

⑵そう（結合しないの）であれば、連続（śin tu ’dab）し近接していて異類（rigs mi mthun 
pa, vijātīya）の［原子］によって妨げられている（chod pa）［同類の］原子は間隔を有する（bar 

dan4 bcad pa, sāntara）に他ならない58）［同類の原子に包囲されている］。

⑶また極めて（P250a1）堅固に積集（’dus pa）しているもの（原子）が粗大な形象として顕現

していることが迷乱である。［堅固に積集している原子は］微細な（phra ba, sūks
4

ma）間隔

（bar chad, antarāya）によって妨げられることはあり得ないからである59）。

と以上の通り述べる対論者は愚かな知を持つ者である。自らの言葉自体によって自らの言葉

を嘲笑の的（vid
4

ambya）にするようなものであって、それは迷乱を設ける。

［反論］

原子を認識する（’dzin pa, grahan
4

a）と想定されている（’dod pa, abhimata）知における粗大な

形象の（P250a3）顕現が迷乱である60）。

［答論］

どうして、その（粗大な）形象を持った知（直接知覚）が原子を対象としていようか。別の
─────────────────────────────────────────────
56）シュバグプタはBASK35で〈諸原子は空間的に途切れていない〉とし、BASK46で〈［中央の原子
を］多くの原子が包囲している（bahubhih

4

 parivāran
4

am）〉と述べ、BASK39では〈原子の集合（’
dus pa, sam4 ghāta）を実体（dravya）として認め〉BASK44では〈諸原子は個々に顕現しない〉
としている故、原子の集合体を直接知覚の対象と見ていたと考えられる。 

57）cf. MAV p.54,1-5 ad MAK11,12., TS611,612., 森山（2008a）p.17
58）cf. AAA p.625,24-25., MAV p.50,14-15 
59）cf TS1989-1991 
60）cf paramān

4

ūnām avicchinnadeśānām4  sajātīyānām4  yugapad grahan
4

e sthūla iti mānaso vibhramo 
bhavati / TSP p.673,15-16⇦BASK35≒TS1971 
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（存在するの）であれば、その粗大な顕現は一（gcig, eka）であるか多（du ma, aneka）である

かである52）。まず、一なるものに（ekatra）粗大な顕現が顕れることはない。粗大なものが単

一であることは否定されるからである（PVⅢ211c）。あるものに存在するなら、何らかの単

一な全体性（avayavin）を自性とするものも存在ではないと以前に（PVP P226a3）否定し終

わっている。その本体（tadātmanah
4

）（PVⅢ211b）すなわちそういった粗大な形象は多にお

いても（bahus
4

v api）（PVⅢ211d）［存在しない。］、［粗大な形象は］原子からなる諸の色（多）

に［原子は無部分で大きさをもたないから、多であるとしても粗大さは］存在しない53）。

個々の原子に粗大に顕現する形象をもった知が存在するのではない。（PVP P226a4）［諸原子

の］集合体（tshogs pa, sāmagrī）にもその（粗大な）単一な自性は存在しないなら【という

のは粗大な自性が［存在しないならという意味である］。（PVTŚ P249b3-4，D202b2）】何故
（PVP D193b5）知が［外界の個々の原子や諸原子の集合体と］相似しようか54）［したがって、

粗大な顕現は外界の原子にもなく、それと相似性をもたない知にも存在しない］55）。

PVTŚ（P249b4-P250b4, D202b2-203a6）
［直接知覚による原子の吟味］

［認識対象である粗大な形象を単一な原子及び諸原子の集合体が設けることはできないこと

を直接知覚の点から論じる］

【［原子が］他の原子と結合（’dres）するとしても、諸原子の自性は崩れない（無部分にして

単一である）。集合（tshogs pa, samudāya）するとしても、それらが原子の自性そのものであ

るなら［原子は一の場合は無論、多であっても無部分で大きさをもたないから粗大な形象を

─────────────────────────────────────────────
52）cf MAV ad MAK11-13, TSP ad TS1966-1997, AAA pp.624, 11-626,7 粗大な形象は原子という点
から離一多性であることが論じられる。 

53）cf TS 1975sthūlatvam4  vastudharmo hi siddham4  dharmidvaye’pi na / na hy asty avayavī sthūlo 
nān

4

avaś ca tathāvidhāh
4

 // 
　 　二つの主題に関して粗大であることは成立しない。なぜなら実在なる性質を有した粗大さは全
体性としてなく、また諸原子はそういうものとして存在しない。 MAK10cdでは粗大さを全体性の
点から、MAK11,12では原子の点から吟味している。 

54）cf TSP p.672,8-10
　 　yah

4

 pratyaks
4

ābhimate pratyaye na pratibhāsate svenākaren
4

a na sa pratyaks
4

atvena 
grāhītavyah

4

 yathā gagananalinam / na pratibhāsate ca pratyaks
4

ābhimate pratyaye sthūlākaropa
grāhin

4

iparamān
4

ur aneko mūrta iti vyāpakānupalabdhih
4

 
　 直接知覚と想定されている知に自己の形象として顕現しないものは直接知覚として理解されては
ならない。例えば、空中の蓮華のごとし。（論理的必然関係） 

　 多にして具象的な原子は粗大な形象を把握している直接知覚と想定されている知に自己の形象と
して顕現しない。（論理的根拠） 

　［多にして具象的な原子は直接知覚として理解されてはならない。（結論）］
　 以上の［推論は］能遍の無知覚［因に基ずくもの］である。 cf MAP,p.51,1-10原子が粗大さ（認識
対象）を設ける因とするのは経量部説 

55）PVP P226a1-4 岩田（1981）p.149に訳出 
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その主張も何を意味するのであるか（PVTŚ P249a1-2）。】
［答論］

その自性をもたなくとも【外界の自性をもたなくとも（PVTŚ P249a3）】その自性によって
明瞭であるもの【その外界の自性によって明瞭であり顕現するもの（PVTŚ P249a4）】と勝
義として存在するものが、真実であるなら【というのは、その（外界の）自性をもたずに顕

現しているものが、勝義として実際に存在するのである。証明するプラマーナが存在するか

らである。まさしくそれ故に真実は顚倒がない（aviparyāsa）のではない。ここで外界の対

象としての分別48）は、プラマーナによって拒斥される故に真実ではないということが意図

されている（PVTŚ P249a4-5）】、その場合、我々が拒斥して、何になろうか（PVⅢ210d2）、
そういうことが意図されている。（PVP P225b8, D193b2）

【その場合、外界の対象を見ることは迷乱に他ならないということは正しいが、無迷乱なの

ではない。論理がそこに示されていないけれども、私はプラマーナによって拒斥するのであ

るが、誤った分別によって述べること（ston pa, D202a5）を否定するのである。そうであ

れば、眼病によって迷乱している眼をもった人に毛髪やミツバチなどの無存在が顕現する如

く、無明の眼病に冒された眼をもつ人にとって、この外界の対象は無であっても顕現すると

そのように述べることは論書の作者がそうであるということを意図しているのである。それ

ぞれが勝義として存在することが真実であるということに関して、その自性をもたないもの

も、プラマーナによって49）導かされたその自性をもって顕現しているもの自体であり迷乱

ではないが、かえって勝義としてのものである。実際に外界の自性として存在しているもの

は顚倒のない真実である。そうであれば、この顚倒に属する50）ものを、その場合、私が論

理によって導かれた対象を拒斥して何になろうか。そうであれば、どうして論理的に正しく

ないことを示していようかということを［論書の作者が］意図しているということが確定す

るのである（PVTŚ P249a6-b3,D202a5-b1）。】

［知に把握されるものは粗大なものである］

［知が把握し得る粗大なものの原因（対象）としての原子の吟味］51）

というのは、個々に顕現している対象の形象は真実ではない。それ故に対象に所取性を認め、

また知に（PVⅢ211a）能取性を認めるとしても、［対象にも知にも］粗大な顕現（sthūlābhāsa）

はない（PVⅢ211b）。この場合、粗大な形象としての顕現は外にも内にも存在しない。そう

─────────────────────────────────────────────
48）P249a5 rtog pa, D202a4 rtogs pa Pにより読む。
49）P249b1 tshad ma’i stobs la, D202a7 tshad ma’i stobs las Dにより読む
50）P249b2 phyin ci log tu gtogs pa ’dis, D202b1 phyin ci log tu rtog pa ’dis Pにより読む。
51）PVⅢ（211）注釈中の粗大な顕現及び原子に関する論議とシュバグプタや後期中観派との関連につ
いては森山（2008a）p.12以下のV. 参照
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として顕現する。勝義としてそれ（単一な知）にはそれらの（多様な）形象も存在しないと

いうことは、どうしても認められなくてはならない。［さもなければ（勝義として多様な形

象が成り立つなら）］［知の］単一性が崩れてしまうからである44）。一と多としてある【云々

に関して多様性と単一性としてあり確定されている（PVTŚ P248b2-3）】拠り所は勝義として
区分と無区分（tha dad pa dan4 tha dad pa med pa） 以外の形象として何らかの【別の確定は

（PVTŚ P248b3）】ありはしない45）【という意味である。その場合、勝義として区分される
形象が多様性としてあることのより所であって、単一性としてある［より所］も、勝義とし

て無区分（単一）な形象である。その場合、もし知（blo, buddhi）に勝義的な区分される（多

様な）形象を認めるなら、そうならば［知は］単一性ではない［多様なものとなる］か、あ

るいは［形象は知と同じく］単一性であるなら、勝義として［知に］区分される（多様な）

形象は存在しない。そう（区分される形象が）認められないなら［形象は］全一（ril gcig）

となろうと説かれるから（PVTŚ P248b3-5）】。その場合、もし勝義として知は多様であり、
単一であると認める（PVP P225b6）なら、その場合、すべての多様性も一なる実体（dravya）

となろう。そうであれば、［あらゆるものが］同時に（cig car）生起する（D193b1）などとい

う誤謬（dos
4

a）がある【というのは、すべての自性が単一なら、一つのものの生起こそがす

べてのものの［生起］であることになろう。などという言葉は同時に否定されることとすべ

てのものがすべてのものに結合しようということを含意している。（PVTŚ P248b6-7）】それ
故に［知が］単一であるとしても、多なる形象をもつものではない【というのは、知が単一

であれば、［外界の］多なる形象をもつものではないが、かえって知（buddhi）は二なる自性

を欠いている自己認識（svasam4 vedana）のみの自体をもつに他ならないということが意図さ

れている46）。

［反論］

もし、外界の多様なる実在が存在せず、多様な形象を有した単一な知が存在しないなら、ど

うして時間と空間の確定した外界の色としての顕現があろうか47）とそのように仮説して

（PVTŚ P248b7-249a1）】。
［答論］

かえって、もしこのことが（PVP P225b7）自ら対象に適するなら（PVⅢ210cd1）【云々と答え

る。反論者（sgrub pa po）は、迷乱を自性とするものを対象であると執着することから対象

というのであるが、それらは対象ではない。遍計所執性［である外界］は畢竟無（gten nas 

med pa, atyantābhāva）としての有であるからである。

［反論］

─────────────────────────────────────────────
44）cf PVⅢ357
45）PVP P225b4-5,PVTŚ P248b4-5 岩田（1981）p.151に訳出 cf Māl P242a6-b2, D218b6-219a3
46）PVTŚ P248b7-8 岩田（1981）p.151に訳出 
47）この［反論］部分、戸崎（1979）p.310fn.（42）に訳出。 
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空である。【それぞれにというのは一（gcig, eka）と多（du ma, aneka）という点で［知と別な

対象は否定されるという意味である。］（PVTŚ P248a2）】何らの自性に関しても【というの
は外界に関してではなく、知の自体に関してでもない。執着としての顕現は（PVTŚ 
P248a3）】確定されないという意味である。【確定されない（avyavasthā）ままに等無間

（samanantara）として説くのである。（PVTŚ P248a3-4）】諸法は無我であると説こうと考え
て【全無は諸法無我ではない、雑染と清浄分が無となってしまうからである。以前に述べた

通り世俗（sam4 vr
4

ti）は合理的だからである。かえって遍計された（kun tu brtags pa, 

parikalpita）所取能取の自性を欠いているその自己認識（svasam4 vedana）のみも論書の作者自

身によって後に詳述されよう。（PVTŚ P248a4-6）】
〈他（対論者）によって

［反論］

一なるものに多様性が知（PVP P225b2）られるなどと定められたのである。もし単一な知に

その多様性が勝義としてあっても、何であろうか（PVⅢ210a）。勝義として知は多様であり、

そのことによって［知を生起する］実在（外界の対象）も多様であることが成り立とう（PVP 

P225b1-2）。〉【云々に関して、というのは最初に勝義として単一な知が多様な形象を具えて

いる、そういった対象自体が生起しよう。それから把握せしめるその知を確定せしめる外界

の実在も成り立とう。（PVTŚ P248a6-7）】同様に【多様な形象を具えた単一な知の如く
（PVTŚ P248a7）】［外界も］真実（PVP P225b3）となろう42）。〉
〈［答論］

論の作者（ダルマキールティ）が、［外界を知覚する感官知に関して］その知も［多様］で

はない（PVⅢ210b）というのである。（PVP P225b3）〉【というのは単一な知にもその多様性

はないし、単一な知と無区分（tha dad pa med pa, avyatirikta）なそれ（形象）も［多様］で

はないという意味である43）（PVTŚ P248a8） 】〈単一と多様性（gcig dan4 sna tshogs pa）とい
うそのことは対立（viruddha）である【そうであれば、それ（形象）が多様に顕現するもの

と認められる故、他（知）は単一性であると認められる（PVTŚ P248b1）】。【それ故に】単一
であれば（PVP P225b4）勝義として多様な自性のものではなくとも、【多様な自性をもつと

すれば単一性と対立するからである。かえって迷乱によって（PVTŚ P248b1-2）】多様な形象
─────────────────────────────────────────────
42）PVP P225b3 shes bya ba ni ’dri ba po’i bsam pa’o // と続くが、ここでの反論者の考えであるの
で上で［反論］と示した。戸崎（1979）p.310fn.（41）に訳出。 

43）ここでの反論の内容は経量部の有外境有形象知識論と考えられる。
　 　cf TS2035-2036, MAK22,23
　 　AAA p.626,17-24
　 　yadi adyah

4

 tadā tāttvikānekākārāvyatirekād ākārasvarūpavad anekatvam4  vijñānasya āsajyate 
iti ekatā kutah

4

 atha sakr
4

d anubhūyamānatvena vijñānasyaikatvam4  niścitam tadā 
ekājñānāvyatirekād ākārān

4

ām ekatvam4  vijñānasvarūpavad durnirvāram / bhavatv evam iti cet 
naivam / -------ekānekatvayoh

4

 parasparaviruddhadharmādhyāsayogāt 
　 　Mālに関しては森山（2004a）p.105［I-1-1-A-3-a］参照
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PVⅢ201）の推論（D193a1）に関して［因は］不定（anaikāntika）であるという。多様な（citra）

顕現を持っている諸の対象に関して（PVⅢ208a）形象は区別され多様な顕現をもった多色蝶

などに生起している部分（avayava）の自性をもつ諸のものは多様な形象をもつ故、もし単一

性（ekatva）が不合理であるなら（PVⅢ208b）37）、その場合、まずその単一な知（PVP 

D193a2）にどうして多（du ma, aneka）が顕現しようか（PVⅢ208cd）。【ということは次のよ

うに考えられる。学説論者（grub pa’i mtha’ smra ba）である汝も知が形象を具えていること

を認めているのである。そうであれば、その（多色蝶などの）多様な（sna tshogs pa, citra）

形象が知の自体となっている。そうであれば、知は多様という点で顕現を有することが［汝

によって］承認されているのである。（PVTŚ P247b6-8）】多様性（citra）を把握する（PVP 
P225a6）ものである知（blo, buddhi）も多様なものとして顕現するに他ならないから、［知は］

単一性としてないと主張していることになる。それ故［汝が多様な形象を有する知は単一で

あると主張することにおいて多様性という能証は］不定（anaikāntika）である。【それ故、不

定であるというのは多様性（sna tshog pa, citra）は単一な自性のものではないという［推論

における多様性という］能証は不定であるということである。知は単一な自性をもつもので

あっても、多様な顕現をもつからである。（PVTŚ P247b8-248a1）】38）

［答論］

その（多様な）形象を勝義として（don dam par）認める場合に39）［単一な知が多様な形象を

有することになり多様性という能証が単一であったり、なかったりする故］この（不定とい

う）誤謬（dos
4

a）があるが40）、この場合は（PVP P225a7）（勝義として単一な知が多様な形象を

有するのではない。したがって不定）ではない。そう（勝義として単一な知が多様な形象を

有すると）認めないからと述べる為に諸の賢者が説くところは、実在（vastu）によってもた

らされたものである（PVⅢ（209ab）。仏世尊が［そう説くのである］。何が説かれたのかと

いうなら（PVP P225a8）、それは実在によってもたらされたものである。それは何であるの

かというなら、それぞれに対象が考察される（PVⅢ209c）【［それ］というのは外界の青や黄

色などが［考察される。］対象といっているのは知とは別なものは否定されるが、依他起

（gshan gyi dban4 , paratantra）なる知の自体が［否定されるのでは］ない。それも後に述べ

よう。（PVTŚ P248a1-2）41）】一（eka）多（aneka）の様態を視点とする論理（rigs pa, yukyi）に
よって吟味すれば、それはそれぞれがそれぞれに（PVP P225b1）否定され（≒PVⅢ（209d））

─────────────────────────────────────────────
37）cf PVⅢ201a 
38）⇨PVP P229b3-230a5 
39）cf. MAP p.99,5-8 対立した性質があるから多色蝶などが単一であることは否定される。形象が同
時に認識されるその場合も対立した性質があるに他ならない故、多様性（citra）が単一であると
いうのは勝義としては（don dam par）不合理である。もし［それが］比喩的に表現されたこと
であるなら対立（viruddha）はない。

40）不定とは、この場合「単一な自性であれば必ず多様ではない」が成立しないことを意味する。
41）この部分、岩田（1981）p.152に訳出 
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るから、感官による知（dban4 po’i blo, indriyabuddhi, -dhī）が認められなくてはならない。そ

の感官による知が生起しない。そうであっても、何かによって把握される特徴をもった多な

る対象の統合が起こると認められる。その時、多なる対象が（PVP P224b4）単一な知によっ

て把握される。多が単一な知によって把握されるからである（≒PVⅢ206d）。［多なる対象

が］因であるから、もし［積集した原子は一なる対象を生起する故］一なる処（āyatana）に

［納まるとし］ても同時に多が顕現しないなら（PVⅢ197ab）と述べることが崩れるであろう。

そうであれば、どうして意による知（yid kyi blo, manobuddhi, manodhī）が把握される特徴

をもった多なる対象を把握するなら35）、そうであれば、感官知も多なる自己の対象を把握

することに、いかなる矛盾があろうか。そうであれば、それ（多が同時に把握されないとい

うこと）は如何なるものでもあり得ない。（PVP P224b6）というのは、絵などの青など［外

界の対象］にとって多様な自性を有するものが単一でなくとも、多様に顕現している知は単

一である。それ故に、多なる対象を有した知は単一であろう（PVⅢ207a）。以上のように成

立しよう。それ故に多なる対象により起こされるから、一般的な対象をもった知というのも

（PVP P224b7）【成立しようという状態と結びつくのである（PVTŚ P247b6）。】そうである
その時、それ故に、また多様な対象（don sna tshogs pa）が（D192b5）同時に（cig car）把

握されるから、また知は分別（概念知）を離れていること（rtog pa med pa, avikalpikā）が

成立する。

［反論］

どう導くのか。

［答論］

まず、この場合、分別知（vikalpabuddhi）に明瞭な顕現は存在しないといわれる。それ（分

別知）を重んじなくとも述べられ（PVP P225a1）なくてはならない。そうであってもある対

象（青）を分別するなら、それとは別のもの（黄色）も知覚する（PVⅢ207cd）。青などの対

象が［黄色と］同時に見られる場合、青が青であると自己の名称（min4 , nāman）と結びつく

単一な青こそを把握するその時にも、そのそばにある対象（黄色）がまさしく顕現し、その

時に自己の名称と結合しない（sbyor bar byed pa ma yin, D192b6）。同時に名称（nāman）と

分別（vikalpa）（PVP P225a3）は生起しないからである。そのようにそれら（同時に把握され

るもの）において言葉（śabda）と混じり合わないものが把握されるから、直接知覚は概念知
を離れていること（avikalpikā）が成立する（PVⅢ207b）のである。

［反論］

多様な顕現をもつ云々によって多様なものは単一な（P225a4）自性のものではない36）云 （々ad 

─────────────────────────────────────────────
35）D192b3 don du ma ’dsin pa’i n4an4  tshul can ’dsin pa yin paにより読む。PVP P224b5 mi ’dsin 
pa’i n4an4  tshul can ’dsin pa’i n4an4  tshul can cf MAV ad MAK34, AAA p.632, 10-12なおPVⅢ
197abはPVP p221b1-2に出る。 

36）gan4  shig sna tshog pa de ni gcig gi ran4  bshin ma yin te cf. PVP P222b2 ad PVⅢ201, P229b3-4 
ad PVⅢ221 
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［反論］

両者（全体性と部分）の［自性］も区別される（多なる）自性を比喩表現する原因である（PVP 

P224a6）【というのは多色蝶が全体性の自性を有することと多色なる敷物などが区別される

部分の自性を有することの両者とも多様な色は合（sam4 yoga）を比喩表現の原因とするのであ

る。PVTŚ P247b1-2】
［答論］

そうではない。多色蝶の色に多様性は存在しないから（PVP P224a6）、【というのは汝によっ

て単一であると遍計されている全体性の自性に多様性は存在しないからである。PVTŚ 
P247b2-3】また絵などにも多様な自性は存在しないからである（PVP P224a6）【というのは、

そのようにその場合、まず全体性（avayavin）は存在しないから、全体性の多様な別の自

性は認められないのである。かえって、その場合、部分色こそが顕現しよう。それらは個々

においても多様性は存在しないし、多様性は多様性の比喩表現における部分ではない。［汝

は］同時に（cig car）多が把握されると承認しないからである。もし、それ（部分色）が

多様性を顕現する知に顕現するなら、その時、［合は多という］比喩表現の原因となろう。

PVTŚ P247b3-5】
［反論］

また絵などに関する合（ldan, sam4 yoga）は単一な対象における和合（’phrod pa ’du ba, 

samavāya）（PVP P224a7）であるから、比喩表現であることになる【というのは、ある実体

に色を比喩表現する因（合）がその和合を具えていること自体において合（ldan pa）も和合

（’du ba）を具えているのである。（PVTŚ P247b5-6）】
［答論］

それも妥当しない。そうであれば、青などの諸の部分において和合を具えているなら、その

諸の部分が個々に（PVP P224a8）多様な自性の合を有するのではないが、かえって青などの

自性をもち、その諸のものが存在する。それぞれ多様であるからである34）。（D192a8）単一

な対象（全体性）に［多様性との］必然関係はないから、また（PVP P224b1）遍計のみの対

象（全体性）は不合理であるからである。

［反論］

そうではあるけれども、絵などの青などの部分が次第して見られ、それは単一にして多様な

自性であると統合させる（PVP P224b2）多様な知が生起しよう。

［答論］

絵の青などが次第して把握される場合（PVⅢ206b）、あるいは多様な知を統合することはな

い（PVⅢ206c）。多様な知として統合するのではない。そうであれば、それが明瞭に顕現す

─────────────────────────────────────────────
34）PVP P224a8, D192a6-7 re re sna tshogs yin phyir ro //  cf PV206a re re sna tshogs min phyir 
ro // 
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るものもそれぞれ個々に多様な自性が存在（PVP P223b8）するのではない。そうであれば

（一つ一つ順に知られるのなら）、絵などに関して多様な知は存在しないことになる（≒PV

Ⅲ205b）。〈絵などに関して単一な全体性（avayavin）の自性は存在しない。〉【ということに

よって、⑶第三の選択支（個々の部分色からなるなるものである）を拒斥するのである。

（PVTŚ P247a5-6）】
［反論］

どうしてであるのか。

［答論］

青などの合（ldan pa, sam4 yoga）（PVP P224a1）が多色の存在であって、それ（合）によって

設けられたものが、その（多なる）知であると知られるのではない。というのは、合が多色

（citra）なのではない（PVⅢ205c）。

［反論］

どうしてであるか。

［答論］

［合は］色をもたないからである（arūpatvāt）（PVⅢ205c）。徳（gun
4

a）である合の自体に色と

いう別の徳は存在しない。諸の徳に徳は存在しないからである。

［反論］

いかにしても、声なる対象が多様な合の自性をもつものではない、（PVP P224a3）そうで

あっても、多色蝶などに存在する全体性の自性は多様と同類の法であるから［合において］

多色なままに多色を比喩表現して述べるのである。

［答論］（PVP P224a4）

合は比喩表現（btags, bhākta）自体のよりどころではない（≒PVⅢ205d）。合は［多色という］

比喩表現（ñe bar btags pa）の対象ではない。

【［汝によっては同時に単一な全体性が把握されるのであり］同時に［部分色からなる］多な

る33）対象が把握されると承認されないから⑷第四の選択支（対象が［全体性として］あま

ねく顕現すること）があるのではない（PVTŚ P247a6）】そうであれば、それ【というのは
合（ldan pa, sam4 yoga）である（PVTŚ P247a6）】は多色と相似（sārūpya）している故、［合は］
多色であると述べるなら、というのは蝶に関して（PVP P224a5）全体性に多色な（khra bo）

自性があるのではない。〈それぞれ個々の部分にも多色を比喩表現する因（合）は何もありは

しない（PVⅢ206a）。〉【というのは完全な顕現ではない青などの部分に属するものに全体性

の自性は知覚されないからということが意図されている。また、この対象すなわち汝によっ

て遍計された多色な全体性の自性は存在しない。一と多様性（sna tshogs pa ñid, nānātva）は

対立するからである。（PVTŚ P247a7-8）】

─────────────────────────────────────────────
33）D200b2 du maと読む 
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立しよう。多様なその知の顕現も多色蝶に関して存在する。そうであれば、何故、（PVP 

P223b2）この場合、青などは多様でないのか。もし、部分をもたないなら、（D191b4）多様

な知の顕現の相続（sam4 tāna）である。その場合、区別ある別の相続がある。何によって諸存

在のこの区別の確立が成立しようか（≒PVⅢ204cd）。多様性の因は何もありはしないという

意味である。もし、多様というのは全体性（avayavin）の単一な自性が多色蝶などに関して

多様な形象を把握する（PVP P223b4）理屈の知の因であるが、青などの自性は多様性を有す

るものではないなら、【というのは、多色蝶などの自性は多様性をもたないが、かえっても

し多様な全体色は単一であるならというのが言葉の意味である。知は多様ではないというの

は他者の学説のそれ（知）に対象は存在しないからである。（PVTŚ P246b7-8）】。その時、
絵などに関して多様な知は存在しない（PVⅢ205b）。などというのは多色な敷物などを含む

のである。知が（PVP P223b5）多様性を有することはにならないであろう。

［反論］

何故であるのか。

［答論］

諸の異類なものが［単一なものを］設けることはないからである（PVⅢ205a）。青などに異

類なる（vijātīya）多様な形象の存在することが異類を具えていることである。【そうであれば、

その（多様な形象をもった）対象は⑴全体性（avayavin）という実体である（PVTŚ P246b8-
247a1）、あるいは⑵［部分との］和合（’du ba,samavāya）を具え多色を有する単一な全体性で

ある、⑶個々の部分色からなるものである、あるいは⑷［全体性として］あまねく（ma lus 

pa, nih
4
śes

4

a）［顕現するの］であると考えるなら、まず⑴第一の選択支は［妥当］しない。

そこに全体性なる実体は存在しないからである。（PVTŚ P247a2）】（PVP P223b6）それらの
異類を具えたものが［単一な］結果の実体（rdzas, dravya）を設けないから32）、全体性は存

在しない【と答えている（PVTŚ P247a2）】。それ（全体性）は無であるから〈そこに部分
の有する諸の徳（yon ten, gun

4

a）［多］も［和合により］多様であり単一な全体性の自性を（PVP 

P223b7）設けないから、多様であり単一な全体性の自性は存在しないなら、何故、知は多様

となろうか〉【といういうことによって⑵第二のあり方は存在しないと述べる。全体色は全

体性の自性を有し、何がそこに和合を具えるのであるか。全体性の自性でもあり、単一でも

あるというのは同格限定複合語（karmadhāraya）である。また多様という言葉と同格限定

複合語となる。それ（諸の徳）によって設けないという言葉と第六格（s
4

as
4

thī，属格）（全

体性の［自性を］）が結びつくのである。次のことが意図されている。もし全体性の実体を

単一な部分が設ける、そうであれば、それ（単一な部分）に依存している全体性の自性は部

分の有する徳【多】によっても設けられよう。依存性をもたない徳は設け得ないからである。

［全体性は多となり単一性が崩れよう］。（PVTŚ P247a2-5）】存在している青などの対象であ

─────────────────────────────────────────────
32）cf. PVTŚ P246a5-6 
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れる。区別される種からなる実体（dravya）によって成立し心を具えていない人工の蝶が、

どこかに全体性（avayavin）という単一な実体を有するのではない（PVTŚ P246b2-4）】。と
いうのは、青など云々によって答えている。見られるままの青などを（PVP P223a2）除外し

て（PVⅢ202c）、捨て去って［部分とは］別の全体性の自性をつ孔雀を見ることは大変不思

議なことである（PVⅢ202d）。不思議なものとしてあるその［部分とは別の全体性の］多様

性（na tshogs）を見ないという意味である。

［見られないものであれば必ず存在しない（遍充）］

［全体性は部分とは別に］この（見られない）故に。（論理的根拠）

全体性（avayavin）の自性は存在しない。（結論）

［以上の推論は］同一性（PVP P223a3）の無知覚（svabhāvānupalabdhi）29）［因に基ずくもの

である］といわれる。

人工と自然の蝶の自性（D191a6）を把握することを特徴とする知が生起することは同じ対象

の形象と時間をもつものと提示され確定される二つ［の知］のうち（PVⅢ 203ab）、自然の

蝶をある知が区分して青の形象を有し同時性（rim ma yin pa）を具えていると提示するそ

ういった藍色（tshon rams）30）など異種のもの（PVP P223a5）によって設けられた人工の蝶の

自性は多様性を有すると提示される。それがそうであるなら、諸の対象は同時である【云々

に関して対象の形象と時間が対象の形象と時間である。それらが同じであるその知に関して

そういうのである。その存在は同一である。それ故、同じ対象の形象を有するものが青と黄

色などの区別をもって顕現するからである。同じ時間を有するものは両者共に同時に（go 

rim med par）把握されることが知られるからである（PVTŚ P246b4-6）】と指示する諸の
知によって人工の蝶に関する知を示している。一方では異種の実体が設けられることはない

故、全体性は無であるから把握されないから次第して多様な対象（≒PVⅢ203c）すなわち多

様な対象を有するのである。そのようにあるなら、（PVP P223a7）自然の蝶に関しても他者

は同時に一なる対象が生じる（≒PVⅢ203d）と何故、主張し得ようか。両者【人工の蝶と自

然の蝶（PVTŚ P246b7）】に関して知は次第することを具えていること31）と多様な対象を有
することになろう。

多様性を有する知の自性は多様である。例えば、人工の蝶のように。（遍充関係）

自然の蝶からも知の自性は多様である。（論理的根拠）

［自然の蝶は多様である。（結論）］

以上の［推論は］同一性の因（svabhāvahetu）に基づくものである。また、（PVP P223b1）知

は多様な形象を有するから、諸存在は多様な自性を有する（≒PVⅢ204ab）。多様性として成

─────────────────────────────────────────────
29）cf PVP P230a5 ad PVⅢ222　注（128）
30）D191a6-7による。P223a4 mtshon rams 
31）PVP P223a7 rim bshin du yin pa dan4  ldan pa により読む。D191b1 rim bshin ma yin pa dan4  
ldan pa 
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実体（dravya）は無であるという意味である26）。全体性が無であれば、またその［単一な］

全体性に依存している単一な色も存在しない。その場合にも部分色の多種（rigs du ma）が顕

現するということは他の者によっても認められなくてはならない。（PVTŚ P246a5-7）】例え
ば青など27）の色（kha dog, varn

4

a）を区分して（rnam par phye nas）これは青であり、これは

黄色であるという別の色を認識しない知によって把握し多様（rnam pa tha dad pa, nānā）を

（PVP P222b5）把握するが、【ということに関して確定された色とは別の色が別の色である。

それを認識しないで確定される単一な色を認識する分別知によってという意味である

（PVTŚ P246a7-8）。】それら【青と黄色（PVTŚ P246a8）】に関して単一であるとのその【区
分した（PVTŚ P246a8-b1）】把握は不合理である。というのは孔雀の斑紋に関しても［単一
であることが不合理］であるが故なら孔雀の斑紋などの28）自性は単一な自性ではない。

青などの（P222b6）区別によって知が個々に区分して把握するその多様な自性のものは

単一ではない。例えば、異類の（rigs mi mthun pa, vijātīya）色（tshon）で変色した糸か

ら成る多色の布（D191a3）の自性のように。（遍充関係）

孔雀などの色（部分）も青などの区別によって知は区分して（多様な自性を）把握する。

（論理的根拠）

［孔雀などの色（部分）は単一（全体性）ではない。（結論）］

という［以上の推論は］【青と黄色などの特殊性を区分して把握することのない知が単一な

もの（全体性）に特殊性を設ける場合、それ（単一な全体性）と対立するもの（多様性）も、

そのように区分して把握される。そうであれば（PVTŚ P246b1）】［所遍である単一の］能遍
（多様な自性でないもの）と対立するもの（区別のあるもの）の認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）

［に基づくもの］である。

その場合、もし部分色（avayavarūpa）だけがそう［区別されて］（PVP P222b8）知覚され

るなら（PVⅢ202ab）、これは青である。これは黄色である云々と区別して孔雀の斑紋の把握

は部分の自性であるが、全体性（avayavin）の自性では（P223a1）ない、そうであれば、他の

者はこのこと（部分色であり全体性ではない）故に（多様性、有区別という）因は不成

（asiddha）であるという【のは孔雀などの色も青などの区別によって知が区分して（多様な

自性を）把握する（PVP P222b7）ということが成立しないからである。その場合、全体色を

識別して把握せず、部分色を［識別して］把握することを多性（du ma ñid）として認め、

それ（因の不成）を主張するなら、分かり切ったことをさらに証明することであると考えら

─────────────────────────────────────────────
26）布（全体性、単一）と糸（部分、多）との依存関係すなわち和合（samavāya）批判と考えられる。
cf MAK51 sna tshogs gcig pu’i ran4  bshin na // sna tshogs n4o bor snan4  ba dan4  // bsgribs dan4  
ma bsgribs la sogs pa // tha dad ’di ni ji ltar ’gyur // 多様なものが単一でないことを次の通り論
破する。単一であり得ないことを全体性（avayavin）批判すなわち覆う覆わないの区別がなくなる
ことを指摘し論破する。 

27）P重複 
28）pa ’i D191a2による 
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Ⅴ. デーヴェンドラブッディ、シャーキャブッディ注（ad PVⅢkk.200-224）和訳研究

Ⅴ-1. PVP P222a4-226a4, D190b2-193b5【PVTŚ P246a3-250b4, D199b3-203a6 】ad PVⅢ
200-211

もし（P222a5）多なる実体が同時に（cig car, sakr
4

t）把握されない［なら］、それは多色蝶な

どの色（PVⅢ200a）とは、孔雀や多色の敷物（D190b3）などである【多色蝶云々とは孔雀など

ということである（PVTŚ P246a3-4）】。単一でないとは多様であって青などの自性が同時に
どうして顕現しようか（PVⅢ200b）。顕現し得ない。そうであるけれども、もしその多様性

が単一であるというなら（PVⅢ200c）その場合、孔雀の斑紋などに関して青などの多が同時

に把握されない。

［反論］

なぜであるか。部分の多様な自性は（P222a7）単一であって、それが見られる。

［答論］

これはそれ（多色蝶など）より一層不思議である（PVⅢ200d）多様というのは多様な自性に

関していうのではないのか。また汝は多様であることが単一であると述べる。（PVP 

P222a8）その孔雀の斑紋の自性（D190b5）よりもこのことはなお一層不思議であると非難され

る。というのは、その（多色蝶などの色の）多様性は単一な自性のものではない。例えば宝

石の色のように23）（PVⅢ201ab）。ちょうど一としての集合（spun4s pa）である異種の宝石は

多様に顕現する知によって把握される多色であり単一でない、そのように孔雀にある青など

のその多様な自性は単一な自性のものではない。（P222b2）

多様なものは単一な自性のものではない（gan4 shig sna tshogs pa yin pa de ni gcig gi 

ran4 bshin ma yin te）24）。例えば、異種の宝石の色のように。（遍充）

孔雀の斑紋（部分）の自性も多様な（D190b7）自性のものである。（論理的根拠）

［孔雀の斑紋（部分）の自性は単一な自性のもの（全体性）ではない。（結論）］

という［以上の推論は所遍である単一な自性の］能遍（多様でないもの）と対立するもの（多

様性）の認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）［に基づくもの］である。多色の布などに関して

の青などの区別は、また［多色蝶などに関しても］同じである（PVⅢ201cd）。多様な染料に

よって変色した多種（rigs sna tshogs pa）の糸から成り立っている〈布や敷物など（PVP 

P222b4）に関して［単一性はない］〉【というのは異類なもの（rigs mi mthun pa, vijātīya）が

［単一な］結果の実体を設け（rtsom pa, ārambha）ない25）故、［単一な］全体性（avayavin）の
─────────────────────────────────────────────
23）cf TS604-612, MAK50cd sna tshogs gcig pa’i ran4  bshin min // rin chen sna tshogs la sogs ’dra 
// Ichogo （1985）p.142 

　　なおPVⅢ（201）及び注釈中における全体性（avayavin）批判の後期中観派への影響に関しては森
山（2008a）p.7以下のⅣ.　参照 esp. 注（21）

24）cf. PVP P225a3-4 ad PVⅢ208, P229b3-4 ad PVⅢ221 
25）cf. PVⅢ205a, PVP P223b5-6 
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二が存在するとはいえないことである。したがって、〈無二であれば必ず実在である〉とは

いえないことになる。

　また〈覚知の自性は、二を欠くから、真実である〉という推理に関して、二を欠くこと

（能証）は真実な実在（同品）にも、非実在な石女の息子など（異品）にも共通して見られ、

この能証（二を欠くこと）は不定（anaikāntika）である。

②に関して、二を具えていない単なるダルミン（覚知の自性）はあり得ず、所依不成

（āśrayāsiddha）である。
①に関して、所取能取が仮説されたものであれば、概念知を離れた凡夫の心にそれが明瞭に

知覚されることはない故、知覚経験と矛盾する。それら二が仮説されたものなら、凡夫に至

るまで明瞭に顕現することはない。二が虚偽なら二の明瞭な顕現との同一性（tādāmya）、因

果性（tadutpatti）という必然関係があり得ない。以上から、シャーキャの無二知論は成立し

ないとカマラシーラは導く。

Ⅳシャーキャブッディの知の同時多論（ad PVⅢ217, 207）と後期中観派による批判

　シャーキャはPVⅢ217の注釈中で〈楽などのように青なども覚知を自性とする→多を同時

に知は獲得する（du ma cig car śes pa thob par ’gyur ro）→単一な知と多なる形象との対立
はない（PVTŚ P255b4-5）〉との見解を表明している。これを受けシャーンタラクシタ、カマ
ラシーラ、ハリバドラらは〈同類の多なる知も（samānajātīyāny api vijñānāni bahūni）異類

の知識（vijātīyajñāna）の如くに同時に（sakr
4

t）生起する（AAA p.627,3-4）〉と言い換え、以下

の論難を加えている。

1.周囲を取り囲まれた原子（parivr
4

tān
4

u）［シュバグプタの原子包囲論］の場合と同じ誤謬とな

る。すなわち、同一自性である原子と他の原子が向き合うなら、諸原子は同一地点にあるこ

とになり、別な自性で向き合うなら、原子は部分を有し（sāvayavatā）単一性（ekatva）でな

くなるという誤謬が多なる知の場合にも起こる。

2.多なる知（anekavijñāna）を認める限り、知は方分をもたない（adeśa）にもかかわらず、空
間的拡がり（deśavitāna）をもって生起していることになり矛盾する。空間的拡がりがないな
ら多とはいえない。

3.原子は具象的なもの（mūrta）であり、知は非具象的なもの（amūrta）であるから、原子に関

する誤謬は知には及ばないというなら、その峻別は名称のみに過ぎない。

4.同時に多なる知が生起するなら、分別は次第して起こる（vikalpāh
4

 kramabhāvinah
4

 PVⅢ

502b）というダルマキールティの見解と矛盾する→無分別知だけが同時に生起することはな

く分別も自己認識され無分別知と共に（sakr
4

t）知覚を確定する→直接知覚と対立する

（pratyaks
4

avirodha）ことになる。（1.-4. AAA pp.627,2-628,6）

5.さらにMAV, SŚTでは、知の同時多はダルマキールティの見解〈同類の多なる知の生起不
可（PVⅢ501cd）〉に矛盾することを指摘する。
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①知と別な所取は存在せず、この所取に依存して仮説される能取も存在しない21）と解説し

ている。覚知の自性は相互に依存し合う遍計なる所取能取とは異なり、依他起性にして無二

なる自己認識であると論じている22）。したがって、シャーキャは遍計なる所取能取を欠い

た無二なる知を依他起性とし、所取能取に二分化しない青などの多なる形象を覚知の自性と

して真と認める論者である。この意味において形象真実論者である。これは、ダルマキール

ティによりPVⅢ212-213で批判される〈無外境にして知のみに於ける所取能取の形象を勝義

として真と見る有相唯識説〉ではない。この意味で所取能取を仮説とし所取能取に二分化し

ない青などの形象を真と見るシャーキャの形象真実論と所取能取を勝義として真と見る有相

唯識説とは区別する必要がある。またシャーキャの形象真実論は知と青などの形象の無区別

（abheda）、同一性を主張するものであり（PVTŚ P255a2-b5 ad PVⅢ217）、後期中観諸論師
が挙って多なる形象と単一な知との矛盾を指摘するものである。これは所取能取の形象に関

しては、その二取を欠く無二知（advayajñāna）としての自己認識を意味する。他方、上に

示した有相唯識説は、Ⅰ-2.で見た通り単一な知に勝義として二取は不合理であるとデーヴェ

ンドラにより指摘され、シャーキャにより二取は相互依存による遍計と退けられるものであ

る。カマラシーラはTSPでは、シャーキャと同様、二取を退け無二知を論じている。

②シャーキャによる無二知の推論

Aなる自性を退けているBは、Aを欠いている。例えば、冷たい自性を退けている暖か

さは冷たい自性を欠いているように。（遍充）

覚知の自性（rtogs pa’i n4o bo, bodharūpa）も、二なる自性を退けている。（論理的根拠）

［覚知の自性は二なる自性を欠いている。（結論）］

以上の［推論は］能遍と対立するものの認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）［に基ずくもの］

である。（PVTŚ P252b4-6＝Māl P181a4-5）
覚知の自性も一般的に（まだ特殊性の確定していない）単なるダルミン（chos can tsam）

として成立し、したがって能証は所依不成（āśrayāsiddha）ではない（PVTŚ P252a6-b2）。
③必然関係

二を欠いている知識の自体を知覚することが真実を見ることである。（PVTŚ P256a8 ad 
PVⅢ218）

　このシャーキャの無二知論［①-③］を後期中観派（カマラシーラ）は以下の通り論難する。

まず、

③に関して〈二を欠いている知が成立するなら、必然的に実在の自性も成立するとのシャー

キャの主張に、二を欠いているものに必ず真実なる実在が存在するというこの必然関係は何

であるのか（Māl P181b4-5）〉と問い、反所証拒斥検証が成立しないこと、すなわち、この場

合、反所証（非実在）に能証（無二）が起こらないことが成立しないとは、非実在であれば

─────────────────────────────────────────────
21）森山（2008a）p.5 （3）参照 TSPにおける活用が知られる。
22）cf. 岩田（1981）pp.152-156
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原子は一としても多としても成立せず、したがって〈一多の点で吟味に耐え得ない〉という

能証により原子の勝義としての拒斥（無）が証明され得るとシャーキャは論じている（PVTŚ 
P250b3-4）。18）これは、先にデーヴェンドラが粗大な顕現に関して〈存在するなら一か多で

ある〉としたことはPVⅢ211におけるダルマキールティの言明を能遍の無知覚

（vyāpakānupalabdhi）因による推論と解釈したと考えられ、それを受けてシャーキャは原子

も同様に拒斥されるとするのであるから、シャーキャは反所証拒斥検証により、すなわち反

所証（一多の点で吟味に耐え得ない）において能証（存在）が退けられること（無）を論じ

ていることになろう。このことが、シャーンタラクシタ、カマラシーラらの粗大な顕現、原

子という外界の対象から知識に及ぶ一切法に関して、離一多性因による無自性論証の源と

なったと考えられる。このことの具体的な根拠を以下に提示しよう。

　シャーキャはPVⅢ213の注釈中で所取能取の形象を欠く無二知の成立を論じている。それ

に対し以下のⅢでも示す通りカマラシーラはMāl で逐一引用し論破している。シャーキャ

は無二知はプラマーナにより証明されないとの反論に対して〈知と別であるかのように青な

どと顕現しているものは、一多の点で吟味に耐え得ない故、真実ではない（gcig dan4 du ma’i 

dpyad mi bzod pa ñid kyi phyir de kho na ñid ma yin no //） 。19）したがって、まず勝義と

して知と別な所取は存在しない。それ（所取）が存在しないから、それに依存して仮説され

た覚知の自性すなわち能取も存在しない（PVTŚ P251b6-8） 〉と言明している。
　カマラシーラは、シャーキャによるその当該部分を以下の通り言い換え引用している。

〈所取の形象は一多の自性を欠いている故に無自性であるから（gcig dan4 du ma’i n4o bo ñid 

dan4 bral ba’i sgo nas n4o bo ñid mei pa ñid kyis）、それ（所取の形象）に依存して構想され

た能取の形象も無自性であるからである（Māl P181a6-7,D166a7-b1）〉これはシャーキャが一

多の点で吟味に耐え得ない故とするところを後期中観派がいわば常套句により〈離一多性

（ekānekasvabhāvarahita, gcig dan4 du ma’i ran4 bshin dan4 bral ba）20）故に 無自性〉と換言

しているものである。したがって、このことはシャーキャが粗大な形象や原子、所取能取の

形象の無を論じる根拠とする〈一多の点で吟味に耐え得ない故〉という能証を、後期中観派

は《離一多性》と換言した能証により外界のみならず知をも含む一切法を検証し、無自性論

証へと活用したことを意味しよう。

Ⅲシャーキャブッディの無二知論 （ad PVⅢ212-213, 218）と後期中観派による批判

シャーキャはダルマキールティのPVⅢ212-213を受け、〈知と別な如く青などとして顕現し

ているものは一多の点で吟味に耐え得ない故、真実ではない〉と表明し、

─────────────────────────────────────────────
18）cf TSP p.677,14-16 ad TS1981-1991 
19）シャーンタラクシタはSDP（41a7-b2）で無二知を吟味に耐え得ない（brtag pa’i dpyad pa mi bzod 

pa）から世俗（sām4 vr
4

ta）とする。シャーキャとの関連が考えられる。 
20）cf TSP p.677,14-15 （D113a4-5） ad TS1989-1991 
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大な顕現があり得ないことになる。この注釈からデーヴェンドラは上のPVⅢ211を次の推論

として読みとっているといえよう。

一でも多でもないものは、存在ではない。（否定的遍充）

粗大な顕現は一でも多でもないものである。（論理的根拠）

粗大な顕現は存在ではない。（結論）

　一多以外の第三のあり方はないのであるから、〈存在するなら、必ず一か多である〉とい

う遍充関係が確定する。したがって、反所証（一でも多でもない）において能証（存在）が退け

られること（無）も成立する。すなわち反所証拒斥検証が成立する故、その能証（一でも多で

もない）は不定でもなく、対立でもなく、また、単一な全体性も成立せず、原子は無部分故、

多なる原子の集合体は存在しないから、13）一でも多でもないという能証は主題である粗大な

顕現に属し得る故、不成でもない。

　他方、粗大な顕現のみならず原子を主題として〈一多の点で吟味に耐え得ない〉ことを能

証とする推論により、原子は勝義として無であると導くのはシャーキャブッディである。す

なわち

［宗］直接知覚と想定される粗大な形象は勝義として無である。

［因］直接知覚と想定される粗大な形象は一多という点で吟味に耐え得ない故に（gcig 

dan4 du mas dpyad mi bzod pa’i phyir）。

［喩］一多という点で吟味に耐え得ないなら、勝義として無である。（PVTŚ P250a6）14）

　同様に原子に関しても、以下に示す通り論破される。

原子という超感覚的なものの否定

対論者は超感覚的な原子は否定されず、拒斥の検証は機能しないから〈一多の点で吟味に耐

え得ない〉という能証には疑惑があり諸法無我と説き得ないと詰問している。15）その際、

シャーキャは、原子は具象的であるか、具象的でないかという選択しを設け、心、心所のよ

うに具象的でないなら原子は多であり得ず、16）心、心所と異なり原子が具象的なら方位と支

分の区別あるものとなり、有部分となるから単一ではあり得ない。17）このディレンマにより

─────────────────────────────────────────────
13）cf TS1966-1967 そこではデーヴェンドラ同様、外界の対象を多なる原子及び単一なる全体性
（avayavin）の点から吟味している。TSP ad TS1997では全体性が単一なら手などの一部を動かせば、
身体全体が動くことになるとダルマキールティの全体性批判により論難する。

14）cf TS1975
15）同様な詰問はTS1988にも見られる。それに対しシャーンタラクシタはTS1994で帰謬論証である
から、所依不成ではないとし、TS995,1996では離一多性因による原子の無存在を論じている。 

16）cf TS 1969-1970 そこでは、心、心所のように具象的でないなら原子は多であり得ないと共に、さ
らにデーヴェンドラ同様、原子が集合するとしても原子の無部分性を失わないから、原子は多で
あり得ないことが示される。 

17）TSP ad TS 1989-1991 ここでは原子の具象的であることに加え世親のVś 14を引き原子が単一で
あり得ないことを示す。 
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ヴェンドラは〈単一と多様性は対立する〉とする。またデーヴェンドラが勝義として分割さ

れる形象と勝義として無分割な形象とに区分するのを受け、シャーキャは前者を多様性とし、

後者を単一とする。そして③〈知に勝義的な分割される（多様な）形象を認めるなら、知は

単一でないか、あるいは形象が知と同じく単一性であるなら、勝義として知に分割される

（多様な）形象は存在しない故、形象は全一となろう〉と論じている。この②③こそ後期中

観派により例えばシャーンタラクシタのMAK22,23（TS2035,2036）において有形象知識論を

論難する際に採用された論法である。それはそのままシャーンタラクシタによりMAK46で

のシャーキャの形象真実論批判に採用される。なお逆にシャーンタラクシタによれば勝論、

正理学派は実体（dravya、単一）と徳（gun
4

a、多）における一、多の不一致を根拠として

両者が別（bheda）であることを論じる（cf TS599）。以上の二者間の区別、無区別を一、

多の点から吟味する論法の背景としてシャーキャはデーヴェンドラにより示された一、多ま

た分割可、分割不可という基準を実際に知と形象との関係及び全体性（avayavin）、原子を

吟味する方法として上述の具体的な適用例を示し先鞭をつけている。この点及び先に示した

二諦の観点からの知識論の階梯がシャーンタラクシタらの知識論の吟味のモデルとなったと

考えられる。そして彼らは多様不二論をも批判的に吟味し離一多性を根拠とする一切法無自

性論証を確立している。

Ⅱ-2.シャーキャブッディによる〈一多の点で吟味に耐え得えない故（gcig dan4 du mas 

dpyad mi bzod pa’i phyir）勝義無 ad PVⅢ211-213〉 から後期中観派の〈離一多性

（ekānekasvabhāvarahita, gcig dan4 du ma’i ran4 bshin dan4 bral ba）故、勝義無自性〉への展開

　後期中観派の《一多を欠くこと》を根拠とする無自性論証の確立には、以下のデーヴェン

ドラ、シャーキャの注釈が寄与していると考えられる。それは、外界の対象として一として

は全体性を、多としては諸原子の集合を吟味し、それらは一、多の点で吟味に耐え得えない

故（gcig dan4 du mas dpyad mi bzod pa’i phyir）勝義として無であると退け、またそれらの

外界の対象を認識する感官による知（dban4 po’i blo, indriyabuddhi, -dhī）も勝義としては、同

様に退けられるものである。すなわち、

PVⅢ211

tasmān nārthes
4

u na jñāne sthūlābhāsas tadātmanah 
4 

/

ekatra pratis
4

iddhatvād bahus
4

v api na sambhavah 
4 

//

したがって、対象にも知にも粗大な顕現は存在しない。その（粗大な顕現）自体は 一に

おいて否定されるから。多においてもあり得ない。

　デーヴェンドラは、以下の注釈を施している。〈（粗大な顕現が存在するなら）その粗大な

顕現は一（gcig, eka）であるか多（du ma, aneka）であるかである〉と選択支を設け、すなわち

粗大な顕現は一多以外の第三のあり方のないことを示している。さらに一としては全体性

（avayavin）を、多としては原子からなる諸色を上げ、粗大な顕現は一としても多としても

あり得ないとする。したがって、対象に粗大な顕現はなく、またそれを対象とする知にも粗
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PVⅢ201ab

naikam4  svabhāvam4  citram4  hi man
4

irūpam4  yathaiva tat /

多様性は単一な自性のものではない。例えば、宝石の色のように。

　デーヴェンドラは、能遍と対立するものの認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）に基ずく推論

をもって注釈する。10）

　一方、これを踏まえシャーキャは全体性（avayavin）批判と解釈している。すなわち布

（全体性、単一）と糸（部分、多）との依存関係すなわち和合（samavāya）批判として解釈

していると考えられる。11）これらはダルマキールティによる単一な全体性には覆う覆わない

等があり得ないという論難と共に、シャーンタラクシタによるMAK50cd,51における多様不

二論批判に活用される。全体性を巡り〈多は同時に把握されるか否か〉の論議がPVⅢ

201-206において展開される。これに続いてデーヴェンドラは感官知の無分別を論じるPVⅢ

207の注釈において〈名称（nāman）に結びついたもの（青）及び言葉（śabda）と混じり合わ
ないもの（黄色）とが同時に把握される、後者に関して直接知覚の無分別（avikalpikā）の確

定がある〉とする。

　PVⅢ208に関して、デーヴェンドラは反論者の見解を上げている。すなわちPVⅢ201の注

釈中におけるデーヴェンドラによる能遍と対立するものの認識（vyāpakaviruddhopalabdhi）

を根拠とする〈多様性は単一な自性をもつものではない〉ことを論じる二つの推論における

多様性という能証は不定（anaikāntika）であるというものである。これに対する答論をPVⅢ

209の注釈でデーヴェンドラ、シャーキャはそれぞれ以下のように主張している。まず、

デーヴェンドラは〈多様な形象を勝義として（don dam par）認める場合は不定であるが、

そうではないから不定ではない12）。一（eka）、多（aneka）の視点から論理により吟味すれば

それぞれ否定される（PVP P225a6-b1）〉と答弁し、シャーキャは【外界の青や黄色などを一、

多の点から吟味すれば否定されるが、依他起（paratantra）なる知の自体は否定されない

（PVTŚ P248a1-2）】と述べる。なおPVⅢ221の注釈でデーヴェンドラは外界に関しては多様
性は単一でないから不定ではない。他方、知に関しては多様性は単一であり得る。なぜなら

前者は分割し得る多様性≠単一、後者は分割し得ない多様性＝単一とする。したがって知に

関してのみ〈多様性は単一である〉ことがあり得る。それ故に多様性という能証は不定では

ない。したがって多様性は単一であるか否かを基軸とし全体性、有外境有形象知に、多様不

二論へと世俗から勝義への二諦の観点から吟味されている。PVⅢ210における反論、すなわ

ち①単一な知に外界の多様な形象が勝義として存在すると主張する対論者に対し、シャー

キャは以下の通り論難している。②〈単一な知に多様な形象はなく、単一な知と無区別

（avyatirikta）な形象も多様ではない。迷乱によって多様な形象は顕現する〉。他方、デー

─────────────────────────────────────────────
10）cf MAP p.143,6-9 
11）注26）部分参照 cf MAV p.48,1-2 全体性と部分の和合を一多の不整合という点から批判する。
12）cf. MAV p.98, 1-3., MAP p.99, 5-8., 森山（2008b）p.（129）
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青などの形象の顕現を迷乱の種子によるとする所知内在論者による形象虚偽論を彼自身の形

象真実論の下位に位置付けていることになろう。このシャーキャによる知識論の階梯は

シャーンタラクシタの『中観荘厳論』を始めとする後期中観派の知識論及び修道論の階梯に

影響したと考えられる9）。後期中観派は青などの形象を空と見る点からして、形象虚偽論を

シャーキャとは逆に形象真実論の上位に位置付けたと考えられる。

　なお、ダルマキールティはPVⅢ223で、卓越性（atiśaya）の生じた原子の積集が感官知の
対象であること（経量部説）を再び論じている。これは、デヴェンドラによれば、原子は超

感覚的（atīndriya）である故、積集してもその無部分である性質を失うわけではないから、

全体性（avayavin）が無なら何も認識されないという反論、それはシャーキャによれば、

ウッディヨータカラによる反論に答えるものであり、全体性批判でもある。これはPVⅢ225

以下で〝多は同時に把握されない〟とする全体性論者などの外教に対抗する為に対象とは何

かを確定しといるものと考えられる。この卓越性を有した原子の積集を感官知の対象とする

見解はシャーンタラクシタ、カマラシーラによってもTS561,562での原子は超感覚的である

から、粗大な単一な実在（sthūlaikavastu）が無なら何も知られないという先のものと同様な

詰問に、TS583で特殊化した（viśis
4

ta）諸原子は感官知の対象であり得ると答弁する点にも継

承されている。ここにも、外教に対し経量部説の感官知の対象を提示することにより抗する

という階梯を見て取ることができる。

Ⅱ後期中観派の離一多性論の形成とシャーキャブッディ （PVTŚ ad PVⅢ207-213）
Ⅱ-1.シャーキャブッディによる外界の対象に基ずく多様な形象と単一な知の矛盾の指摘（ad 

PVⅢ197-210）と後期中観派

　ダルマキールティのPVⅢ197-224に関するデーヴェンドラ、シャーキャによる注釈からは

時間的空間的視点に立った一多の点からの吟味で貫かれているといってよい。これらの論議

の経緯を順に示せば、まず時間的視点から多は次第して把握される（PVⅢ197ab）、多が同

時に把握されるとするのは迅速性による錯覚である（PVⅢ198,199⇨MAK24-26）とする異

教徒の見解に対しダルマキールティは多は同時に把握され得る（PVⅢ197cd, 207⇨MAK27）

とする。その際、空間的観点からして多様な形象と単一な感官知とはどう整合し得るか、単

一な感官知が多様な形象を有することは勝義として不可と導く（PVⅢ210⇨

MAK33,34,45,63）。このことの立論がPVⅢ197-224のテーマである。さらにダルマキール

ティは空間的観点すなわち対象と知を粗大な顕現（sthūlābhāsa）に関して一多の点から吟

味している（PVⅢ211）。この点デーヴェンドラは単一な全体性（avayavin）、原子の一多に

つき吟味し、シャーキャは勝論、シュバグプタ、経量部の三種の原子論を批判し、Ⅰ-2で見

た通り知識論の階梯を設けている。以下後期中観派による知識論の吟味と直接関係する点を

検討する。

─────────────────────────────────────────────
9）森山（1985）pp.66-67
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より単一な知に二自性は真実ではないと導く（PVTŚ P250b4-251a5）。①《このPVⅢ212の
注釈からは、有外境無形象知（例えば有部説）→有外境有形象知→知と対象との相似性は真

実ではない、すなわち像（所取）と映像（能取）の相似性（例えば、経量部説）批判→無外

境二取を真として有する知（有相唯識説）→その知は真実ではなく言語行為による迷乱知

（有相唯識説批判）へという認識の階梯が読みとれる》。さらに、シャーキャはPVⅢ213の注

釈で、所取と能取は相互に依存し合う遍計されたものである故、知は無二であると論じる

（所取能取の形象を偽と見る点での無相唯識説）6）。さらにPVⅢ217の注釈で、無二知として

の自己認識が語り得ないものなら、すべては兎の角の如く全くの無となるとの詰問に対し、

青や黄色などは全くの無ではなく個々に限定された能力を有する迷乱の種子（’khrul pa’i sa 

bon）により眼病などによる迷乱の如く青や黄色などの形象が知に生起するという所知内在

論者の見解（形象虚偽論）7）を登場させ、他方、青や黄色などは全面的に無なのではなく、

楽などの如く明瞭に知覚され、それは自己認識され遍計された所取能取を離れていることを

ダルマキールティの諸の言明を引用し、青などは覚知を自性とし、同時に多なる知が生起す

る、と提唱するシャーキャ自身を含む瑜伽行派（Yogācāra）の見解を対比的に上げている。

この見解こそシャーキャの形象真実論といえよう。8）②《この唯識説に関するPVⅢ213,217

からは、所取と能取の空なる無二知→青などの形象は眼病などによる迷乱の如く迷乱の種子

によるとする形象虚偽論→楽などの如く青などの形象は自己認識され覚知の自性であるとす

る形象真実論へとシャーキャは導いているといえよう》。さらに③《PVⅢ220-221ではダル

マキールティの多様不二論を知における多様性（citra）は外界の対象と異なり分割し得ず、

そのまま単一であると論じる》。

　以上の①②③からはシャーキャによる知識論の階梯が読みとれよう。彼は形象真実論を最

高のものとし、それは依他起性なる無二知としての自己認識であるとする。その自己認識は、

いわば一多の点での吟味に唯一耐え得るものである故、真実なのである。したがって、彼は
─────────────────────────────────────────────
6）cf. TSP p.708, 13-16 ad TS2076-77., p.681., 21-22 ad TS 1997., BhK p.211, 5-17., AAA p.884, 23. これ
ら後期中観派のテキストに於ては所取能取を依存関係と見、所取が存在しなければ能取も存在し
ないとし、この遍計なる二取の無を無二知としての唯識性（vijñaptimātratā）と立証するもので
ある。これは後期中観派がシャーキャから得た立論と考えられる。TSPの箇所については岩田
（1981）注（11）、（32）に指摘される。

7）ここでの所知内在論者の見解は、黄色などの形象は迷乱の習気により起こるとし、黄疸を煩う者
の知覚に準えるMAK60における形象虚偽論と一致している。

8）形象真実論、虚偽論とは共に所取能取の形象を真と認めない。その上で前者は知の質的な内容で
ある青などの形象を覚知の自性とし無二知なる自己認識に顕現するものとして認めるが、後者は
青などの形象を迷乱の種子による虚偽とする。他方、有相唯識、無相唯識とは知における主客の
関係である所取能取の形象に関して、前者は勝義として真とし、後者は真と認めない。この意味
では、形象真実論、虚偽論は共に無相唯識である。したがって形象真実論と有相唯識、形象虚偽
論と無相唯識とはそれぞれ区別する必要がある。なお森山（1993）でシャーキャブッディの見地を
形象真実論を示している場合と形象虚偽論を示している場合との二種に理解したが、形象虚偽論
と理解することは誤解であった。彼の見地はここにいう形象真実論である。ここに訂正する。
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citradvaita）→多様なまま単一であり得る→勝義有

（b）後期中観派による一、多の点からの吟味

（b-1）外界の対象批判：（b-1-1）全体性（一）批判→覆う覆わない等の区別があり得ない

（b-1-2）諸原子の集合（多）批判→集合するなら有部分となり原子の性質に反する→離一多

性（ekānekasvabhāvarahita）

（b-2）外界を認識する知の批判：多なる形象と単一な知との不一致を指摘する

（b-3）知の単一性批判→全体性（一）批判による多様不二論批判→citra（多様性）＝eka（一）

なら覆う覆わない等の区別がなくなる［citra≠eka］→citra＝aneka（多）

（b-4）知の同時多批判→諸原子の集合（多）批判を適用→同じ自性で他の原子と向き合うな

ら同一地点にあることになる→多であり得ない→別の自性で他の原子と向き合うなら部分を

有することになる→原子と同様、知は無部分であることが崩れる→離一多性→一切法無自性

Ⅰ-2.シャーキャブッディによる知識論の階梯

シャーキャはダルマキールティによる直接知覚（感官知）の無分別論（PVⅢ207）を解説す

る経緯の上からPVⅢ210の注釈で感官知に関して単一な知と無区別な形象に多様性はなく、

知に多様な形象があるなら知に単一性があり得ないことを論じている。すなわち知と形象と

の無区分（tha dad pa med pa, avyatirikta）を前提とした場合の知の単一性と形象の多様性

との矛盾を指摘している〈有外境有形象知批判⇒MAK22,23（=TS2036,2037）〉。さらにPV

Ⅲ211の注釈中で〈一、多の点から吟味に耐え得ない〉ことを根拠に粗大な形象及び原子を

論破した後、無外境にして知のみに所取能取の形象は勝義有であるという（PVP P226a4-5）、

有相唯識説5）をPVⅢ212の解釈を通じ論破している。そしてPVⅢ213の解釈を通じ、知にと

り所取能取の形象は相互に依存し合う遍計されたものであり空、すなわち無二知であること

を論証し、デーヴェンドラの解釈（PVP P228b3-4）を受けPVⅢ219の注釈で〈二を欠いてい

る知識の自体を知覚することが真実を見ることである（PVTŚ P256a8）〉とする。そしてPV
Ⅲ220-221で多様不二論へと導く。このPVⅢ212-221に関するシャーキャの解説からは、彼の

知識論の階梯を見て取ることができる。すなわち、PVⅢ212の注釈中からは、無外境にして

所取能取の二を有する知を勝義とする対論者の有相唯識説を論破するのに、まず凡夫には迷

乱により所取能取が顕現するに対し、菩薩は無二なる自己認識（svasam4 vedana）のみを悟る

ことを述べ、それに至る点を分析して有外境であっても、無形象知によっては対象を把握し

得ない（⇨MAK21=TS2005）故、知は有形象である必要がある（⇨MAK20=TS2004）。す

なわちこの有外境である場合、知（能取）には外界の対象（所取）との相似性（sārūpya）

が必要である。しかしその所取と能取の相似性は正しいものではない。無外境であっても、

知は有形象でなくてはならず知のみに於て所取能取の二自性が存在する（有相唯識）が、二

自性を有する知は真実ではなく言語行為（vyavahāra）による故、迷乱である。この点をデー

ヴェンドラ説すなわち〈単一な知において勝義として二形象は不合理（PVP P226a6-7）〉に
─────────────────────────────────────────────
5）cf 戸崎（1979）p.312 fn.（50） 
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覚（anubhava）を自性とし知を自体としていて述べられた通りに単一なあり方のものである

が、多様に顕現する外界は［単一］ではない（PVTŚ P257b2-3 ad PVⅢ221）】このシャーキャ
の注釈からは、自己認識のみに関しては、多様な顕現を有しても単一であり得る。他方、多

様に顕現する外界に関しては単一とはいえないことが知られ、よってシャーキャは多様不二

論を唯識説として解釈している。2）したがって、ダルマキールティにより示された積集した

原子が知の因であるという経量部説から唯識説としての自己認識へという展開の上にシャー

キャは注釈している。これはダルマキールティにおける世俗的見地から勝義的見地への方向

と対応している。3）このことは主にデーヴェンドラにより多様性は単一であり得るか否かの

推論を巡る不定因（anaikāntika）の問題に関しても言い得ると思われる。すなわち二諦の

観点から〈多様性は単一であるか否か〉が全体性（avayavin）から有外境有形象知識論、さ

らには多様不二論に至るまで一貫して問われている。では何故、経量部説では十分ではな

かったのか、それは以下のように考えられる。原子の積集は知の因であり得るとしても、原

子の積集（多）と知（一）との相似性はあり得ず、外界を知の因とする限り依然として〈多

様なものは単一ではない〉ことになる。デーヴェンドラがPVⅢ210の注釈で〈勝義として単

一な知にも多様性はない（PVP P225b3-4）〉と述べるのは、その意味であろう。また、シャー

キャが多様不二論を唯識説としての自己認識と解釈している点は、シャーンタラクシタが

MAK50-51で多様不二論を形象真実論として取り上げ論難していることと符合する。4）した

がってシャーンタラクシタは、そこでシャーキャの自己認識としての多様不二論を論難して

いることになろう。上で見たPV注釈中におけるシャーキャの経量部説から唯識説への展開、

及びそれらを活用批判するシャーンタラクシタらの見解を要約して示しておく。

citra（多様性）の二義─ 一（eka）と多（aneka）

（a）シャーキャブッディによる一、多の点からの吟味

外界の青や黄色など知と別な対象は一（eka）、多（aneka）の点で否定されるが、依他起

（paratantra）なる知の自体は否定されない（PVTŚ P248a1-2 ad PV209cd）。
（a-1）遍計所執性なる外界（全体性、原子）及び（a-2）それを認識する知：

citra（多様性）＝aneka（多）、分割し得る→多様性は一を自性とするものではない→一、

多の点での吟味に耐え得ない（gcig dan4 du mas dpyad mi bzod pa）→勝義無

（a-3）依他起性なる自己認識：

citra（多様性）＝eka（一）、分割し得ない→多様性は一を自性とするものである（多様不二、

─────────────────────────────────────────────
2）これはシャーキャが多様不二（citradvaita）論を自己認識（savasam4 vedana）の理論を前提として解
釈することをPrajñākaraguptaに先行して示しているといえよう。cf 沖（1975）p.93

3）cf 御牧（1988）p.237 
4）ハリバドラ（AAA p.629,1）は、MAK50-51に対応する部分で、多様不二論者が多様（citra）が単一
（eka）であることの根拠として精神集中と幸福感の無区別（abhinnayogaks

4

ematva）を上げることを
示している。cf Prajñākaraguptaに関して、岩田（1982）p.31注（54）,Manorathanandinに関して、沖
（1973）p.93
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　シャーンタラクシタ（c.725-788）、カマラシーラ（c.740-795）、ハリバドラ（c.800）らの後期

中観思想の特徴である離一多性論による仏教内外の諸哲学の吟味と知識論の階梯がシャー

キャブッディ（c.660-720）のPVⅢ194-224の注釈中に表される見解の活用と批判により形成さ

れていると思われる。このことを以下の四点（Ⅰ．―Ⅳ．）から論じたい。そこにおいて知ら

れるシャーキャブッディ（以下シャーキャ）の見解とは、ダルマキールティ（c.600-660）、デー

ヴェンドラブッディ（c.630-690）（以下デーヴェンドラ）により提示された外教の全体性

（avayavin）及び仏教内外の原子論という外界批判に基づき、外界及びそれを認識する知も

《一多の点で吟味に耐え得ない》と論じ、究極的には迷乱にして相互依存による遍計所執性

なる所取能取の二形象を欠く依他起性である自己認識としての無二知を真実なる知とする。

さらに青などの形象を覚知の自性とし知は同時に多であると認め、この意味で形象真実論を

標榜するものである。

Ⅰ. 諸哲学の段階的超越─経量部説（知の因─原子の積集）から唯識説（多様不二論）

Ⅰ-1.シャーキャブッディの含意するcitra（多様性）の二義

　ダルマキールティは、ディグナーガのPramān
4

asamuccaya（PS）における〈五識身が原子
の積集（多）すなわち共相を所縁とするなら、何故、感官知は無分別であるか〉1）の論議を

踏まえ、積集した（sañcita）諸原子が知の因である（PVⅢ195）、単一な原子を対象とするの

ではないから、知は共相を対象とする（sāmānyagocara）（PVⅢ196）、その際、単一な知がい

かに対象である多数の原子を把握し得るか、すなわち〈いかに単一な知により同時に多なる

ものが把握され得るか〉が議論の焦点となっている。まず、単一な知が多を把握し得ること

を論じ、感官知の無分別であることへと導いている（PVⅢ207）。しかし、このことは外界の

諸原子を対象としている限り、勝義ではない（cf PVⅢ210）。他方、知に関しては、多様な形

象（citrākara）は単一である得る（PVⅢ221）とダルマキールティは導いている。ダルマキール

ティのPVⅢ220-221に関してシャーキャは、多様不二論を自己認識を前提として注釈してい

る。すなわち【その［青、黄色などの］識別は後の知（分別知）が把握する部署であるが、

先の［感官知］が［把握するの］ではない。［識別は］自己認識（ran4 rig pa, svasam4 vedana）

のみを自性とするからである（PVTŚ P257a7 ad PVⅢ220）】さらに【多様に顕現する心は知
─────────────────────────────────────────────
1）cf 戸崎（1979）pp.294-327 

　

後期中観思想（離一多性論）の形成と仏教論理学派
─デーヴェンドラブッディ、シャーキャブッディの
Pramān
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